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日野市教育委員会の教育目標

目1 .教 育

教育委員会の目標)
 

1
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11野市民一人一人が、いきいきと心豊かに、生涯を通じて学び続けるこ日野市教育委員会は、

とを目指し、教育 ・文化 ・スポーツの発展に努める。

自他を尊重する心豊かな人間性をのばす。

たくましく生きる健やかな体をつくる。

自ら学び続ける怠欲と能刀を高める。

(1然、や文化を大切にする態度を養う 。

|玉|際社会に生きる能力と態度を育む。

①

②

③

④

⑤

 

教育目標を達成するための基本方針(2) 

幼児 ・児童 ・生徒一人一人の個性や能力を仲ばし、豊かな人間性を育むために、学校教育① 

の内容 ・万法の改善 ・充実に努め、生涯にわたる学習の基礎を培う教育活動を一層推進する。

教育施設 ・設備を充実し、その有効な活用と保全に務め、地域社会の人々へ積極的に開放② 

旨を生かし、地域活動の活性化を

する。

学校 ・家庭 ・地域社会の述併に努め、学校週 5日制の③ 

凶る。

市民の多燥な学刊活動を支援するとともに、地域における青少年教育を進める。④ 

⑤ 公民館活動及び図干号館 ・ふるさと博物館の資料等の充実とその機能を生かし、市民の学習

の機会を拡充する。

スポーツ ・レクリエーシ ョン施設の整備 ・活用に努め、地域の活動組織を育成し、市民の⑤ 

健康づくりを支援する。

学校教育 ・家庭教育 ・社会教育の緊密な述脱を区|り、地域の自然、や文化を愛し大切にする⑦ 

態度の育成に努める。

地域に{l.:む外岡の人々とともに生きる 、同際社会で情動できる態度の育成につとめる。
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学校における主な教育推進施策と指導の重点

【主な教育推進施策】

日野市教育委員会は、先の教育目標を達成するため、次のことを学校教育において推進する。

1. 人権尊重の教育の推進

日本国憲法に基づき、教育基本法に示された教育の目標を達成するために、学校の教育活動全

体を通して、人権尊重の教育を行い、あらゆる偏見や差別の根絶に努める。

各学校においては、全教育活動を通して人権尊重の精神を培い、 一人一人の児童 ・生徒の個性

と創造性を伸ばし、互いに認め合い、支え合い、励まし合うなど人権を尊重する態度を育む。

また、道徳教育や人間としての在り方生き方にかかわる指導を充実するとともに、男女平等の

教育を推進する。

2. 社会性を育む教育の推進

児童 ・生徒を健全な社会人として育成するために、郷土を愛する心を培い、地域社会の一員と

しての自覚を促し、地域社会の形成者としての資質を育てる。

各学校においては、家庭 ・地域・ 関係諸機関等との連携を一層深め、地域に根ざ した学校教育

を推進し、児童・生徒が地域の自然、や文化を愛し、地域から学ぼうとする心情や人々との連帯感、

地域への帰属意識を育む。

また、社会人講師の活用や、地域の自然 ・文化を積極的に教育活動に取り入れるなど、指導内

容 ・方法を改善 し、社会性を育む教育を推進する。

3. 環境教育の推進

地球上の全ての生命の生存と尊厳に重大な影響をもたらす事象に関心をもちその保全に配慮し

た望ましい働きかけのできる技能や思考力、判断力を身につけ、よりよい環境の創造活動に主体

的に参加する態度を育てる。

各学校においては、児童 ・生徒が全教育活動を通して、自然をいつくしむ心を育てるとともに、

環境の保護や改善に主体的に働きかける行動力や実践的な意欲、能力、態度を育む。

また、日常の教育活動において、環境副読本「美しいまち日野」の活用を図るなど、環境教育

を推進する。

4.国際理解教育の推進

国際的な視野をもち、世界の平和に貢献できる児童 ・生徒を育成するために我が国と諸外国と

の生活や文化の相違を理解し、これを尊重する態度を育むとともに、コミコニケーション能力の

育成に努め、進んで国際社会に参加・協力できる能力と態度を育てる。

各学校においては、我が国の風土、 生活様式、人々の生き方や考え方などの学習を通して、自

国の文化や伝統について理解することや、国際協力に果たす個人や国家の役割について主体的に

学ぶ態度を育む。

また、全教育活動を通して異文化理解の機会や、国際的な交流の機会を生かして、さまざまな
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人々とのふれあいを通して、国際社会に生きる力を育む教育を推進する。

【指導の重点】

各学校では、教育研究 ・研修を充実し、教師一人一人が識見や指導力を高め教育活動を充実す

るとともに、家庭 ・地域社会との連携を一層深め、開かれた学校としての教育活動を展開する。

さらに、次のことを日常の教育における指導の重点として、学校教育の一層の充実 ・向上に努

める。

10学習指導の改善 ・充実

各学校においては、次の点に重点をおいて、個に応じた指導や体験的な活動を重視するなど、

指導内容 ・方法並びに評価の改善を進め、各教科等の基礎的 ・基本的な内容の定着を図るととも

に、柔軟な思考力や創造力、表現力を育成するなど、生涯を通して学び続ける意欲と態度を育む。

(1) 学校評価を年間を通して計画的に実施し、 自校の年間指導計画を生かして計画的・組織的

に教育活動を展開する。

(2) 小集団による個を生かす学習活動、ティーム ・ティーチングによる学習指導、体験を基に

した学習活動、地域の素材を生かした指導など、児童 ・生徒の学習過程に視点をおいた実践・

研究を行う 。

(3) 指導内容 ・方法、指導形態を創意工夫し、児童 ・生徒の側に立った学習指導を行うなど、

各教科等の特性を生かし、自ら学ぶ意欲や生涯を通じて学び続ける基礎を培う学習指導を積

極的に行う 。

(4 ) 積極的に教育機器や、学校図書館を活用し、情報を選択し活用する能力を高める学習活動

を行う 。

2 0 ~I三荊指導 ・ 進路指導の充実

科学校、においては、次の点に重点をおいて児童 ・生徒が生き生きと意欲的に生活するこ とがで

きるよう、教育相談を新極的に進め、 一人一人の児童 ・生徒のよさを深く理解し指導 ・援助する

など、全校的な指導体制を一層充実して、組織的 ・計画的に生活指導 ・進路指導を行う。

(1) 学級経営の充実に務め、一人一人の児童 ・生徒の自己存在感を高める指導を計画的 ・継続

的に行い、 互いに認め合い、励まし合い、 支え合う態度を育成する。

(2) 学級活動等の指導内特 ・方法を創意工夫し、児童 ・生徒が自己理解を深めて、将来にわた

る生き方を考え、主体的に進路を選択する能力と望ま しい勤労観 ・職業観を育成する。

(3) 児童 ・生徒の本イ1:的な祈動など、社会活動への参加lを一層促進し、地域社会の一員として

の自党をよ.5める。

(4 ) 家庭 ・地域 ・関係諸機1)(:1との連撹を密にして、人と人との関わりを重視した折導の徹底に

努め、健全な児7E・生徒を育成する。

3 0 fill版 ・安全J行持の充実

各学校においては、計阿(1句・組織的に、生命の大切さを十分指導し、健康 ・安全についての出
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解を徹底させ、自ら進んで健康の保持 ・増進や体力の向上を図る能力と態度を育成する。

(1) 児童 ・生徒が自 ら進んで運動に親しむ態度を身につけ、心身を鍛え、生涯にわたってスポー

ツを継続することができるよう指導内容 ・方法を工夫 し、体育活動の充実に努める。

(2) 全教育活動を通して、性教育を組織的 ・計画的に行い、児童 ・生徒が人間の性やエイズに

関する理解を深め、成長過程における課題に適切に対応できるよう指導 ・援助する。

(3) 計画的 ・組織的に安全指導や安全管理を徹底 し、 事故防止に努める。

(4) 多様な事態、を想定 した避難訓練等を計画的に実施し、学校における震災等に対する安全指

導を徹底するとともに、学校の防災計画の周知徹底を図る。

4. 心身障害教育の充実

各学校においては、交流教育や理解教育を積極的に進めるとともに、個別の教育プログラムに

よる指導の展開等の研究を深め、心身障害教育を充実する。

(1) 心身障害理解教育を推進し、児童 ・生徒 ・保護者並びに全教職員の理解を深める。

(2) 障害の種類や程度に応じた適切な教育計画と指導内容 ・方法について創意工夫するととも

に、児童 ・生徒の実態に即した交流教育を推進する。

(3) 家庭、医療機関及び‘関係諸機関との連携を深めるとともに、継続的な教育相談活動を一層

充実する。

(4) 児童 ・生徒理解を基に個別教育プログラムを作成 し、小集団による指導や個別の指導など、

指導内容 ・方法を創意工夫 し、 一人一人の発達課題に即した指導を行う 。

5.幼児教育の充実

各幼稚園においては、幼児教育にかかわる研究 ・研修を充実し、幼児一人一人の発達にともな

う課題を適切にと らえ、豊かな人間性を育む教育内容 ・方法の改善 ・充実に努め、人間形成の基

礎となる心情、意欲、態度を育む。

(1) 幼児の生活態度や心身の発達の筋道をふまえ、教育内容 ・方法を工夫 ・改善 し、幼児一人

一人が十分に自己を発揮 して活動できるようにする。

(2) 身近な人と積極的にかかわる活動などを通 して、基本的な生活習慣や社会性を育み、人間

としての在り方、生き方の基礎を育成する。

(3) 地域の特性を生か した教育活動を充実することや、幼児の興味や関心、 意欲を大切にして

十分に遊び込める環境を用意して、豊かな感性を育み、表現力や人とかかわる力を高める。

(4 ) 小学校や関係諸機関、保護者、地域社会との連携を図り 、家庭や地域社会に聞かれた幼稚

園教育を展開し、幼児の健全な育成に努める。

※ 学校を、園 ・学校に、児童 ・生徒を、幼児 ・児童 ・生徒に読み代える。
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東京都教育委員会の教育目標

点点者1)教育委員会は、人間尊重の精神を基調とし、子どもたちが、心身ともに健康で、知性と

感性に富み、人間性豊かな都民として成長することを願い、学校教育、社会教育の緊密な連携の

もとに、誰もが生涯を辿じて主体的に学ぶことのできる生涯学習社会の実現を図り 、も って、普

遍i的でしかも個性豊かな文化の創造と豊かな社会の形成に貢献することを則して、教育の推進を

図る。

「東京都教育委員会の基本方針」

;U;;(打IS教育委14会は、 「教育 目標」 を達成するため、以下の 「基木方針」及び当面の教育行政

の課題と施策の方向に基づき、総合的に教育施策を推進する。

【基本方針 1 人権尊重の教育の推進】

11本|司法{法及び教育基本法の府和11に基づき、また児童の権利に関する条約等の趣旨を

作屯して学校教育活動と社会教育活動全体をj(fiして、あらゆる偏見や差別をなくすため、

人権時屯の教育を批准する。

(1 ) 人!日l尊重の精神のもとに、一人一人の児童 ・生徒の成長 ・発達と自己実現の達成を図る同

不11教育を推進するとともに、すべての都民が人権尊重の精神を培い、同和問題をはじめ人権

I:UJliiへの正しい理解と認識を深めることができるよう努める。

(2) 附咋のある人が社会の -Hとして平等に活動できる社会の実現を日指し、相互理解と迎'l背

をr-fむ教育を推進する

(3) 児 k平等観に立っ た人I~\J)限成と社会的風士づくりを 日指し、男女平等教育を推進する。

(4) 人種、民族等を民にすることによ って、人権が加なわれることのないよう 、人権尊重を基

備とした I~I際見解教育を批准する 。

【基本方針 2 生涯学習の振興】

郎氏が、 'I:VEを通じていつでも rirllに学門機会を選択して学ぶことができ、その成米

が適切に評価されるような生侃'{~T'町村:会を尖現するため 、 生涯学刊の基盤整備を凶る 。

(1) nJS此の IU)I~乍刊を総什的に支援できるよう 、都民が主体的に'-1~宵 ・ 爪動をするための条件

供。iii をÆ;め、区市町村、 ヴオ交 、 人: r"t 、 L己 I I-\ J機 |共| との辿批を批准し 、 /色村 I~午習ネ ッ トワ ー クの

牧v1li・允'xを同|る。
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(2) 都民が学習成果を生かし地域社会や国際社会等で行うボランティア活動等を支援できるよ

う、情報の収集 ・提供や相談等の充実を図る。

(3) 体育施設や教育等の地域解放、 余裕教室の有効活用を進めるとともに、公開講座を実施す

るなど、 学校の教育機能を地域の人々に積極的に開放 し、地域における生涯学習の拠点と し

て聞かれた学校づくりを推進する。

(4) 学校週 5日制の趣旨を生かし、学校 ・家庭 ・地域社会それぞれの教育機能の充実と相互の

連携の強化を図る。

【基本方針 3 児童・生徒の健全育成の推進】

いじめをなくし、子どもたちが、人間性豊かな社会の形成者として健やかに成長でき

るよ う、区市町村、 関係機関と協力し、 学校 ・家庭 ・地域社会の緊密な連携のもとに、

すべての子どもたちの「心とからだの健康づくり」の推進を図る。

(1) 人権尊重の精神の育成、基本的な生活習慣の育成、社会性 ・道徳性の育成、健康の保持 ・

増進を視点と して、児童 ・生徒の健全育成のための施策の総合的 ・体系的推進を区|る。

(2) 子どもたちが、生活体験や自然体験などを通して、豊かな人間関係をはぐくんでいくこと

ができるよう 、多様な活動の機会や場の充実を図り 、教育環境の整備に努める。

(3) いじめ、登校拒否(不登校)や中途退学など、児童 ・生徒の多様な課題に対応するため、

学校における指導体制や相談機能を充実するとともに、いじめや登校恒否(不登校)に関す

る相談、就学 ・進路に関する相談等を含めた総合的な教育相談機関の充実を図る。

(4) 性に関する問題行動及び薬物乱用問題などに刻応するため、家庭・地域社会 ・関係諸機関

との連携のもとに、学校における性教育、薬物乱用防止に関する指導の推進を図る。

【基本方針 4 個性を生かす学校教育の充実】

児童・ 生徒が、生涯を通じて社会の変化に主体的に対応して成長できるよう、基礎 ・

基本の徹底と、自ら学ぶ意欲や思考力、判断力、 表現力等の資質 ・能力の育成を重視し

て、 一人一人の個性を生かす教育の充実を図る。

(1) 児童・ 生徒の特性や進路希望の多様化等に対応 し、個性を重視した多様な教育を推進する。

両校においては、多様で弾力的な教育課程の編成を図るとともに、総合学科や単位制等の新

しいタイプの高校の設置など学校の個性化・特色化の推進、教職員配置や施設設備等の教育

諸条件の整備と併せて、学校の規模 ・ 配置の適正化を図るなど、 者I~立高校の改革を計画的に

推進する。

(2) 児童 ・生徒の健康づくりを進めるとともに、生涯を通じて運動を実践できる基礎を培うた

め学校における体育 ・スポーツの充実を図る。
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(3) 心身に障害のある児童 ・生徒が、その能力・特性等を最大限に伸ばし成長 ・発達 していけ

るように、それぞれに障害及び発達の状態に応じた適切な教育環境を整備し、心身障害教育

の充実を図る。

(4) 社会の大きな変化にかかわる現代的課題について、児童 ・生徒が関心をもち認識を深める

ことができるよう 、情報教育、国際理解教育、福祉教育、環境教育、消費者教育、安全教育

などを推進する。

(5) 教職員の資質 ・能力の向上、学校内の指導体制の確立を図るとともに、家庭や地域社会と

連携して聞かれた学校経営の充実に努める。

(6) 多様な教育活動や地域住民の利用、 さらに災害時における学校の役割に配慮 して、 学校施

設の整備を計画的に推進する。

【基本方針 5 多様な学習機会を提供する社会教育の充実】

都民が、生涯の各時期にわたって多様な学習機会を選択して学ぶこ とができるよう、

学習の機会や場を提供するなど、社会教育の充実を図る。

(1) 情報化、 国際化、 高齢化、環境問題などの現代的な課題についての学習の機会や場の提供

を行うとともに、都民の学習ニーズの多様化・ 高度化に対応した社会教育施設の整備を進め、

図書館のネッ トワーク化を推進するなど都民の学習活動の利便の向上を図る。

(2) 家庭教育に関する情報や多様な学習 ・交流の機会を提供するなど、関係機関 ・関係団体と

の連携のもとに、家庭教育の支援に努める。

【基本方針 6 文化・スポーツ・レクリ工ーシ ョンの振興】

者I~民が、生涯を通じて文化 ・ スポーツ ・ レクリ エーション活動に親しむことができる

よう、活動の機会や場を提供するなど支援を行う 。

(1) 都民が身近に文化に親しめる環境づくりを目指して博物館 ・美術館 ・ホール等の文化施設

を整備し、 芸術文化の様々な鑑賞の機会と文化の創造 ・交流の場を充実させるとともに、東

京に伝わる有形 ・無形の文化財の保存、活用と都民がそれらに接する機会の拡充を図る。

(2) 都民の健康づく り、生きがし、づくりを進め、スポーツ ・レクリエーションの振興を図るた

め、楽しむスポーツから競技スポーツまでを含めて、スポーツ施設の整備 ・活用、指導者の

養成、活動組織の育成等に努める。
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平成10年度 日野市の教育目標及び学校における主な教育推進施策と指導の重点
|教 1円コミ 巨| 標 | ~・'‘，...司J町、「司 五回、~・， -

+ 21世紀に向けての教育改革の視点 +}.I!爪昔1¥教育委員会の教育目標

l 個性重視の原則 1 自他を噂11):する心貨かな人間性をのばす 人間尊重の精神をu
2 生涯学習体系への移行 2 たくましく生きる健やかな体をつくる が、心身ともに飽版で、知性と感性にl:I

3 変化への対応 3 自ら学び統ける官、欲と能力を同める み、人間性豊かな都民として成長するこ。教育謀程の基準の改善のねらい 4 自然や文化を大切にする態度を養う とを闘い、学校教育、社会教育の由民密な

豊かな心をもら、たくましく生きる 5 国際社会に生きる能力と態度をj'fむ 述併のもとに、誰もが生涯を通じて主体

人間1の育成 的に学ぶことのできる生涯学習社会の突

2 自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的 現を図り、もって、普遍的てeしかも個性

に対応できる能力の育成の重視 「イ教育目標を達成するための基本方針ト 1~かな文化の/lIJ造と盛かな社会の形成に

3 国民として必要とされる基礎的 ・基 貢献することをJUJして、教育の推進を図

本的な内容を重視、個性を生かす教育 1 幼児 ・児童 ・生徒一人一人の個性や能力をやl'ばL、豊かな人間性 る。

の充実 を育むために学校教育の内容 ・方法の改善 ・充実に努め、生涯にわ

4 国際理解を深め、我が国の文化と伝 たる学習の基礎をJ音う教育活動を一層推進する。

統を尊重する態度の育成の重俊 2 教脊施設 ・設備を充実し、その有効な活胤と保全に鰐め、地域社

(> 第lsJt11中央教育稼議会第一次答申 会の人々へ積極的に解;放する。。 同 第二次答申 3 学校 ・家庭 ・地域社会の述携に勿め、学校週5日ffilJの主旨を生か

(> 教育課程審議会中間のまとめ し地峡活動の活性化を図る。

く〉 幼児Jt1Jからの心の教育 4 市民の多様な学留活動を支援するとともに、 地域における青少年

教育を進める。

5 公民館活動及び図書館 ・ふるさと博物館の資料等の充実とその機

能を生かし、市民の学習の機会を砿充する。

6 スポーツ ・ レクリヱ ー ション施設の~6ilì ・ 活用に努め、地域の活

動組織を育成し、市民の鎚5J!づくりを支援する。

7 学校教育 ・家庭教育 ・社会教育の緊密な連併を図り、地威の自然

や文化を愛し大切にする態度を育成するとともに行動する力を育む。

8 地域にすむ外国の人とともに生き、国際社会で活動できる態度の

育成に努める。

11教育研究課題|…… 11学校における主な教育推進施策l

什個性尊重の教育の推進 卜 「寸人権尊重の教育の推進トー 戸寸 社会i生を育む教育の推進トー 戸一一寸 環境教育の推進 ト一一ー 一→ 国際理解教育の推進 卜ー

了 小u:♂団による主体的 - 学校の教育活動全体を通 地域の自然、や文化をw極的 よりよい原境の創造活動に 国際的な視野をもら、t!t

. f!IJ造的な学習活動 して、あらゆる偏見や差別 に学校教育に取り入れ、 地域 主体的に参加する態度を育て 界の平和に貢献できる児童

イ テ fームティーチン をなく す。 に恨ざした学校教育を推進す る。 生徒を育成する。我が国の

グによる指噂の実践 一人一人の児童 ・生徒の る。 自然を慈しむ心を背てると 風土等の学習を通して、自

'/ 体験的な学習活動の 個性と創造性をやl'ばし、人 児童 ・生徒が地以の自然や ともに、 mJJi'の改善に主体的 図の文化や伝統について浬

実践 権尊重の精神を培い、互い 文化を愛し、地域内、ら学ぼう に働きかける行動力平実践的 解することや、国際協力に

エ 地域の素材を生かし に認め合い、支え合い、励 とする心情ゃ人々との迎初感 な怠欲 ・態度 ・技能をnむ。 梨たす個人や国家の役割を

た教育の笑践 まし合う態度を育む。 学校への所属意識を育む。 主体的に学ぶ態度をnむ教

j'fを推進する。

|学校における指導の重点|

学習指導の改善 ・充実 生活指導・進路指認の充実 健成 ・安全指it:f.の充実 心身障iM教育の充実 幼児教育の充実

-基礎的 ・基本的な内容の指ilj: -社会規範を守る態度を育成する。 -児童 ・生徒の心とからだの匝s -教育環境の強制i充実 -人間形成の基礎となる

-倒性を生かす教育の充実 • JJ己実現を図る能力を育成する。 wづくりを似巡する。 -指導内容 ・方法の改善充実 ~かな心、健やかな体

-街若手内容 ・方法・抑制1;の改善 -教育相談活動を充実する。 -計画的 ・組織的に生命の大切 -交流教n・)!Jl解教育の推進 1 幼児の生前実態や心

-柔軟な思考力ゃ自IJ造力の育成 -児1在・生徒理解を深化する さを指噂する。 -教育プログラムによる指羽 身の発達、遊びの重要

-生涯を通して学び続ける意欲 -校内の指現体龍IJを充突する。 -健康の保持 ・I首進平体力の向 の展開などの研究の推進 1性を踏まえ、教育内容・

と態度の育成 -組織的・計画的に指導する。 上を図る能力と態度の育成 1 心身障由理解教育を推進 方法を改善する。

1 学校評価の~I 回 CI'-J1l'!随、年 1 学級経営の充実に努め、ー人 1 自らi[んで運動に親しむ!i14 し、児iii・生徒 ・保護者 ・ 2 身近な人と政極的に

If: 1l財布~hilli による J旨導の展開 一人を生かす指湾の徹底を図り、 !立をrrて、生涯にわたってス 教職員の1'Jl解を深める。 かかわる活動、基本的

2 'i'lWlによる学省乱活動、ティ ー 1;1己評価を高める指導を行う。 ポーツを楽しむことができる 2 障害のやifi~iやおHiに応じ な生活習慣や思いやり

ムテ ィーチング、体験的な学 2 主体的に進路を選択する能力 ょう指蒋内容・方法を工夫す た適切な教育計画と指導内 の心を育てる。

習所動、地域素材を生かした と望ましレ勤労組 ・職業観を育 る。 容 ・方法の工夫。児童 ・生 3 地域の特性を生かし
指耳事 てる指君事を行う。 2 性教育を組織的 ・計画的に 徒の実態にR[Iした交流教育 教育活動を通して鎌か

3 指噂内容 ・方法ゃ指ilj:形態 3 奉仕的な活動等社会活動への 行い、人間lの性やエイズに関 の推進 な感性を育み、表現力

の/lIJQ.工夫、各教や|の特性を 参加の促進 する理解を深める指導を行う。 3 家庭、医僚機関及び関係 ゃ人とかかわる力を養

生かし自ら学ぶ.iJ'欲を培う。 4 家庭 ・地域・ 関係諸機関との 3 計画的 ・組織的な安全指i.Ff 諸機関との連航。継続的な う。
4 教育機器や学校図書館を活 連絡と人と人のかかわりを重視 平安全管理と事故防止の徹底 教育相談話動の充実 4 小学校ゃ保護者、地
mし、情報を選択し活用する した指君事の徹底 4 避難訓練の計図的実範、防 4 個別教育プu グラムによ 域社会との連携を図り

能力を高める。 災計画の改品 る指f耳方法の工夫改普 健全な幼児を育てる。

11 課題解決を目指す施策 I~
各種主任会 ・連絡会 各組委員会 ・委託 研修会 迎営 ・推進 教育資料
-教務主任会 -人権時重教育推進委員会 -学校経営研修 -水泳記録会運営委員会 -教育課程資料の活川
-生活指i!$主任会 -心の教育推進委員会 -教職専門研修 -音楽緩11教室運'当委員会 -研究奨励報告~!f
-保健主任会 - ひのっ子教m1 liJf ~先負 -現職研修 I - 空?初!l~.iill~'委員会 -明lJ'J'l副読本の活JIJ
-巡路tFiil軍主任会 -情報教育推進号番目会 -学官u首謀法研修 -小学校砂!IlI)教室i!Il包委員会 -社会科目IJ読本の活川
-研究主任会 -英語指尊改善委員会 'flJ任者研修 -筒制副読本の活用

-体育主任会 -海外文化交流推進委員会 -教育相談研修 -まどベの編集 ・発行
-給食主任会 -インターネ γ 卜研究委員会 -学校保健研修 -進路指噂資料集の活Jl1
-学校図書主任述絡会 -心身障害教育惟進協議会 -幼児教育研修 -教育相談室活用
-外国人児 ・生指述絡会 -科学教育センタ ー -各徴実技研修 -人権読本(教師nJ)
'TT指』革連絡会 -教職研修実純協議会 -各積宿泊研修 -人権子供向けリ ーフレット

-相談学級運営協議会 -教育相談ウ ース会議 -教育課脳研究推進資料

-幼稚園教育推進委貝会 -市教育研究会

研究奨励事業の推進 A修究会の推進 教育相談活動の充実 校内研修 ・研究への支媛学校訪問等による指導 ・助言 ト
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平成10年度 日野市教育委員会学校教育部関係及び日野市立幼・小・中学校(園)行事予定表

4 Jl 
平成10年4月2日

【各積会議・主任会 ・委只会等、ム午liii 0・午 後 口 ・全日】 【指導主事会議、 企 ・午前 . 午後 .:全日】

11 I~d 午 日行 午 後 uUl考(学校関係) 日

l 水
新ifli、転iili校長、教ii.i1辞令伝達式

l 

2 イミ
111=雇用嘱~fJ主務令伝達式 ム校長会 (505)

2 
一般教職JJ.辞令伝達式

3 金 3 

4 上 4 

5 日
{ps休業日終

5 

6 JJ 
[:，小学校入学式

6 
ム小 ・中学校始業式

7 火
ム'1'学校入学式 7 

8 水
ムyJJfft図入図式・始業式

8 

9 本
どミ幽長会 0転退職校長、教頭感謝式

9 0定例教育委民会

10 金
0養護教諭会

10 

11 土
上臨休業円

11 

12 n 12 

13 n 0小 0'1-'生活Hii1l:l:任会
13 

14 火
0心身障l!1教育推進協議会

14 0給食主任会

15 水
0市教liJf

15 

16 本
...mi!J;主事述絡協議会

16 

17 金
ム教頭会 (505) 0教務主任会 O幼稚園教育推進委員会

17 
...教員研修411当Hii.l1:I=:'l~述絡協議会 on光砂動教室第 l回担当岳会

18 18 

19 11 19 

20 )J 0就学相談委員会
20 

21 火
企生ì1i1Iíi.'m 山í11íi.I): J三 'l~迎絡会 O!fi:語jlíi.FJ;改持軍Ht会Oひのつ子教育21研究t~総会

21 0初任台研修①

22 水
A多l管地区指i!T.I=: 'l~述絡協i認会 0教職研修実施協，~会

22 

23 本
ム人権時IU教育Htilb委員会役員会 0栄ltヒ巡絡会 口八ヶ岳移動教室突地踏査

23 

〈佐
企体育 ・ 飽};IH~ 1'f担判1M滋 J '. ' lr述絡協議会 0初任 行研修②

、v
24 24 0教育相談ケース会

25 
I:IW休業11

25 

26 11 26 

27 JJ 
.sカウンセラ 一紀世校連絡会

27 
0中学校生活111m:主任会

28 火
ム学校粍;:;~.研修会① 0進路jliiは1=:!1会

28 
0教育相談研修会①

29 水
みどりの 11

29 

30 ;j， 
ム小 o'NQf羽生日連絡会 U1H史記念日 (二中)

30 

号
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5月 【各種会議 ・主任会 ・委員会等、ム .午前 O 午後口 全日】 【J民主主主事会議、企 .午前 . 。午後 . :全日 】

円 11程 午 日'J 午 f愛 Wi考(学校関係) 口

1 金
0学校経蛍・研修会② IJfH羽記念日 (ニ幼)

1 

2 土 2 

3 日
元自法記念日

3 

4 月
国民の休日

4 

5 火
こど もの日

5 

6 水
ム校長会 (505)

6 

7 木
ム園長会 0心の教育推進委A会 日光実I也踏査

7 
.人権主事重教育推進校委.u.会

8 金
A同病1教育指導推進委員会 0研究主任会+教l倣専門研修会①

、v
8 0イソタ ーネァ 卜研究委員会

9 上
上|雌休業日 開校記念l二I(一中)

9 

10 13 
日目校記念口(平山小)

10 IJIJ闘記念日(二幼)

11 月
0小 ・中生活指;rr.主任会

11 0人権噂1fI教育推進委員会

12 火
...心身障害教育担当指導主IjJ:)ili絡協議会 0海外文化交流推進委只会O心身障害教育推進協議会 I)fj校記念日(尚徳小)

12 0初任者研修f首都教以連絡会O給食主任会

13 水
0市教研総会

13 0中教研総会

14 木
0定例教育委民会 圏平山台小

14 

15 ぎIl
ム教頭会 (505) 0教務主任会 園東光寺小

15 
...国際理解教育4在日外国人児+生教育連協 0養護教諭会

16 土
科学教育セ ンター①首ii則mu持式

16 

17 日 17 

18 月
圏 三沢台小

18 

19 火
ム学校経営研修会③ 0栄養士連絡会

19 0初任者研修③+学習指;rr.法研修会①

20 水 201 

21 木
0幼児教育研修会① II!I 一小

21 

22 金
0互助会評議委員会

22 0相談学級迎営協議会

23 土
土腿休業日

23 

24 日 24 

25 jヲ 0中学校生活指導主任会 1m闘記念日(ー幼)
25 

開 十l'悶小

26 火
口ー幼(教育委員訪問) 企教育訪!題指導連絡会 圏 一小

26 企消費者教育 ・環境教育折f，進委只会

27 水
口一小 (指導室訪問) 園凶小

27 

28 木
口六幼 (教育委員訪H司) ム小 ・中校長役員連絡会 0学校図占主任述絡会 園丘小

28 ...幼稚園担当指噂主事述絡協議会

29 金
...男女平等教l'H佐進委fl.会 O教育相談研修会② IJfH姐紀念日(六幼)

29 
図 六 小

30 土
科学教育セγター②

30 

31 n 31 

ui1i 

考

地区協大会 5/20
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6月 【各組会議 ・主任会 ・委員会等、ム午iiij0 午 後 口 念 日】【指導主事会議、A 午前 . 午後 . 全日】

|ヲ 11程 午 而I 午 後 備 考(学校関 係 ) 日

1 刀
ム学校経笛研修会@ 開校(沌合、百草台、七生)

l 園澗徳小

2 火
ム校長会 (505) 0進路J旨m:主任会+教職専門研修会② 園平tJ.J小

2 0人権尊重教育推進委員会O心身障害教育般進協議会

3 水
口五幼 (指導室訪問J) 園南平小

3 

4 木
ム園長会 0給食主任会 園 百1;f.台小

4 口生活指導主任宿泊研修

5 金
↓.6.生活1Ii;Q;担当指i!}:主事連絡会 園柁合小

5 

6 土
科学教育セ ンター③

6 

7 日 7 

8 月
0小学校体育主任会 園口幡台小

8 0情報教育推進委只会

9 火
0保健主任会+教l隙専門研修会① 開校記念日 (五小)

9 園じ'J、

10 水
口 じ幼 (指導室訪問) 0市教研 開校記念日 (ニ小)

10 0中教研 園八小

11 イミ
企学校不適応対策:cll絡協議会 0定例教育委員会 圏 程久保小

11 0現職研修 I部開講式

12 金
0初任者研修③ 1学習指潟法研修会②

12 0水泳記録会運営委員会O学校経営研修会⑤

13 土
こと暇休業日 科学教育セ ンター@

13 

14 日 14 

15 n .sカウ ソセ7ー配位校えli絡会 園地が丘小
15 

16 火
0海外文化交流推進喬只会

16 O~聖護教諭会

17 水
口凶YJ)(指君主室訪問J) 0夏期体育大会

17 

18 イミ OTTf旨m:述絡会
18 0現職研修 i部②

19 金
ム教頭会(展示室) 0教務主任会 ト教職専門研修会@

19 企進路指in;担当m;Q;主'J>述絡協議会 0外国!/i'.iii.生徒指m:述絡会

20 上
科学教育セソ ター⑤

20 

21 11 21 

22 Jj 0教1'f相談研修会③
22 

23 火
.6. 数日研修位当m;n;主'Jc辿絡協，1(会 0栄建上述絡会

23 0現職研修 I部1m講式(f.師11)

24 水
口五小 (部一般 1mi!l:~ゼ訪n:J) 0夏季体行大会 (中学) 開校(ー小、高幡台小)

24 

25 ;f( 
口市平 (教育委fJ.訪問J)

25 
教務 UHfi泊研修会

26 金
↓ .6. 1日 111 教1'7推ilL~U会 .:(ErJ外国人児従 ・生徒教ff.cll絡協調会

26 0英語mzn:改lf委11会O初(f:作研修会⑤現職研修 11官IQ)

27 
HWfH本業11

27 

28 11 28 

29 Jj 0教職研修~.M!!協，1(会
29 

OýJ) .fjH調 教i'f1fl:ilL~U会

30 火 0心の教fHff'.i[委u会 1m凶 ・校 (じ幼、六小)
30 円11光作動教宅 (一斑)

jう

地区協!J:性部大会 6/3
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7月 【各種会議 ・主任会 ・委員会等、ム 午前 O 午後口;全日】【mm:主事会談、 企 :午前 . 午後 . 全11】

日 11i'iI 午 l苅 午 後 uill考(学校|剥係) 1] 

1 水
口二幼(指導室訪問) 0市教研 |音楽削教室(中学校)

l 

2 木
ム闘長会...体育 ・健康教育担当指君主主事述絡協議会 0就学相談委員会 日日光移動教室(二班)

2 
ム小 ・中校長役員連絡会

3 金
企心身障害教育担当指滋主事連絡協議会 -人作1~Y.重教育推進校委員会

3 0相談学級運営協議会

4 土
コ日光移動教室(ニ班)

4 

5 lヨ 5 

6 月
ム学校経営研修会⑥ 。小 ・中生活指導主任会

6 

7 火
ム校長会(展示室) 0心身障害教育推進協議会

7 0教育相談ケー λ会議 O;;}J任者研修⑥

8 水
口平山中 (都一般+指務室訪問) 0中教研

8 

9 木
0定例教育委員会

9 03聖護教諭会

10 金
企指導主事連絡協議会 ・教科等部会 0人権噂重教育HE進委.n会

10 0幼児教育研修会②

11 二t上IIlil休業日 科学教育センタ ー⑤
11 

12 日 12 

13 月
0中学校生活指i.4主任会

13 0インターネッ ト研究委n会

14 火
ム教頭会(防災セ) 0海外文化交流推進委1~会

14 

15 水 15 

16 木
0栄炎士連絡会

16 0給食主任会

17 金 17 

18 土
'1、.中学校終業式

18 

19 日 19 

20 月
'ifiiの記念日

20 

21 火
変則休業始 (夏季休Jin・始)

21 口初任者研修 ・宿泊研修会①十 2~I三次教員宿泊研

22 水
口初任者研修 ・宿泊研修会②+2tl三次教員宿泊研 科学教育セ Yタ-);J_季講座 l ⑦ 

22 

23 木
口初任者研修 ・宿泊研修会① 科学教育センタ ー夏季秘座2 ③ 

23 

24 金
口初任者研修 ・宿泊研修会@ 科学教育セ ンター夏季琳座 3 ③ 

24 口ひのっ子教育21研究只大成荘合宿

25 二七 25 

26 日 26 

27 月 27 

28 火
口校長会一日研修

28 

29 水
口現職研修 I部任ゆ

29 

30 木
ム初任者研修⑦ 0初任者研修③

30 

31 金
口教頭一日研修

31 

保IJ

手J 
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8月 【各種会議 ・主任会 ・委μ会等、ム :午前 O 午後口全日】【1I1i1+主lJj:会議、 企 午liii .:午後 ・ -全日】

l=l IIlil 午 IJIJ Lf f麦 備考(学校関係) 日

l 上

2 Il 2 

3 月 3 

4 火 4 

5 ;j( 5 

6 ;j--: 
0ひのっ子教育21研究u中間発表

6 

7 金 7 

8 _I: 8 

9 11 9 

10 )J 10 

11 火 11 

12 水 12 

13 A: 立~~立丞込会 13 

14 金 14 

15 t 15 

16 円 16 

17 Jl 出毛」!欽盟>_m~l): l三回tJJJí答怠監 17 

18 火
口監1'0]，飽員軒先.1Mf<(，凶鐙L

18 

19 水 19 

20 Aミ 口庇盗斗卸値盟;乍集会主l'学位L 科学教育セ ソター⑬ 8/20のいずれかを選択
20 

21 金 ‘' 21 

22 L 
司.

22 

23 11 23 

24 刀
ム宇VJ(T:fi研修③ 0初任者研修⑬

24 

25 火
。初11:自研修O 0初任者研修⑫

25 

26 dく 26 

27 イミ 27 

28 金 28 

29 tニ 29 

30 11 30 

31 n ム小 .-，-I~鐙j正似t.i虫虫色会 (夏季休業日 ・終)
31 

vm 

J5・
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9月 【各検会議 ・主任会 ・委員会等、ム 白午前 0:午後口 .全日】 【指i!+主事会議、企 .午前 . :午後 . :全日】

日 l躍 午 百ij 午 後 備考 ( 学 校 関 係 ) 日

l 火
二学期始業式

1 

2 水
A校長会 (505)

2 

3 木
.A.同和教育指導推進委員会

3 
ム園長会A進路指導担当f旨i!+主事連絡協議会

4 金
ム人材E噂重教育雄進委員会役n会

4 

5 土
0科学教育センタ -i[i)

5 

6 日 6 

7 月
小学校水泳記録会 (Jlli有ブロ γク)

7 

8 火
.A.多摩地区指i!+主事連絡協議会 小学校水泳記録会(J11北ブロ ァク)

8 

9 水
0市教研

9 0中教研

10 木
.A.心身障害教育担当指君主主事述絡協議会 0定例教育委員会

10 0養護教諭会Q.心身障害教育推進協議会

11 金
A生活指導担当指導主事連絡協議会 0研究主任会

11 0給食主任会

12 土
土臨休業日 科学教育セ γター⑫

12 

13 日 13 

14 月
0小 ・中生活指i!+主任会

14 0英語指導改善委只会

15 火
敬老の日

15 

16 水
口組が丘小 (都一般+指導室訪問) 日fl校記念日(三沢中)

16 

17 木
.A.国際理解+在日外国人児 ・生連協 .人権尊重教育宇佐進校委只会

17 0水泳記録運営協議会

18 金
ム教頭会 (505) O学習指導法研修会③+初任者研修⑬

18 企学校不適応対述協 OYlJ9['.教育研修会①

19 土
科学教育センタ ー⑬

19 

20 日 20 I 

21 月
0就学相談委員会

211 0教育相談研修会@

22 火
0進路指導主任会O栄旋士連絡会

0海外文化交流推進委員会

23 水
秋分の日

23 

24 木
口平山小(指滋室訪問)

24 

25 金
企男女平等教育雄進委員会 0教務主任会

25 

26 土
土縦休業日

26 

27 日 27 

28 月
0中学校生活tl'ii!);主任会

28 

29 火 29 

30 水
口八小 (都一般+指導室訪l!iJ)

30 

lim 

手J各
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10月 【各種会議 ・主任会 ・委員会等、ム:午前 0:午後口全日】【指導主事会議、 A 午前 .ー 午後 ・ 全日】

!ヨ |限 午 111J 午 後 備 考(学校関 係 ) 日

1 木
者l民の日

1 

2 金
企教員研修担当指滋主~l}連絡協議会 O学習指辺手法研修会①+初任者研修⑬ 開校記念日 (ニ中、平山中)

2 

3 土 3 

4 |ヨ 4 

5 月 5 

6 火
0，心身障害教育推進協議会

6 0，心の教育jjg進委員会

7 水
0市教研

7 0中教研

8 木
ム小 ・中校長役員連絡会 0定例教育委員会

8 

9 金
&1旨君主主事連絡協議会 0人権尊重教育位進委民会

9 

10 土
体育の日

10 

11 日 11 

12 月
0小 ・中生活指君主主任会

12 0小学校体育主任会

13 火
ム校長会 (505) 0給食主任会

13 

14 水 14 

15 木
ム闘長会 0ィγターネッ ト研究委員会

15 03聖護教諭会

16 金 16 

17 土
0就学相談委員会

17 
科学教育センタ ー⑬ ljiiJtlllUi統式 後期関税式

18 |ヨ 18 

19 ) J 
0教育相談ケース会議

19 

20 火
0教育相談研修会⑤ 開校記念日(程久保小)

20 

21 水 21 

22 木
-同和教背指導折t進委員会視策 0栄美上j主絡会

22 

23 〈並
.同和教nmm:推進委只会祝祭 0教務主任会 音楽鑑賞教室(小学校)

23 
ム教DJi会 (505) 0教l倣研修実施協議会

24 上
七同日休業n

24 

25 n 25 

26 n 企同平[1，教1'1llii!+般進委只会 0幼稚園教育推進委員会
26 

27 火
.sカウンセフ ー配i位校述絡会

27 

28 水 28 

29 -+: ム小 ・，l'校j羽生H述絡会
29 

30 金
.在日外国人児1在・生徒教1'f.i1l絡協級会

30 

31 
科学教育セ '/(jー①

31 

.illi励会小学校i

幼縦闘

体m再小学校
fiOg祭 rt

J7-
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11月 【各種会言葉 ・主任会 ・委員会等、ム午前 0:午後口 :全日】【指導主事会議、企 :午前 . 午後 ・ :全日】

日 |曜 午 日リ Lf 後 備 考(学校関係) 日

1 日
1m図 ・校 (四幼、五幼、 四小、

1 
八小)

2 月
開校記念日(大坂上中)

2 

3 火
文化の日

3 

4 水
ム校長会 (505) Or↑T教Wf

4 
口三沢中 (都一般訪問+指導室訪問)

5 木
ム園長会 -人権尊重教育校推進校委員会

5 ...進路指導担当指導主1:1~連絡協議会 0学校図諮主任会

6 金
...心身障害教育担当指導主事主li絡協議会

6 0人権噂重教育推進委員会

7 土
科学教育セ ンター③

7 

8 日 8 

9 月
A消費者教育 ・環境教育推進委員会 0小 ・中生活指導主任会+教職専門研修会⑤

9 

10 火
0心身障害教育t1t進協議会O:tJ!J隙研修 lf悦⑤

10 0情報教育行1，進委員会01t護教諭会

11 水
日程久保小(指導室訪問) 0"1"教lilf 11 

12 木
企生活指導担当指導主1:1.連絡協議会 定例教育委員会

12 O!J¥lJ倣研修 I部閉総式O給食主任会

13 金
OTT指導:i!Jj絡会O情報教育判長進委貝会

13 0相談学級運営協議会

14 二七
土曜休業日 科学教育セ ソター④

14 

15 日 15 

16 月
口六小 (指導室訪問)

16 

17 火
企福祉教育推進委員会 0外園児童 ・生徒指導連絡会

17 0保健主任会

18 水
口七小(指導室訪問)

18 

19 木
0教育相談研修会⑤

19 0栄義一士連絡会

20 金
企体育・健康教育担当指導主事連絡協議会 0教務主任会+教職専門研修会⑥

20 ム教頭会 (505) 0学習指導法研修会⑤+初任者研修⑬

21 土
0就学相談委員会

21 

22 日
開校 (南平、旭が丘、東光寺、

22 
平山台、仲田、四中)

23 月
勤労感謝の日

23 

24 火
企教育課題指導連絡会 0現職研修 11部開講式(予備)

24 

25 水
口一幼(指導訪問)

25 

26 木
ム小 ・中校長役員連絡会 0中学校生活指導主任会

26 0進路t旨導主任会.家庭裁判所との迎絡会

27 金
口一中(教育委員訪問) 0幼児教育研修会⑤

27 

28 土
土限休業日 科学教育セソタ ー⑤

28 

29 日 29 

30 月
0，心の教育機進委員会

30 0英話f旨i!+改善委員会

備

考
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12月 【各種会議 ・主任会 ・委員会等、ム.午前 0:午後 口 .全日】 【指導主事会議、 A 午前 . :午後 .・ 全日】

日 11複 午 前 午 後 備 考(学校関係) 日

1 火
ム校長会 (505)

1 

12 水
0市教研

2 

3 木
ム闘長会 0初任者研修会⑬

3 A学校不適応対策述絡協議会 0教育相談ケース会議

4 金
ム人権尊重教'tHf~進委員会役員会 O!!<務主任会

4 

5 土
0就学相談餐員会

5 
，('1十学教育セ Yター⑤

6 日 6 

7 月
0小 ・中生活指帯主任会

7 

8 火 8 

9 水
口潤徳小(都一般+指君事室訪問) 0中教研

9 

10 木
0定例教育委員会

10 0養護教諭会

11 金
口沌合小(教行委.Q訪問) Oy.))推闘教育推進委員会

11 0心身障害教育推進協議会

12 土
上限休業日 科学教育センター⑦

12 

13 日 13 

14 月 14 

15 火 15 

16 水 16 

17 木
0栄1i士述絡会

17 

18 金
ム教頭会 (505)

18 Am滋主事述絡協議会

19 土 19 

20 日 20 

21 月 21 

22 火 22 

23 水
天皇誕生日

23 

24 木 24 

25 金
ム幼 ・小 ・中学校終業式

25 

26 上
(冬;fi休業日 ・始)

26 

27 日 27 

28 月 28 

29 火 29 

30 水 30 

31 木 31 

Jf 
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1月 【各種会議 ・主任会 ・委員会等、ム・午前 0・午後口全日】【指滋主事会議、 企 午前 . :午後 ・ 全日】

日 曜 午 前 午 後 備考(学校関係) 日

1 金 l 

2 土 2 

3 日 3 

4 月 4 

5 火 5 

6 水 6 

7 木
ム園長会 ム小 ・中校長会役員連絡会 (冬季休業日・終)

7 
企問手日教育指導推進委員会

8 金
....多摩地区指導主事述絡協議会(教Y'f務!程説明会) 0進路指滋主任会

8 
ム幼 ・小・ 中学校始業式

9 土
土|雌休業日

9 

10 日 101 

11 月
0中学校生活指導主任会

11 

12 火
ム校長会 (505) 0心身障害教育推進協議会

12 0英語指導改善委員会O給食主任会

13 水
0中教研

13 

14 木
0定例教育委員会

14 

15 金
成人の日

15 

16 土
0就学相談委員会 l!f初め股(小 ・中学校)

16 科学教育センタ ー③

17 日
書初め展 (小 ・中学校)

17 

18 月
0小 ・中生活指導主任会

18 

19 火
0栄養士連絡会

19 0学習指導法研修会⑥ト初任者研修⑫

20 水
口四中(指導室訪問) 0市教研

20 

21 木
....幼稚図担当指託手主事連絡協議会 0心の教育行f;進委只会

21 

22 金
....図際理解教育+在日外国人児 ・生徒数育述協 0教務主任会

22 ム教liJ'(会 (505) 0研究主任会 03聖護教諭会

23 土
1::1臨休業日 科学教育セ ソタ ー③

23 

24 11 24 

25 月
....心身障害教育担当指若手主~ll:連絡協議会

25 門大坂上中(教育委員訪問)

26 火
0幼児教育研修会⑤

26 

27 水
.人傑尊重教育推進校委~1会

27 

28 木
ム小 ・中校長役員連絡会 図工股

28 口初任者研修 ・宿泊研修会①+2年次教民宿泊研

29 金
↓企男女平等教育推進委員会 、レ

29 

30 土 30 

31 日 31 

備

者J 
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日 11提 午 IJIJ 午 後 備考(学校関係) 日

1 月 l 

2 火
ム校長会 (505) 0，心身障密教育推進協議会

2 

3 水
0冬季体育大会

3 

4 木
ム闘長会

4 
企教員研修担当指滋主事連絡協議会

5 金
OflJ任者研修会⑬

5 

6 土
科学教育セ ンター⑬

6 

7 Il 7 

8 月
0教育1w稼厄i出説明会 .小・中3:00-兼.教務主任会

8 

9 火
0教育課程府出説明会， 幼稚園3:00-

9 

10 水
0定例教育委員会 開校 (一小、 ニ沢台小)

10 

11 木
ill国記念の日

11 

12 金 12 

13 上
土l!Ia休業日

13 

14 仁| 14 

15 J J 
0小 ・中生活指導主任会

15 

16 火
0教育相談ケース会議

16 

17 水
0市教研研究発表会

17 
0中教研研究発表会

18 "，f: 
A生活f旨m:担当指1.1):主τll:述絡会 0衆議教諭会

18 0栄養士連絡会

19 ノd、L 企在H外国人児A.生徒教育連絡協議会 0人権務1fI教'(f推進委員会
19 

ム教頭会 (505) 0札l談竿級迎営委員会

20 七
科学教i'fセ ンタ-1)) 後WI 開講式

20 

21 I1 21 

22 JJ 
0小学校生活tli'i!J主任会 22 

23 火
A体ir. 健康教ifj1_!当tlí' ~1): tTI~迎絡協設会 01iJ}任者研修会⑬

23 

24 dて 24 

25 Aミ A小 ・中校長役員主l!絡会 0心の教n推進~只会
25 

0給食主任会

26 〈住
Atlmセ事連絡協議会 0教職研修実施協議会 26 

27 
l二IWll休業日

27 

28 11 28 

Yi 

」 ー
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3月 【各種会議 ・主任会 ・委員会等、ムー午前 0:午 後 口 全 日】【指導主事会議、 企 午前 . 午後 ・ 全日】

口 117i1 午 I]IJ ノ下 後 。ilI考(学校関係) 日

1 月
1m校記念n(七小)

1 

2 火
ム校長会 (505) 0幼児教育研修会⑥

2 0心身障i1:i教育挑進協議会

3 水
0市教liJf

3 0中教研一斉発表会

4 木
ム園長会 0ひのっ子教育21研究員本発表

4 

5 金
A進路指導担当指i!+主事述絡協議会 0進路指導主任会

5 

6 土 6 

7 lヨ 7 

8 月
0小・中生活指滋主任会

8 

9 火
(教育課程届出受付) 0給食主任会

9 

10 水
(教育課程届出受付)

10 

11 木
(教育課程届出受付) 定例教育委日会

11 

12 金
[:，教頭会 (505) 0教務主任会O茶話E教諭会

12 0就学相談委.LJ.会

13 土
土曜休業日

13 

14 日 14 

15 月
0初任者研'先

15 

16 火
(教育il*程届出受付)

16 

17 水
(教育~程届 I:B受付)

17 

18 木
(教育諜程届出受付)

18 0栄養士述絡会

19 金
ム中学校卒業式

19 

20 土 20 

21 日
春分の日

21 

22 )~ 22 

23 火 23 

24 水
ム小学校修 了式

24 ム幼稚園修了式

25 木
ム小学校卒業式

25 
ム中学校修了式

26 金
(春季休業日始) (恭季休業日始)

26 

27 土 27 

28 日 28 

29 月 29 

30 火 30 

31 水 31 

UUJ 

卦ιJ 
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日野市教育委員会指導室の年間事業計画

A 主任会・委員会等

名称 ねらい ・ 方針 内容 ・ 方法 会場 |対象

教| 教務主任の立場から円滑な学校

巾 |経営の在り方について研修すると

ど |ともに、 当面する教育課題につい

τ!て研究協議 し自校の教育活動の改

二|普 ・充実に役立てる。
Zミ

-教務主任の職務

・円滑な学校運営を図る教務主任

の在り方

・当面する教育課題

.母校評価について

市役所

または

研究室

教

務

主

任

/ ~ ' I 生活指導についての共通理解を

主|深め、それぞれの学校における生

語 |活指導上の問題を解決するため|育

室 |報交換と研修を行う O

イ壬

主| 中学校の生活指導及び学校聞の

校 1 1おノユ休制を推進し、生活指導の充
1-1:: 

古 l実を凶る。
指
主主
主
任
.6.. τE王

-生活指導上の臨床的対策

・学校生活に喜びを感じ、能力を

十分に生かす生活指導の在り方

-先生と生徒、生徒聞の人間関係

の在り方

・学校生活に生きがし、を感ずる生

活指導の確立

市役所

または

研究室

111役所

まTこは

学 校

生

活

指

導

主

任
一
中
学
校
生
活
指
導
主
任

保

健

主

任

心身ともに健全な児童 ・生徒の

育成を図るための保健教育の在り

万について研究し、健康 ・安全教

育の推進について研究する。

-学校保健の在り方

.保健指導者の実態と望ましい在

り方

-分科会研究

・研究発表

市役所

または

研究室

保

健

主

任
乙>-
ヱミ

進

路

指

持

主

任

小学校の進路指導の基本的な在

り)]について研修するとともに進

路指導の充実を図る。

-全体的な指導体制の確立

・道路指導上の問題点の整理と検

討

進路指導の全体計画

各学年の指導の重点

進路指導を推進するための組

織経営

指導資料の作成

市役所

または

学 校

進

路

指

導

主

任
;Lミ
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名称 ねらい・方針 内容 ・ 方法 会場 |対象

就

学

相

談

委

心身に障害のある幼児 ・児童 ・

生徒の障害と発達の状態に応じた

適切な教育措置をするための相談

等を行う。

-東京都教育委員会、教育相談所

及び児童相談所等との連絡と就

学に関する継続相談

-各種専門家による就学相談

学校

または

幼稚園

教

育

相

談

員

就

学

指

導

委

員

ケ
ー
ス
会
議

教
育
相
談

よ〉
コス

事例研究を通 して、望ま しい教 |・ 事例研究

育相談技術を探る。

教兼

育任

研究室 |相相

談談

員員

小| 児童の健康 ・運動能力の実態を

学|把握し、その増進を図るための具

校 |体的方策を考え、学校教育活動全

体 |体を通した体育指導の実践化と生

育 |活化を図る。

任

会

-体位、体力向上を目指した学校

教育活動全体の検討

-体育科の教科指導の充実を図る

研究 ・研修

・ 「体力づくりの日」の効果的実

践

・水泳記録会の企画

市役所

まfこは

子 校

体

育

主

任

EJプ| 教育委員会と学校とを結ぶ機関| ・「まどべ」の企画、 j京布ほ版、

空集 |紙を発行する。 I 編集、構成
L二委

員
A 
ヱミ

字 校

編

集

委

員

児童 ・生徒が自ら考え主体的に| ・授業研究の推進

判断し、行動したりすることがで| ・各校の校内研究の敷桁

きる資質や能力の育成を目指した

教育活動をさらに充実 ・発展する

ための校内研ー究の進め方等につい

て研修を進める。

研

究

主

任

ム
E

市役所

及び

現地

は
1

口
し

士
一

r卜
L

竹
山
ψ

ゲ
ゴ
斗
ゴ

pt

水 | 水泳記録会で、児童 ・生徒が日 |・水泳記録会の企画、連絡、調査、

泳運|ごろの学習の成果を競い、体力の| 運営

記営|向上を図るとともに、学校間の交

録委 |流を図る。

ヱx員
A 
Zミ

市役所

及び

現地

運

営

委

F!. 
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名称 ねらい ・ 方針 内容 ・ 方法 会 場 |対象

日 | 日光移動教室を連合で行うに際 |・ 日光移動教室の企画、 実地踏且、

光運|し、円滑な運営が行われるよう連 | 連絡、調整、運営

予営|絡調整にあたる。z委
室

ぷ』
ヱミ

運

営

委

員

所

び

地

役市

及

現

推

進

委

」
会

人

権

尊

教

育

人権尊重教育の推進の方法につ

いて検討し、学校における人権尊

雷教育の在り方について連絡協議

する。

教師向けの指導資料及び児童 ・

生徒用「こども人権副読本」を作

成する。

-人権尊重教育の推進方法の協議

.研修会の開催及び人権尊重教育

推進校の成果の活用 市役所

ま7こは

学 校

推

進

委

推

進

委

員

会

情

報

教

育

社会の情報化への刻応を目指し、

学校教育での コン ビュー ター活用

について研究協議する。

-学校におけるコン ビュー ターの

活用についての協議

-教育ノ7法としてのコ ンビューター

の活用について研究

市役所

または

学 校

推

進

委

惟

進

委

品

会

海
外
文
化
交
流

小学校における外同語教育(外| ・先行研究等からの情報収集

同の文化 ・也市に慣れ親しむ)の |・先進校祝察

導入を図るために調査研究を行う。|・人材保保の刀法について検討

di役所

または

学 校

推

進

委

員

研

究

委

員

会

イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

パー ソナルコソピュ ー ター導入

及びインタ ーネ ッ ト化について調

査研究を行-う。

-パーソナルコンピュ ーター導入

及びインタ ーネッ ト化実施上の

課題について協議する。

市役所

まTこは

学 校

委

生
徒

指
導
辿
絡

会

布
川
外
同
人
山
主

・

|行内公立小 ・小学校にイE籍する

外同|人児JR-恨むEに亦jーする指導上

の課題解決を出lる。

-指導 lニの諜題解決に資する情報

交換 市役所

または

学 校

学
校
か
ら

一
名

当
該
児
童
が
在
籍
す
る
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名称 ねらい・方針 内容・方法 会場 |対象

T

・T
指
導
連
絡
会

T.Tについての指導力の向上|・ 事例研究

をはかることを通して、個に応じ |・ 情報交換

た指導を一層充実させる。

心 |各校における道徳教育の充実を図 |・ 各校の道徳教育推進上の課題に

皇 |るために、推進上の課題について | ついて情報交換をする

育 |協議する。 I ・授業研究
推
進
委
貝
之〉
ヨ三五

市役所

ま7こは

学 校

各

校

名

の

委

員
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B 宿泊研修会(一日研修を含む)

名称 ねらい ・ 方針 内容・方法 会 場 |対象

教| 児童 ・生徒の実態と地域に即し

務 |た教育課程の編成と実施をめざし、

在|他地域を参観したり、情報交換等

宿|をとおしての資質を高める。
泊
研
修
止〉
Zミ

-教育課程の趣旨を生かし主体的

学習を促す学習指導

-学級指導を実践している学校の

参観

-研究協議

千

葉

県

教

務

任

宿

泊

研

修

会

生

活

指

導

主

任

児童 ・生徒の実態を把控し、生

活指導の充実を図るため、他地域

の学校を参観し、情報交換をとお

して生前指導主任の資質を高める。

-他地域の学校の生活指導組織と

その実践について学ぶ

-研究協議

ネfド

京
一小

川

県

生

活

指

導

主

任

宿

泊

研

修

会

初

任

者

・
新

採

教

員

学Jmの教職経験を話し合い指

導上の課題について協力して解決

し教職の専門性を高める。

-講話「児童 ・生徒理解の方法と

生活指導」

・研究討議「一学期の反省と指導

上の問題点」

・自然観察の指導

「動物 ・植物 ・星 ・)IIJ

山
梨

県

清

里

他

新

規

採

用

教

諭
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日野市教育委員会研修事業 (A)

No. 研修 会 名 lill 主 題 期日 (I躍)

1 学 校 経営 研修会 1 教頭への期待 4月28日 (火)

2 11 2 教育委員の教頭への思し、 5月1日(金)

3 // 3 事例を通 して考える 1 (経営 ・運営) 5月19日 (火)

4 // 4 危機管理と教頭の役割 6月1日 (月)

5 // 5 事例を通して考える 2 (経営 ・運営) 6月12日 (金)

6 // 6 事例を通して考える 3 (経営 ・運営) 7月6日 (月)

7 教職 専 門研修 会 1 校内研究の推進と校内組織 ・体制の在り方 5月8日(金)

8 // 2 自己選択能力の育成を目指した教育課程の編成 6月2日(火)

9 // 3 保健室登校の児童 ・生徒への対応と課題 6月9日 (火)

10 // 4 教育課程編成における教務主任の役割 6月19日(金)

11 // 5 青少年の問題行動の現状と課題 11月9日 (月)

12 // 6 評価の理論と方法について 11月20日(金)

13 現職研修 I部 1 開講式 6月11日(木)

14 // 2 いじめ問題の解決に向けて 1 6月18日(木)

15 // 3 いじめ問題の解決に向けて 2 6月26日(金)

16 // 4 地域視察(都立誠明学園) 7月29日 (本)

17 // 5 地域視察(小樽酒造) 7月29日(水)

18 // 6 開講式 11月12日(木)

19 学習指導法研修会 1 ティーム ティーチングを生かした指導の展開 5月19日 (火)

20 // 2 自ら学ぶ力を促す指導の展開 6月12日 (金)

21 // 3 子どもの意欲を高める指導の展開 9月18日 (金)

22 // 4 子どもの表現力を品め る指導の展開 10月2日 (金)

23 // 5 コミュニケーション能力をはぐくむ指導の展開 11月初日(金)

24 // 6 心と体をはぐ くむ指導の展開 1月19日 (火)

25 教育相談研 修 会 1 児童 ・生徒の理解と実際 4月28日 (火)

26 // 2 登校拒否児童 ・生徒、いじめへの対応と折導 5月29日 (金)

27 // 3 カウ ンセ リングマ インドを生かした教育相談 6 Jl22日 (月)

28 λ〆 4 教育相談の理論と実際 1 9月21日 (Jl) 

29 // 5 教育相談の理論と実際 2 10月20日 (火)

30 // 6 教育相談の理論と実際 3 11月19日 (JJ) 

31 幼児教育研 修 会 l 幼児の実態把握の仕方と課題と仮設の設定 5月21日 (木)

32 // 2 保育記録の取り方と分析 7月10日 (金)

33 // 3 圏内研究の協議の進め方とまとめ方 9月18日(金)

34 // 4 事例研究 1 11月27日 (金)

35 // 5 事例研究 2 1月26日(火)

36 // 6 圏内研究のまとめと 協議 3月2日 (火)
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講 日市 Z企ミ与 場 備 考

日野市教育長 有元佐興 市役所 50 4会 議 室 午前10時00分~

日野市教育委員会教育委員 市役所 50 4会議室 午後2時30分~

日野市立平山台小学校長 増賀従男 日野市立平山台小 学 校 午前10時00分~

日野市立 日野第四中学校長 松原 勇 日野市 立 日野第四中 学 校 午前10時00分~

日野市立平山小学校長 畑野 元一 日野市 立 平 山小 学校 午後2時30分~

日野市立日野第一中学校長 福島良樹 日野市 立 日野 第 三 中学校 午前10時00分~

点京学芸大学付属小金井小学校副校長 藤原直之 市役所 504会議室 午後21時30分~

立川市立立川第一仁1_1学校長 遠藤純夫 市役所 会議室 午後2時30分~

女子栄養大学教授 森田光 子 市役所 504会議室 午後2時30分~

跡見学園tx子大教授 堀内 一男 日野市 立 日野第 一 小 学 校 午後211寺30分~

立川少年センタ ー警部 Ill-F 望 市役所 会議室 午後211寺30分~

聖徳大学教J受 渋谷憲一 市役所 会議室 午後2時30分~

(未定) 多摩教育センター 午後211寺30分~

弁護 「 小笠原彩チ 市役所 50 1会議室 午後2時30分'"I 

弁護上 小笠原彩チ 市役所 会議室 午後2時30分~

者1\立誠 I~J学園長 者1¥ 立 誠 IVj 守こ 園 午前10時00分~

小j草刑造社長 酒 辺、丘三ニ 午後 l時30分~

(未定) 多摩教育セソター 午後2時30分~

東京学芸大学助教授 片山好康 七生中学校犬束正敏扮 午後 l時30分~

西川| 路子扮

-*京学長大学講師 池|崎喜美恵 南平小学校佐J接実下下扮 午後 111寺30分~

点五(乍ii:人・r1:教J受 伊藤説朗 {III [fl小乍校鈴木材?予措 午後 l時30分~

*京学ぶ大学教度 大熊 徹 円野arJ小学校前旧佐平11子拍 午後 111ね0分~

元防浜市立松本I1I乍校長 大久保作「 円町;tjWL]1 1，乍校前nl 宏美拍 午後 l時30分~

体打部体育館府指導課桁導 t~T- 円 町;~'WLI小学校馬場えり子扮 午後 11時30分~

11肝 111教I隙此研究室相談只 1111 鼻 rl1 役所 50 4会議室 午後2時30分~

rI ~J 111教職員研究宅相談只 r1rl 婦二 rl1 役所 会 議室 午後211寺30分~

11野市教職員研究空中n談員 Illj 具ニ 市役所 会議室 午後2時30分~

1 1 1 ift S総介~， IJt'l'保 iillt日 tlt センタ ー f/J'Ji 11 i之f rli 役所 会議室 午後21時30分~

I-j-I日IS総介高竹'1'保健市中11:センタ ー 1'11¥川 主 「 市 役 所 会議室 午後2時30分~

1-1哨IS総介前If1''1' f~iill th\tlf: センター !日rn 圭-[- 市役所 会議室 午後211寺30分~

(未定) Il 出? 111 立幼稚 匪l

文京区立小 11向台111r:M耽副長 nJ接美代 f 1.1 出f |打 立幼 稚 園 午後211ね0分~

(未定) 11 n l打 立 yJJ 枇 |誼

(木定) rl ~Í lIi 立 幼 靴 困

文J;-(Iメ:立小 11向7ιilUj"幼耽|主|長 斉藤美代子 |・| 出f 111 立 幼 稚 医| 午後21時30分~

(未定) 1"1 野市 立 幼 稚 陸|
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日野市教育委員会研修事業 (B)

霊山l番号 主 題 名 対象 内 容 日14 r:iIi 日時 場所 臨跨

Y)) コミュニティ心理学を踏まえて、人間関 慶応大学教授 5/12(火)
1 

学校、 ・家庭 ・相談
係づくりを学び地域ぐるみの連携のあり 研 究室

室の連携のあり方 午後 2時
中 方を考える。 山本和良1I

~ 4 時

教 子ど も ・保護者が 幼 日頃の相談活動を進める上で、子どもと 東京学芸大学教授 6/30(火)
実

2 心を聞 くロールプ の関わり方、親への接し方を実習を通し 研 究室
技

午後 211寺 あ
'1企司" 

レイ iキ1 て学ぶ。 福島 官官美
~ 4 時 り

相 カウンセリングマ Y;}J 担任として、学級経営に必要なカウソセ 武蔵野短期大学教授 10/27(火)
3 イ γ ドを生かした リ ングの基本的な考え方や心構えを 、 ~n:

午後 211寺 研 究 室
談 学級経営の実際 1ヰコ 例を踏ま えて深める。 須藤らん子

~ 4 時

y.jJ なぜ、子どもたちは荒れるのか。学校や 東京学芸大学助教授 n/20(金)
4 

いま、なぜ荒れる
家庭の何が問われているのか、事件か ら 研 究 室

子どもたち
学校の現状と向き合う 。 小林正幸

午後 2時
中 ~ 4 時

大人は子どもに何
スクールカウ ンセラーの立場から捉えた、 三沢中年敬カウソセラー 5/22(金)

学 5 
が援助できるか 中

現在の子どもたちの問題傾向を知り、ど
午後 2時

研 究 室

校
んな援助が必要か考える。 111口 久恵

~ 4 時

保
精神的に不安定な思春期の特徴を知り、 星美短期大学教授 10/6 (火)思春期の特徴とそ

健 6 
の指導 中

心身の健全な発達を促す指導の仕方を身
午後 21侍 研 究 室

につける。 黒沢洋一
~ 4 時

幼 最近クローズア ップ している泣伝子組み 芽生え社編集長 6/4 (木)
学 7 

遺伝子の組み替え
替え食品についての正しい知識を得て、 研 究 室

食品を知ろう 午後 2時

校 中 学校給食を考える。 安藤節子
~ 4 時

給 幼 柔らかい食品の多いなかで、l鞠むことが 神奈川歯科大学教授 n/12(木)
食 8 

噛むことの大切さ
おろそかにされてい るが、顎の発育はも 研 究 室

を学ぶ 午後 2時
中 ちろん、脳への影響を考え る。 斉藤 滋、

~ 41侍

子どもの発達に即 Y;}J 
幼稚園や小学校低学年の子ど もの発達の 東京学芸大学教授 5/29(金)

9 
した指導 ・援助

特徴を知り 、それに即した指導 ・援助の
2時15分 研 究 室

幼 あり方を学ぶ。 松村茂治
~ 4 時15分

}巴
. 

幼稚園や小学校低学年の子どもが喜んで 実
{底 子ど もの喜ぶ集団 幼 前千代田区立昌平1)学校長 6/25(木)

A子uー弘 10 
ゲーム

参加できる集団ゲーム遊びを実技を通し
21時15分 研 究 室

年 て学ぶ。 石黒 健
~ 4 時15分 技

}巴
実主工事占4主己

幼 幼稚園や小学校低学年の子どもが楽しく 日本女子大学教授 7/7 (火)
11 子どもが喜ぶ表現

参加できる表現遊びを実技を通して学ぶ。 21時15分 研究 室
岩崎洋子

~ 4 時15分 技

をq)最近のベ トナム事情や、ベ トナム人から 中央大 学 大 学 院 n/24(火)
国 12 

ベトナムから見た
みた日本の社会の印象、日本人への期待 研 究 室日本 午後 2時

際 中 等を知る。 イ7'/・ディ ・タソ卜，)イ
~4 時

理 y;J) ユニセフの活動を通して、直接見たり 、 日本ユニセフ協会総務部長 1/21(木)
解 13 

世界の国の教育事
体験したりして捉えたそれぞれの国の教 研究 室情 午後 2時

Iこわ 育事情を知る。 大野幸男
~ 4 時
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臨J}IJ番号 こE j週 名 対象 内 容 講 師i 日 n寺 場所 耐時

広: え)) 学校や家庭から出るゴ ミの行方を追って、 市クリーンセ ンター 10/13(火)
fF 

11野のゴ ミを 目で 業
14 

凡て、与える
クリーソセソターを見学し、実際にゴミ

午後 21時
クリーソセソター

あ境 の組織分析をして環境問題を考える。 リサイクル推進課長
~ 4 時 り

学校でできるやさ 幼 目黒区立中目黒小学校長 12/8 (火)ボラソティア教育の実践を知り、気軽に
15 しいボランティア

取り組める内容や方法を与える。 午後 2時
研究 室

間勤 ペコ
中村孝一

~ 41時

社
え)) ~際に#Î重チ ョ y キや)j奈サポ ータ一等を 日野市社会福祉協議会 5/26(火) 室

挺似体験を通して 10 
16 

fよil始J九にな る
身につけ疑似体験を通して、高齢者福祉 若林正治

午後 21時
研究 室 迄人

の問題を考える。 小野 武 ~ 4 1侍 寸E
す

5;)) ウオッチングセソターで・動物園の活川の 多摩動物公園普及指導係長 4/23(木)
!柱

{本 象のウエストをd[11っ 多橋励公園 工ド
17 

てみよう
イt)jを知ったり 、発見ポケ ットで象のウ

午後 21時 正 f9 不

!~ エス トなどをd[11ったりする。 馬島解説員
~ 41時 可

J吊 幼 新選組日11長土万歳=の130回忌にちなみ、 日野市立東光寺小学校長 8/27(木)
歩

11肝新J'i胡lを教材 き
1J!)j 18 

化する
j品三ゆかりのよ也を巡検し、|時代背対を探

午前 9時30分
研究室集合

ま
るとともに、教材化を考える。 小杉博司

~12時 す

11町田市立南第四小教諭
7/22(水)

笑
身 運動会に役立つダ 斬新で、子ども達に喜ばれる運動会川の 字木彰子 i1Ml :館、 小 技

19 ンス ダンスを実技をとおして身につける。 大田区立東部小教諭 午前 9時30分 体育館 あ
体 秋元桂子 "4後3時ぬ分 り

r;rj 不得手の子どもでも、すぐに跳び越すこ 八王子市立第七中学校長 lO/20(火)
突

すぐ役立つ、跳び 潤徳小

1l!) 20 
和を跳ばせる こつ

とのできるポイソトを模範演技を見なが
午後 2時 体育館

ら、実技をとおして身につける。 山村孝太郎
~4 1時 技

"{'..: fil任必修 ・学級経
乍級iul以!が判官えつつある今n、学級経常 全国学級経営研究会長 6/9 (火)

21 ?:fの今 11的課題
を進める上で、どんな謀姐があるのかを

午後 2[時
研究 室

級 全同il句な視野から考える。 平林俊彦 ~ 4 時

続三 担任だけでは解決することが耐難な学級 北区立豊烏西小学校長 1l/27(金)保護~との辿批を
、"‘'， r 

22 
深める学級経営'

経常上の諸問題について、保護者とどう
午後 211寺

研究室
|民|わるか、tJH9"IJを踏まえて考える。 小林門司 ~ 4 1侍

fJ::. 多発する少年事件の背jitを探り、情緒不 前中央教育審議会委員 5/7 (木)
i1.1 子どもの一連の川 t亡
ρ件 23 

!凶行動と心の教育 教
安定な子ども達への心の教育のあり万を

午後 21時
研究 室

ユi"'i 品
JじにJ7える。 中 進七 ~ 4 1時
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日野市教育委員会研修事業 (C)

(1)初級コース- 1 ※A-2はウイ ン ドウズ95について知りたい方、パソコンを初めて購入 しょ

研修 会コース名 研修会番号 内 d廿' 

A.初級 コース-1 -パソコンの扱い方、パソコンの仕組みを知る。
A-1 

(FM・TOWNS) .FM・TOWNS基礎と実習(市内小中学校設置すみ)

ーーーーーーーーーー・ーーーー ー_.・ーーー・・・・ー・._.._.._------------------------司司・ー ーーーーーーーー ーーーー ・・・ ・・・ーー・・・・・・・・・・ ・・・・ーーー，・ーー ーーーーーー・ーー・， 亭曙唱・ーーー

-最近のパソコン を使用 して「ウ イン ドウ ズ95Jの基礎 と実習
(Windows95 ) A-2 

(2)初級コースー 2

研修会コース名 研修会番号 内 d廿" 

B.初級コース 2 -ワーフロ 文書作成。グラフィックス 図や絵を描く 。
B-1 

(ハイノ4ーキューブ 2) FM-TOWNS使用

___ー-----司ーーーー， 4・ ー - ー ー ー ー ーーーー白血ーーーーーーー・・・・・・・・・・・・・・・・ー・・・・・・・・.---..‘ー‘ー・-.__-_--

(ハイノミーキューブ 2 「ノ、イノミーキューブ 2for windowsJの扱い万 ・実習
B-2 

ウイン ドウズ版) -表計算 -データベース

(3)中級コース- 1 ※ワープロ経験のある方

研修 会 コース名 研修会番号 Pヲ 容

C. 中級コース - 1 -表計算 「ロータス l・2・3Jでどんな こと が出来るか。
C- 1 

(ロータス 1・2・3) . FM-TOWNS使用

ーー・ーーー・ ・・・ ーーーーー -ーーーーー---------ーーーーーー・ーーー----ーーーーーーーー・・ーーーーーー・・ーーー・ーーーーーーーーーーーーー・・・・・・・・・・・ーー・・p・.._-------_------ーーーーーーーー

( Excel 97 -表計算 IExcel 97 Jの基礎と実習
C-2 

ウイン ドウズ版) . windows 95 使用

(4)中級コース 2 ※初級コース、 ウイン ドウズ経験者

研修 会コース 名 研修会番号 内 日甘切

D. 中級コース ー 2 「一太郎 8for windowsJを使つての文書作成の実習
D-1 

( 一 太郎 8

---------------ー・b ・・ 4・・ ・・・ -----ーー-ーー------ー__ー・ー・ーーー・ 4・・・・・ーーーーー-ーーー・._ーー・・ーーーー・.ーーー・・・ーー・・・・・・・ーーーー.ーー-ーーー・・b・・・・・・・・・・・・_.・・・__司事

-インタ ーネ ットの基礎と体験
(インターネッ ト) D-2 
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方

一

マ令

一
、
.

引い

一数

b

え

一

考

一回

と

一

A
ノ

一

日 時 研 修 A 
1ミ 場

1 講 座
5/ 1 5 (金)

2:00""'-'4:00 
日野市 立 日野 第 二 中 学 校

1 講座
5/2 2 (金)

2:00""'-'4:00 
N E C 立 川 支 社

回 数 1=1 l時 研 修 A 
Z玉 場

5/2 9 (金)
1 前座 三|野市 立 日 野 第 二 中学校

2:00""'-'4 :00 

6/5 (金)
N E C 立 川 支社1 計I/{. 座

2:00""'-'4:00 

回数 FI 11寺 γ
LE
'
 

nψ
 

11多
A
A一
品 場

6/1 2 (金)
l 講 座 日野 rli立 日野第 二 中 学 校

2:00""'-'4:00 

1 講 座
6/1 9 (金)

2:00""'-'4 :00 
N E C 立 川l 支 社

1111 数 1:1 I時 研 修 A 
Zミ 場

2 郁 l直
8/3 ()J) 

10:00""'-'3:00 
N E C 立 川| 支 社

2 Irb¥' 座
8/4 (火)

10:00""'-' 3 :00  
N E C 立 川 支 社
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日野市教育委員会の学校訪問

l 趣旨

学校訪問は、教育委員、教育長ー、学校教育部長、教育庶務課長、学務課長、指導室長、指導主事、

謀長補佐、係長、担当係が学校を訪問 し、 学校の教育活動の実態に直接ふれることを通し、下記の

事柄について、理解を深め、日野市の教育の充実 ・発展に資する。

① 学校の当面する教育指導上の諸問題への対応を図る

② 学校の施設 ・設備上の諸条件の整備、活用状況を把握する

③ 日野市の教育活動の全体を把握し、教育行政上の参考にする

④ 各学校の教職員との協議 ・懇談を行い相互の理解を深める

⑤ 学校訪問の成果を日野市の教育内容 ・方法の充実 ・発展に資する

(1 ) 教育委員訪問

年間10校程度、教育委員、教育長、学校教育部長、教育庶務課長、学務課長、指導室長、指導

主事が訪問 し、 学校経営全般にわたって実態を把握し、教育内容の充実 ・発展のために協議 ・懇

談する。

①学校概況、 ②授業参観、①施設 ・設備の活用状況、 ④諸|帳簿閲覧、⑤協議 ・懇談

(2) 指導室訪問

教育委員訪問のない学校に指導主事が訪問し、教育指導上の課題について、協議 ・懇談する。

①教科 ・道徳 ・特別活動の指導に関すること、②教育課題に関すること、①生活指導 ・進路指導

に関すること、④授業研究に関すること、⑤学級 ・学年経営に関すること、⑥指導要録に関する

こと 、⑦教育研究・研修に関すること 、③教育課程に関すること

なお、原則として午前中に授業参観等を行い、午後に校内研究の推進に関わる研究授業参観及

び研究協議等を行う。

(3) 教育監査訪問

1年に一度、教育庶務課、学務謀、指導室の課長補佐、 課長、担当係が訪問し、学校経営全般

にわたって諸帳簿により実態を把握し、教育活動の充実 ・発展のために学校の管理能力及び事務

能力の向上を図るとともに、国や東京都の監査の準備に資する。

①学校概況、 ②施設 ・設備の活用状況、①諸|帳簿閲覧

なお、原則として諸|帳簿閲覧は午前中に終える。

(4) 一般訪問

学校、幼稚園の要請に応じ、東京都教育委員会指導主事並びに日野市教育委員会指導主事が訪

問し、それぞれの学校(園)の置かれている条件に応じ、教職員とともに学校(園)のも ってい

る問題について、 実際的に解決する方途を見いだすなど、隔意のない協議 ・懇談を行う。

ただし、一般訪問は、教育委員訪問のない学校に指導室訪問と合わせて行う 。
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平成10年度 学校訪問予定一覧表

教育委員 訪問 指 導室訪 問 |都一般ート指導室訪 問

J ~ --:~火 l 二 幼~----- - -----------*[27::二)f:::[三二二+J 一 二二二|二二二二守二
28 A: I六幼| 女

|五幼 I • 

6 ) J f・10 柊|主判 f---------------------------------------1 令
|四幼 I ・
[ ::#:::::::: :.~~ : 1 :::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 1 :::::::: : :::: 二二二二l二二二金二二二

25 木|市平小| 女

7 ) J I 1 水 |三 幼 I ・
5 牟示示 ! 半 止両i[-}工可凶:l五i“1一Tγr-

n 十16 不 |肘~f~:);~ -- f --------------------------------------- I------------------- :.: ------ - ------------1 ・
24 木|平 111 小 .
ib---示.1X--7jJ-「--一一 一 一 一一一一一|ー一一一一一一一一一一一一一ー 「一ー一一 .一一一一 一一

5 刀 |三 司1I 女

7 水 |二 11-'I I ・
14 水 |モ 小 I 1 . 
16 金 |平111台小 I I ・
19 月 |三沢台小| 女

10 ) J f--:: 十 一ト | 
20 火|仲間小 I ・
2L二五T長記::，I!~ !.J:~ :: [::: :::: ::::::::::二二二二[二二二二二]二二二金二二二
22 木|二 小 I I ・
26 刀 |行 tit台小 I I ・
27 火|四小| 女
泣きー ー示 |一両|院長不T一 一一一一一… ーーー ーr-----------------:φ 

一j型竺ιι-一………噂一………-一一一…-一一…一一一守一-烹一一一J勾一J苧三三-一-月m以{一一J守一J守!川l
l日1 水 I ~程1忍詰久{保呆小 I • 

11 ) J I 16 刀 |六 小 I I ・
18 水 II二 小 I • 
25 ;K I一 幼 I 1 ・
27 金 |ー 111I 女

12 ) J L __~_____ ぷ l _切符_j_~ _L ______ ー…一一|一一ー 一一一一一ーー し一一一 . …
11 金 17i色 合小| 女

1 ) J f勾本 lYH 111 l | 令
25 )J 1大坂 トー1111 女

.27一一一示一一 r ---C - / i~---而 l一一一一一一一一一一一一一一一一γ

-33一



sz 

教育委員会

委員長
古谷 洋太

職務代理
小松 恒夫

委員
田口 直

有元佐輿

学校教育部長
米倉幹雄

参事
田中正徳

参事
伊藤 敏

庶務課長
清水

課長補佐
池田邦雄

学務課長
神尾 傑

課長補佐
萩原和明

日野市教育委員会事務局組織

(平成10年 7月1日現在)

庶務係長 教育委員会会議、規則、人事、予算、経理契約に関すること。

(課長補佐事務取扱)

施設係長
安松 巌

学務係長
宮川 柴ー

学校施設の計画及び営繕 ・修繕に関すること。

学級の編成及び割当、通学区域、教材、教具の整備、市立幼稚園に

関すること。

保健給食係長 教職員、児童 ・生徒の保健管理、学校の環境衛生、学校給食、 安全
(課長補佐事務取扱) 会に関すること。

主査
荻島真由美

「 指導係長
I (課長補佐事務取扱)

教育課程の整備改善、学校教育指導、教職員の研修、教育相談に関
すること。

指導室長 l 
(参事事務取扱) I 

」 教職員係長

課長補佐 中村貢

田辺 貞義

教職員研究室長
清水七郎

事務長
伊藤峯夫

教職員の人事、給与、福利厚生、公務災害に関すること。



教育長

有元佐輿

-
8
|
 

生涯学習部長

松 橋 瑛 子

「 生涯学習係長

生涯学習課長一一一一一→ (課長補佐事務取扱)

谷野省三 ト 文化財係長

課 長 補 佐 I (副主幹事務取扱)

下回勝美 」 主査

副主 幹 清野利明

藤井和夫

副主幹

斉藤行平 「 スポーツ振興係長

I (課長補佐事務取扱〉

スポーツ振興課長一一一」 主査

宮越満 井上秀樹

課長補佐

山口隆司

市立図書館長

小川幸子

副館長

藤沢和男

庶務整理係長

米田裕治

桝田昌盛

社会教育の総合計画、 社会教育団体の指導育成、 芸術、文化の振興

に 関 す ること。

文化財の調査、保護に関すること。

社会体育事業及び市民プーノレ、南平体育館、市民陸上競技場等の管

理。運営、学校開放、 スポーツ団体の育成に関すること。

庶務全般 ・係 ・他機関との連絡調整に関すること。

予 算 ・決算に関すること。図書館協議会に関すること。

分館の運営、奉仕計画、連絡調整、 移動図書館運営、広報 ・宣伝及

び電算に 関 す る こ と 。

業務係長 図書館運営の調査研究 ・企画、係に関すること。

浅野 茂 電算に関 すること。

摩平児童図書館分館長

(社会教育セソター図書館分館長兼務)

高幡図書館分館長 高 幡 図 書館に関すること。

西村久美子

日野図書館分館長 日野図書館に関すること。

小山一郎

社会教育セソター図書館分館長社会教育センター図書館に関すること。

渡辺生子
平山図書館分館長 平山図書館に関すること。

森下芳則

百草台児童図書館分館長

(奉仕係長兼務)

市政図書室分館長 市政図書室に関すること。

中尾順一

百草図書館分館長 百草図書館に関すること。

竹村純一

「 管理係長

I (副館長事務取扱)

中 央公民館長 ; 指導係

小寺瑞彦 I (副館長事務取扱〉

副館長 」 主査

大海謙一 斉藤秀明 小泉

ふるさと博物館事務長「 庶務係

(館長事務取扱) I (事務次長事務取扱)

永野安秀 | 
」 学芸係

事務次長 (事務次長事務取扱)

小津昭道

予 算、文書管理、 施設の維持管理、物品の保管、 施設の利用に関す

ること。

公民館活動の企画運営、成人、青少年、 高齢者、 障害児(者)教育

関係行事の実施に関すること。

尚武

予算、経理 、 施設の維持管理に関すること。

資料の収 集、 展示、整理、 保管に関すること。



教育庶務課事務分担表

課 長清 水 護

係名 l蹴名 氏名 事務分担内容

庶務係|課長 補 佐 | 池 田

(庶務係長
事務取扱)

邦雄 I1 謀の総括・制整に|却する こと

2 教育委員会の会議に関すること

3 教育委員会の条例、規則の制定・改廃に関すること

4 職員の人事及び給与等に関すること

5 校長交際費に|却すること

6 給料運搬

主 事|菊島 隆広 I1 教育委員会の報酬の支払及ひー出張に関すること

2 教育委員会の対外関係に係る事務及び子'算執行ーに関すること

3 教育委員会職員の休暇等に関すること

4 教育委員会事務局及び学校の購読物・帳票類に関すること

5 学校l隊員の職務免除及び学校|即時l隊員に関する こと

6 労働安全衛生に|却すること

7 その他、音1¥及び課内庶務に|却すること(課内文書収受)

8 給料運搬

主 事|三 好 仁美 I1 学校物品購入に係る契約事務及び単価契約に関すること

2 小・ 中学校の公共料金の執行管理事務

3 児童 ・生徒の派遣費に関すること

4 小 ・中学校のザイムス処理に関すること

5 予算 ・決算に関すること

6 課内庶務に関すること

主 事ILlJ下 義之 I1 教育委員会の条例、規則の制定 ・改廃に関すること

2 高校生奨学金 ・私立高校入学生貸付斡旋に関すること

3 学校配当予算に関すること

4 予算 ・決算に|却すること

5 用務員の被服貸与 ・研修に関すること

6 教育委員会の会議に関すること

7 給料運搬

主 事|佐藤謙太郎 I1 小・中学校委託業務に関すること

2 特別整備用備品の!時入 ・管理事務(備品検討委員会も含む)

3 小 ・中学校のザイムス処理に関すること

4 小・中学校の校庭整備及び警備に関すること

5 教育委員会の会議に関すること

6 予算 ・決算に関すること

7 学校物品購入に係る契約事務及び単価契約に|珂する こと

8 給料運搬

F
b
 



係名 職名 氏 名 事務分担内容

施設 係 係 長 安松 搬 1 係の統括 ・調整に関すること

2 渉外調整に闘すること

3 教育施設の整備計画に関すること

4 文部省学校施設補助に関すること

5 新規事業の統括 ・調整に関すること

6 予算 ・決算に関すること

7 新規 ・営繕 ・委託業務に関すること

主 岡部 秀樹 1 学校用地補助に関すること

2 防衛庁関係補助に関すること

3 中学校の営繕修繕 ・施設整備に関すること

4 七生中樋門 ・都市計画道路関係に関すること

5 各調査資料作成

6 施設台帳調査 ・報告に関すること

7 (教育施設の整備計画に関すること)

8 支出命令(小学校修繕)

主 小田 111鳥雄 一 1 小学校の営繕修理 ・施設整備に関すること

2 小学校の目的修繕に闘すること(大規模他)

3 水質検査に闘すること

4 係の備品 ・消耗品の購入に関すること

5 支出命令(新規 ・営繕 ・建設費委託)

6 予算 ・決算に|却すること(データー管理)

7 (教育施設の整備計画に関すること)

8 支出命令(中学校修繕)

主 久松 信浩 1 修繕契約業務に関すること

2 施設係各種データ ー集積 ・管理

3 委託業務に闘すること

4 新規 ・営繕 ・建設費委託(データー管埋)

5 文部省学校施設補助申請書作成に闘すること

6 (小学校の営繕修繕 ・施設整備に関する こと)

7 (教育施設の整備計画に関すること)
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学務課事務分担表

学務課長神尾 傑

係名 職名 氏 名 事務分担内容

学 務 係 係 長 宮 川 栄一 l 学務課の予算 ・決算の取りまとめに関すること

2 学務係の予算 ・決算の取りまとめに関すること

3 学務課及びー幼稚園の予算編成に関する こと

4 幼稚園の配当予算に関する こと

5 園長会に関すること

6 幼稚園の園児募集に関する こと

7 幼稚園の修繕 ・営繕 ・備品に関すること

8 新設校、幼稚闘設置届等に関すること

9 進学路に関する こと

主 事 兼子 理夫 l 入学事務に関すること

2 学齢簿作成等に関すること

3 学級編成に関すること

4 指定校変更、区域外就学に係る事務に関すること

5 学区域に関すること

6 学校基本調査等調査 ・統計に関すること

7 その他就学事務に関すること

8 通学路に関するこ と

主 司王 菅野 尚美 1 学務課内の庶務に関すること

2 幼稚園に係る事務に関すること

3 学務課及ひ幻]稚園予算の執行(修繕 ・営繕 ・備品を除く)に

関すること

4 幼稚園・ 学校配当予算の財務会計執行事務に関すること

5 幼稚園に係る予算の決算に関すること

6 小・中学校配当予算に係る決算に関すること

7 幼稚園の園児募集に関すること

8 幼稚園使用料の徴収・ 督促事務に関すること

9 幼稚園の就園奨励費に関すること

10 幼稚園の臨時職員の雇用 ・賃金支払いに関すること

主 事 宮本 喜芳 l 小 ・中学校の予算編成に関すること

2 小・中学校の配当予算に関すること

3 小・中学校の予算執行に関すること

4 小 ・中学校に係る予算の決算に関すること

5 小・中学校の教材用設備・備品の整備に関すること

6 就学援助費に関すること

7 特殊教育就学奨励費に関すること

8 通学路に関すること
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係名 l~法 名 氏名 事務分担内容

保健給食係|課長 補 佐|荻原 和明 I1 保健給食の全般に関すること

(保健給食係長

事務取扱)

2 保健給食係の予算 ・決算の取りまとめに|却すること

3 学校保健会 ・給食会等の関係団体に関すること

4 学校(園)医等に関すること

5 給食関係視察等に関すること

6 学校給食関係の各種委員会に関すること

主 査|荻島真 由美 I1 栄養士 ・調理員の庶務事務に関すること

2 栄養士 ・調理員の|臨時職員の雇用及び派遣に|却すること

3 学校給食関係の視察等に関すること

4 栄養士 ・調理員の研修に関する こと

5 給食関係職員の被服貸与に関すること

6 就学情世委員会に関すること

主 事|図栖 光雄 I1 給食|調係予算の編成に|却すること

2 給食関係予算の執行に|長lすること

3 給食関係予算の決算に関すること

4 学校給食会に|却すること

5 給食関係の統計調査報告等に関すること

6 その他給食関係の庶務に関すること

主 事|照沼みゆき I1 幼稚困 ・学校の環境衛生に|却すること

2 園児 ・山7i1・生徒及び教l隊員の各組健康診断に関すること

3 11本体育 ・学校他民センターに|却すること

4 学校医等にl到すること

5 学校保健会に関すること

6 養護教諭会に院lすること

7 保健闘係予算の編成に関すること

8 保健闘係了~r，rの執行に|却すること

9 保健関係予算の決算に|却すること
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指導室事務分担表

学校教育部参事(指導室長事務取扱) 伊藤 倣

係名 職名 氏名 事務分担内容

指導係|課長補佐|田辺

(指導係長
事務取扱)

貞義 I1 校長会 ・教頭会に関すること

2 指導室B際闘4品l係予算の調整及ひ

3 学校図書書-館事務嘱託員に関すること

4 帰国児童生徒諮問i及び外国人英語指導補助員雇用に関すると

と

5 庁内調査等に関すること

6 その他連絡調整に関すること

主 事|小野 雅生 I1 児童生徒用教科書に関すること

2 クラブ活動謝礼金に関すること

3 奨学金に関すること

4 教育相談 ・就学相談に関すること

5 特殊学級編成に関すること

6 心身障害児教育関係の予算、各種事業、援助に関すること

主 事|西屋 至 I1 移動教室 ・修学旅行の実施及び援助に関すること

2 水泳記録会に関すること

3 プール指導謝礼金に関すること

4 社会科見学、遠足、移動教室の届出に関すること

5 部活動外部指導員謝礼金に関すること

主 事|大場恵理子 I1 教科用図書採択、教師用教科書 ・指導書に関すること

2 教員の研修及び研修関係の都費の支出に関すること

3 社会人講師に関すること

4 各種事業委託及び補助事業に関すること

5 パス補助金に関すること

6 学校訪問の届出に関すること

7 教育実習に関すること

8 音楽鑑賞教室に関すること

9 都立高校入学選抜書類に関すること

10 指導関係文書の収受、整理及び配布に関すること
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係名 l敵名 氏名 事務分担内容

教職員係 |係 長|中 村 貢 I1 校長及び教職員(以下「学校教職員」という)の任免、服務、

分限その他人事に|却すること

2 学校教職員の勤務評定 ・業務評定に闘すること

3 学校教職員の叙位 ・叙勲 ・表彰に関すること

4 学校教職員のI隊員団体に関すること

5 事務 ・栄養士の研修に関すること

6 その他学校職員に関すること

主 事|赤久保洋司 I1 学校教職員の定数、講師授業時数の割当に関すること

2 I臨時的任用教職員(産休 ・育休代替教職員)及び講師の採用

に|却すること

3 学校教職員の履歴の整理 ・保管に関すること

4 学校教職員の任免、服務、分限その他人事に関すること

5 再雇用l属託員に関すること

主 事|奥住 大輔 I1 学校教職員の給与に関すること

2 学校教職員の扶養親族の認定に関すること

3 学校教職員の住民税の整理 ・保管に|却すること

4 学校教職員の給与簿の整理 ・保管に関すること

5 学校教職員の退職手当に関すること

6 臨時的任用教職員(産休 ・育休代替教職員)及び再雇用嘱託

員の社会保険に|却すること

7 講師の報酬支給に関すること

主 事|旗野久美子 I1 学校教職員の旅費に関すること

2 学校教職員の福利厚生に関すること

3 日野市教職員互助会に関すること

4 学校教職員の公務災害に関すること

5 学校配当予r;rの執行ーに関すること

6 学校共通帳裂に|却すること

7 外国人児童生徒講師 ・外国人英語指導補助員 ・巡回指導員の

賃金支払に関すること

8 室内の庶務に|却すること
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指導主事事務分担

1 教科・領域

国語 、 書写 長谷 川 生 活 長谷 川 体育 、 保健体育 栗 回

ネ土 ztz 』 長 谷 川 コ日t乙 楽 栗 133 外 国 ヨlIEl: 長谷 川|

算数 数学 栗 回 図画工作 、 美術 栗 田 道 古f1じ'，i、 長 谷 川

理 手ト 栗 回 家 庭 、 妓術家庭 栗 田 特 7.JIJ 活 動 長谷 川

2 市教育委員会事業

校 長 士ZE』王 長 谷 川 幼 干{t 園 長 Zt三』五 長谷 川

教 頭 Zt』三五 栗 田 教 務 主 任 ヨtミ』 長谷 川

生 活 指 導 主 任 t32』Z 栗 田 進 路 指 導 主 任 ヨtミ』 栗 |王l

保 健 主 任 止:z;;当" 長谷 川 中学校生活指導 主 任 会 架 旺|

1肝 究 主 任 ヱ主ミ〉ー 長 谷 川 体 育 主 任 1ヨス』 架 「日

車合 食 主 任 1τE』王 栗 回 研修(初任者研修 、 A 研修) 架 111 

就 学 中目 吾叫批尺 委 員 ヨlミ』 栗 田 人権尊重教育推進委員 会 長谷 川

心 身障害教育推進協議会 栗 田 心の教育推進委員 会 長 谷 川

学校指定 ・課題指定研究校 長 谷 川 情報教育推進 委 員 会 架 EI:I 

幼稚園教 育推進委員会 長 谷 川 海外文化交流推進 委 員 会 長 谷川

外 国 人 児 童 ・生徒指導連絡会 長 谷 川 インターネ ッ ト 研 究 委 只 会 長 谷 川

T T 指 導 連 絡 lヨス〉 長 谷 川 学 校図 書主 任連絡 会 長谷 川

三El司t 写 展 運 営 委 員 Z止ミ〉 栗 田 相談 学 級運営協議 会 栗 i羽

日野市幼 ・小 学校教育 研 究会 長谷 川 英語指導改 善 委員 会 長谷 川

日野市中学校教育研究会 栗 匠l 教職研修 実 施協議 会 栗 |王l

科 学 教育センター運営委員会 栗 田 日光移動教 室 運 営 委 員 会 栗 [E! 

科学教育検討委員会 長谷 川 水泳記録 会 運営委 員会 栗 田

進路指導問題 協 議会 栗 田 音楽鑑賞教 室 運首委員 会 栗 IJ-I 

教育相談ケース会議 長谷 川 情報公開検討委員 会 長谷 川
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3 指導事務分担

都教委 指 導部 ・都研・ 多摩 研 長谷 川 都教育研究員 ・東京の教育21 長谷 川

匡l・都 研 究奨励 ・多摩推 ・多摩研 長谷 川 学 校訪問 . 指導訪問 栗 田

教 育 諜 程 届 長谷 川 教育課程 ・ 年間指導計画 長谷 川

fiff 究 収 録 、 高Ij ヲ~ 本 栗 田 教 材 届 承 圭日刃，c.'、 栗 田

遠足 、 移動教 室 、 修 学 旅行届 架 田 まどべ編集 ・発行、指導室だ より 栗 |到

就 学 . 描ー 置 替 指 導 長谷 川 都市指 導主事会 、第 二 地 区会 長谷 川

行事予定 作成 委員会 栗 回 教 育 資 料 . 情 報 長谷 川

ひの っ子教育 21研 究員 長谷 川 学校 指 定 研究 ・課題指定研究校 長谷 川

4 施設・行事

教

文

l蛾 員 研
n'c， 

ノU 室 |長谷 川 |教 科

事|長谷 川 |体

1'1" 展 刀t 21; 田

レU，dq
f
 

行 育 行 田

5 東京都教育委員会指導事務分担

学 校 訂j l羽 協 議 ヨ丘ミ与 栗 回 問手11教育指導推進委員 会 長谷 川

生活 指 導担当 指連協 栗 [1 道徳教育担当指;I!E 協 長谷 川

教 1?f 謀 題 l珂 究 コ止広与 議 長 谷 川 幼稚園教育担 当 指連協 長谷 川

心身障 害 教 育 担当 JI1辿協 架 III 児 y:平 等 教育推進 委 t..l.会 架 l壬l

行'j 'llJ:布教育 推進 委 員 会 長 谷川 同II探Jl--ll解教育推進委員 会 長谷川

ヂ1:11外国人児童 ・生徒教育連絡会 長 谷川 福祉教育推進委員 会 栗 回

外同人児童 ・生徒教育担当連絡会 長 谷 川 体育 ・ 健康担当指連協 架 田

教 L..l. 研修:111. 当指連協 集 Ln 人 権 尊 重 教 育 推 進 校 委 員 会 長谷 川

環境教育推進委員 会 長 谷川 進路指導担吋 m辿協 栗 13] 

学校不適応対策連絡協議 会 巣 問 多摩 地 区健 全 育成行政辿絡 会 栗 [1 

道徳 教 育 日)J言 者研究協議 会 長谷 川
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研究室日野市立教職 員

日野市立教職員研究室は、教育に関する専門的・技術的事項の研究を通じ、 その成果を敷街 し、

教育内容の向上を図るとともに、教育関係職員の研修を積極的に進め、その物資の向上を図り、日

野市における教育の充実と振興を図る教育機関と して位置する。

1 .日野市立教職員研究室の組織及び運営
日野市立教職員研究室に、室長、事務長、事務職員、専門職員を置く。それぞれのI肢は、教育委

員会がこれを任命する。

(1) 組織

長育教

長音日育教校
，>>!， 
弓こ.

教職員研究室運営審議会長室究研員職教

教職員研究室事務長

-
事
務
担
当

(
事
務
長
兼
任
)

。
事
務
主
任

-
教
育
広
報
担
当

・
文
化
ス
ポ
ー
ツ
担
当

.
適
応
指
導
担
当

・
科
学
教
育
担
当

・
図
書
館
教
育
担
当

・
健
全
育
成
担
当

。
教
育
環
境
主
任

電
話
相
談
担
当

・
子
供
の
い
じ
め

・
心
身
障
害
教
育
相
談
担
当

.
教
育
相
談
室
担
当

。
教
育
相
談
室
主
任

-
情
報
教
育
担
当

-
教
育
資
料
担
当

。
教
育
情
報
主
任

-
研
修

・
研
究
調
査
担
当

-
研
究
調
査
担
当

。
教
育
経
営
主
任

(2) 職 務

① 室長は、日野市教育委員会の命を受け、教職員研究室を管理 し、 教職員研究室が行う 事業

を企画、運営、実施する。また、その他の事務を掌理するとともに、所属職員を指揮監督す

る。

② 事務長は、室長を補佐し、担当事務を処理する。

③ 主任は、各係を統括 し、事業を遂行する。

④ 専門職員は、上司の命を受け、 担当する事項の研究及び所掌事務に従事するとともに、指

導主事の助言を得て、事業の実施に当たる。

専門職員は、教育相談員、教育指導員(I_属託員)並びに教育委員会が任命する専門職員を

し、 う。

⑤ 事務職員は、上司の命を受け、担当事務を処理する。

(3) 日野市立教職員研究室運営審議会

教職員研究室の運営について必要な事項を審議する。委員は、教育委員会が委嘱する、学校関

係者、教育行政機関関係者、学識経験者を持って充てる。
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2. 日野市立教職員研究室の事業内容と分担
(1) 教職員研究室の事業

① 幼児 ・児童 ・生徒についての研究調査及び、教育関係職員の研修等に関すること。

② ひのっ子教育21研究員会の研究に関すること。

③ 教育に闘する専門的 ・技術的事項の研究及び教育環境に関すること。

④ 教育に関する資料の整備及び活用に関すること。

⑤ 教育相談に関すること。

⑥ 前各号に掲げるもののほか必要な事業。

(2) 教職員研究室事務分掌

① 教育経営係

・ひの っ子教育21研究員会の研究に関する こと 0

.教育経営の研究及び調査に関すること。

・教育関係職員の研究及び研修に関すること 0

.教育方法の研究及び改善充実に|却すること。

・幼児教育の研究及び資料の提供に関すること。

② 教育情報係

・教育資料の収集及び提供に関すること。

・情報教育の研究及びその活用に関すること。

③ 教育相談(室)係

・教育相談に|却する こと。

・教育相談に|却する研究及び学校への援助に関する こと0

.心身障害児の相談及び援助に関すること。

④ 教育環境係

・健全育成に|却する研究及び資料提供に関すること 0

.児童 ・生徒の適応指導及び学習促進に関すること 0

.学校図書館の機能の活用に関すること。

・自然科学教育の研究及び振興に関すること 0

.学校施設の活用に関すること。

-教育広報に|却する こと。

⑤ 庶務係

・教職員研究室の事務に関すること 0

.他の係に属さないこと。

3.教職員研究室職員
室長 清水七郎

事務長 伊藤峯

(1 ) 教育経営係

0 研究調査担当

。研修 ・研究調査担当

影山

馬場

。石川

小林

建

武

人耀
繁

岩 和夫

本田 仁

(2) 教育情報係

0 教育資料担当

O 情報教育担当

(3) 教育相談係。一般教育相談担当

。波多野坦 {稲田 最

三井春男

1::1村 l晶子 高l嶋ひさ
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。門具 古屋真由枝

O 心身障害教育相談担当 御子柴万里子

。子供のいじめ電話相談担当 大 野隆 久 片岡千蕎子

O 顧問 日本女子体育大学教授(心理学) 石川 尚子

東京学芸大学教授(心理学) 松村 茂治

都立梅ヶ丘病院精神科医長 海老島宏

武蔵丘短期大学教授 河 井 英 子

(4) 教育環境係

0 健全育成担当

O 図書館教育担当

O 科学教育担当

。 適応指導担当

O 文化スポーツ担当

O 教育広報担当

(5) 庶務係

4.教育相談事業

北原 景昭

草刈 喜一

江口耕一

。有泉 徹郎

内藤 康

鍋田 良子

藤固まゆみ

若林正 治

小l幡

(/J、|幡

(内藤

建

小松あさ江

建)

康)

日野市立教職員研究室教育相談室(係)は、日野市に在住する幼児・児童 ・生徒(高校生を含む)

及びその保護者を対象とする教育相談に応ずるとともに、学校が行う教育相談への協力 ・援助を行

い、教育相談活動の促進と充実を図る。

(1) 相談内容 ・方法

【一般教育相談】

幼児 ・児童 ・生徒の学習、行動、特徴、性格、進路適正等にかかわる相談に応じ、個性や社

会性を伸長するための助言 ・援助を行 う。

【心身障害教育相談】

心身に障害のある幼児 ・児童 ・生徒の発達 ・成長にかかわる相談に応じ、その適正や能力を

伸ばし、 積極的に社会参加できるように相談 ・援助する。また、一人一人の幼児 ・児童 ・生徒

の特性に側した適切な教育を実現するための相談 ・援助を行う 。

【学校教育相談】

幼児・児童 ・生徒の学校(園)生活への適応、問題行動等にかかわる相談に応じ、学校、保

護者、関係機関等との協力を得て、幼児 ・児童 ・生徒の個性や社会性を仲長するなどの指導、

助言 ・援助を行う。

【電話相談】 (592-1160) 

電話による相談を行う。

【子供のいじめ電話相談】 (592-2782) 

幼児 ・児童 ・生徒のいじめにかかわる相談に応じ、適切な人間関係を培う助言 ・援助を行う 。

また、学校 ・家庭 ・地域・ 関係機関との連携を図る。

(2) 兼任相談員

第 二 幼稚園園 長 坂 口 嘉津子 日野第八小学校教諭 若林真砂子 |

臼野第二小学校教諭 矢 野良枝 十l'田 小 学校教諭 斉藤弥生

日野第五小学校教諭 越村あや子 三 沢中学校教諭 広田淑子

潤徳小 学校教 諭 川原田和子 大坂上中学校教諭 原沢和江

平山小学校養護教諭 佐藤 ヒサ子
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日野市心身障害教育推進協議会

1 .目的

本協議会は、日野市教育委員会から研究委託を受けて、心身障害教育の充実を図ることを 目指し、

心身に障害のある幼児 ・児童 ・生徒に適切な教育を保障するための教育条件の整備、指導内容 ・方

法の改善 ・充実並びに社会的な自立を促す教育の在り 方等について研究するとと もに、心身障害児

理解教育を具体的に進め、啓発活動や教職員を対象とした研修、交流教育等の諸事業を企画 し実践

する。

2.事業の内 容

記の目的を達成するため、本協議会の事務局を協議会会長校に置き、次の主たる事業を行う 。

①心身障害教育の在り方の検討、②固定学級及び通級学級における指導と学級経営の在り方の検討、

③心身障害教育に|却する砕発資料の作成及び交流教育の推進、④就学相談と充実と相談活動への協

)Jと援助、⑤幼児 ・児童 ・生徒の適応状況及び.発達状況の把握、⑤学校における相談組織と機能の

充実、⑦進路指導の充実

3.組 織

(1) 木協議会は、次に舟げる省をもって組織する。

1-1野市教育委員会教育長、学校教育部長、指導室長、学務課長、指導主事、指導係長、顧問医、

卜|野市心身障害学級設i丘校長、心身障害学級担任、各幼 ・小 ・中学校([亙[)の教員(心身障害教

育担吋)、教育相談室LlF任j、11談員、本協議会会長が指名した者。

(2) 本協議会は、次の.l，!H"]日1)を置き、上記の '作業を推進する。

ア.研究部 心身障??教育の在り万、心身障71子学級の適正配置及び将来構泡!等に関する研究

イ.研修部 心身障71子教育に関する研修の推進、砕発資料の作成等に関する取り組みと調査

ウ. .fll談 ~ftS ~'Il談所勤への協力、幼児 - P47江 ・ 生徒の適応状況及び発達状況の把握と担任へ

の援凶

4.委託の内容

(1) 心身に障害のある児童 ・生徒の教育内容 ・方法の研究

人一人の幼児 ・ 児iiZ ・ 生徒の陣;:号のr.j: 1~に応じた適切な指導内容 ・ 万法及び評価の工夫 ・ 改

j専を進める。そのために、例に応じた教育プログラムを作成し、fl?!1Jjlj折導や小集団による指導を

進め 、 授業'夫践を近l して )I~ I飴 ・ 基本の徹底を凶るとともに、個性を育む教ffの花り }jについて検

討l似し、たし、。

(2) 固定学級及び通級学級における指導の在り方の検討

|川定学級のどE り 点悦びにJili級乍:級の指導と イE和する学級での指導との~1 J1!や役割を明確にする 。
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徳に通常の学級に在籍する聴覚 ・言語障害児 ・生徒への指導の在り方と現状及び通級による指導

との関連や役割を明確にする。さらに、日 ill}市における聴覚 ・言語障害の指導及び日野市での通

級学級における入 ・退級の整合したシステムの構築、及び聴覚 ・言語障害の指導のための学級の

設置について調査研究願いたい。

(3) 心身障害教育に関する啓発資料の作成及び交流教育の推進

日野市全体を視野に入れた心身障害教育に|却する啓発資料並びに広報活動を具体的に検討し、

実施願いたい。

(4) 就学相談の充実と相談活動への協力と援助

学校、医療、福祉、保健の各機関の専門性を生かした連携を図るとともに、きめ細かし、相談活

動を通して、一人一人の発達を保障するための相談活動に向けての研修の在り方、及び相談活動

を行うための研修の在り方について研究を願いたい。

(5) 進路指導の充実

心身に障害のある生徒の個性や能力、適正を最大限に伸ばし、将来的に社会的自立 ・自活をし

ていけるように、福祉 ・ハローワーク及び商工会などの協力を得た、職業体験を実施し、それら

の体験活動を通して、進んで社会参加をすることのできる生徒の育成を目指した実践的な指導の

在り方の研究を願いたい。
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日野市立小学校科学教育センター

1 .目的

児童の課題意識を基に観察 ・実験などを通して、 意欲的に探求 し、自然の事物 ・現象についての

特性や決まりをとらえ、自然についての科学的な見方や考え方を養うとともに自然を愛する豊かな

心↑!?を緬養し、自ら学ぶ立欲を高め、生涯を通じて学び続ける児童を育むことを目指すものとする。

このことによ って、これから先の高度情報化社会や産業構造、生活様式の変化に主体的に対応し、

こころ豊かに遅しく生きてし、く児童を育成する。

2.内容

児童の自然科学に対する興味 ・関心を喚起し、課題意識を持って意欲的に探求することのできる

内科とする。

指導員は、可能な|肢り教えることを少なくし、児童が問題の発見から結論に至る一連の問題解決

の課程を大切にした支援・指導に重点を置き、児童の自ら学ぶ楽しさ、追求する楽 しさ、調べる楽

しさなどを実感できるものとする。

こうした内容のもとに、児童のドl然、に対する豊かな心情を高めることができるものとする。

3.運営

(1 ) 設 置 科学教育セ ソター校として、吋分の問、日野市立日野第五小学校に置く

(2)講座 ア. 1年間をIIiiJW、後JWの二JW制とし、 1mを通して児童の課題意識を基に、問題

の発凡から結論に至る一連の研究活動を行うものとする。

さらに、反季講座を|矧識する。夏季講座は、 「日野市立八ヶ岳高原大成荘」

を拠点として、 n然観察を1-11心とした内容とする。

①liiT JW (5) J '" 9月)、 ②後期(10刀"'2月)、③夏季講座(7月下旬)

イ.各tit座の単位時間と単位数

① 1単位H寺11¥]を概ね 2時間(土曜日午後)とする。

②単位数を概ね 8単位とする。

③Q~講座は、 5 単位とする 。

ウ.夏季誹胞の移動用ノくス借ヒ料以外の諸1':(用は参加省の向己負担とする。

(3) 刈象児主と定日

科講座の定員を40名とする。ただし、前JWは6年生児童、後期は 5年生児童を対象とする。夏

季部時は、|而JtJl講座終 f予定者を主たる対象とする。

4.運営組織

(1) 科学教育センタ 一長、センタ一次長、 E任を世く
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①科学教育センター長は、科学教育センタ ーの設置校長とする。

②科学教育センタ一次長は、科学教育センタ ーの設置教頭とする。

③主任は、東京都l属託職員を充てるものとする。

(2) 科学教育センター運営委員会を置く

①次の運営委員による協議を基に科学教育センターを運営する。

ア.科学教育センター長 1名

イ.科学教育センタ一次長 1名

ウ.科学教育センタ ー主任及び担当 2名

エ 指導員 (小学校教諭) 4名

オ. 日野市教育委員会学校教育部指導室長 1名

カ. 日野市教育委員会指導主事 1名

②運営委員会はセンター長が召集する。

(3) 指導組織

①科学教育センター長、次長の指導の下、主任と指導員が協力してセ ンタ一生の指導に当る。

②指導員は、センタ一生の小集団を形成し、これを責任を拘って援助 ・指導に当る。

(4)指導員を置く

①小学校教諭をもって当てる。

②学習内容に.e1Jした社会人諮師を充てる。ただし、科学教育センター長の要請によるものとす

る。

(5) 指導計画作成委員会を置く

①指導計画作成委員会を設置し、各j明及び夏季前座の指導計画を作成する。

②指導計画作成委員会は、科学教育センタ一長の指導のもと、セ ンタ一主任が l二1-1心と なり 、指

導員の協力のもとに指導計画を作成する。

運営費・その他

(1 ) 科学教育センタ一委託費

授業委託費を運営費(消耗品、備品、印刷費、夏季講座パス借上料等)並びに指導員等の報

酬に当てる。

(2) センタ一生(児童)の通学

①科学教育センターへの通学のための諸費用はセンタ 一生の自弁とする。

②通学途中における交通事故等による災害補償は、児童の在籍校が日本体育 ・学校健康センタ ー

への手続きを行い、給付を受けるものとする。

③自転車による通学は禁止し、セ ンタ ー主任を中心として、適宜交通安全指導を行うものとす

る。
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5.科学教育センターの運営組織

セソタ一長 鈴 本 利恵子 (日野第五小学校長) 次 長 菊 岡 俊 介(日野第五小学校教頭)

主 任 江 口 制ト (教 l隊 員 研 究 室) 主 任 小 l幡 建(教 職 員 研 究室)

指導員 田 準子 (日野第一小学校教諭) 指導員 高橋智子(高l幡台小学校教諭)

指導員 飯塚 1Ii:! (日野第二小学校教諭) 指導員 豊 田 光 (日野第七小学校教諭)

指導員 栗原智l 子 (日野第三小学校教諭) 指導員 磯島 章 (南平小学校教諭)

指導 員 田 惇直 子 (日野第四小学校教諭) 指導員 鈴 木 美浦子(程久保小学校教諭)

指導員 室 住秀樹 (日野第五小学校教諭) 指導員 桑原雅道(旭が丘小学校教諭)

指導 員 鶴間紀子 (日野第六小学校教諭) 指導 員 和栗悦子 (旭が丘小学校教諭)

指導 員 渡過桂-(- (潤徳小学校教諭) 指導員 中村康成(平山台小学校教諭)

桁導 員 工 藤 容 千 (平山小学校教諭) 指導員 入 田 純 子(東光寺小学校教諭)

指 導員 大成鐸 Jミ (日野第八小学校教諭) 指 導員 丸茂洋子(三沢台小学校教諭)

指導 員 矢 野 百合子 (百草台小学校教諭) 指導 員 雨宮宜 夫(イ11"田小学校教諭)

J旨時日 馬場格 f (青色合小学校教諭)
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校長 ・教頭事業担当 一覧

1 .学校教育部

(1) 指導室関係

分 類 名 事F

教 務 主 任 止τ広泊h

生 活 指 導 主 任 tτE』王

中 学校生 活指 導主 任 会

主任会 進 路 指 導 主 任 Iヨス』

保 健 主 任 ヨlミ』

研 究 主 任 正コE』

体 =円民 主 任 lτE 』

食 主 任 企;z:;;当h

人 権尊 重教育 推進 委員会

委員会 心 の教育推進委員会

情報教育推進委員会

情報公開検討委員会

音楽鑑賞教室運営委員会

日光移動教室運営委員会

運 営 水泳記録会運営委員会

相談 学級運営委員会

学校図書館主任連絡会

外国人児童 ・生徒指導連絡会

T T 指導連絡会

心 身障 害教育 推進協議 会

委 託

科学教育センター

校 長 正τz』玉L

小 学 校 中 学校

秋山 憲一 福島良樹

小笠原久雄 松樺茂久

松樺茂久

日食和維

畑石重輝 熊沢直孝

信夫清彦

熊野時巳

岡谷雅之助 辻野良子

吉野美智子 熊沢直孝

小笠原久雄 谷合 |則雄

秋山憲一 福島良樹

干火山 憲一 松原 男

小杉博司 松惇茂久

回谷雅之助

鈴本利恵子

小杉博司

信夫清彦

河野和昌

熊野時巳

日 食 平11雄

飯田園代

品田敏男

小山田穣

増賀従男 谷合 IYl雌

鈴本利恵子 岩浪 具

木内秀雄

吉野美智子

粛藤正子

鈴本利恵子
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教 頭 lヨス』

小 学 校 中 学校

八木文夫 中野秀樹

雨宮 充 鈴木直也

鈴木直也

片倉俊秀

逸見 l明男 阿部信一郎

高橋茂子 鈴木直也

佐藤静雄

西森恵子 正留久巳

田中晴美 阿部 秀敏

光地 幸子

清水義路

岡田寿美子 片倉俊秀

宇野有斐子 沖山 治

田中 H青美

古宮キヨ子

川原保彦

佐藤静雄

矢野 優

正留久巳

岡部秀Wl
阿部信一郎

沖山 治

宇野有斐子 嘉陽義明

上保 J:lt 

古宮キヨ子

菊岡俊介



海外 文 化 交 流推進 委員会 小杉 博司 福島 良樹 沖山 治

イン ター ネ ッ ト研究 委員会 河野和昌 中野 秀樹

就 学 相 談 委 員 正τE』ミ 増賀従男 谷合 明雄 難波和子 嘉陽 義明

推 進 鈴本利恵子 岩浪 真

木内秀雄

吉野美智子

粛藤 正子

英 語 指導改 善委員会 福島良樹 沖lLJ 治

教 職研修 実 施協 議会 畑野元一 谷合明雄 森野 豊

小山田 穣

日野市教 育 研 究会 畑野 元一 福島良樹 森野 豊 嘉陽 義明

許斐文代 難波和子

書 初展 運 営 委 員 会 許斐文代 辻野良子 光地 幸子 阿部秀敏

資 ド} 「まど ベ 」 編 集 委 員会 飯田園代 川原保彦 阿部信一郎

(2) 学務課関係

校 長 £Z2』Z 教 頭 tzz 』

分類 名 1#]¥ 

小 学 校 中学校 小 学校 中 学校

給食関係
栄 養 士 正コE』 日谷雅之助 辻野 良子 西森恵子 正留 久巳

戸~与 校 食 正ヨミ』 岡谷雅之助 辻野良子 西森 恵子 正留久巳

保健|共!係
学 校 {呆 健 ぷzz〉 畑石 重潤i 熊沢 直孝 逸見 明男 阿部信一郎

t当、金E主L 言E 教 i命 ヨtミ』 畑石 重畑i 熊沢 直孝

(3) 研究室関係

校 長 Iz』z 教 頭 £コE』王

分 頗 名 利t

小 学 校 中 学 校 小 学 校 中 旬F 校

委 員 運 4tM1 F 審 議 tτE』ζ 

西町| 敦子 松原 男

庁1賀従男
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2.生涯学習部

(1 ) 生涯学習課関係

校 長 311 』 教 頭 ヨえミ〉ー

分 類 名 称

小 学 校 中 学 校 小 学 校 中 学 校

社 コtE』SL 教 育 委 員 秋山 憲一

委 員
市 PTA連絡協 議 会 理 事 小原 良雄 松原 勇

木内 秀雄 岩浪 真

粛藤 正子

(2) スポーツ振興課関係

校 長 IコE』 事文 頭 ヱt._ミ

分 類 名 称

小 学 校 中 学 校 小 学 校 中 学 校

委 員 学校 体 育 施 設 開放運営委員 熊野時巳 松原 勇 岡崎 滋 鈴木 直也

(3) 図書館関係

校 長 止τ広〉 教 頭 Z企ミ〉

分 類 名 称

小 学 校 中 学 校 小 学 校 中 学 校

委 員 図 書 館運 営 審 議委員 信夫清彦

(4) 公民館関係

校 長 =t広〉 教 頭 1二E』王

分 類 名 称

小 学 校 中 学 校 小 学 校 中 学 校

委 員 公民館運 営 審議 委員 小笠原久雄

(5) ふるさと博物館関係

校 長 lz』z 教 頭 ぷZ弐込

分 類 名 称

小 学 校 中 学 校 小 学 校 中 学 校

委 員 ふるさと博物館協 議委員 知l野元一 松揮茂久
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3.都校長会・都教育委員会関係

校 長 AτE 〉 教 頭 iコ弐L 

分 類 名 事F
小 学校 中 学校 小 学 校 中 学校

委 県 環境週間l行事運営委員 小杉博司

4. その他

校 長 ~ 教 頭 zl』z 

分 頬 名 利ミ

小 学校 中学校 小学校 中 学校

委 員
環境緑化協会評議委員 許斐文代

市教職員互助 会理事 増賀従男 森野 豊
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平成 10年度 管理運営規則

学校名 学校長 教務 主 任
生 活

保健 主任
進 路

指 導主 任 指 導主任

1 日野 一 小 秋山 憲一 清水俊幸 土方久 枝 黒 部 久 子 l

2 日野 二 小 音 野 美智子 小島 義 範 高 橋 孝子 渡辺敏子

3 日野 二小 粛藤正子 橋本 清明 占家静子 渡遁 三 枝子

4 日野四小 小原良雄 川 井龍介 玉置 順子 川 口雅恵

5 日野五 小 鈴木利恵子 越村あや 子 西志村 二三子 金野 l峰子

6 日野六小 小 笠原久 雄 市 川 光男 霊 山邦 夫 内田 一美

7 潤徳小 信夫清彦 高橋 健 渋 谷 鈴 子 川 原 田 和 子

8 平 山小 畑野 元一 渡辺 弓主主子L， 比 嘉 道 子 佐藤ヒサ子

9 日野八 小 固谷雅之助 大成鐸 夫 三 浦 理 恵 子 井戸 川 喜 代

10 百草台 小 木内秀雄 菱田美恵子 山 本さき子 船山陽 子

11 施合小 西国敦子 五十 嵐 容子 栗 原 典 子 高橋紀下

12 高 l幡台小 許斐文代 越智 久子 高橋智子 古越白子

13 日野七小 品田敏男 小 坂克信 岩 松 親 和 t嬰凹 (I-l 

14 南平 小 対II 石重 輝 山田 栄子 宗 近 孝 子 竹 野 久 乃

15 程久保 小 小 111I王l 穣 = 木 滋 田中悦子 窪 田 弥 生

16 旭 が丘小 熊野時巳 桑原雅道 秋野美津子 進 藤 章 子

17 平 山 台小 増賀従男 中村康成 山 田 謙 一 丸山 幸江

18 東光寺 小 小 杉博司 猿田恵 一 高木 宏 川崎 知子

19 三 沢台 小 飯田園代 茂木敏光 佐々木幸恵 太島真知子

20 仲間小 河野和昌 雨宮 宣夫 岩崎英夫 小 林 八 重 子

l 日野 一 中 松博茂久 渡辺重己 菅野 武 徳 田 紀 忠 迫 丸 英 明

2 日野 二 中 日食 和 雄 鬼頭 rJB 野 口英 一 三 瓶法子 J藤塚康子

3 七 生 中 岩 浪 真 安里孝 信 今 井 正 喜 根岸智子 t型井 圭 子

4 日野 三 中 福島良 樹 塚本優師雄 吉 田 俊 明 小林 浄子 岩崎弘晃

5 日野四中 松原 勇 鎌田 義男 石 川 11青 ー 須田 由 香 村野 浩 史

6 三 沢中 熊沢直孝 長友良 嗣 清水 明 小野田 恵子 津 田 昌 喜

7 大坂 上中 谷合明雄 三 浦利 信 大房裕司 小美濃亜矢子 中原明 寿

8 平 山中 辻野良子 林 範夫 中嶋建 一 郎 田 那 部 好 美 金 田 広美
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第八条に 基 づく 主 任 一 覧 表

学 年 主 任

l 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6 年

黒部久子 菊池 治 土方久 枝 乾 ひさ子 鈴 木 節 子 清水俊幸

荒木正美 菅 野君江 高橋孝子 西 尾 京 子 小林恵久子 久保田由子

樋口俊子 小 峯 みゆき 由比ケ演慶子 長津 範 重 前田佐和子 北島あけみ

赤松 昭子 玉置 順 子 橋爪憲 子 名取明代 田中和 子 川 井龍介

寺 岡千恵子 盛 恭子 後藤絢 子 徳永英子 風野敏 子 志賀 由 具

望 月朝子 菊池静枝 垣内奈緒美 逸見繋子 飴家 京市 鶴間紀子

小 俣靖 江 様 崎 き よ み 川 原 田和 子 渋谷鈴子 林 亀 二 武井かをり

梅津芳美 茅野とめ子 金子直 子 鈴木玲子 橋本 美 枝子 工 藤 容子

蔵元節子 土井公子 安田キミ子 赤松紀子 間 島 春 美 海老原員知子

山 本さき子 中村みどり 矢 野 百合子 武田恵子 有 賀 康 美 井浦 弘

伊藤 とも よ 五十嵐容子 佐藤文敏 村山 栄子 日高真理子 山中政尚

組枠久子 育 回哲 夫 井上洋 美 山中康 生 高 橋 智 子 御木 戊

藤本はるみ 田中 背下 津田八重子 来 |首1志信 赤 )1二光子 市川博子

網 野嘉恵 生井忠子 小林照子 西原美枝子 育 問京子 田村 f長

志 村道子 井上美子 吉 野 宏 窪田弥生 三 木 滋 田中悦子

~;Il原早苗 小林あやめ 鈴木知英子 窪田正子 高田真澄 青 柳 香保留

若松由紀子 宇宙賀県理子 中村康 成 山田謙 一 吉尾真 理子 小山田ひろみ

石岡房子 川 jドm手11子 佐 々 木隆雄 僻江 JS美子 矢 11 Itl美子 入国 純 子

桑 旧悦子 小林和子 鈴木茂子 熊 本 幸 代 ヨL 茂洋子 鷹尾冨貴江

舶松久 美子 笠井祐子 斎藤弥生 岩崎英夫 西 弘美 雨宮宣夫

Jloi |怪男 横井純子 平沢明雄 I~ 
小 j低文一 浅田恭子 田中 j享 ¥ 
鈴木 戊 西 川|路 子 松井保子 ¥ 

¥ 

磯崎 (I合子 古 田俊 光 五 味 IJI 修 ¥ 
菊 池基文 斎藤 道 辰巳恵子 ¥ 
jl 凹久雄 阿部 航部照 夫 ¥ 
佐藤至正 高野不n美 鈴木康弘 ¥ 
松野智子 堤 イ言 博 常松悦子 ¥ 
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日野市立小・中学校主任

学校名 研究 ・研 修 人権尊 重 国語科 社 会 科 算数 ・数学科

1 日野 一 小 l主 ひさ子 高田 伸 子 乾 ひさ子 土方久枝 朝田幹雄

2 日野 二 小 棋 圭 子 矢野良枝 荒木 達 也 後藤健 夫 杉本 功

3 日野 三 小 北島あけみ 古家 静 子 前田佐和子 諏訪英樹 出比ケ演慶子

4 日野四小 田村直樹 田 中和子 橋 爪 憲 子 田中和子 丸山 由紀 夫

5 日野五 小 菊 池和 子 山 木さゆみ 菊 池和 子 風 野 敏 子 古 川 美 幸

6 日野六 小 鶴間紀 子 飴家 京市 垣内 奈 緒 美 鶴 間 紀 子 望月朝子

7 潤徳 小 小 野勝政 津 崎 きよみ 津 l崎 きよみ 渋谷鈴子 小野勝政 l

8 平 山小 橋 本 美 枝 子 橋 本 美 枝子 坂西圭子 金子直子 渡辺 主弓t

9 日野八小 田 中 延 子 海老原員知子 赤松紀子 田中延子 安田キヨ 子

10 百草台 小 有賀康 美 武田恵子 矢野百合子 武田 恵 子 山 本 さ き子

11 滝合小 村山 栄子 五 十 嵐容子 村山 栄子 山中 政尚 栗 原 典子

12 高 幡台小 御 木 j文 吉田哲夫 井 上 洋 美 石原 美 代 越 智 久子

13 日野七 小 豊田 光 小林良 江 藤本はるみ 来 間 志信 馬場裕 美

14 南平 小 依田逸 夫 吉 田 京子 永 原 愛 子 西原 美 枝子 平 尾 淳子

15 程久保小 木附隆 三 吉 野 宏 後藤欣子 窪 田 弥 生 根 岸 朋代

16 旭が丘小 小 淵 ゆり子 内田裕 子 鈴木知英子 内田裕子 上保光 子

17 平 山 台小 吉 尾 真 理 子 坂井千秋 宇留賀員理子 吉尾 真 理子 宇留賀員理子

18 東光寺小 秋 葉柴 一 石 岡 房子 溝江恵美子 高木 宏 佐々木隆雄

19 三 沢台 小 鈴木茂子 熊本幸代 席尾富貴江 真 野 功 桑 田悦 子

20 仲田小 佐藤民男 植松久 美 子 植松久 美子 次回圭 三 斎 藤 弥生

1 日野 一 中 熊谷仁 一 熊谷仁 一 馬場 識 杉本恵志 熊谷仁 一

2 日野二 中 柴 山和 華 子 藤塚康 子 松本 栄 二 斉藤孝之 鬼頭 ~I百

3 七生中 秋山哲 男 三 島雅裕 杉 山典 子 荒 川 善 敏 宮原久仁夫

4 日野三 中 御木 聖子 鈴木恵理子 阿 部 純 子 吉 田俊明 藤塚 正

5 日野四中 杉本洋子 大津由紀 杉 本 洋 子 鈴木英顕 小佐野 一 秀

6 二 沢中 阿部 真 一 古怒田 幸一 池 本 ユ ウ 子 岡辺 粛藤光司

7 大坂上中 上地悦 子 中原明 寿 木下英典 大房裕司 鈴木康弘

8 平 山 中 小 杉智 代 堤 信博 村田照 美 川 井信義 木所 智I

1 第三幼稚園~ 前 川 恵子 一一一一一一ト ー

2 第六幼稚園 ~ 井上宏子

~ー-
「三竺=-====-
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及 び担当 一 覧表(その 1) 

理 事ト 生活科 音楽 科 図工 ・美術科
体育 ・ 技術 ・

保健体育科 家庭科(女)

小 田 準 子 高 田 仲 子 棚倉 美幸 関 賀穂留 菊池 修 機井加代子

飯塚 日目 小嶋 義 範 須山ひとみ 川 名勝紀 番場はるか 棋 圭 子

栗 原智 子 随口俊子 森 菜 摘 野 崎 秀 登 宮 坂 裕 子 北 島あけ み

塚本 純 子 田中史子 田島 泉 メL カズ子 鈴木 淳 回津直子

宅 住秀 樹 盛 恭子 原因 圭 松 岡 容 子 君島幸紀子 青 柳 晴 美

小 池 守 近藤幸子 野崎恭子 霊 山邦 夫 小川 浩太郎 高木 千 恵子

渡過 桂子 永田弘美 依田妃佐子 小俣 立!?江 林 亀 三 茂木典子

llH11 凹 真 茅 野 とめ子 大野 香 服部たかし 橋本 美枝子 工藤容子

大成鐸夫 渡辺明美 在日薗美千代 矢樺まの 石 田 隆 彦 若 林 真砂子

菱 田美 恵子 中村みどり 石井典子 北野 義 昭 井浦 弘 坂本和子

馬場栴子 高 橋紀 子 小 林 佳 代 子 岩崎 裕 回能倉み つゑ 日高 真理子

山中康 生 越智久子 作山 秀 樹 宇留賀公夫 宇留賀公夫 高 橋智 子

世 間 光 m中 背子 寺津千 代 子 尾 関いずみ 石 見 明 彦 市 川 博 子

山田 栄子 )1: 出ま り 稲 葉 重 樹 依田進夫 磁 島 章 佐藤実千子

鈴木美 浦 子 井上美子 川 上 一 枝 木 村 令 子 土 野 宏 田中悦子

岡田充生 松 本 純 子 Ir!中 千枝子 梅田勝裕 金 丸仁志 中 島 寿子

中 村 民 l瓦 田辺美江 原井千秋 大久保 l佳 子 小山田ひ ろみ 吉尾真理 子

矢 円山 美子 北)協者樹 洲崎明 美 fj(葉柴 ー J雄弁義啓 入国純子

l見本敏光 小林平11 子 ~ ， E 矢ちづる 針只則子 鈴木茂子 ヨL 茂洋子

同 弘美 笠井祐子 機川 JI岡 下 寺 田 禎 岩崎英夫 鈴木裕子

長降 下 尋 ¥ 大 野 ゆき子 大山 学 横 溝 雅 之 鵜 川 節 子

肢 田武 彦 ¥ 鈴木品子 伊藤 信吾 石 川 恵子 三 条正 善

犬 束正 敏 ¥ 叫井 圭子 ニ 島雅裕 今井正喜 佐 藤 詩 枝

古 川 俊光 ¥ 原入弘恵 早 崎希 子 磯島百合子 鈴木恵理子

斎 l巌 道 ¥ 小 池草子 大津 由紀 市川佐和子 竹田和 彦

長 友 j込 嗣 ¥ 小野開通恵 商藤まりえ 米 内 洋 子 広田淑 子

」ヒ田 fl-司 ¥ 山 田よし 子 高橋陽子 上地悦 子 田中愛 子

原井悦子 ¥ 松野智 子 中 里 久 子 金 田 広 美 堤 信 博
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日野市立小・中学校主任

学校名
技術・

英語科 進 路 特別活動 学 校行事
家庭科(女)

1 日野 一小 樫井加代子 関 賀穂留 清水俊幸

2 日野 二 小 棋 圭子 内田知子 小 島義範

3 日野 ニ 小 北島あけみ 森 菜 tj首 橋 本 清 明

4 日野四小 回津直子 名取明代 川井龍介

5 日野五小 青 柳 l晴 美 青 柳晴 美 越村あや 子

6 日野六小 高木千恵子 小 川 浩太郎 市川光男

7 潤徳小 茂木典子 松崎しのぶ 高橋 健

8 平山小 工藤容子 大野 香 渡辺 学

9 日野八小 若林 真 砂 子 横山 昌司 石 田 隆 彦

10 百草台 小 坂本和子 石井典子 菱 由美恵 子

11 滝合小 日高 真 理 子 ¥ 日高真理子 五十嵐容 子

12 高 l幡台小 高橋智子 冨 田郁 子 宇留賀公 夫

13 日野七小 市 川 博子 藤井 京子 小坂克信

14 南平 小 佐 藤 実千子 永原愛子 山田栄 子

15 程久保小 田中悦 子 後藤欣 子 三 木 滋

16 旭が丘小 中島 寿子 野崎智 恵子 桑原 雅 道

17 平 山台小 吉尾真 理 子 田辺 美江 中村康成

18 東光寺小 入 田 純 子 藤井 義啓 猿田恵 一

19 三 沢台小 丸茂洋子 真 野 功 茂 木 敏 光

20 仲 田 小 鈴木純子 機川順 子 雨宮 宣夫

1 日野 一 中 鵜 川 節子 葛岡 明 子 迫丸英明 渡辺 重己 渡辺重己

2 日野 二 中 三条正善 倉田宣 子 藤塚康子 倉田宜子 浅田泰子

3 七生中 佐藤 需 枝 林田千野 機井 圭 子 安里孝信 安里孝信

4 日野三 中 鈴木恵理子 阿部 貴浩 岩崎弘晃 吉 田俊明 塚本優蹄雄

5 日野四中 竹田和 彦 船矢 厚子 村野浩史~ --------6 三 沢中 広田淑子 永津幸恵 津田昌喜 ~ 長友良嗣

7 大坂上中 田中愛子 中原明寿 中 原 明 寿 吉 田 真 由 三 浦利信

8 平 山中 堤 信博 常松悦子 金 田 広 美 堤 信 博 林 範 夫
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及び担当 一 覧表(その 2) 

視聴覚 学校図書館 車合 食 安全教育 養 護

井口幸恵 1毛 ひ さ 子 中 山 良子 土 方 久 枝 清 水 妙 子

飯塚 昭 磯田洋子 菅野君江 高橋孝子 渡辺敏子

野崎秀登 小峰みゆき 飴家洋子 前田佐和子 渡造 三 枝子

土産田千寿子 田中和子 橋爪憲子 田村直樹 馬場えり子

室 住秀樹 西志村二三子 松岡 容子 盛 恭子 金野 |峰子

飴 家 京市 菊 池静枝 野崎恭子 霊 山邦 夫 内田 一美

小 肝勝政 茂木 典 子 依田妃佐 子 川 原田和子 塚本聡美

品 l剥 真 茅 野 と め子 工 藤 容子 服 部たかし 佐藤ヒサ子

安斎美 代 子 間 島春美 蔵 元 節 子 渡辺明美 井戸 川 喜 代

船 山陽子 矢 野 百合子 北野 義昭 坂本和子 船山陽子

伊藤 とも よ 村山 栄子 佐藤文敏 栗原典子 戸塚美 由記

山中 康生 石原美 代 作山秀樹 高 橋 智子 古 越 富 子

小坂克 信 赤井光子 白倉おと 江 尾闘いずみ 機 EEl 潤

稲 葉重 樹 依田逸失 板屋久美子 磁島 章 竹野 久 乃

小 様 相1 幸 鈴木美 嫡 子 志 村 道子 田中悦子 藤田教子 |

高 田 真澄 青 柳 香保留 塚 田 美佐江 梅 田 勝 裕 進藤章子

山 田 謙 一 若松宮紀子 田中祐美 子 山田謙 一 丸山 幸江

入 fTl純 子 石岡房子 北脇春樹 高木 宏 川崎知 子

A 野 功 針只日IJ 子 征矢ちづ る 佐々木幸恵 太島真知子

~ï' 匠l 禎 笠井祐子 次回圭 三 西 弘美 小林八重 子

阿 部末正 葛岡明子 管: 和代 菅野 武 徳 田 紀 恵

斉 藤 孝之 横井 直子 鈴木晶子 田中 厚 三 瓶 法子

宮原久仁夫 相11 沢 宣子 佐藤詩枝 今井正喜 根岸智子

古 田俊光 磯部博子 iJl本潔子 松岡憲彦 小林浄子

小 佐野 一秀 深谷 即! 子 塩 谷直子 森 山 央 須 田由 香

若松民雌 阿部 石井良 lり] 池 永 敦 小野田恵 子

北田 昇司 山 田 よし子 田中愛 子 堀田哲I I路 小美濃亜矢子

林 範夫 村田照 美 山田 まち下 鈴木 ;浩 田 郡 部 好 美
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日野市立小・中 学校 主 任

学校名 心身障害推進協議会委員 情報教育推進委員 相談学級運営協議会 英語指導改善委員 音楽能賞教室運営委員

1 日野 一 小 芦 川 康子 ¥ 棚 倉美幸

2 日野 二 小 久 保田由 子 ¥ 須 山 ひとみ

3 日野 三 小 和田雅 実 ¥ 森 菜 摘

4 日野四 小 赤 松昭 子 ¥ 田 島 泉

5 日野 五 小 中込 久美 ¥ 坂田 圭

6 日野六 小 内 田 一 美 ¥ 野 |崎 恭 子

7 潤徳小 蔵野博 子 ¥ 依 |羽妃佐 子

8 平 山小 坂西 圭子 ¥ 大野 香

9 日y野八 小 近藤 多 賀 子 ¥ 在18 薗 美千 代

10 百草台 小 高 瀬 は る美 ¥ 石井 典 子

11 滝 合 小 戸塚美 由 記 ¥ 小林 佳 代 子

12 高 |幡 台 小 越 智久子 ¥ 作 山 秀 樹

13 日野七 小 小 林 良 江 ¥ 寺津千 代 子

14 南 平 小 吉 田 京子 ¥ 稲 葉重 樹

15 程久保小 井上 美子 ¥ 川 上 一 枝

16 旭 が丘小 松本 純 子 ¥ 田 中 千 枝 子

17 平 山 台 小 坂井千枚 ¥ 坂 井 千秋

18 東光 寺 小 北 !協 春 樹 ¥ 掛[ 111崎 明 美

19 三 沢台 小 真 野 功 ¥ 征 矢 ち づ る

20 仲 田 小 小 林 八 重子 ¥ 機 川 順 子

1 日野 一 中 本荘ま さみ 荻野正 隆 井原千 恵子 阿部 末正 ~日=- 和代

2 日 野二 中 柴 山 和 華 子 贋田武 彦 秋庭 英子 倉 田 宣子 鈴 木晶子

3 七生中 水沢光子・松尾精正 鈴木 茂 青 柳 玲 子 林田千野 樫井 圭子

4 日野 三 中 松岡 憲彦 井上 義孝 吉 田俊明 小 柳恵 美子 坂入 弘恵

5 日野四中 菊池 基文 青 木久敏 鈴木園 生 前田 宏美 鈴木園 生

6 三 沢 中 井田 久雄 若松 民 雄 広田淑 子 永 博 幸 恵 小 野 揮通恵

7 大 坂上 中 鈴木康弘 北 原 昇 司 秋 山 智 子 中原 明 寿 山 田よし 子

8 平 山中 村田 照 美 堤 信博 中嶋建 一 郎 常松 悦 子 松 野 智子

1 第一幼稚園 須 田さ や か

----------2 第二幼稚園 堀 理 江
、~、、

卜---------
3 第三幼稚園 井上祐 子

-----------------4 第六幼稚闘 永島恭 子 ~ 
ト~

5 第七幼稚園 強 矢 るり 子
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及 び担当 一 覧表(その 3) 

日光移動教室運営委員 水泳記録会運営委員 件学教育セγタ一指導員 TT指導連絡会 心の教育推進委員 畑川監・蜘糊揃会

?占 dく俊幸 井口幸忠 小田準 -f- 小 田準子 ー一一一一一一一
一一一一一一一ー

後藤健夫 組 圭 子 飯塚 fl73 杉本 功 菅 野 君 江 -------北島あけみ 長津範亘 架原告l子 -------古家 静 子 諏訪英 樹

ヂ|二 川 H~ 介 井 川 龍介 田陣直子 川 口 雅 恵 玉 置 順 子~ 
青相11 1I，'t 美 747 柳晴 美 室住秀 樹 吉 川 美 幸 山 木 さ ゆ み ~ 
鶴間l紀子 小 川 浩太 郎 鶴 間 紀子 小池 守 鈴木美智子 高木千恵子

小野!1持政 小野 j勝政 渡過佳子 茂 木 典 子 津崎きよみ -------[ J脹作子 AIl凹 立 工 藤 容子 品田 真 池 |口雅子 渡辺 学

石山 |時彦 石田隆彦 大成鐸夫 寺島則子 清 水 絢 子 夏目たみ子・中島郡

坂本不11子 )1ニ 官n 弘 矢 野百合 子 菱田 美 忠子 有賀康 美 -------山 rl' 政尚 川町'倉み つゑ 馬場裕子 高 橋 紀 子 佐藤文敏 村 山 栄子

御木 茂 問団郁子 向橋智 子 石原美代 富田郁子 井上洋美

鷲 j接相l 貴 "T J 11 博 f 豊田 光 小坂克信 白倉おと江 小 坂克信

山 111 栄 f fli元 あやめ 磁烏 i干L 磁 th 草 網野嘉恵 -------小部fI' 幸 111 11-' 'tYG f 鈴木美畑子 鈴木美浦 f 木 附 |径 三 上僚かなゑ

上保 光 子 不11 栗悦子 桑原雅道 ・和栗悦f 大橋美智子 小淵ゆり子 f:k野 美 津 子

庁Jt点JfJl下 小山川ひろみ 中村康成

lfE 木 宏 JJ.;t ，1ゐ 光 人 rn純子 洲崎明美 川 井田 和 子 原島 光

点目f 功 脱出 F百貨1c メL }克洋 茂木敏光 一一一一一一一-
一一一一一一一一

佐藤; JJ亡 児 佐 J能~ VJ ド日 72. 立 jミ 雨下f立 夫 斎藤弥生 -------¥ 斉 藤 光 人 葛岡明子 -------¥ 庇 1[1武彦 須貝光 一 小 鷹文 一
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研究 奨励事業

1 平成10年度研究奨励事業ついて

平成 9年度まで、研究奨励事業は、 (1)研究指定補助①学校研究②団体研究③個人研究 (2)校

内研究補助 (3)授業改善補助等をもって推進し、教員の資質の向上、とりわけ指導力の向上に成

果を上げることができた。

しかし、今般の教育改革の流れの中で、 「生きる力」を育てる教育課程の編成、新しい指導観

に基づいた指導力の養成、環境教育、国際理解教育をはじめとする教育課題の解決等、組織とし

ての学校に、また、教員一人一人に課せられた課題はこれまで以上に大きい。

教育委員会は、新 しい時代の研究奨励事業を推進するに当たり、従来のように日野市の児童 ・

生徒、地域社会の実態を踏まえた教育課題と国や都の動きも視野に入れた教育課題の両面からそ

の解決に力を注いでいく必要があると考える。

このような考えに立ち、本市における研究奨励事業は、校内研究を基盤とした研究、教育課題

の解決を図るための研究、校内研究補助とする等、焦点化し、平成10年度以降の研究奨励事業を、

(1)学校指定研究補助 (2)謀題指定研究補助 (3)校内研究補助によ って推進していくことに改める考

えである。

なお、団体研究、個人研究の事業が果たす教員の指導力の向上にかかわるところは、指導室主

管の授業改善委員会と教職員研究室主管の事業推進委員会の研究を教職員研究室主管の研究員事

業として一本化し、よりいっそうの充実を図る。

2 補助の種別

(1) 学校指定補助

(2) 課題指定研究補助

(3) 校内研究補助

3 補助金交付の要件

(1) 学校指定研究補助

ア イ固に応じた教育を推進するための授業改善

イ 教育課題の解決

ウ 児童 ・生徒理解を深める教育相談の充実

エ 特色ある学校づくり

オ その他、 学校教育の改善
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(2) 課題指定研究補助

ア ボランティア教育

イ 国際理解教古

ウ 環境教育

エ情報教育

オ福祉教 育

カ教科研究

キ 特色ある教育課程

ク その他、 教育課程の解決

(3) 校内研究補助

学校が実証的な研究、研修を行うための諸経費であること。

4 研究期間

学校指定研究は、従来通り 2年間の継続研究とする。ただし、研究の内容等により単年度の研

究も認める。

また、研究の実践と成果を市内小 ・中学校に敷術させるために公開発表を原則とする。 2年間

継続研究する学校は、 l年次に中開発表、2年次に本発表を実施するものとする。

単年度で研究する学校は、その年度内に公開発表するものとする。

課題指定研究についても同様である。
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平成10年度研究奨励補助金受給校一覧

補助 金受給校 学校指定研究 程久保小学校

校長 小山田穣

イrll田小学校

校長 河野和昌

日野第一中学校

校長 松博茂久

日野第三中学校

校長福島良樹

期 間 2年間 程久保小学校

イ1:1:1圧l小学校

1年間 日野第一中学校

日野第一中学校
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小中学校研究主題一覧

校 名 受給(代表)名 1iJf 究 主 題

日野 一 小 秋 山 憲一 かかわり合いの中で表現する喜びをもっ子ども一聞く・話す活動を通してー

日野 二 小 吉野美智子 自ら学ぶ力を育てる指導法の研究

日野 = 小 驚藤正子 子供たちが楽しく学習するための教材、 教具の充実と指導法の工夫

u野四小 小原良雄 お互いの考えを深め合う学習活動の研究

11野丘小 鈴本利恵子 主体的な活動を過して楽しく学び合う児童の育成

日野 六 小 小 笠原久雄 主体的に表現する児童の育成

~ ~ 穂、 信夫 清彦 認め合い学び合う力を育てる指導法の研究

司£ 山 ~IJI 野元 一 生き生きと学習に取り組む児童を目指して一本の楽しさに出会える子一

日野八小 固谷雅之助 白分の生命や他人の命を大切にする子供の育成

行革台小 木内秀雄 与える力を育てる指導法の工夫

沌 よ1』1 西田敦「 子どもが意欲的に学ぶ学習活動の工夫

1¥:1 I陥什小 許~・ 文代 一人・人が門ら考えお互いに認め合う児童の育成

11 ~回'七 小 日I 凹敏フ) 児童一人一人が自ら与え自ら学ぶ学習活動の工夫

l有 平 向11 :石室開1 お互いの与えを認め合う学習活動の研究

程久 保 小 小山田穣 見つけよう日分 伝えよう向分

胞が丘小 熊野;11、?じ お互いのよさを認め合い、白らのよさや可能性をや11ばす児童の育成

、ILiJ 1 f~ 小 .WI f-i従 JJ児ZEの人権意識を育てる指導法の工夫ー児童の権利条約の学習を通して

点光、iF小 小杉博司 -人・人が生き生きと課題に取り組む指導法

三沢台小 飯山|週代 体験学習を通して I1分で課題を発見し追及する

イ111 旺l M 野手11品 お互いに認め合いlqめ合いながら進んで学ぶ千の育成

日野 ー 1-11 松戸事茂久 柄力のある学校を日桁して一主体的に活動し表現する生徒の育成ー

11 ~} て 11 1 日食不11雌 生徒理解を深める

じ /ヒ 岩浪 ょ~ 生き生きとした学校、学級づくり一生徒の実態をとらえ効果的な指潟万法を研修するー

11 ~f 三 11 1 福 ，!;+j 1込附 生徒理解を深めるための工夫一生徒との対話を通してー

11野 VCI1-11 松原 男 12かな人間形成を 日指した指導の在り方

熊沢 1([孝 生徒]![角itの方法と実践

大坂|二1-11 行合 lリJMI; 生きと|三きと魅力ある学校を 11指して

111 辻 野良子 '1ミ徒J![1Jlfを深めるJ行説法の改苦
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東京都教育研究員・「東京の教育21J研究開発委員会委員

[教育研究員]

A寸'"ーL 校 名 職 名 氏 名 剖l tコ広〉 名

平 山 台小学校 教 諭 宇留賀 員理子 国 至口五口

仲 田 A子A今一 校 教 Z命 西 弘 美 理 不ト

大坂上中学校 教 Z命 刀 禰 孝 司 1日z 楽

大坂上中学校 教 fHEEHU 与 堀 田 智 暁 学 校給食

平 山 司コ 戸~ 校 教 i命 ) 11 井 信 義 社 コ企ミ〉

[1東京の教育2lj研究開発委員会委員]

学校 (園) 名 職 名 氏 名 剖1 1τ広』 名

日野第 二 幼稚園 教 壬而βjl与j 富 )宅 真 須子 生 活

沢 中 学 校 教 毛~tfu 横 構 日召 夫 社 1τE 』

大 坂上中学校 教 3命 大 房 宇谷 司 道 提l
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日野市立小・中学校使用教科書

1 .小 寸μ4ー 校

国語科 「国語」 (光村図 書)

「書写」 (光村図書)

社 会 科 「新編新しい社会」 (東京書籍)

「楽しい小学校社会科地図帳」 (帝国書院)

算数科 「小学校算数」 (学校図書)

理 手↓ 「新版 たのしい理科」 (大日本図書)

生活科 「せいかっ」 (教育 出版)

音楽 科 「小学生の音楽」 (教育芸 術社)

図画工作科 「図画工作」 (日本文教出版)

保健科 「新 ・みんなの保健」 (学習研究社)

家庭科 「新編新しい家庭」 (東京 書 籍)

2.中 ヴ~ー 校

国語科 「中学校国語」 (学校 図 書)

「中学書写」 (日本書籍)

社会科 「社会科中学生の地理 (帝国書院)

世界の人々と日本の国土初訂版」

「中学社会歴史的分野」 (日本書籍)

「中学社会 公民的分野」 (日本書籍)

「新編新しい社会科地図」 (東京書籍)

数学科 「新しい数学」 (東京書 籍)

思! 手，1- 「新版 中学校理科(1.2分野) 1・2年 (大 日本図 書)

「新編新しい科学(1.2分野) 3年 (東京書籍)

楽手1- 「中学生の音楽」 (教育芸 術社)

「中学生の楽器」 (教育 芸 術社)

術手1- 「美術」 (日本文教出版)

保健体育科 「新編新しい保健体育」 (東京書籍)

技術家庭科 「技術 ・家庭上 ・下」 (開隆堂出版)

外 国語 科 iTOTAL ENGL 1 S HJ (秀文出版)
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就職 ・進学状況の推移(平成 4年~平成 9年)
( )はノ4ーセ γ 卜

ー
吋
日
|

I笥 等 片→~・ 校 本 科 職育機業教関
就業・その他

卒

総
高等学校全日常IJ 課程 高等学校定時制課程 品 局 盲養 等

業年 性
国 公 立 私 立 普 町議 就

会寸室J 等 . 
震就 就 位 (

職 専
学 ろ護 在 者

普 職 普 職 校 業
業 家度 5.lIJ 言十 言十 通 業 進 門 通 う学

制校寸一 校

職
総通 業 通 業 庭

戸寸M一， ~ 一 信 学 者
科 手ト 計 科 手十 計 手十 季十 者 校 告IJ 校校 者 者 ) 数

平 1，882 1，813 798 234 1，032 699 82 781 32 26 6 l 9 22 6 63 30 11 20 1，976 
成 (95.2) (91.8) (40.4) (11.8) (52.2) (35.4) (4.1) (39.5) (1.6) (1. 3) (0.3) (0.05) (0.5) (1.1) (0.3) (3.2) (1. 6) (0.5) (1.0) 4 

度年
男 1，027 973 449 128 577 349 47 396 23 18 5 l 8 19 4 24 22 11 11 1，073 
女 855 840 349 106 455 350 35 385 9 8 1 。 I 3 2 39 9 。 9 903 

平 1，663 1，618 755 183 938 602 77 679 27 21 6 10 2 10 3 40 31 18 13 1，736 

成 (95.8) (93.2) (43.5) (10.5) (54.0) (34.7) (4.4) (39.1) (1.6) (1. 2) (0.3) (0.6) (0.1) (0.6) (0.2) (2.3) (1.8) (1. 0) (0.7) 

5 男
850 817 381 8.8 469 296 51 347 17 12 5 6 2 10 1 18 23 15 8 893 

(95.2) (91.5) (42.7) (9.9) (52.5) (33.1) (5.7) (39.9) (1.9) (1. 3) (0.6) (0.7) (0.2) (1.1) (0.1) (2.0) (2.6) (1. 7) (0.9) 
年

女
813 801 374 9.5 469 306 26 332 10 9 l 4 。 。 2 22 54 3 5 843 

度 (96.4) (95.0) (44.4) (11.3) (55.6) (36.3) (3.1) (39.4) (1.2) (1.1) (0.1) (0.5) (0.2) (2.6) (6.4) (0.3) (0.6) 

平 百十
1，649 1，571 787 155 942 541 88 629 47 40 7 3 7 20 4 33 37 18 19 1，719 

成 (95.9) (91.4) (45.7) (9.0) (54.8) (31.5) (5.1) (36.6) (2.8) (2.4) (0.4) (0.2) (0.4) (1.2) (0.2) (1. 9) (2.2) (1.1) (1.1) (100) 

6 男
854 787 399 86 485 244 58 302 39 33 6 3 7 18 3 14 24 14 10 892 

(95.7) (88.2) (44.8) (9.6) (54.4) (27.3) (6.5) (33.8) (4.4) (3.7) (0.7) (0.3) 0.8) (2.0) (0.3) (1.6) (2.7) (1. 6) (1.1) (100) 
年

女
795 784 388 69 457 297 30 327 8 7 1 。 。 2 1 19 13 4 9 827 

度 (96.1) (94.8) (46.9) (8.4) (55.3) (35.9) (3.6) (39.5) (1.0) (0.9) (0.1) (0) (0) (0.2) (0.1) (2目 3) (1.6) (0.5) (1.1) (100) 

平 言十
1，452 1.393 700 149 849 496 48 544 37 27 10 1 3 6 13 41 26 21 5 1，519 

成 (95.6) (91.7) (46.1) (9.8) (55.9) (32.6) (3.2) (35.8) (2.4) (1.8) (0.6) (0.1) (0.2) (0.4) (0.9) (2.7) (1. 7) (1.4) (0.3) (100) 

7 男
752 714 345 97 442 238 34 272 25 19 6 1 3 4 6 29 20 17 3 801 

(93.9) (89.1) (43.1) (12.1) (55.2) (29.7) (4.2) (33.9) (3.1) (2.4) (0.7) (0.1) (0.4) (0.5) (0.8) (3.6) (2.5) (2.1) (0.4) (100) I 
年

女
700 679 355 52 407 258 14 272 12 8 4 。 。 2 7 12 6 4 2 718 

度 (97.5) (94.5) (49.5) (7.2) (56.7) (35.9) (1.9) (37.8) (1. 7) (1.1) (0.6) (0.0) (0.0) (0.3) (1.0) (1. 7) (0.8) (0.5) (0.3) (100) 

平 1，456 1，391 712 190 902 427 62 489 32 23 9 4 6 17 10 27 22 8 14 1，505 

成 (96.7) (92.4) (47.3) (12.6) (59.9) (28.4) (4.1) (32.5) (2.1) (1.5) (0.6) (0.3) (0.4) (1.1) (0.7) (1.8) (1.5) (0.6) (0.9) (100) 

8 男
742 699 356 101 457 199 43 242 26 18 8 3 4 10 3 14 14 7 7 770 

(96.4) (90.8) (46.3) (13.1) (59.4) (25.8) (5.6) (31.4) (3.4) (2.3) (0.1) (0.4) (0.5) (1.3) (0.4) (1. 8) (1. 8) (0.9) (0.9) (100) 
年

女
714 692 356 89 445 228 19 247 6 5 1 1 2 7 7 13 8 l 7 735 

度 (97.1) (94.1) (48.4) (12.1) (60.5) (31) (2.6) (33.6) (0.8) (0.7) (0.1) (0.1) (0.2) (1) (1) (1. 8) (1.1) (0.1) (1) (100) 

平 言十
1，449 1，389 723 157 880 462 47 509 31 24 7 。 8 13 8 23 15 4 11 1，487 

成 (97.5) (93.5) (48.6) (10.6) (59.2) (31.1) (3.2) (34.3) (2.1) (1.6) (0.5) (0) (0.5) (0.9) (0.5) (1. 5) (1. 0) (0.3) (0.7) (100) 

9 男
777 730 353 94 447 247 36 283 23 17 6 。 7 12 5 16 9 4 5 802 

(96.9) (91.0) (44.0) (11.7) (55.7) (30.8) (4.5) (35.3) (2.9) (2.1) (0.8) (0) (0.9) (1. 5) (0.6) (2.0) (1. 1) (0.5) (0.6) (100) 
年

女
672 659 370 63 433 215 11 226 8 7 1 。 l 1 3 7 6 。 6 685 

度 (98.0) (96.2) (54.0) (9.2) (63.2) (31. 4) (1.6) (33.0) (1.2) (1.1) (0.1) (0) (0.1) (0.1) (0.4) (1.1) (0.9) (0) (0.9) (100) 



No 小 学 校 名 1 年

l 日野第 一 小学校
86( 3) 

70( 2) 

日!Jff第二 小学校
94( 3) 

2 
96( 3) 

日lJ!t第 三 小学校
48( 2) 

3 
52( 2) 

日野第四小学校
83( 3) 

4 
97( 3) 

日野第五小学校
80( 2) 

5 
85( 3) 

日野5n六小学校
61 ( 2) 

6 
69( 2) 

7 潤 徳 小 学校
55( 2) 

69( 2) 

8 ムIZ 山小 学校
56( 2) 

64( 2) 

日野第八小学校
108( 3) 

9 
108 ( 3) 

百倍台 小 学校
40( 1) 

10 
37( 1) 

沌合小学校
53( 2) 

11 
62( 2) 

高順台小学 校
30( 1) 

12 
23( 1) 

日野第七小学校
111 ( 3) 

13 
101 ( 3) 

南平小学校
80( 2) 

14 
64( 2) 

程久保小学校
43( 2) 

15 
46( 2) 

胞 が丘小学校
123 ( 4) 

16 
98( 3) 

17 平 山 台 小 学校
35( 1) 

27( 1) 

見J光寺 小 学校
46( 2) 

18 
41 ( 2) 

三 沢台小学校
32( 1) 

19 
34 ( 1) 

20 {rl' iJI小学校
30( 1) 

52( 2) 

1，294( 42) 

1，295( 42) 

園児・児童 ・生徒・ 学級数

2 年 3 年 4 年

71 ( 2) 72( 2) 88( 3) 

68( 2) 82( 3) 79( 2) 

93( 3) 93( 3) 82( 3) 

96( 3) 81 ( 3) 101 ( 3) 

54( 2) 50( 2) 46( 2) 

50( 2) 46( 2) 50( 2) 

96( 3) 87( 3) 88( 3) 

88( 3) 89( 3) 78( 2) 

83( 3) 77( 2) 78( 2) 

85( 3) 83( 3) 91 ( 3) 

63( 2) 73( 2) 63( 2) 

83( 3) 65( 2) 84( 3) 

67( 2) 62( 2) 48( 2) 

67( 2) 52( 2) 56( 2) 

66( 2) 54( 2) 62( 2) 

51 ( 2) 60( 2) 62( 2) 

116( 3) 118 ( 3) 106( 3) 

119( 3) 97( 3) 106( 3) 

38( 1) 36( 1) 42( 2) 

36( 1) 45( 2) 38( 1) 

61( 2) 59( 2) 40( 1) 

61 ( 2) 42( 2) 64( 2) 

23( 1) 33( 1) 40( 2) 

32( 1) 43( 2) 36( 1) 

97( 3) 90( 3) 112( 3) 

82( 3) 117( 3) 100 ( 3) 

66( 2) 80( 2) 67( 2) 

78( 2) 63( 2) 82( 3) 

47( 2) 34 ( 1) 43( 2) 

36( 1) 42( 2) 60( 2) 

91 ( 3) 115( 3) 129( 4) 

123 ( 4) 130 ( 4) 139( 4) 

30( 1) 23( 1) 26( 1) 

19( 1) 25( 1) 28( 1) 

41( 2) 45( 2) 48( 2) 

46( 2) 52( 2) 53( 2) 

39( 1) 37( 1) 43( 2) 

31( 1) 39( 1) 49( 2) 

50( 2) 36( 1) 37( 1) 

38( 1) 35( 1) 55( 2) 

1，292( 42) 1，274( 39) 1，288( 44) 

1，289( 42) 1，288( 45) 1，411( 45) 
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[平成10年 5月1日現在]

上段平成10年度

下段平成 9年度 )学級数

5 年 6 年 ぷE込1 圭n一I 心障学級

80( 2) 77( 2) 474 ( 14) 

74( 2) 75( 2) 448 ( 13) 

99( 3) 83( 3) 544 ( 18) 4( 1) 

86( 3) 105( 3) 565( 18) 4( 1) 

52( 2) 68( 2) 318 ( 12) 19( 3) 

69( 2) 67( 2) 334 ( 12) 14( 2) 

81 ( 3) 81 ( 3) 516 ( 18) 

77( 2) 90( 3) 519 ( 16) 

85( 3) 91 ( 3) 494 ( 15) 5( 1) 

96( 3) 98( 3) 538( 18) 4( 1) 

80( 2) 75( 2) 415( 12) 

73( 2) 75( 2) 449 ( 14) 

56( 2) 70( 2) 358( 12) 

75( 2) 62( 2) 381 ( 12) 

63( 2) 61 ( 2) 362 ( 12) 

57( 2) 63( 2) 357 ( 12) 

113( 3) 118( 3) 679( 18) 

111 ( 3) 115 ( 3) 656( 18) 

38( 1) 42( 2) 236( 8) 8( 1) 

44( 2) 55( 2) 255( 9) 5( 1) 

60( 2) 73( 2) 346( 11) 

78( 2) 83( 3) 390 ( 13) 

36( 1) 50( 2) 212 ( 8) 

50( 2) 30( 1) 214 ( 8) 

112( 3) 79( 2) 601 ( 17) 

72( 2) 121 ( 4) 593( 18) 

84 ( 3) 82( 3) 459( 14) 

84( 3) 76( 2) 447 ( 14) 

59( 2) 42( 2) 268( 11) 

45( 2) 76( 2) 305( 11) 

133( 4) 120( 3) 711 ( 21) 

118( 3) 115( 3) 723( 21) 

27( 1) 31 ( 1) 172( 6~ 14( 2) 

29( 1) 48( 2) 176 ( 7) 13( 2) 

49( 2) 55( 2) 284 ( 12) 

59( 2) 70( 2) 321 ( 12) 

53( 2) 61 ( 2) 265( 9) 

57( 2) 46( 2) 256( 9) 

53( 2) 44( 2) 250 ( 9) 

42( 2) 37( 1) 259 ( 9) 

1，413( 45) 1，403( 45) 7，964(257) 38( 8) 

1，396( 44) 1， 507( 46) 8，186(264) 31( 7) 



No. 中学校名 1 年 2 年 3 年 メ口L 言十 心 陣学 級

187 ( 5) 202( 6) 195( 5) 584( 16) 
1 日 野 第 一 中 学 校

201 ( 6) 189( 5) 199 ( 5) 589( 16) 

146( 4) 139( 4) 180( 5) 465 ( 13) 
2 日野第 二 中 学 校

141 ( 4) 182( 5) 163( 5) 486( 14) 

128( 4) 115( 3) 149( 4) 392( 11) 10( 2) 
3 七 生 中 学 校

111 ( 3) 148( 4) 144 ( 4) 403( 11) 11( 2) 

159( 4) 175( 5) 185( 5) 519( 14) 
4 日野 第 三 中 学 校

177( 5) 183( 5) 178( 5) 538( 15) 

193( 5) 196( 5) 203( 6) 592( 16) 
5 日野第四中 学 校

202( 6) 207( 6) 231 ( 6) 640( 18) 

195( 5) 181 ( 5) 183( 5) 559( 15) 
6 沢 中 戸"T孟ら- 校一 174 ( 5) 181 ( 5) 208( 6) 563( 16) 

226( 6) 173( 5) 215( 6) 614( 17) 7( 1) 
7 大 坂上中 学 校

174( 5) 210( 6) 223( 6) 607( 17) 9( 2) 

119( 3) 116 ( 3) 109( 3) 344 ( 9) 
8 平 UJ 中 学 校

112 ( 3) 111 ( 3) 127 ( 4) 350( 10) 

1.353( 36) 1，297( 36) 1.419( 39) 4.069( 111) 11 ( 3) 

1，292( 37) 1，411( 39) 1，473( 41) 4，176(117) 20( 4) 

No. 幼 稚 国 名 4 歳 児 5 歳 児

4 5 ( 2 ) 5 0 ( 2 ) 9 5 ( 4 ) 
1 第 幼 稚 園

4 6 ( 2 ) 5 6 ( 2 ) 1 0 2 ( 4 ) 

3 0 ( 1 ) 3 1 ( 1 ) 6 1 ( 2 ) 
2 第 幼 相t 園

3 0 ( 3 3 ( 6 3 ( 2 ) 

3 0 ( 1 ) 3 2 ( 6 2 ( 2 ) 
3 第 幼 相t 園

2 9 ( 3 4 ( 1 ) 6 3 ( 2 ) 

第
3 0 ( 1 ) 3 2 ( 6 2 ( 2 ) 

4 四 幼 者f: 園
3 0 ( 2 6 ( 1 ) 5 6 ( 2 ) 

第
3 0 ( 1 ) 3 5 ( 6 5 ( 2 ) 

5 五 幼 i稚 園
3 0 ( 3 5 ( 1 ) 6 5 ( 2 ) 

第
2 7 ( 1 8 ( 4 5 ( 2 ) 

6 ノ、 幼 稚 園
1 9 ( 2 1 ( 4 0 ( 2 ) 

第
4 3 ( 2 ) 5 5 ( 2 ) 9 8 ( 4 ) 

7 ー七 幼 者I 園
5 9 ( 2 ) 6 1 ( 2 ) 1 2 0 ( 4 ) 

2 3 5 ( 9 ) 
音，.

2 5 3 ( 9 ) 488 (18) 

2 4 3 ( 9 ) 2 6 6 ( 9) 509 (18) 
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人

15，000 

10，000 

5，000 

公立幼稚園児、小学校児童、中学校生徒数の推移

-............... ..--

(平成10年 5月 l日現在)

小 学生

一一一ー一一一 中学生

幼稚園児

" ¥ 

"-ー-.~ 

"--~、¥
¥ 事-.

ー~‘_ 4，080 -ーー『吋.

・ー----.，.惨ーーーー-・・・ーー・ 4・ー・・・・ 4・ー ー 488 
ー ・一一一ー---------- ーー‘p-----‘.・・・・・‘・..・・・ 4・ーー・・・‘・・・・・・ 4・-----・・・ー・ー...・

年 60 61 62 63 元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 
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市立小 • 中

番

校 名

号

開校

年度

築 校地面積

2 
打I

校舎 保 有

而 積 |普通教 室

z 
η1 (保 有)

建
年度

増 改築

1 1 日 野 一 小 1 11 6 1 37.38.39 

2 1日野 二 小 I11 7 I 42.43.48 . 53~54 

3 1 1=1 野 三 小 I S 23 I 41.42 .47 .49~50.H6 

4 1 日野四小 1 11 6 1 40.44.49 

5 I日野 五 小 IS34 I H2 

6 I日野 六 小 IS 40 I 38.40.43.48 

7 1潤 fE 小 I11 6 I 39.40.45 

8 1平 山 小 1 11 6 1 39.40.41.44 

9 1日野八小 I S44 I 44.47.49 

10 1百 草 台 小 I S 45 I 44.48.50 

111 存在 A 
1=1 

12 1高 |幡台小

13 1日野七小

14 南平 小

15 程久保小

16 1旭が丘小

17 1 平 山台小

18 I東光 寺 小

19 1 三 沢台小

20 I仲田小

1 1 日野 一 中

2 1 日 野 二 中

3 I七生中

4 1 日 野 三 中

5 I日lLIY四 中

6 1 三 沢中

7 1大 坂上中

8 1平 山中

小 IS46 I 45~46.H6 

S56 I 55~56.H3 

20，947 

11 ，640 

16，806 

15，292 

16，765 

19，833 

15，376 

15，845 

17，601 

15，482 

20，458 

16，017 

13，509 

16，020 

16，988 

16，642 

18，536 

19，586 

15，170 

15，660 

19，386 

21，150 

20，367 

21，520 

18，955 

23，623 

19，389 

18，200 

4，365 

4，667 

6，011 

3，880 

5，934 

5，996 

4，780 

4，382 

5，091 

5，245 

5，540 

4，976 

4，803 

5，250 

4，088 

5，460 

4，931 

4，349 

4，460 

3，428 

6，098 

6，584 

5，898 

7，278 

6，471 

7，138 

6，623 

5，985 

加

一
叫

一
山

一
回

一
お

一
泊

一
部

一
幻

一
M
一
州

一
部

一
お

一
辺

一
お

一
汀

一
部

一
附

17 

17 

12 

22 

25 

20(2) 

25 

24 

24 

24(2) 

19 
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学校施設一覧 平成10年 5月1日現在

教 室

特 ;FJIJ 教 室
体育館

プ ール
給食室 保健室 学級数

思! コL包1 区l 技 家 祝 図 食 特 教 こ2
大(25X11m) てノ

ユニ ;FJIJ 育 iこ.

汀1
2

打1
2

町1
2 ( )心障学級. ニ1 小(lux5 m) 

美 活 相

fl・ 楽 手符 や府 l定 エ，叫ιん 書 主 動 談
タ
室

1 l 2 1 1 1 760 大・小 179 61.2 14 

1 2 l 1 l l l 761 ノγ 192 62.9 19 

2 2 2 2 l 1 2 814 // 144 62.9 12(3) 

l l l 1 1 765 // 130 62.9 18 

2 2 1 1 1 809 // 349 63.75 15(1) 

l l l 1 1 795 11 213 62.9 12 

1 1 l l 1 779 1/ 191 62.9 12 

l 1 1 1 1 1 545 1/ 157 62.9 12 

l l l l l 710 1/ 231 64.1 18 

1 l 1 1 1 752 1/ 188 95.62 8(1) 

1 2 1 1 1 751 1/ 256 61.2 11 

l 1 1 1 1 1 775 I! 226 59.5 8 

1 1 l 1 l 736 /1 219 62 17 

1 l 2 1 l 734 I! 188 62.9 14 

1 1 1 l 1 760 I! 216 62.9 11 

1 l 1 l l 760 I! 213 81.54 21 

l l l l l 760 大・小12x5m 268 62.9 6(2) 

l 1 1 1 l 760 大・小 214 62.9 12 

1 l 1 1 l 757 I! 215 83.3 9 

1 1 l 1 l 760 I! 224 63.3 9 

2 2 2 2 2 l l l l 842 大 310 64.26 16 

2 2 1 2 2 1 1 l 1，075 I! 290 62.9 13 

2 2 2 3 3 1 1 1 1 765 1/ 290 63 11 (2) 

3 3 2 3 2 1 l l 1 1，067 1/ 435 62.9 14 
ト一一一

2 2 2 2 2 1 1 l 2 1，136 1/ 355 62.9 16 

2 2 2 2 2 l l 1 1 1，118 I! 293 60.75 15 
卜一一一ー一一

2 2 1 2 2 l l l 1 1，118 I! 233 62.9 17(1) 
トー

2 2 2 2 2 l 1 l 2 1，189 I! 197 63.75 9 
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避難場所と地区割当表

No. 避難場所 収容人口 避 聖(i. 主也 区 No. 避難場所 収容人口 避 難 地 区

第一 中学 校 ・市民
人 日野の一部 人 東平山 1 ~ 3 丁 目

l 
の森スポ ー ツ公園

28，000 村l明4丁 目の一部 11 滝合小 学 校 8，500 
西平山 1 ~ 4 丁 目

日野本町 1 ~ 7 丁目

豊田児 童 公園 東豊田1.2.4丁目
局幡台 小 学 校

程久保の大部分 高幡
2 11 ，000 12 第 三 中 学 校 22，000 

第 二 小 学 校 豊田 1 ~ 4 丁目
明 星 大 学

台団地、南平

第 三 小 学 校 新町1.2.4.5丁目
かしまだい地区広場

3 
日野自動車グラン ド

23，000 
日野台 1 ~ 5 丁 目

13 南平 小 学 校 12，500 南平 1 ~ 5 丁 目

南 平 体 育 館

多 j雪量川 グ ラ ンド
日野の一部、新井、石田、

旭が丘小、第四中、
旭が丘の全部

4 
浅川|スポ ー ツ広場

22，500 14 者[1立科学投術大学 30，000 都 立 日野 高 校 万願寺、下回の一部 西平山5丁目
第四小 学 校 旭が丘東公園

多摩平団地自然公園 多摩平 1~ 6 丁 目
平山 1 ~ 3 丁目

5 第 二 中 学 校 21，000 東愛回3丁目 15 平 山 台小学校 7，500 
平山苑

多摩平第 一 公園 多摩平 7丁目の一部

第 七 小 学校 多摩平7丁目
東光 寺 小 学 校 栄町 1 ~ 5 丁目

6 日野中央公園 23，000 判明 1 ~ 4 丁 目 16 8，600 

実践女子大 大坂上 1 ~ 4 丁 目
東光寺グラ ウン ド 新町 3丁目

7 
第 八 小 学 校

16，000 
百革、落川、 三沢のー

17 
三 沢 台 小 学 校

13，000 
百革、三沢の一部

三 沢 中 学 校 剖1 百草 台 自 然 公 園 日本信販造成地

8 
新井橋際河 川 敷

11 ，000 
高)1幡、 新井の一部、三

18 駒 7杉 ノ~、1 園 10，000 
日野の一部、堀之内、

潤徳小学校 沢の一部 上回、宮の全部

9 
平 山 小学校

13，000 
平山 4 ~ 6 丁目

286，600 
平 山 中 学校 南平 6~9 丁目

10 百 主主 台 小 学校 6，000 
百草団地、百革、

程久保の一部

N
l
q
+
l
l
 

市

市

摩

立

多

国

市
l
 
i
 

l
 

立

数字・・・避難地対照番号

.ed・

{列

.......避難地

凡
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1. 沿革の概要

H百40. 4 l 

4. 10 

11白41. 5. 25 

11百43. 12. 20 

H召44. 3. 10 

昭45. 7. 15 

11召48. 3. 14 

Ilfq49. 10. 23 

11自50. 3. 10 

12. 20 

H召51. 4. l 

IIPr58. 9. 1 

II{j60. 4. l 

11. 29 

12. 17 

1If!62. 9. 15 

IIR63. 4. l 

平 3.3. 31 

平 4. 3. 31 

3. 31 

6. 10 

子7. 11. 18 

2. 腔代の陸l長:

氏

江

光 /1< 

凹

」二 11.1 

写" 生~ 杭

仁

相 1‘:i 
Jて 出f

園名

所在 地

一-F色 目白

順路

園 児数

園長氏名

日野市立第一幼稚園として設置

第 1回入園式挙行(5歳児 ・4歳児合

む7学級園児280名)

開園記念日とする。

遊戯室地築工事完了

プール工事完了

運動場肱長工事完了

東京都交通安全教育第 1年次研究発表

東京都交通安全教育第 2年次研究発表

創立10周年記念研究発表会開催

国歌制定

園舎(鉄筋 ・鉄骨)哨改築工事完了

4歳児(2年保育)募集'.1'止
幼児教育センタ -1開設に伴い、保育匝|

側の 2教室を提供

4成児(2年保育)非集IIJ.IJ目、 2学級

60名、 5歳児 3学級

遊戯室の尾恨の改装工事完了

幼稚園外周緑化工事完了

五関隣接の便所の改装工'Jf.完了
l学級減 4学級となる。

たまだいら保育園との通路工事完 f、

物i位移設、温水シャワ ー設置

遊戯室内の改修工 'J~完 f
幼児教ffセンター廃止

プール改修工 ιJ~

開園30周年記念式挙行

4ノl 年凡 ~ 年 n
正 -f IIPr40.4 . 1 ~1I{156 . 3 .31 

久 Jミ fiA56.4 . 1 ~附57 . 3.31

光 附57.4. 1 ~附60.3.31

洋 一 郎 昭60.4.1 ~附62.3. 31

千mnf ilPr62. 4 . 1 ~平 3 . 1 .9 

道 f 平 3. 1 .10~平 5 . 3 .31 

，ifj1 子 平 5.4. 1 ~ 、 1': 8 . 3 .31 

.A 1:11:校 、IL8 . 4 . 1 ~J3Lι 

日野市立第一幼稚園

田野市多摩平 4-3

042-581-4124 (4105) 

豊田駅より北へ徒歩10分

男43名女52名計95名

上野美津枝
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3. 地域の環境

住宅公団の中にあり 、近くには、大工場や商庖街が

ある。団地内には、公園や緑地などが多くあり、自

然環境に恵まれている。

4. 教育目標

(1) 幼稚園の教育目標

人として生きる力、人とかかわる力を身につけた感

性査かな幼児の育成を目指す。

・心の豊かな子ども

・明るく元気な子ども

・よく考えやりぬく子ども

5. 指導の重点

(1) 幼児一人一人の課題や、学年 ・学級としての課題

をJt:JJごとに適確にとらえ教育内容 ・方法の改善 ・充

実に努める。

Vq歳 ・教師との信頗関係を大切にして、安定した園

生活を送ることができるように、一人一人に

合ったきめ細かな援助をする。

・基本的な生活習慣や、集団としてのルールが

身に付くように繰り返し指導する。

・自分の気持ちを素直に表現したり 、友だちと

かかわる来しさが味わえるようにいろいろな

遊びを体験させる。

五歳 ・クψループの活動を多く取り人れ、互いに自分

の考えやイメージを伝えたり 、受け入れたり

しながら、友だち関係を広げ、遊びを進めて

し、く 。

-遊びの"'1'で、課題意識を持ち、試したり、工

夫したりしながら、達成感 ・満足感、を味わわ

せる。

6. 本年度の研究!三組

遊びのイメー ジを豊かにしていくための指導のあり

)i 

7. 本闘の特色

地域の幼児教育という広い視9!fにたち、保育園との

交流をはじめ、みんなで遊ぶ会や未就園児への解放

子育て相談など幼児教育のセ ソタ一的役割をはたし

ている。

8. その他(教職μの研究庇)

No.・内訳 研究 μ IJ日発委 H

1 1 lニ野美沖枝 |上 野 美沖校



園名 日野市立第二幼稚園

所在地 |二|野市平1114-5-4

電話 042-591-4125

順 路 京王線平山城祉公園駅 F車徒歩10分

園児数 男33名女28?o，計61名

園長氏名

1. 沿革の概要

H召40. 4. 1 日野市立第二幼稚園として平山小学校

校庭内に設置される。

4. 10 第 1回入国式挙行 入園児 131名

学級数4、 (一年保育 2学級、二年保

育年少 2学級)

5. 10 開園記念日と定める

5. 30 園挙制定

11百41. 4. 1 学級数 3、 (二年保育年長 l学級、一

年保育年長 l学級 二年保育年少 1学

級)以後 3学級運営

H召46. 3. 10 日野市研究協力固として研究発表を行

う

H百48.4. l 一年保育 3学級の編成

昭49. 2. 21 東京都交通安全教育推進学校研究発表

会(第一年次)

10. 22 東京都交通安全教育推進学校研究発表

会(第二年次)

12. 14 開園10周年記念式典挙行

11{155. 10. 18 都立教育研究所幼児教育研究室調査協

力の幼児運動能力調査を行う

11円57. 4. 1 二年保育再開

昭59. 8. 30 現在地に園舎防音改築工事が開始され

る

11円60.4 1 新闘舎完成移転

ムjZ4. 5. 屋上プールサイドの塗装、及び人工芝

の張り替え

王子 6. 11. 30 遊戯室、舞台壁面改修

平 7.11. 29 開園30周年記念式典挙行

2.佳代園長

氏 名 年 月 ~ 年月

後 藤 正 太 11f{40. 4 ~昭42. 3 

安 右'T 不Ij J引L口、 昭42. 4 ~昭47. 3 

野 晃 昭47. 4 ~昭51. 3 

深 惇 真 人 昭51. 4 ~n日55 . 3 

林 )C 美 昭55. 4 ~n百58. 3 
。ト j接 智 章 昭58. 4 ~Il百61. 3 

産ー 池 守 昭61. 4 ~11B62 . 3 

坂 1_-1 嘉津子 昭62. 4 ~平フじ. 3 

損 ，1ムt4J 静 子 平フじ. 4 ~平 5 . 3 

平 |旬 ヂ日 江 平 5. 4 ~平10. 3 

坂 1=1 嘉 津 f 平10. 4 ~現在

坂 口 嘉 津 子

-80 

3. 地域の環境

市の南西部に位置し、浅川と多摩丘陵に挟まれ、多

摩市、八王子市と隣接している。近 くには農地がし、く

らか残っているが、近年宅地化が進み、市街化されつ

つある。

4. 教育目標

人間尊重の精神を基盤に、一人一人が個性を発陣し

人間性豊かな心情をもち、主体的で心身共に健康な幼

児の育成を目指す。

0元気であかるい子ども

o進んで取組み、やりぬく子ども

0やさしい心を持つ子ども

5. 本年度の指導の重点

一人一人の幼児が自分の力を十分に発陣し、充実し

た園生活となるよう援助する。

〈 ・基本的な生活習慣や集団生活のルールを身につけ進

4 んで園生活に取組む。

歳 ・いろいろな遊びを経験し楽しさを味わう。

8・幼児の感じたこと 、考えたことをj青山 の人に伝える

方法、力を身につける

〈 ・集団での遊び、行動の中で友達のよさに気づいたり、

5 一緒に活動を進める楽しさ、充実感、達成感などを

歳 味わい、友達関係を広めたり深める。

8-最後までやり通すことの大切さ 、協力することの来

しさに気づいたり 、決nったりする。

・豊かなイメージをもち、いろいろな方法で表現する

力をつける。

6. 本年度の研究主題

I I~I ら遊びをつくりだす子を育てるための教師の援D)JJ

自分から遊びに取組み、夢iわになって遊ぶ姿、場I(Oの

記録から、要因を分析し指導の手だてを求める。

7. 木闘の特色

o園周辺や市内の自然環民(平山城祉公|羽、浅川|、 公

悶)を利用し、四季をJillじて白然、に親しむ野外活動

を多くとり入れている。

8.その他(教職員の研究歴)

No..内訳 研 究員 開発 委員

l 版11嘉(Itr (44年) 坂円高津子 (49年)

2 京l己点須 f(H 5年)市!(?;真須子 (H7年)

3 行川 !il-f (HIO年)官足立須子 (Hno)

ひのっ子21 東京の教育21



匪| 名 日野市立第一幼稚園

所在地 日野市日野本町 2-14-1 

電 話 042 -581 -7127 

I1固 路 ]R日野駅下車東へ 8分

園 児数 男32名女30名計62名

園長氏名 平向ヂ15 江

1. 沿革の慨要

昭41. 4. 1 日野市立第三幼稚固として日野第一小

学校内に設立

4. 11 第一回入国式を挙行

学 級 数 (4 ) 

4歳児 2、 5成児 2 

|調児数・..143

開園記念日と定める

日野市教育委員会研究協力閣となる

全学級 1年保育となる。

区画整旦I~のため、正門を点側に移動

開園10周年記念、研究発表

園歌制定

2 年保育TLT~~ 1学級募集

IJ甘|亙|記念nを5凡 11::1と改め る

I:lR悶30周年記念式典挙行

5. 4 

11(146. 4. 

11召49. 4 

昭51. 2. 

11行56. 3. 

4. 

11({61. 4. 

平8. 11. 27 

2 歴代園長

氏 :fl 年 )J ~ 作)J 
寸l寸二 |日 ffそ 次 nf141. 4 . 1 ~昭41. 5 .31 

dく 型f 林 弘 lIi{41. 6 . 1 ~IIB42 . 3 .31 

「と1 rn 辰 次 H自42.4.1 ~1I{{44. 3 .31 

ド fTl 5買2、 11f144. 4 . 1 ~U{{50. 3 .31 
併 1，11，-i( 十t 次 n円50.4.1 ~附55.3.31

中、I 111 rj，え il{155.4 . 1 ~II円58.3.31

I'i 1̂t n 太 IIf{58. 4 . 1 ~il{162 . 3 .31 

F'J 戸rs j工 1I({62. 4 . 1 ~11({63. 3 .31 

1'111 111 !A 代 11{{63.4 . 1 ~平 3 . 3 .31 

iJl イ立 午;11}gr- 平 3.4.1 ~ 'Y・ 5 .3.31 

以 11 点111f 平 5.4.1 ~千10.3 .31

|旬 11S i1 平10.4. 1 ~現布

3. 1也j~)(の j消J'fl

交Jllii止の多い'1'州街道、川崎街道、 dJ道に凶まれて

いる。 }，';jUI;I ~こ は 1\.:jJi~Hl七も J杓え、 11 然が失われ、 !こど

もの遊び場も|彼られてきている。 しかし di役所、バi民

会館、じ<1，':.館、 公民館、博物館、住所保住IIセソタ一、

公卜住!な ど文化的なJJ;v.rnこ出まれている。

4. 教Ttllf}H

人川行 ífi:の料相1 1 を )1~ ，W，l にして、心身Jじに位以で、い

きい きとt，可!lJ})し、，心f止かな幼児のffl;X:を 111行して

o )x:.i主と jじ:xUこj遊ぶ r
o "ll.k 1;(体と強い心をもっ f
0'"分をぷJI'(に炎現する f

5.本年度の指導の重点

4歳児・教師との信頼関係を基に、自己を十分に表現

しながら、友達と一緒に遊ぶことができるよ

うにするために、幼児の実態を正確にとらえ、

のびのびと安心して自分を表現できるような

指導にあたる。

・園生活に必要な基本的生活習慣や、態度の育

成を図るために、家庭との連携を密にし、共

通理解を図る。

5歳児・友達と一緒に考えたり 、工夫したりして、遊

びを進め満足感、充実感が味わえるように援

助し、自ら活動に取り組む力を育てる。

・一人一人の幼児が多くの友達と触れ合う中で、

友達の良さに気付いたり 、受け入れたり認め

合うなど互いに必要な存在であることに気付

かせる。

6. 本年度の研究主題

「生き生きと遊ぶ幼児を育てる教民'11の援助」

一人一人の幼児が白分の)Jを発仰し、安心して遊

びに取り組み、楽しむ意欲や態度を育てる教師の援

助の在り万を探る。

7. 本岡の特色

0全教諭が岡山 ー人ー人のt'lliij、fj，':ll"i:を知って指導に

あたっている。

0 間内には沢山の市花や、突のなる木があり触れたり、

収穫を楽しんでいる。

0 地域のn然環境や施設を1)1極的に活用し、子どもや、

保護名ーが地域を愛し、親しむ心をそだてるよう努力

している。

0保育参観、保有参加の機会を持ったり、地域の人と

の触れ介う場をwり、人に親しむ態度を育てるよう

心がけている。
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判 l 丹IiT. (49年)I州航 (58il:.) 

IIIl川 jE子 (5年)
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困 名

所在 地

三qEL' 五百

11闘 路

園児数

園長氏名

1. 沿革の概要

H召48. 4. 1 日野市立第四幼稚園として開国 学級

数 2、園児数41名

10. 9 落成式挙行

11. 1 開園記念日と定める

昭51. 8. 30 各保育室前、 テラス完成

日目54. 9. 8 廊下床、足洗い場改装完成

昭56.9. 30 各保育室、教材整理棚完成

昭57. 11. 11 創立10周年記念式典挙行

国歌制定

昭60.8. 31 職員室床木製改装完了

昭62.8. 26 廊下改修、屋根、外装塗装

平 2.8. 30 各保育室床、遊戯室床、壁塗装

平 3.8. 31 水道管のと りかえ工事

平4.11. 18 創立20周年記念式典

平 5.9. 13 屋根部分改修

平 6.8. 23 雨どい改修

平 8.8. 13 天井一部改修

平 9. 8. 29 I隈洗い漕設置 ・洋式便器設置

2.歴代園長

氏 名 年 月 ~年月

内 藤 達 夫 昭48.4. 1 ~昭52.3. 31

宝J久E司、E 池 ↑尊 昭52.4.1 ~昭57 . 3.31

71く 秀 雄 昭57.4.1 ~昭60 .3.31

田 光 穂 昭60.4.1 ~JlB62 . 3 .31 

t尼 キサ 手口 子 昭62.4.1 ~平元 . 3 .31 

上 型7 美 津 枝 平元.4.1 ~平 5 . 3 .31 

止| 本 智恵子 平 5.4.1 ~現在

3.地域の環境

日野橋より東へ約 1km入った多摩川の土手近くに

あって、日野第四小学校に隣接 している。田知|や梨困、

多摩川の河川敷等自然環境に恵ま れているが、宅地化

が進み、自然環境も少なくなり 、子どもが遊べる場所

がなくなっている。

4.教育目標

自ら学び、 自ら考え、豊かな心をもって生きていく

幼児を育成する。

0心身共に健康なこど も。

。意欲:を もって元気に遊ぶ子ども。

0思いや りのあるこど も。

日野市立第四幼稚園

日野市石田431-6 

042 -583 -3903 

立川一高l幡不動 京王ノtス四小前下車徒歩 5分

男39名 女23名計62名

山本智慧子

-82 

5. 本年度の指導の重点

0幼児の実態や発達に即した長期 ・短期の指導計画及

び、個々の幼児の実態に即した個別の指導計画を立

案し、教師一人一人が保育に対するとらえ方や能力

を高める。また、共通理解のもとに日々の指導と評

価fiの充実に努める。

0遊びの中で起こる様々な事象について、幼児が気付

いた事を受け止め、幼児自身がさらに興味を持って

考えたり 、試したりするように援助してし、く 。

0幼稚園生活を通して相手の感情などに徐々に気付か

せるようにし、人のtaftがる事、心を傷つけるような

事等を言ったりしないような態度を育てていく 。

4歳 ・基本的生活習慣の自立を図る。

・友達と一緒に思い切り遊び、楽しく幼稚園生

活を送る

・いろいろな事に興味を持って、自分から進ん

で物事に取り組む。

5 ~哉 ・意欲をもって遊び、充実した幼稚園生活をお

くる 0

・相手の立場になって考え、良さを認め合える

ようにする。

・友達と一緒に遊びをより楽しくするために考

え、試したり工夫したりする。

6. 本年度の研究主題

「幼児の遊びと心の育ち」

7.木園の特色

。木登りや竹馬遊びなど体を動かす遊びを楽しみなが

ら一人一人の心の育ちを大切にしている。また、幼

児は様々な事に心を揺さぶられながら、意欲的に取

り組み、友達を思し、やる心が育ち、自己表現力も豊

かになってきている。

0自然環境を生かした遊びの中から、四季折々の動植

物への関心と親しみを持たせてL、く。

o教師と子どもが共感し合い、認め合いながら自己発

揮できる環境の設定に配慮している。



匪l 名

所在地

EIr也， 
11市

)1国 路

園 児数

園長氏名

1. r{}..'I'i:の概要

H百49. 4. 1 日野市立第五幼稚園として設置

学級数 2、定員80名

4. 15 第一回入園式挙行 園児数62名

11. 1 落成式を挙行 開国記念 日とする。

11(153. 4. 1 1学級噌のためプ レハブ教室増築、 Affl

級数 3、定員120名

H召56. 4. 1 学級数 2、定員80名

H百59.2. 25 創立10)市下記念式挙行

3. 31 プレハブ教室撤去

111'160. 4. 1 2年保育開始 学級数 2、定員70:r，
昭61. 3. 15 教材室町i設

平 3. 10. 6 ホール土量級取替 ・トイレ改修

平 3.8. 31 保育室流し台改修 ・ホール床改修

平 5.1. 18 外灯設置、図作職員室 ・保育室屋-tfl.改

修

if 8. 8. 31 温水シャワー設位、保育室屋被改修 ・

塗替

2. l1U"¥:.1羽iミ

氏 :f， 年 tJ~ 年 )J 
1M] ，f>: 1i 711 1 11円49.4. 1 ~附53.3.31

，'i 行 作 太 fI{{53.4 . 1 ~n({58. 3 .31 

おそ 1'). J完 1I{{58.4 . 1 ~明61. 3 .31 

~:Æ In 鈴 子 11{:{61. 4 . 1 ~平 3 . 3 .31 

/IIJ 出f .;;ミ リj 、 IL 3.4.1 ~ 、 |λ3 .4 .30 

y~q 匂 明美 f ヂ3.5.1 ~ ヂ 8 . 3 .31 

被 過 lリj 寸こ 平 8.4. 1 ~劇化

3.地域の出31
kE総 r~~1附 不動)Jj)~と I'Î 市|点|駅のほぼrl 'II¥Jの位置にあ

り、).'iJUHはIJfJ発途じにあるがまだ白然に忠まれており、

小学校、 '1'γ:校に隣J産している。近くには、日中/Ii不i]j}J

t字、多)経由j物公園、 r'-jIL;i1点!などがあり、内不折々の野

外市!日Jを楽しむことができる。

4 .教1f11出

心身共に健全でヒ体itをもち、人IIJWI:¥泣かな fども

を育成するために、次の 11慌を設i抗する。

0;乙気1，(rども ・たくましい fども

0やさしい fども -Uかな心をも っ rども

。ηえるrども ・11分で与え、進んてー行動する r
ども

日野市立第五幼稚園

日野市三沢175

042 -592 -0432 

京王線 両|幡不動駅下車東へ徒歩13分

男31名交34名計65名

渡過明子

-83一

5. 指導の重点

幼児の実態をとらえ、発達段階に即した学年及び学

級目標を設定し、次のことに留意して学級経営を行う 。

4蔵児0一人一人が安定 して園生活を送り 、生活のた

めの習加や態度を身につけてし、く 。

0周りの人や物への興味 ・関心を広げながら遊

びゃ生活を通して多様な経験をし、親しみを

持って131境にかかわる刀を長っていく 。

o)J:_だちとのかかわりの中で、自分の思いを山

したり、友だちを意識しながら遊ぶことを十

分楽しみ、より良い友だち|刻係を広げてし、く 。

5歳児o -人一人が自分を十分に発仰し、課題や IJri"J 

をも って取り組み、満足感や充'克感を味わい、

いろいろなことを前極的にやってみようとす

る力を育てていく 。

0友だちゃ教師、身近な人との泣かな触れ合い

や綴々な体験をもとに、友だちと一緒に遊び

を与えたり工夫したりしながら、互いに支え

合い、心12かに人とかかわる))を高めていく 。

6. 本年度の研究七足i
r '1ニき生きと遊べる子どもを育てる」

~実態にμjJした物的環境の在り )j~

ーごっこ遊びを通してー

7 . 本 I~~I の特色

0 広い I~\I庭を卜分利川 し 、 幼児はいろいろな体験を通

してIPI<¥J.よい戸外遊びを楽しむことができる。

o Ildl~三間や地域施設 ・ 四季折々の 11 然環境を利川した

遊びをjJllして、友だちと遊ぶ楽しさを感じ、互いに

刺激し合いず了ち介える場となっている。

8. その他(教職 t~の研究l1f)

|付訳 研究 J~

氏名 | 小山



1. 沿革の概要

園 名

所在地

- 呈1こ屯 日山

)1闇 路

園児数

園長氏名

昭50.9. 6 園舎新築工事起工

昭51. 3. 19 園舎完成、鉄筋平屋建

4. 1 日野市立第六幼稚園として開園

学級数 2、定員数80名

4. 10 

5. 29 

H百52. 5. 30 

H自53. 3. 12 

H百55. 4. 1 

11(358. 8. 5 

H百60. 4. l 

11. l 

12. 14 

u召61. 9. 10 

王子1.8. 31 

玉F3. 11. 15 

エF4. 8. 31 

平 5. 8. 20 

平 8. 11. 30 

2.歴代陸|長

氏 名

手代木 平日
近 内
津野圧| 昭

園長 1名、教諭 3名、用務員 l名

入国式挙行、園児数73名

開園記念式典挙行、開国記念日とする

プール(ヤマハ ・キューティメイ卜 D

X)設置

l学級地設のためプレハブ教室111)設、

学級数 3、定員120名

1学級減、学級数 2、定員80名

プールのフェンス、防球ネット完成

2年保育開始、定員70名、 学級数 2、

4 歳児30名、 5 歳児40~，

国歌制定

創立10周年記念式挙行

困庭拡張、園舎外壁塗装

南側テラスに屋恨取り千jけ

教室、ホールのストーブ改修

廊下床張り替え、門柱、門防球ネット

設置、登り線新設

ホール、保育室の床改修

開国20周年記念式挙行

年月~年月
夫 昭51.4 . 1 ~Il百54.3.31

輝 昭54.4.1 ~昭58 . 3 .31 
昭58.4.1 ~昭62.3.31

上 町' 美津枝 昭62.4.1 ~平フ巳 .3 .31 1 

坂 仁l 嘉津 子 平克.4.1 ~平 5 .3.31 
高 町' 真由 美 平 5.4.1 ~平 8.3.31
羽詰 本サ 手口 子 平 8.4.1 ~現在

3.地域の環境

日野市の東南部にある多摩丘陵に造成された高幡台

団地と百草団地との岐に位置し、闘舎は、緑の林に凹l

まれ起伏に富んだ所である。

近くには、多摩動物公園、百草園、広jl幡不動尊など

があり 、野外遊びのできる場所も多く 、自然に親しむ

ことができる。

4. 教育目標

人間尊重の精神に基づき、自らたくましく生きよう

とする力を養い心身共に他康で明るい、人間性豊かな

幼児の育成を目指す。

日野市立第六幼稚園

日野市程久保876-2 

042 -592 -6330 

京王線高l幡不動駅より百草団地行きバス

高l幡台団地下車徒歩5分

男25名女20名計45名

梶村手n子

-84一

-元気な身体で、よくあそぶ子

・自分で考え、最後までやりぬく子

.思いやりのある子

5. 木年度の指導の重点

(J) 幼児自らが、環境に働きかける経験ゃ活動を大切

にし、一人一人の発達をふまえた幼児理解を行い計

画性のある指導を行う。

4歳児 ・自己を十分に発揮し、 人とかかわり合う楽し

さを味わわせるために、教師と幼児、幼児相

互の信頼関係を深めると共に、個々の興味や

発達に応じた遊びの充実を図る。

・自ら興味関心を持ってかかわろうとする態度

を育てるために、幼児の実態を卜分に把慢し

興味関心に応じた活動内容の精選に努めた指

導を行う。

5 i~児 ・ 意欲を持って活動に取り組めるように、満足

感や充実感、話IJ意工夫する楽しさが味わえる

ような柔軟性のある指導計画を作成し、友達

との遊びを楽しませる。

-互いの考えを伝え合ったり良さを認めあった

りできるように、 一人一人の発達や友達との

つながりを把握し、友達と一緒に遊びを進め

楽しさが感じられる活動を計画的に行う。

・身体を動かして遊ぶ楽しさが感じられるように、運

動な遊びゃ集団ゲームなどを取り入れた遊びを計画

的に行う。

・地域の環境を市川した圏外保育の充実を図り 、園内

で体験しにくい自然との触れ合いを通して立な感性

を.1:14う。

・4栄々な経験のmみilJ:ねが生かせるような指導を行な

い生活経験を泣かにし、身近なi'I然や社会事象に興

味や関心が持てるようにする。

6. 木年度の研究主組

「友達|見係を育てる物的環境の伝り方を探る」

7. 本国の特色

・園生活を親子で楽しめる行事や参観日を設けている 0

.I~I外の自然環境を活用 し圏外保育を計画的に取り入れ、

自然、に親しませ間内では、出来ない実体験の場を設け

ている。

・動植物の飼育栽地を行い育てる喜びと直接体験を通し

情緒立な子の育成に努めている。

8. その他 (教職員の研究歴)

研 究 員|開 発委員| 研究 生

1|梶村和子(S.54年度)I附和子(S日年度)I 
2 1井上宏子(H.2年度)I井上宏子(H目 4年度)1井上宏子(H.8年度)



園 名 日野市立第七幼稚園

所在 地 日野市旭が丘 2-42 

司F包士， 話 042-586-3770 

J[頂 路 JR豊田駅下車京王パス 都立科学技術大学前

園 児数 男58名女40名計98名

園長氏名 酒匂瑠美子

1. 沿2iEの概要

11(159. 10. 6 

11(160. 4. 1 

II(J60. 4. 1 

IIA60. 6. 30 

lI?i62. 4. 1 

11(:163. 3. 7 

II(i63. 4. 11 

平疋. 4. 10 

、ド 2.2. 20 

平 6~7 . 

、IL? 12. 15 

2. 服代園長

氏 名

:n )1ニ

や11 山 英

、ド 向 チ日

園舎新築工事起工

日!IlY市立第七幼稚闘として設置

鉄筋コンク リート 2階建

学級数 2 定数70名

教職員 3名 園地面前2599m'

第 1回入協l式挙行 園児数49名

開国記念 LIとする

4歳児 1クラスJtl、定員100:f，

(年少 2、年長 1) 

園舎増築工事完成

学級数 4 (4歳児 2、5歳児 2) 

定員140名

第 5回入闘式挙行定員130名

極|歌制定

文部省委託研究「幼稚園教育の在り)"j

についての実践的調任研究」

開園10周年記念式典挙行

年月~年刀

上 附60.4. 1 ~nB62. 3 .31 

イに H円62.4.1 ~U百63.3.31

t_[ 11(163.4 . 1 ~平 5 .3.31 

J-_ 里子 美津枝 平 5.4.1 ~平 8.3.31

刑 匂 瑠美子 平 8.4.1 ~現在

3. 地域の環境

diの内紛iに位位し、地域の約半分が工業地区l倣住近

接による公団や社宅により若年間の人口が増加lしてい

る。 周辺道路の交通iIlが多いが道路は整備され、街路

樹やグリ ーソベル トが四零折々に長しし、。大学、 11コ'手

段、、保育脳、児主館、障7与者や老人のための施設が隣

接し、文化福祉ゾーンとして地域のかなめとな ってい

る。

4. 教育 11際

人川iJm:の新ト1[1を必制にし、 E体1'1句で心12かな幼児

のTfJぷを 111行す。
01リlるく jじ気な fども

0 ・生懸命とりくむ fども

0心の位かな fども
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5. 本年度の指導の重点

0幼児の実態と発達段階をとらえ、教師との信頼関

係を基調と した学年及び学級目標を設定し、次の

ことに留意して学級経営を行う。

4歳児 ・一人一人の興味、関心にもとづいた遊びゃ生

活を通して社会性を育み、基本的生活習慣や

生命の大切さを意識した生活行動が身につく

ようにする。

-友だちとのつながりや遊びを通して、自分な

りに試したり、表現できるような経験を積み、

集団で遊ぶことを十分に楽しむようにする。

5歳児 ・教師が幼児の実態を一人一人適切に把握し個

に応じた指導の充実を図ることで幼児が自己

を十分発部し、達成感や充実感を味わい、自

信を持って園生活を送れるようにする。

-友だちと気持ちを通い合わせながら遊びゃ生

活を進めることで、人とかかわる力の育成を

図り、互いに認め合い、集団としてのつなが

りを深めていく 。

6. 本年度の研究主題

「一人一人の幼児が思いを実現する指導の在り方」

間内の学年間、兵年齢間の交流を年間指導計画に位

世づけ研究を進めていく 。

7. 本闘の特色

0通園区域は広く、高間住宅、社宅等が多い。

0飼育物の世話や菜園、闘庭での草花の栽培等の直

接体験を通して情操盟かな心をnてている。

0地域の自然や特性を生かした地域の人々との交流

を年間計画の中に位置づけている。



学校名 日野市立日野第一小学校

所在地 円野市日野本H汀2-14-1 

電話 042-581-0073・0061

順 路 中央線日野駅下車徒歩 6分

児童数 男250名女224名計474名

校長氏名秋山憲 一 教頭氏名 宇 野有斐子

1 .沿革の概要

明6. 5. 5 土淵山普門寺の本堂をあて開校。第一

大学区第八中学区第五十四番小学日野

学校と称す。(現在の 中央公民館の

となり。)

明45. 2. 11 校歌、校章制定、校舎増改築、校地拡

張

昭11. 4. 29 校旗寄贈(古谷剛次郎氏)

昭15. 日野2800番地(現在地)に土地800余

坪、新校舎建築開始。

昭23. 4. 25 新校舎に移転完了

昭27. 3. 5 東京都指定実験学校となり 、教育課程

の研究発表

昭28. 8. 22 80周年記念プール竣工

昭38. 11. 3 日野市制施行により日野市立日野第一

小学校と校名を変更

昭43. 4. 1 日野市研究協力校と して「教育環境の

整備」を主題に発表

8. 1 日野市集会場を屋内運動場兼講堂とし

て移管される。

昭44. 2. 21 EI野市研究協力校として「教育環境の

整備について」発表

5. 1 東京都学校花壇協力校となる

1lf:l46. 4. 1 日野市小学校訪問学級設置

H百47. 2. 都市計画ネ'11明上区画整理事業開始

校庭南側一部縮小

附48. 4. 10 授業研究校 (i子どもの思考力を育て

る」をテーマに研究発表)

11. 創立百周年記念祭

昭49. 4. 10 授業研究校 (i考える力をのばす」を

テーマとして研究発表)

昭57. 6. 体育館新設

H召58.8. 

11. 

H百59. 3. 

1lP，60. 3. 

11. 

H百62. 2. 

平元 8. 

11. 

11. 

平 2.8. 

~3 . 1. 

校内塗装、窓アルミサ ッシ化

開校110周年記念集会、式典

仲田小分離

体育倉庫新設

南 ・北側ブロ ックベいを植込に。

東京都教育委員会「健康づくり推進校」

として公開発表

校庭整備工事

校舎建具等改修、建築工事

温度保持設備工事新設

放送室改修工事

日野市研究協力校 (i一人一人の読み

の力を育てるための指導法の工夫」を
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平 3. 8. 

平 4. 10. 

平 5. 8. 

平 6. 2. 10 

3. 

平 7.2.9 

平 8. 2. 20 

3. 

平 9. 8. 12 

8. 

3. 

2.歴代校長

氏

1 日 町'
2 国府田

3 J 11 

4 鈴 木

5 上 野'

6 見

7 八木岡

8 佐 町'
9 古 谷

10 河 よjコ』

11 ii 谷

12 宮 J 11 

13 貫ー チキ

14 池

15 尾 崎

16 五卜嵐

17 木 中千

18 τに七1 田

19 下 i到

20 持 呂 木

21 村 回

22 ILl 谷

23 LIJ 仁l

24 岩 下

25 秋 叫|

主題として研究発表)

校庭改修

第二図工室焼き窯設置

ランチルーム全面改修

教室出入口扉の改修

駐輪場設置

120周年記念式典、祝賀会挙行。

「記念誌J i目で見る日野一小」発行。

同日を開校記念 日とする。

飼育小屋設置

日野市教育委員会奨励校と して社会科

生活科公開発表

小体研・ 1:1野市教育委員会奨励校とし

て体育科研究発表大会

トンボ池設置

キ ン パリー小学校と~lIî妹校提携

水道管とりかえ校舎内廊下塗装

水車設置

名 年 月 ~ 年 tJ 
義 11胴 I~j 6. 5 ~ 明 9. 7 

学 明 9. 7 ~ 明 11. 3 

要 明 11. 4 ~ 明 15 . 3 
，刀zbt 也 明 15.4 ~ 明 16 . 8 

ヨ長 松 明 16. 9 ~ 明 18. 3 

友 二 郎 明 18. 4 ~ 明 19. 4 

寛 flilJ 明 19. 5 ~ 明 21. 10 1 

徹3 松 明 21. 11 ~ 大 5. 3 

剛次郎 大 5.4 ~ 大 12 . 1 

平 fF 大 12. 2 ~ 大 15 . 3 

剛 次郎 大 15.4 ~ 昭 1 1. 1 

海 昭 11. 2 ~ 昭 18. 3 

半 蔵 H百18. 4 ~ 昭 23. 8 

嘉 昭 23. 9 ~ 昭 34. 3 

半次郎 昭 34.4 ~ 昭 37. 3 

諜 光 昭 37. 4 ~ 昭 38. 3 

清 昭 38. 4 ~ 昭 41. 3 

辰 次 昭 41. 4 ~ 昭 44. 3 
Jヲ二7d、 昭 44. 4 ~ 昭 50. 3 

桂 次 昭 50. 4 ~ 昭 55. 3 
'1-ζ - 正 昭 55. 4 ~ 昭 58. 3 

洋 太 1li'3 58. 4 ~ 昭 62. 3 

武 彦 昭 62. 4 ~ 平 4. 3 

手口 夫 平 4.4 ~ 平 9 . 3 

憲 平 9. 4 ~ 現在



3. 1也峨の環境

校区は広く 、良地、 工場、商白、住宅により構成される地域である。本校は日野駅より徒歩6分の所に位置する。

駅周辺は開発も進み、かつての日野宿のおもかげも失われつつある。 しかし、まだ随所に歴史をとどめる史跡も残り 、

口然、も美しく 、心やすまる環境も残されている。

4. 学校の教育目標

人I/¥J尊重の精神を基調とし、広く国際社会において尊敬と信頼の得られる知 ・徳 ・休の制和のとれた人間性豊かな

児童の育成を目指し、次のように本年度の学校教育円標を設定する。

① fl学性を身につける子ども

事実を正しく見る日を養い、正しい判断力 ・順序だった思考力 ・立欲的な創造力等の知性を育てる。

② 泣かな心情を持ったチども

ょ工 ・ 善 ・ 美に刻する感受性を長うとともに、日然、や動純物愛護、他人と協調し，~、いやりの心を育てる 。

① 強い意志を育てる子ども

広Hlrtにあってもくじけない耐性を育て、目標に向かつて段後までやりとげる実践力を培う。

④ じようぶな体をつくる下ども

仙波に関心を持ち、進んで運動に取り組み、健販の刑進 ・体力の向上を日指してし、く 。

5. t行滋の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア科教科

生涯にわたって主体的に学び続ける意欲や能力 ・態度の基礎基本を身に付ける。また、児童が主体的に学習で

きる授業を創造する。そのため、次の点を重悦する。

. +行専内科の重点化を図り、パソコン体験等を通してJ7える ・調べる ・{確かめる等の時間を十分にとり、考える力・

情報活用能力 ・表現)).創造性の育成を図る。

-新しい学)J観に立つヴ.:))を育成することを重視して、 T • T~予を合めた指導法の改71干に勿める 。

・児ntが健康、体力に|湖心をもち、体育科の学習活動を泊して、進んで心と休の他wづくりに取り組むよう指導の

仁犬に努める 0

・ttかな心的をも った下どむの育成を1JH見し、多様な体験を取り入れ子どもの心のひだに訴えるような学習活動の

仁jミに努める。

イ道徳

社会規範 ・ 生活規範のもととなる道徳的価値の日錫 ・ 内面化を凶り、道徳的実践))を，I:~ める 。 そのため、

・道徳のH寺間の充実を図り 、立図的・ 計ー国的な指導に努める。

・令:教育所蝦jを通じて、似合札強さやi耐性、自然環境の大切さ、生命の尊):11、他をjよい、やる心等の育成を重視したJ行
持を進める。

ウ 特別活動

;141Eの協働 ・協力活動を.illiして、助け合い、学:び合い、支え合う心を育てる。また山主のn主的 ・自治的活動を

.ìlliして fl~l性や社会性 ・ 同際性を府う 。 そのため 、

・ 山主の E休(j') ・ 体験的活動を促し、縦割り活動等望ましい集団活動を行う rl'で辿'n(~g;ゃ位かな人間関係を育てる

とともに、地域の一品として唱ましい生き方ができるように指噂する。

・多憾な教育所動を行う '1'で、{問人の持つ特性の発凡に努め、 一人一人のよい聞がや11長できるような指導法を工夫

する。

・ 体育的な活動を.ìlliして、ねばり 1曲、さや!耐性、 iilllA~ ・ 体))の向 lニ等心と体のfillWづく りを批准する 。

(2) 特色ある教育活動

ア 児7在と教師、児l'i'U!!圧のふれあえるふれあいタイムを)ujして、児主理解を深め、心と体の健康づくりに努める。

イ 幼推刷、小学校との交流のILiを設定し、幼 ・小 ・'1'の触れ合いを通して民年齢の杯!ffJ1llPY(，を深める。

ウ 学級所長h、学校総/ilのH、?川を.illiして、個別指導の充実、学級経科・の推進を凶り、児7Il一人一人が、いじめのな

い楽しくゆとりのある学校生活を進れるよう指噂する。

(3) '1三日指導 ・進路指導

ア ノU，日行噂

① 令:主主l校以の共.illi.f1I!.Mのもとに地本的行動械式の定lfを推進する。そこで 「丘つの約;'uJを屯点として、集団

の秩if;と安全保持のなJ必からJ行時を徹底する。

② 校内の教fH!I談を.illiして、 L147Eの不安や悩みを|片lき、 'r:校生前への適応 ・学刊の適応を凶り 、IY1るく楽しい

，，(:校生前が送れるように指4する。

① 学校週五 IlmlJに伴う休 IIの過ごし )jについて、学校と家庭 ・地域の辿般を深め健全なる生前ができように指

砕する。
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イ 進路指導

児童一人一人の個性・能力の開発 ・伸長をめざす。そのため、児童のよい聞の発見に努め、認め ・褒め或いは

児童のもつ悩みや↓闘いの相談にのり、励まし力づける。また、各教科 ・道徳 ・特))IJ活動等さまざまな学習の場を

通して、児童がめあてを持ち、健康でた くましい I~~. き }jができるよう指導に努める 。

6. 木年度の研究主題

「かかわり合いの中で表現する喜びをもっ子」

一聞くこと ・話すことを通して(国語科)一

7 本校の特色

① 創立125年目をむかえた歴史と伝統を持つ学校である。本校同窓生を初め、地域 ・保護者から学校に寄せる信頼

も厚く、また、大変協力的である。

② 児童は五つのやくそく(人の話をよくきく ・せいりせいとんをする ・H寺間を守る ・あいさつをする ・正しい歩行

をする)を守り 、規律正しい生活をつくり出している。

③ 全教職員が児童の教育活動の向上をめざして、邸境づくりに熱心に取り組んでいる。

8. その他(教職員の研究歴)

kマ中央研 ・研 究 生 E肝 究 員 開発委員等 助 言 研 他

l 
秋山憲一(研究生 S58) 清水 妙子(S 47) 秋山 憲 一 (S 54) 黒部 久子 (H2 ) 

(学校保健) (理科)

2 
清水 俊幸 (H9 ) 秋山 憲 一 (S 52) 宇野有斐子(S 62) 清水 俊 幸 (H10) 

(忠利) (道徳) (ひのっ子)

3 
清水 俊幸 (H4 ) 

(特活)

4 
菊池 修 (H8 ) 

(体育)

5 
乾 ひさ子 (H9 ) 

(国語)

6 
大久保淳子 (H7 ) 

(学校給食)

7 
黒部 久子 (H6 ) 

(道徳)

8 
小田 準子 (H5 ) 

CJ1rr科)

9 
高木 健不 (H7 ) 

(国語)

。。。。



l 沿革の概要

lリi7. 3. 

年月不詳

l~n 2. 2. 

lifl41. 3. 

11行17

H召21. 6. 

II{j27. 12. 

IIm1. 4. 

昭38. 11. 

n(j43. 6. 

Illi44. 3 

H召46. 2. 

lI{j49. 3. 

11. 

1IP，55. 3. 

11行56.5. 

9. 

H行57. 8. 

lI{j58. 12. 

1I{j59. 6. 

11円63. 8. 

、|勺己.8. 

平2.8. 

'11. 3. 9. 

市11.5. 2. 

2. 

3. 

8 

平 6. 8 
おIq. 3 

ぷ11.8. 4 

平 9. 4. 

、nO. 4. 

学校名 日野市立日野第二小学校

所在地 日野市東豊田 2-14-1 

電話 042-581-0070・0851 FAX042-581-0851 
くせせらぎ)042-581-3211(TEL'FAX) 

順 路 ]R豊田駅南口下車徒歩10分 京 王 線 南 平 駅 下 車 徒歩15分

児 童数 男293名女249名計542名

校 長 氏 名 音 野 美 智子

神奈川県9大区小4区豊田村尋常小学

校として創設、戸長山口平大夫氏長屋

を仮校舎にする

普生寺本堂を校舎とし、上下 2等級に

分ける。

世間1320番地、善生寺の両隣にがf校舎

挫築

円野小学校盟国分教場となる

'~~WI218番地に新校舎建築、平屋ll: 6

教室

南多)筆郡盟国国民学校として |ヰび独立

W1次J判築、2階建 8教室、日野町立

日野第二小学校と校名変更

第 2次刑築、 2階挫 6教室

H野市立n野第二小学校と校名変更

W 1 次|幼汗 、 4 階~校舎完成

第 2次防;子、 4附辿校舎完成

体育館て事、落成

ts3次防昔、4階建校舎完成

創立百同年記念式典を行う

1階建校舎完成

新プール完成

校庭整備完成

作通教室内 ~ff\塗装完了

校庭歩道完成

日IJ立行 1-};可年記念式典を行う

イ本nftH改築

，J.'b位水附取持

校舎大規模改修完 f

給食室 ・l友(4附)疋)1:(311持)改修

完了

ランチルーム完成

生前や|広場完成

部て校出川地{JI上げ決定

校合、床、天井改修

判明ろう下内装改修

(米世控室シャワー設i位
東J~~ l'il¥人権時ill教育批進校

京京都人権尊重教'ff推進校

:¥!if:lWJru級学級くせせらぎ>IH'J設

東京都人権将重教育挑進校
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教頭氏名佐藤静雄

2.歴代校長

氏 名 年 月 ~ 年 月

llJ Dt 平 昭21. 6 ~昭27. 9 

増 島 光 昭27. 10~昭34. 3 

池 嘉 昭34.4 ~昭38. 3 

森久保 物，.，_、 次 昭38. 4 ~昭42. 3 

後 藤 正 太 昭42. 4 ~昭47. 3 

'J;十~ 積 手IJ 治 昭47. 4 ~昭50. 3 

力く チド 雅 夫 1Ii'350. 4 ~昭53 . 3 

鈴 木 英 夫 nR53. 4 ~昭57. 6 

篠 宮 忠 男 昭57. 7 ~昭61. 3 

況 木 健 治 昭61. 4 ~平元. 3 

，馬 場 武 平元. 4 ~平 6. 3 

秋 ILi 憲 一 平 6. 4 ~平 9. 3 

ゴa::Jニ 野 美 智 子 平 9. 4 ~現在

3.地域の環境

・本校の学区は、かつては“盟国の壁"と呼ばれた静

かな山村であったが、近年になって急に宅地造成が

進み、出家の割合が激減している。しかし、学区内

の至る所に湧水があり、サワガニやカワニナが生息

する自然環境が残されている。

-保護者や地戚の)j々 は、教育に対する関心が深 く協

力的である。登校11与の交通安全指羽や各種のサーク

/レ活動に積極的に参加している。

また、浅川を合んだ地減の清姉所!lli)である PTA

主催のクリーン作戦は、 15イド Uを迎えるなど、広1境
に対する |英!心も t~ ~、。

・学校前の者1¥追をはじめ として、学区内の道断はどこ

も道帆がせまく歩道もなL、。 しかも交通iiiがしだい

に増加し、社内交の安全が変l起される状況になって

きている。

・現イE、山EEI南及び東豊田土地区画整型事業が進行し、

通学路の変更が度重な っている。



4. 教育回標

(1) 学校の教育目標

人間尊重の精神に徹し、日本人としての自覚を高め、国際社会に貢献できる心身共に豊かな子どもの育成を目指し

て、次の目標を定める 0

・からだも心も強 く、明るい子

・みんなと仲良く力を合わせられる子

。よく考え、進んで行動する子(重点目標)

.責任をもって最後までやり抜く子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

教育目標の具現化のために、全教職員の共通理解を大切にし意図的、計画的、組織的、継続的に以下の方針をもっ

て、教育活動を進める。

1.心豊かな人間性を基調とした人権尊重の意識と自他を思いやる実践的行動力を育てるために、全教育活動を通し

て行う 。

2. 自ら課題を見つけ、考え判断し、表現して、よりよく解決できる能力を育成するために、児童一人一人の個性、

能力をみつめた指導を推進する。

3. 基礎的基本的内容の理解定着を図り、生涯にわたって自己実現を図る土台を培うために、 「自ら学ぶ力を育てる」

主題を設定し、授業研究を通して指導法の改善に努める。

4. 規範意識を育て、自主的、自律的な生活態度を育成するために、児童の基本的な行動様式、基本的生活習慣の確

立に対する職員の理解を共通化する。

5. 地戚への愛着を;培い、人間関係を:些かにできるようにするために、家庭、地域との連舵を一層深める。

6. 環境を大切にし、その保全に配慮、できる態度を育成するために、地域の環境に関心を持たせる教育活動を推進す

る。

7. 我国の文化や伝統を大切にすると共に諸外国の生活や文化を理解し尊重する態度を育むために、全教育活動を通

して行う。

8. 心身に障害のある児童および外国人児童が自ら適応できるようにするために、実態に応じた適切な教育活動を創

意工夫し推進する。

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア 各 教 科

生涯にわたって学び続ける意欲や能力 ・態度 (思考力、表現力、情報活用能力、コミュニュケ ション能力)の

土台を築くために、

-指導内容重点化のため学習時間を確保し、多様な指導方法、形態 (T.T. の導入等)を創意工夫する。

・個に応じた学習を推進するため、体験的な活動や問題解決的な学習形態を工夫する等指導方法を改善する 0

・児童の課題意識に応じた学習を推進するため、教材、教具の整備活用を図る。

・一人一人に学習の目当てを持たせ、学び方を学ぶ授業を創造する。

-人間関係を豊かにし、学び合い、磨き合う学習集団を形成する。

イ 道徳、

全教育活動を通して、下記の事項を重点として指導するとともに、道徳の時間を通して、道徳的価値を学び、判

断力を高め、道徳的実践力を育てる。

。自分自身・・・・・・自らを律する生活態度、能力を育成するために、 学校生活をみつめ振り返させる。(学期始めや終

わりの自己目標の検討、月目標(生活、保健、給食)の反省など)

O他の人 ー相手の立場を理解できる能力、態度を育成するために、思いやりの心をもとにして言語環境を整え

る。

O自然、崇高なものー環境保全や生命尊重の意識を深めるために、地域の自然や文化の教材化を図る。

。集団 ・社会ーイ固と集団の在り方を自覚させ、 í~ 、じめは絶対許さない」という明確な倫理、規範意識の確立に努

めるために、人間関係を大切にした学級経営を推進する。

ウ 特別活動

望ま しい集団生活を通 して心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図るとともに、協力してよりよい生活を築こ

うとする自主的、実践的な態度を育てる。

・自己の存在感の自覚と他者と豊かに関わる集団を形成するために、行事や係活動、集会活動を充実する。

・自覚と責任ある行動をとることができるようになるために、児童会活動(七夕集会、子供祭り、 l年生を迎える

会、 6年生を送る会等)や委員会活動、クラフ'活動を児童の発想、や主体性を生かして運営する。
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(2) 特色ある教育活動

0心身の調和のとれた発達と個性の伸長を図るために児童会活動や集会、生活体育を充実する。

くなわとび集会、こども祭 り〉

0 地域か ら学び、他者と泣かに関わることができるために地域の自然や社会を教材化する。

く体験的な活動の重視、 社会人講師の活用〉

0環境美化や環境保全の意識、態度を身につけさせるために家庭や地域と連携する。

〈クリーン作戦 (:t也域清掃体験活動、 ポスターや標語作り)rみどりの町」への作文応募〉

0個に応じた学習指導を推進するためにティームティーチングをより充実する。

く指導形態、個別学習の創意工夫〉

(3) 生活指導 ・進路指導

ア生活指導

・基本的生活習慣の確立を図るために、日 々の児童の完態を的催に摘み、全職員の共通理解の下、組織的に指導に

当たる。

・いじめのない豊かな人間関係を確立するために、生前全般に亘り 言語環境を整備 し、コミュニケーション能力を

育成する。

-学習への意欲と自ら学ぶ婆勢を高めるため、学習環境(掲示、教材整備)を拾える。

・社会体験や生活体験の充実を図るために、家庭、地域社会及び保育園、幼稚|晶、中学校との連般を図り 、児童の

他全育成を進める。(地区育成会、小中交流会、世田保育園学校参観等)

-P41Eの心の健康を図るために、教育相談前動を充実し、いじめの早期発見に努める。

・'Jl故防止のために、定lOll'i':Jな施設整備の安全点検を実施するとともに児童向身が環出盤的に心掛けるよう学級指

導を充実する。

イ 進路指導

・山道一人一人の個性、能力を付l長:するため、児童のよさを引き出し、認め励ますとともに組織的な教育相談休制

の充実を図る。

-将来への夢や希望をもって生きていく態度を育てるために、地域や学級で・の人IHJI珂係の中で一人一人に自らのよ

さを白党させるよう指導する。

8，その他(教職員の研究歴)

I~ 研 究 員 現 代 化 委 員 ・開発委員 道徳 . 助 言 研

1 佐藤 静雄 (H2社会) 青野~相J r (S 62道徳 ) 青野美智子 ( S 63) 

2 損 主子 (H4学校給食) f?野 fl'江
( H 8 ) 
( H 10 ) 

3 小島義範 (H4特別情動)
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学校名 日野市立日野第三小学校

所在地 円野市日野台 2-1 -1 

電話 042-581-0101・0850 FA.X 042-581-0850 

児童数 男169名女169名計338名

(内ひばり 19名)

校長氏名 粛藤正子 教頭氏名 岡崎 滋

1 .沿革の概要 昭61. 3. 31 道路側防球ネット生垣完成

H百23. 4. 1 日野小学校日野台分校として設置され 8. 31 体育館内部塗装

る。 児童 1~ 3 年340名 、教室 4 、 全 10. 31 北校舎屋上改修

学年 2部授業 fitl62. プール更衣室等照明取十j

H自25. 6. 10 日野台小学校として独立する ひばり教室改装 ・体育館外部塗装

児童数696名、教室 9、 4年生迄 2部 昭63. 1. 20 体育館屋根塗装 ・北校舎外壁修理

授業 8. 20 体育館床塗装 ・渡り廊下外壁修理

7. 18 校章制定 8. 31 屋外幹線改修 ・校庭整備

9. 19 4教室増築、教室数13、 3年まで 2部 平元. 3. 31 プールフ ェソス ・プールサイド改修

授業 平 2. 8. 21 南校舎玄関塗装

H白27. 4. 15 4教室増築、教室数17、2年まで 2部 8. 30 理科室床研磨、実験机交換

授業 平 3. 9. 30 北校舎改修(1年次)

6. 10 校歌制定 9. 30 ランチルーム|淵設

U{J，28. 6. 10 校地850坪拡張、 6教室増築、教室数 平4. 北校舎改修(2年次)

23、2部授業を解消 平 5. 北校舎大規模改修終了

H百30.4. 1 日野第三小学校と校名を変更 プールトイレ改修

H百32. 3. 4 旧教室4を取除き 6教室を増築 平 6. 3 飼育小屋新設

教室数25、児童数869名 平 6年度 体育館大規模改修

IItl33. 8. 3 給食調理室完成 ・大小プール落成 南校舎窓枠改修

H自34. 3. 校士山1，100坪拡張 校庭|坊球ネ ット延長

11(135. 4. 1 日野町特殊学級が併置される 平7年度 生ゴ ミ処理機設置

11円38. 11. 3 日野市制施行に伴い日野市立日野第三 体育館奈落改修

小学校と校名を変更 平 9年度 テレビ放送システム整備

11百42. 4. 7 防音校舎新築起工式

np，43. 11. 15 校地地番変更、EI野市日野台 2丁目 1 2.歴代校長

番地の 1

Iljq46. 2. 16 体育館落成式、校草制定 氏 名 生ド 月 ~ 年 月

H召48. 4. 1 鉄筋新校舎 9教室増築落成 高野忠正(事務取扱) 昭25.6. 10~昭26. 3. 12 

11P，50. 2. 25 鉄筋新校舎竣工 高野 忠正 昭26. 3. 13~昭27. 9. 30 

6. 1 校旗制定 尾崎 半 次郎 昭27. 10. 1 ~j]百34. 3. 31 

H白54. 4. 1 東光寺小と分自m 五十嵐 ?来光 11百34. 4. 1 ~昭37. 3. 31 

11{J，58. 4. 2 ひばり学級教室増設 塚 本 正 昭37. 4. 1 ~Il百4 1. 3. 31 
11白58. 4. 20 1!!~人化(夜II\J ・1:11躍・祝祭日 等) 機械 池田 J~品男 nB41. 4. 1 ~昭47. 3. 31 

警備始 岩井 庄 = 昭47.4. 1 ~昭50. 3. 31 
11日59. 3. 10 藤だな改修

3. 25 給食調理室天井塗装

体育館渡り廊下天井改修

体育館ステー ジホリゾソト幕改修

平松 健太郎 lIi350. 4. 1 ~昭54 . 3. 31 

竹永 秀雄 11854. 4. 1 ~U百57. 3. 31 

古田 取介 JlA57. 4. 1 ~昭62. 3. 31 

8. 29 音楽室床全面改修 ・黒板灯設備 内藤 康 昭62.4. 1 ~平 2 . 3. 31 

用務員室改修 増賀 従男 平 2. 4. 1 ~平 6 . 3. 31 

12. 20 南校舎非常階段手すり改修 三 津 山 要 平 6. 4. 1 ~平 9. 3. 31 

11{!.60. 3. 20 給食斜開|水経路改修・浄化槽整備 ・プー 蔚 藤 正子 ムIZ9. 4. 1 ~現在

ノレ内シート防水 ・排水 ・パルプ改修 ・

消防水利設備

昭60. 3. 31 裏門拡張 ・門扉改修
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3. 地域の環境

東京都の南西多摩川の南岸、甲州、|街道沿いに位置 し、海抜80mの日野台地を中心とした地域である。

日!目'自動車工場とともに発展 した地域であ り台地のため公害も少なし、。

日野台地(学区域)の北部は多摩川をへだて立川市、南は多摩丘陵、西部は八王子市が眺望できるすぐ・れた環境に

恵まれている。

4. 教育目標

(1) 学校の教育 目標

教育基本法に基づき、人間尊重の精神を基調に、心身ともに健康で心豊かな児童の育成を目指し、一人一人の個

性 ・能力を生かす教育を推進する。

0じょうぶな子ども

0よく考える子ども

。明るく思いやりのある子ども

(2) 学校の教育目標を達成す るための基本方針

o 1"明るく思いやりのある子ども」を重点目標とし、互いに認め合い、励まし合い、支え合う望ま しい人間関係を

育む教育を推進し、人間尊重の態度の育成に努める。

o児童一人一人がかけがえのない一人の人間として大切にされ、頼りにされていることを実感でき、存在感ゃ自己

実現の卓びを味わうことのできる学級経営を進める。

0校内研究 ・研修を通して、指導内容、方法、評価の改善、充実に努め、発達段階に即し、基礎的、基本的内容の

定着を図る。

0地域の特色を生かした体験的な学習や問題解決的な活動を取り入れ、児童一人一人の個性と創造性を伸ばし、社

会の変化に主体的に対応できる能力を育み、生涯を通じて学び続ける意欲と能力を育成する教育の充実に努める。

0保健 ・体育的活動を年聞を通して計画 ・実施し、自ら進んで心身をきたえる態度を養うとともに、たく ましく生

きる児童の育成に努める。

0学校週 511制の月 2回実施の定着が進むなかで、学校 ・家庭 ・地域社会の各々の教育力を生かしながら、地域の

自然、や文化を大切にし、課題解決に向けて自ら判断し行動できる 、心豊かな子供の育成に努める。

0学校の教育 日際 ・基本方針が家庭に十分理解され、協力が得られるように積極的に働きかけて家庭 ・地域社会と

のA携に努め、聞かれた学校づくりを推進する。

5. 指導の屯点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.科教科

0教科教具の工夫 ・活用を研究し、各教不|のねらいを明確にし、学習過程を工夫することにより、基礎的 ・基本

的事項の'下71"の定若を Il指した指導を充実させる。

0体験的学何 ・nUJ面解決的な前田jを重視し、気づかせ ・発見させる学習を推進することによ って、児童が向 ら諜

題解決に向かう rt'flをfiみ、柔軟な思考))・的確な判断)Fを惰う。

0 ]災iLth直 ・ 達成感をもてる授業を{Ì(~立することによ っ て 、 主体的に学ぶ学び方を身につけ、意欲的に学習に取り

制lむ態度を育成する。

o {阿佐I~をとらえ、学習形態や学習過程を工夫し、個に応じた指導に努める 。

イ.道徳

0 資料 ・視聴11:教材の充:ktを凶り、段業の E犬 ・L次苦を進め、円分自身をよ工剣に見つめる心と他の人を優し く思

いやる心をlH、、道徳的側{自のn党を促すJ行噂に努める。

0教育活動全体を辿じて道徳教育を充実させ、実際的 ・体験的活動のLI'で、よく考え、進んで実践してし、く道徳

的実践)Jを日める。

ウ.特~)IJl;fi!lJb 
0学組問!日Jや委以会、 ク ラ フ' ffï動、集会所!lJb ~手の 1 '1 主的 ・ 実践的所動を充'夫させ、望ましい人1: 0関係を形成する

とともに、集A 日!の'1'でI'l己を生かす)Fを育てる。

0児ii'tの実態に以Int.した活動計Idijをもとに、日1j]J:工夫を生かした活動を通して、互いに思いやり、助け合う態度

を長い、泣かでうるおいのある心を育てる。

(2) 特色ある教育所動

ア 地域の(l然、・人材を生かした多燥な教nN'i!日Jを工犬し、自然、・文化 ・伝統を大切にする態度を府い、地域を誇

りにjtlう児_ii1をffむ。

イ 比，X;学級集会 ・誕ノド給食における民年齢集日J1;ti動や行、n:給食における地域の人々とのふれあいを通して、学校

の -n ・地域の . w としての辿'H~;!部や占任感を育てる 。
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ウ 心身障害学級や養護学校との交流を通して、心身に障害のある友だちゃ人々との相互皿解を深め、思いやりや

共に生きることの大切さ ・すばらしさを学ばせる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

0全教職員の共通理解をもとに、 学校生活における基本的生活習慣を確立し、きまりを大切にする態度を養う。

0 児童一人一人を共感的に理解し、児童相互、児童と教師の心のふれあいを大切にして、自分の夢や生き方を考

える児童を育成する。

イ.進路指導

o児童一人一人のよさを発見し、 その個性や特性を生かすことのできる教育活動の場を設定し、目標達成に向かっ

て意欲的に生活することができるように援助する。

0様々な体験的活動を促し、社会の一員と してのかけがえのない自己に気づかせ、 正しい勤労観・職業観を持つ

児童を育てる。

6. 本年度の研究主題

子ども達が楽 しく 学習するための教材・ 教具の充実と指導法の工夫

7.本校の特色

(1) 児童は主体性・粘 り強さに もう 一歩というところはあるが、明るく素直で活発である。

(2) 校内研究では子ども達が楽しく学習するために教科 ・教具の充実を図ると共に、その開発 ・工夫 ・整備 ・活用に

よる指導法の工夫を掲げて、授業研究を進める。

(3) 地域に残されている畑や自然を教材として活用し、 さらに、 地域の農産物を給食に取り入れ、 「ふれあい給食」

等を実施 して、 地域の人々 との交流を大切に している。

(4) ひばり学級(心身障害学級)があり 、校内における交流教育はもとより 、市内心障学級や地域に隣接している八

王子東養護学校との交流教育にも力を入れ、豊かな心の育成に努めている。

8 その他 (教職員の研究歴)

ド更 研 究 生 研 究 只Eヨ |荊 発 只<=ョ ヰi 央 研 海外 派遣

l 
青木 利夫(平 6) 岡崎 滋 (昭60) 野l崎 秀登(平 3) 

(心|埠教育) (体育) (短期海外派遣)

2 
粛藤正子(昭63)

(書写)

3 
青木 利夫 (平元)

(心陣教育)

4 
野崎 秀登(平冗)

(中 ・教育課題)

5 
前田佐和子(平 5) 

(国語)
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日野市立日野第四小学校

円野市石田430

042-581-0038 FAX 042-581-3076 

口町'駅から高l幡不動駅行パス下回下車

立川駅北口から京王高幡不動駅行ノ4ス四小前下車
徒歩 3分

児 童 数 男242名女274名計516名

名

地

話

路

校

在
学

所

電

順

校長氏名小原良雄 教頭氏名 高 橋 茂 子

1. 1ft"l¥:の概要

l別6. 5. 5 下回学舎

IY111. 9. 下回小学校

|明41. 3 日野小学校下回分教場

IIB29. 8. 18 校地決定4.259.14坪

昭30. 4. 4 落成式並びに開校式 この日を開校記

念日とする

12. 22 校章制定

12. 25 第二期校舎竣工

11(131. 3. 5 校旗完成

11(135. 7. 20 プール法成式並祝賀会

1I(J，36. 11. 1 校歌発表会、以後この日を開校記念11

とする。

H百40. 3. 31 防音校舎 9教室完成

H自41. 3. 31 防音校舎第二期て事完 f

IItl43. 11. 27 統計教育研究指定校として研究発表会

をする (郎、 I行指定校)

昭45. 3. 31 体育館務成

防音校舎 7教室J科築完成

117148. 5. 22 創立百周年記念式典

11行54. 3. 20 受水槽改修、政り廊下改修

3. 25 防火戸改修、非常放送装世設備

6. 22 プールサイド全而 コン クリ ー 卜塗装工

H百55. 2. 2 給食室作業場、休憩室改修工事

6. 20 プール|人j塗装て事

117156. 8. 25 新校舎への親子万式TV配線、放送電

内のスタジオ形式の改装

8. 27 屋上高位水槽改造

8. 30 都市ガス化にともなう配管取替

117{57. 3. 27 旧校舎屋上ネ ットフ ェン ス貼替

4. 4 プール使所の水洗化、更衣室等の改修

9. 4 非常附段設位

11({58. 3. 27 向転車世場設置

10. 31 創立百十周年記念式典

11(159. 3. 31 {中田小学校分縦 141名転山

9. 28 校庭の体育館企)111新設

附60. 8. 31 校舎練工事 (窓枠 ・天井張替等)

11(161. 2. 28 体育館主|珂 ・天井 ・屋上修理

校庭東側フェ γスリ長倖工事

8. 4 給食訪問!宅、配!I汚空間控撤去工事

11(162. 2. 23 プールシャワ 一、n洗い場等工']1:

1I({63. 3. 27 プール|人l塗装仁、F
7. 31 小プール排水工 ' J~完 f

8. アス ベスト撤去工事

8. 3 集水桝工事完了

8. 8 放送室調整卓取替工事

平元. 8. 31 校庭改修工事

校舎外塗装工事

平 2. 3. 17 体育館自動巻き上げパスケ 7 ト取り付

け工事

7 ~10 体育館内外壁 ・床工事

9 ~10 消火栓ポ ンプ取醤工事

平 3. 3. 1 保健室エアコ ン設置工事

3. 17 体育館消火栓工事

平 4. 8 パソ コン設位

8 造形砂場設営工事

平 5. 8. 給食調理室改築工事

11. 創立120周年記念式典

平 6. 3. 生ごみ分解消滅機設置

10 新館建物内外改装完了

平 7. 2 ラソ チルーム使用始

6 フ。ール循環装置新設

平 8. 3 多目的室を普通教室に改修

8 本校舎外壁工事 (補習及び塗装)

10 職員室更ぷ室用プレハブ新設

'f10. 3 屋 ヒフェソ ス塗装

3 学級増に伴う校舎改築(和室→普通教

室)

3 ブランコの周聞の棚取り付け

2. llf代校長

氏 名 年 月 ~ 年 月
1 rm 上 増太郎 昭30.3 . 29~昭36. 3 .31 
2 問 中 弓当耳竺 次 昭36.4.1~昭44. 3 .31 
3 森 厳 昭44.4.1 ~昭47.3.31
4 |ネl 藤 連 夫 昭47.4.1 ~昭52.3.31

5 ろ且εL 池 博 昭52.4.1 ~昭57 .3.31
6 4寸 沼く 秀 雄 昭57.4.1 ~昭60 . 3 .31 
7 rn 光 取B 日目60.4.1 ~昭63. 3 .31 
8 被多野 士円 昭63.4. 1 ~平 3.3.31

9 岡 千二:;;.チ 平 3.4.1 ~平 7.3.31

10 原 良 p~t 平 7.4.1 ~現在

3. 地域の環境

市の東端、多勝川と浅川のおちあう 三角地帯 8地区

である。可!州街道から約 1km南にへだたった多摩川

あたりに位置する。近年、万願荘の集合住宅を始め、

万願寺、新井地区の区阿整理宅地造成化が進められ、

m闘地以より住宅化しつつある。また、モノレールの

工'Ji-も若々 と進んでいる。
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4. 教育目標

(1) 学校の教育 目標

人間尊重の精神を基調とし、生涯にわたる学習の基礎を;倍い社会の変化に自ら対応できる課題解決への意欲をも

ち豊かな心と生きる力の育成をめざして、次の目擦を定める。

O自分の力で考える子(重点目標) 0みんなと協力する子

0 じようぶな体をつくる子 0 最後までやりぬく子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

未来社会をたく ましく生き抜 く子どもを育成するために 「地域に板ざした、聞かれた教育」を基盤として、課題

解決に意欲的に取り組み、自ら学ぶ力を身に付けた個性豊かな児童の育成をめざす。

① 教育目標を学校 ・学年 ・学級で具現化し、 全教育活動を通して人間尊重の精神を培い、豊かな人間関係を通し

て人としての在り方や生き方を学ばせる。

② 児童の個に応じた授業の工夫 ・改善をめざし、問題解決や体験を重視した指導を通して、新しい学力観に立つ

た主体的な学習態度の育成を推進すると共に、基礎 ・基本の学力の定着を図る。

① 「みんな仲よし助け合い学び合う学校」をめざして、教師と児童及び児童相互の人間関係を深め、道徳性の函

養を図ると共に、人々 との触れ合いを通して社会人としての良識ある態度を養い、国際人として素地を培う 。

④ 健康安全について理解を深め、生命の尊さを自覚し、生涯にわたって体力の維持向上を図る能力や態度の基礎

を培う。

① 学校週 5日制の趣旨を生か し、 家庭 ・地峨社会との交流と連携を密にすると共に、 地域の自然、・文化及び諸施

設を活用した教育活動を推進し、聞かれた学校をめざす。また、地域の一員としての自覚のもと、遣しく生きる

力を持ち、心豊かで思いやりのある児童の育成をめざす。

5. 本年度指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア. 各教科

0児童一人一人の考え方や学び方を大切にし、 基礎的 ・基本的な内容の重視・精選を進め、成就感や満足感をl床

わう中から、学習意欲を喚起して生きる 力を育む。そのために、校内研究の充実に努め授業の公闘を通して指

導内容の重点化・ 指導法の改善につとめる。

0表現力・思考力 ・創造力の育成を図るために、体験的学習 ・問題解決学習を重視 した指導計画の作成及び教材

教具の工夫改善を図り 、情報活用能力の育成に努める。

0配慮、を要する児童理解に努め、個に応じた指導 ・支援の在り方やティームティーチソグ等の指導体制の工夫 ・

改善を進める。

イ. 道徳

0全教育活動を通して児童相互の人間関係 ・児童と社会、自然、との|刻わりや所属感を深める中で児童の内面に娘

ざした道徳性の育成を図り、人としての在り方・生き方を学ばせる。

0家庭や地域社会との連携を図る中で、社会の一員であることの自覚を深め、日常生活における基本的な生活習

慣や善悪の判断力を養い、望ましい人間関係を築く 実践的な態度を培う。

ウ. 特別活動

0児童会活動 ・行事においては、話し合い活動を充実させると共に、児童相互の協動の場を設定し、協力してよ

りよい生活を築こうとする連帯感や所属意識を育てる。

0クラブ活動では、自発的 ・自治的な活動を通して、集団の一員としての自覚を深め、自主的・ 実践的な態度の

育成を図る。

0学級活動では一人一人の意見や考えを尊重し、よりよい学級づくりをめざす中か ら、成就感 ・達成感により自

己実現を図らせる。

(2) 特色ある教育活動

0奥年齢集団活動の場を設定し、児童相互の関わりを広げ、社会性や思いやりの心を育てると共に創造性のある逗

しく生きる力を育てる。

0多摩川の自然を生かした環境教育や堤での体力づくり 、近隣の畑における生産的学習、地域の施設や人材を生か

した体験的学習及び歴史 ・文化等の学習を通して、自 ら触れて学ぶ基本的姿勢を育てる。

0外園児童との交流活動を取り入れ、国際社会の一員としての自覚を指う。

0ノーチャイムを一部導入し、自主性 ・創造性を高める中、ゆとりと充実のある活動を推進する。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

0 話を聞く態度の育成を中心に、集団生活の ~I'で、必要な基本的な生活習慣や情報選択能力を育成し 、 表現力を高

めよりよい人間関係を培う 。

OPTAによるアルミ缶回収活動ならびに校内清掃活動等を通して、物を大切にする習慣の形成に配慮し、環境
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を維持 ・改善してし、く態度の素地を培う。

o配慮を要する児童はもとより児童一人一人の良さを理解し、指導 ・援助してし、くために、家庭 ・地域との連携

を一層深めると共に、教育相談体制の充実を図る。

イ.進路指導

o児童の発達段階に即して、 主体的な学び方や闘わり方を身に付けさせると共に、個性や特性を生かす指導体11i!J

の充実を図る。

o小中との交流会を通し、教職員及び児童生徒聞の信頼関係を深める中、進級 ・進学への適切な指導を行う。

6. '"'王年度の研究主題

『一人一人が自ら考え、お互いに認めあい高めあう児童の育成』

7. 本校の特色

① 抗IJ立124年の歴史と伝統をもっ学校である。四小を母校とする父母、新 しく住居を備えた父母、集合住宅に住む

父母がおり 、教育に対する関心ゃ意識が多様である。

② 呉年齢たてわり集団活動により、児童同士の心のふれあいや協力する場の中で思いやりのある心豊かな児童を育

て、人間性並かでう るおいのある学校づくりに努めている。

① ノーチャイムを一部導入し、児童の自主性 ・創造性を高める中、ゆとりと充実のある教育活動の推進に努めてい

る。

① 多摩川、近隣農家の自然利則、地域性を生かしての体験学習を実施している。

⑤ 幼 ・小 ・中学との述携、教職員によるP.T.Aや地減団体の活動への積極的参加lにより本校教育の充実を図って

いる。

8. その他(教職員の研究庇)

ヤぐそ 日f ヲ…E 員 VJiT 開 発 委 員

l 小原 良 ME (J1A 62・道徳、) 7 丸 カズ子(平 4 図工)

2 高橋 茂子(平 3.特別活動) 8 田村 直 樹 ( 平 8. 道徳 )

3 玉置 II~i f (J1s 61・給食 )

4 主L カズ r(J1円52・図工)

5 J 11口 ~ft .'ま(平 5・国語)

6 土産凹千寿子(平 5・教育課題)
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学校名 日野市立日野第五小学校

所在地 日野市多摩平 6-21-1 

電話 042-581-0407・0445 FAX 042-581-0445 

順 路 豊田駅北口より京王パス日野駅行き五小前にて下車徒歩3分

日野駅より京王パス八王子駅行き日野自動車工場前下車 徒歩5分

児童数 男247名女247名計499名(うち病弱児 5名)

校長氏名鈴木利恵子 教頭氏名菊岡俊介

1. 沿革の概要

日目34. 4. 1 日野町立日野第五小学校開校

4. 6 日野第二小学校、日野第三小学校の校

舎を借用し授業開始

6. 8 第 1期工事完成新校舎にて授業開始

(現在地)

昭35. 9. 13 第 2期工事完成2部授業解消

昭36. 5. 31 第 3期工事完成

8. 28 大プール、小プール竣工

昭38. 2. 20 校章制定

昭39. 3. 11 校歌発表会

3. 25 校旗制定(卒業記念寄贈品)

昭40. 4. 1 芝山分校日野六小として独立

昭42. 2. 23 都、市研究協力校発表会

昭43. 5. 20 体育館竣工

H百44. 3. 3 創立10周年記念式典

H召50.4. 1 訪問学級設置

昭51. 3. 31 校舎全面的改修着手

昭54. 3. 31 校舎 5教室改修

昭55. 3. 31 校舎 5教室改修

昭56. 3. 31 校舎 6教室改修 (H校舎)

昭59. 3. 31 理科室改修、玄関ドア取付

昭60. 3. 31 体育館床研磨

昭61. 3. 31 渡り廊下屋根取替

昭62. 9. 校舎新築本決まり

昭63. 4. 18 改築設計予算決定

平元. 3. 29 校舎改築工事予算承認

7. 17 校舎改築工事着工

平 2.3. 26 一年校舎取りこわし工事

4. 5 さやか学級新校舎に引越し

7. 30 新校舎へ引越し

8. 1 旧校舎解体工事

9. 1 新校舎で授業始

11. 30 30周年記念・校舎落成記念式典

12. 5 校庭工事検査完了

平4.2. 25 「さやか学級」公開研究発表

平 5.1. 7 体育館舞台袖幕取替え

6. 11 体育館舞台吊物昇降機工事完了

平 6.11. 28 さやか学級研究発表(文部省調査研究

協力校)

平 7.3. 8 体育館舞台鍛帳工事

6. 15 社会教育施設として、一部教室を開放

8. 17 特別室棟非常階段防護側}設置工事

平 8. 8. 31 トーテム広場階段のスロープ化

平 9. 7. 29 校長室 ・事務室 ・主事室エアコソ設置
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8. 25 校舎 ・体育館 ・雨よけ防止ボー ド設置

11. 24 校庭防塵処理完了

平10. 3. 10 体育館一舞台中幕取り替え

2.歴代校長

氏 名 年 月 ~ 年 月

1曽 島 光 昭34.4. 1 ~昭36.3 . 31

浦 上 増太郎 昭36.4. 1 ~昭39. 3 .31 

寿 文 雄 昭39.4. 1 ~昭42.3.31

星 町' 正 男 昭42.4. 1 ~昭47 . 3 .31 

T記 井 男 昭47.4. 1 ~昭49.3.31

井 知 夫 昭49.4. 1 ~昭52.3.31

多 EEヨヨ 直 之 昭52.4. 1 ~lIg56. 3 .31 

田 中 光 昭56.4.1 ~昭60. 3 .31 

上 LU 洋一郎 111360.4 . 1 ~平 3 . 3 .31 

野 キマ 武 郎 平 3.4.1 ~平 5 . 5.7

~[ll 石 重 輝 平 5. 5 .16~平 9 . 3 .31 

鈴 本 利 恵 子 平 9.4.1 ~現在

3.地域の環境

昭和33年日本住宅公団により日野台地が開発され、

多摩平団地が建設された。この一角に日野第五小学校

が設置された。南は中央線、北は国道20号線(甲州街

道)にはさまれ、パス網が発達し交通は便利である。

団地の住宅以外に住宅街、商庖街をかかえ、付近に

は日野自動車など 4つの大会社がある。また、自然環

境に比較的恵まれ、団地内は公園、緑地、広場などが

整備され立木、芝生に固まれた空間は静かな住宅地と

してよい教育環境となっているが、公団建て替えによ

り、ここ数年児童数の減少傾向にある。

4 教育目標

人間尊重の精神を基調に、 これからの社会において

児童一人一人が心身共に健康で主体的に生き、個性を

発揮し、生涯を通して自ら学ぶ意欲と学習の仕方を身

に付け、国際社会に貢献できる児童を育成する。

児童像として ・健康で たくましい子ども

・心豊かで 明るい子ども

・進んで学び 工夫する子ども

・認め合い 助け合う子ども



5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・重点研究「主体的な活動を通して、楽しく学び合う児童の育成」の実現に向け授業改善を図り 、主体的に学ぶ力

や学び方を脊てる。

-指導教材を基礎的 ・基本的な事項に精選 し、 指導計画のもとに個に応じた指導の工夫を図り 、学力の定着に努め

る。3、4年生は、ティームティーチングを行う。

-地域の自然 ・社会環境の活用や教材 ・教具の整備活用を図り 、体験学習を取り入れるなど積極的に行い、生きる

力を育む。

イ.道徳

・自然や人々とのふれあいを深める体験や動植物を育てる体験を通して、豊かな感性を育て児童の内面に根ざした

道徳性を育てる。

-資料を整備 し、全体指導計画のもとに道徳授業の充実を図る。

-教師と児童及び児童相互の人間関係を深め、他への思いやり等の心情を陶冶しその実践力を育てる。

ウ.特別活動

・学級活動、児童会活動、クラブ活動等に異年齢集団の活動や交流教育を取り入れ、楽しい学校生活を展開 し、自

己存在感を味わわせる。

・児童の興味、関心のある多様な集会活動を主体的に実施させ、自主性を育てる。

・身近な環境に日を向けさせ、勤労生産 ・ボランティア活動等を通して、環境をよりよくしていこうとする実践的

態度を指う 。

(2) 特色ある教育活動

・集会活動を企画し、兄弟学級等、呉年齢集団の活動を通し、規律ある楽しい学級、学校生活にする 0

・多目的ホール、多目的教室、視聴覚機器等の施設、設備の活用を通して主体的な活動を促し、学習活動の充実を

図る。

・地域 ・保護者への共通理解を求め、 「ク リーソandオア シス」を合い言葉にし、社会人講師を活用し、総合的学

習の税点に立ち、学校生活ーに変化と活力をもたせる。

(3) 生前指部 ・進路指導

ア.生活指導

・ 年 I: : Jの重点生前目標及び傍Jlの指導円襟を具体的に設定し、生存~~vJ会 ・ 生活折導全体会等で指導内容を明確にし、

教職員の共通即解を図り、基本的生研習慣の定着と、 「安心して生活ができる安全な学校」を目指す。

-児童の心身の安定を図るために、教師と児童とのふれあいを慨にし、教背中11談の指導体制を強化 ・充実を図る 0

・家庭、地域の辿抗を深め、基本的学習 ・生前習怖を身に付け、実践できる児童を育てるため、児童一人一人のよ

さを深く理解するとともに、個々の謀題に的確に対応する。

イ.進路指導

• y己主一人 一人の特性を卜分理解し、よさを認め励まし、その個性や能力をや11ばし、将来の希望等について教育活

動全体を過して指導する。

・全教育活動を通して、 A 人 一人がめあてを持ち、生慌を;mして、 主体的に学刊を推進する意欲と態度を育成する。

6.本年度の研究主1m
「主体的な情動を通して、楽しく学び合う児童の育成」一聞 く・話す・3くなどの表現活動を通してー

7. ，f:校の特色

住宅公団の進 1 1\ に作い 、 Il {j和34年新しい~築棟式により建設された。 当時少ない児童数と広く静かな校以の中で

.fi~悲! (I句教育所!l!IJをめざしていた。 しかし児童数の急I，Wl vこより 、 8 同に立る J首改築の後、新しい胞設 ・ 設備の整った

現在の校舎が平成 2年に完成した。校地|付には手入れの行屈し、た樹木が多く 、静かなf埼境の中で学習ができるよう

13;1境の終的ができている。平成 7年度より多n的ホール、教室を航極的に地以に開放し、聞かれた学校としてその

他進役を採たしている。

H々の教育活動で・は、diの重点 ・課題のもとに地域 ・児童の実態にμ1Iした創立ある指導の実践に鍔めるとともに、
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多目的ホール ・多目的教室を生かした学習活動を取り入れている。

校内研究では主体的に学ぶブJ:を育成するために、本年度は 「主体的な活動を過して楽しく学び合う児童の育成」

を研究主題に取り上げ、基礎・基本となる内容を重視し、|片jく、話す、書くなどの表現活動を通して、主体的に学

ぶ力を育成するとともに、泣かな心情を育てることを目指している。

学校行事や特別活動では、兄弟学級の活用を取り入れながら体力づくり 、運動会、音楽会、さらには身近な環境

に目を向けさせ勤労生産 ・ボランティア-活動等の教育活動を設定 している。

0各学年では発達段階に応じ、主体的に学ぶ力 ・表現力を高める指導法の研究に努め、児童の主体性を高める。

0児童と児童、児童と教師相互の交流を通じ、教育相談 ・個別指導を重視し創立ある教育活動を実践する。

0兄弟学級の活動を通じ、児童の創意や発想を大切にし、最後までねばり強い活動を推進する。

8. ひの っ子教育21研究員

越村あや 子 教 育相談 盛

山木さゆ み 総合的学習 坂田

9. その他(教職員の研究歴)

限 中央研 研究員 開 発 委 員 海 外 派 遣

l 
鈴本 利恵子 鈴 本 利恵子 τILヒ，、 ，立S司E 由具 菊岡俊介

(平 4) (昭59国語) (昭60休育) (平3ヨーロッパ)

2 
ゴ，じゴ.、 立J吐E 由 7目『 菊 岡俊介 風野敏 子 育 相[1 晴美

(平 4) (昭63社会) (平 7 生活) (平7 ヨーロッパ)

3 
松岡 容子 亡dじと，、 立J吐E 由具

(昭53 図工) (平7長)

4 
τd巳l=.、 J主R9札 由 具

(昭59体育)

5 
育 相11 晴美

(平6 社会)
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諸民 学級経営

:rr. 
臼

文部省 ・東京都

楽

道徳 ・助 言 研

菊岡俊介 室住芳 樹

問 文自由↑撒酬) (平10)

菊岡俊介

(昭62上智大カウγ七り γグ研究所)



日野市立日野第六小学校

日野市多摩平 3-21 

042-581-4686・0366 FAX 042-581-0366 

中央線豊 田駅北口下車 徒歩13分

京王パス コニカ裏門下車 3分

児 童数 男214名女201名計415名

学校名

世

干u

a
常よ

-吉
ロ

在所

電

順路

校長氏名小笠原久雌 教頭氏名岡田 蕎美子

1. 沿1ft;:の概要

u召39. 1. 1 日野第五小学校芝山分校として設置

児童 1 年~ 3 年

7学級 263名

日野第六小学校として開校

14学級 児童数515名教職員21名

プール完成(6コース25m) 

校歌の発表会

児童の体力づくりの研究発表会

南校舎(普通教室11、職員室、校長室)

完成

屋内体育館完成

正門前舗装、北西門取付

「児童の社会性育成の実践指導」発表

(市研究協力校)

「考えさせる授業への手だて」発足

南校舎 3附増築(普通教室5、音楽室、

管理室 4) 

南門完成

18 49年度都愛鳥モデル校に指定

開校十周年を祝う 会

10 体育合時完成

円野市j也が丘小学校分肉陸

上 北校合非常附段完成

Ili{56. 11. 18 六小こどもまつりの実路

lI{j58. 11. 26~27 展覧会開催刊行不1142年以米16年ぶ

り)

体育館屋恨等の塗袋、大プールビニー

ル張り 、南校舎内装改修

北校舎廊下の張り替え

29 創立20周年記念、ノミ小子どもまつりを

行う 円形北地完成

校庭南側生垣完成

体育館のほ ・壁面改修

IIs40. 4. 1 

9. 6 

H百42.2. 21 

lIi{43. 2. 22 

6. 17 

1I{{45. 2. 28 

11{{47. 2. 28 

3. 

4. 

IIs49. 4. 

3. 

11{{59. 7. 

1I{{60. 6. 

1I{{61. 12 

1I{{63. 8. 

11. 12 節 1rllj汗楽会IJRく。この年より 、学芸

会、1舵覧会、ffi集会を11闘に行う

ふJZ1. 8. 北校舎玄関、下駄m新設

、p.2. 3. 1 ラソチルームが新装なる

平5.3. 31 造形砂場完成

4. 人権尊m教育の惟進校桁定

11. 6 ~ 7 展覧会を行う

、li.6.11. 5 ~ 6 W 3 j口lrfi集会をIJMく

ギ7.3. 17 プール薬品JJI完成

6. 1 ~10. 10 I有校件大改修一WI工事、体育

町{改修、北校イ212給水竹工事

平7.11. 11 三十周年記念行事子ども祭り

11. 17~18 三十周年記念学芸会を行う

12. 2 三十周年記念式典 ・祝賀会を行う

平 8. 7. 3 ~ 11. 22 南校舎大改修二期工事

平 9. 1 フ。ール循環器自動化

8 図工室床改修

10. 校庭フェンス改修

11. 14~15 音楽会

2.歴代校長氏名

氏 窄l 年 月 ~ 年 月

加々 美 良 英 昭40.4. 1 ~昭43. 3.31 

峰 岸 敬次郎 H百43.4. 1 ~昭46.3.31

思? 海 圭 昭46.4. 1 ~昭50 . 3 . 31一
安 積 キIJ 治 昭50.4. 1 ~昭53.3.31

光 氷 久 夫 昭53.4. 1 ~昭57. 3.31

1i 井 士 昭57.4. 1 ~昭62. 3 .31 

市 7]( じ 郎 IlB62.4 . 1 ~平 4 . 3 .31 

幡 建 平 4.4.1 ~平 8 . 3 .31 

小笠原 久 1i4t 平 8.4.1 ~ 

3.地域の環境

日野市開発の先駆けとな った多摩平団地と静かな住

宅地域の中に位置し、近くにコニカ、富士電機、帝人

等の工場がある。飛行機の騒背はあるが教育的環境は

比較的よし、。
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4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校の教育は人間尊重の精神を基調とし、法規に基づき、地域社会の特性をふまえ、 民主的社会人として調和

のとれた人間形成の基礎づくりを目指して、次の目標を定める。

0考えながら学ぶ子

0思いやりをもっ子

0がんばりぬく子

。身体をきたえる子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア.豊かな心をもち、た くましく生きる児童を目指す。特に 「考えながら学ぶ子J I思いやりをもっ子」を重点目

標に掲げ、知 ・情 ・意 ・体の調和のとれた児童の育成を基盤にすえ、自己教育力を高める教育活動の充実を図る。

イ.児童の自ら学ぶ意欲を育てるために、学習の基礎的基本的な内容を重視し、教師の協業を図りながら、個性と

能力を引き出す教育活動の推進を図る。

ウ.具体的な学年 ・学級目標を設定し、その具現化を目指す。学年・ 学級聞の協力体制を強め、効率の高い教育活

動の展開と、教師の研修 ・研究を推進し、学年・学級経営の充実に努める。

エ 生命尊重 ・人権尊重の意識を自ら高める児童を育むために、 全ての児童の交流を大切にし、相互理解と協力の

機会を設定して思いやりの心の育成を図る。

オ . 完全学校週五日制への移行に伴い、~円かれた学校を目指すと共に 、 学校 ・ 家庭 ・地域の持つ特性を生かし 、 児

童の心身の健全育成を図る。

5. 本年度の指導の重点

( 1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

0 研究主題|主体的に表現できる児童の育成」について追究する。特に児童自身の思いや考えをその子なりの表

現で伝えることにできるカがつくように学習指導法の改善を図る。

0研究や日々の授業を通して、体験的活動を重視した学習や問題解決的学習を推進する。

0児童のつまずきをなくし、基礎基本の学力を充実するため、学年を中心とした研究を推進する。

0個に応じた指導を重視し、ティームティーチ γグ指導の充実を図る。

イ.道徳

o I道徳の時間」の充実を図り、 「心の教育」を推進し、 互いに助け合い認め合う心豊かな人間関係の育成を目

指す。

0進んで働き、最後までがんばる態度の育成を図る。

0動植物を愛護する ことを通 して、 生命の尊厳についての意識を育てる。

0資料の整備・ 活用 ・指導法の改善を図り、道徳的実践力を高める。

ウ.特別活動

0学級活動の充実を図るために、児童の自発的・自治的活動を促し、自発的 ・実践的な態度を身に付けさせる。

0児童会活動を、楽しい学校、規律ある生活を目指す児童の自主的な活動の場とし、特に委員会活動 ・学級活動

との関連を強める。

0楽しいクラブ活動を目指し、児童相互に、協力し助け合う自主的な活動を大切にする。

(2) 特色ある教育活動

0異学年による活動を計画し、助け合いや遊びの機会を多くすることにより 、思いやりや責任感を育てる。

0児童の創意を大切にし、自主的に参加できる行事を企画 ・実践する。

o福祉副読本の活用や、地域の福祉施設との交流を深め福祉教育の充実を図る。

0環境副読本の活用を通して、環境教育の素地を養う 。

o男女平等教育など、人権尊重教育について研修を深め、これを推進する。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア. 生活指導

o進んで働く態度とがくばりぬく力を育てるとともに、基本的な生活習慣の定着化を図る。

0心身に障害のある児童に対し、共通理解を図り 、学校全体で見守り、育成にあたる。

0言語活動の適正化を図り、思いやりをもっ児童の育成にあたる。

0家庭や地域との連携を深め、協力しあって児童の健全育成にあたる。

イ. 進路指導

0児童一人一人の個性 ・特性を理解し、発達段階に応じた指導を図るとともに、自己の良さをより 一層{[II長させよ

うとする意欲 ・態度を育てる。
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6. 本年度の研究諜題

「セ体的に表現できる児童の育成」

7. 本校の特色

(J) 児童、教職員一体となって、花田、 自然林、情操池を整備充実し、学校緑化と情操教育に効果をあげている。

また、野鳥の愛護にも努め直接体験活動の充実の一環としている。

(2) 子どもが創る学校づくりの一環として、すすんで働く子の育成を目ざしている。

・多摩平団地の造成に伴って新設された団地校である。

・児童は細長型、都会型の体位をしめし、ねばり強、さに欠け、父母への依頼心が強い0

・保護者の教育的関心は高く、保護者会の出席状況はよし、。

8. その他(教職員の研究歴)

I~ぞ 日目 発 委 l~ 研 究 員 中 央 研

l 
小笠原 久 雄 小笠原 久 Mt 岡 13ヨ 詩美子

(55. 特所) (49. 特活) (平 6) 

2 
岡 田 志 美 子

(平2 学校保健)

3 
r~1} 間 紀 子

(平 3 生活)

4 
) 11 浩太郎

(平 6 体育)
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1.沿革の概要

明6. 5. 

明11. 11. 

明20. 4. 

明26. 4 

nJJ34. 4. 

ゆJ42. 5. 

H自16.4. 

n百22.4. 

H白27. 5. 

11{:133. 2. 

11t334. 4. 

IIs37. 10. 

11百38. 11. 

11自40. 12. 

11(141. 3. 

H百44. 2. 

9. 

H百45.4. 

nt346. 2. 

4. 

H自48.5. 

H百49.4. 

Ilti52. 4. 

nt355. 9 

H自58.2 

5 

H百60.2. 

平 5. 4. 

平 5.9. 

平 5. 11. 

平 6. 8. 

司z7. 8. 

平 9. 2. 

学校名 日野市立潤徳小学校

所在地 日野市高l幡402

電話 042-591-0409・0410

順 路 京王線高l幡不動駅下車北へ徒歩 5分

児童数 男189名女169名計358名

校長氏名 信夫清彦

三沢医王本堂を仮校舎と して開校、 ~!tl

徳学舎と称す

教頭氏名逸見明男

平10. 3. プール尚過機改修

プールサイド改修

三沢701番地に移転し、潤徳小学校と

称し校舎を新築する

2.歴代校長

校名を潤徳尋常高等小学校と変更

校名を澗徳尋常小学校と変更

校名を潤徳尋常高等小学校と変更

分学校昭景尋常小学校を廃止し、落川

分校とする

校名を澗徳国民学校と変更

校名を七生村立潤徳小学校と変更

創立80周年記念と して、白鳥省吾作詞、

信時潔作曲の校歌を作成する

校名を日g，lfIHJ立制徳小学校と変更

給食調理室完成

大 ・小プールならびに更衣室完成

校名を日野市立制徳小学校と変更 (90

周年記念式典挙行、記念事業として水

棲動物園、河川模型完成)

安全教育優良校として都教委及び者1¥学

校保健会より表彰される。

現在地に鉄筋コ ンクリー ト三階建防音

校舎完成、1&川分校廃止

屋内体育館落成

日野市立日野郡八小学校分離開校

日野市立百草台小学校分離開校

日野市研究協力校として 「学級指導の

計画と実践」の主題のもとに研究発表

協議会を開催

普通教室 9教室、学校図書館増築

開校百年記念式典挙行

日野市立南平小学校分離開校

日野市立程久保小学校分雌開校

校庭整備完了

研究発表会(国語)

開校110周年記念式典挙行

研究発表会(全学級公開、国語)

湾処内卜 γボ池完成

体育館の椴長 ・中幕・ パック幕 n音幕

新調

開校120周年記念式典挙行

家庭科室壁面塗装

砂場 ・ジャソクソレジム改修

フィ ール ドアス レチ ックス改修

-104-

代 氏 名 生手 月 ~ 年 月

初 大塚四郎右 衛門 告IJ 立

2 覚 労二 諦 暁 IV:J 9. 12~明 1 1. 11 

3 和 LLi 作太郎 明11. 11 ~明15. 11 

4 土方 喜久太郎 |別15. 11~明 17. 2 

5 宮 倉 保五郎 |珂17. 2 ~明 19. 10 

6 宮 太 之 助 |珂19.10~明20. 10 

7 須 崎 手口 l主 明20. 10~明 31. 3 

8 宮 湖 一郎 l!Jj31. 2 ~明34. 4 

9 力1:1 藤 菊次郎 IYB4. 4 ~明36. 1 

10 佐 藤 良 il刊 l珂36. 1 ~明42 . 4 

11 沖 倉 与 一 明42. 4 ~明43. 4 

12 荒木田 大 夫 IYJ43. 5 ~明45. 3 

13 宮 浦 ー自1I 明45. 4 ~大12. 3 

14 平 杉 蔵 大12.4 ~大13. 3 

15 矢 沢 久 司 大13. 3 ~大14. 9 

16 泉 栄 大14. 10~昭 3 . 3 

17 広 井 博 11白 昭 3. 4 ~昭 7. 9 

18 重 松 正 ill~ H自7. 9 ~昭14. 7 

19 鈴 木 慶 蔵 昭14. 7 ~昭22. 2 

20 赤 坂 フじ 平手 昭22. 2 ~昭27. 9 

21 塚 本 正 1Ii'327. 9 ~昭37. 3 

22 毘 崎 半次郎 昭37. 4 ~II召41. 3 

23 塚 本 正 I1B41. 4 ~II召43 . 3 

24 溝呂木 中圭 次 H百43.4 ~昭47. 3 

25 星 野 正 男 11百47.4 ~II百5 1. 3 

26 キす 田 rて~F 正 11百51. 4 ~昭55. 3 

27 黒 沢 保 制I H自55. 4 ~昭61. 3 

28 篠 4tr I ，よL 男 IIr~6 1. 4 ~昭63. 3 

29 石 里 位 IIfl63. 4 ~平 4. 3 

30 香 ) 11 三Ft司足 平 平 4. 4 ~平 9 . 3 

31 夫 清 彦 平 9. 4 ~現在

3.地域の環境

南に多摩丘陵が連なり、北は枝川が流れ、東西に田

闘が広がり 、自然環境には恵まれていたが、最近急激

に団地や住宅がふえ、 ベッ ドタウ ンと しての様相を呈

するに至った。

東西に走る川崎街道の交通量も激増し、 交通事故の

心配も多くな っている。また、平日は日野高校、 実践

女子大学、明星大学、，1コ央大学生の通学に、休日には、

高1幡不動尊、 多摩動物公園、多摩テック等の行楽に高

l幡不動駅を中心にその乗降水:でにぎわっている。



4.教育目標

(1) 学校の教育目標

人間尊重の精神を基調 とし、生涯を通して主体的に学ぶ意欲を持った心身共に健康で心:些かな児童の育成を 目指

して、次の教育目標を定める。

敬 愛

自 由

勤労

-考える子

・はたらく子

-心ゆたかな子

.健康な子

(2) 学校の教育目襟を達成するための基本方針

「主体的に課題に取り組みやりぬくたくましさと、豊かな心を持った子どもの育成」を指導の重点と して、生涯

にわたる学習の基礎を培う教育を推進する。

① 児童の主体性を育てる教育活動を通して、一人一人の個性や能力を伸ばし、互いに認め合い、励まし合い、支

え合う人権尊重の態度を育てる。

② 研究 ・研修を通して、指導内容 ・方法及び評価の改善 ・充実に努め、各教科等の基礎的 ・基本的内容の定着を

図ると共に、主体的に学習する意欲や態度を育てる。

③ 全教科 ・領域にわたって、体験的な活動を重慌し、泣かな感性や徳性を育てる。

CD Øl~かれた学校をめざし 、 地域の自然、や文化を取り入れた教育活動の充実を図ることにより 、 国際理解の基礎を
府うと共に、社会性を育てる。

⑤ 午聞を見通した指導計画の作成と指導内容 ・方法の創立工夫により 、教育水準の維持 ・向上を図る。

5.指導の重点

(J) 各教科、道徳、特別活動

ア科教科

① 主体的、意欲的な学習態度を育て、生涯にわたって学ぶ力の基礎を培う。

② 児童一人一人の個性、能力を生かす学習指導法を工夫 し、基礎的、基本的な内容の徹底を図る。

① 地域の自然や文化を生かした体験的学習や問題解決的な学習を取り入れ、思考力 ・表現力 ・情報活用能力等

を育てる。

イ近徳

① 教育活動全体を通じて、 生命尊重の思いやりの心を育てる。

② 児童の体験を生かすなど、道徳の授業の充実を図り 、道徳的実践力を育てる。

① 児童相互、児童と教l隊員との信頼関係を深め、望ましい人!日l関係を育てる。

ウ特JJ IJ~動

① 唱ましい集団活動を)rfiして、心身の制不11のとれた発達を図り、 W~i企を 1[11長する。

② E体的な活!IlJJを通して、集団の一員としての ['1党を深め、協)Jしてより良い生活を築こうとする自主的、実

践的な態度を育てる。

(2) 特色ある教育活動

① 水|眼目の仰jの学級活動や学年をこえた縦割り庇集会などでの交流により、社会性や辿情感を育てる。

② 野菜や米作り、学校周辺のf!'fM活動などの場を通して、すすんで働き、物事をな欲的にやりぬく態度を培う。

① 「読み聞かせ」ゃ「一汗読-，'Uのl時間を設け、 12かな情操を高める。

④ 浅川や向山m水親水路、日l附111、不動時など、 地域の12かな |土|然、や文化にふれる体験活動を通して、自然、や

文化を大切にする態度を育てる。

(羽 生rM行時 ・進路J行専
ア生前折it}:

① 正しい児童理解につとめ、一人一人を生かす指尽の徹底を図る。

② 教師と児童、および児?在中fI互の心のふれあいを大切にし、好ましい人11:¥1関係をつくる。

① 全教職員の共通理解のもとに、節度ある生前習仰の育成に努める。

@ 児童の世l!M~ と安全を{確保し 、 事故防止に勿める 。

① 家庭および地域とのA挑を深め、協))してク己主の健全育成に努める。

イ 進路指時

① 児屯一人 一人が 1'-1分のよさを凡つめ、生かし、r'I分の将来に拶や希望を持つことができるようにする。

② 全教育所助を通して、 Y己主一人一人がめあてを持ち、 巨体的に学習を継続するな欲や態度を育成する。
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6. 本年度の研究課題

認め合い、学び合う力を育てる指導法の研究

7.本校の特色

創立124年の歴史と伝統をもっ学校である。潤徳小を母校とする保護者、新しく住居を構えた保護者、集団住宅に

住む保護者等がおり、教育に対する関心や意識が多様である。この中で「敬愛、自由、勤労」の伝統を大切にしなが

ら、保護者 ・地域との連携を深め児童の健全育成に努めている。

0地域の自然や文化を生かした学習活動や地域の田畑を借りた生産体験学習を実施し、 「生きる力」の基礎を育て

ている。

0異年齢集団(たてわり班、兄弟学級)活動を実施することにより 、児童相互の交流を深め、社会性や思いやりの

心を育てている。

0教職員が交替で読み聞かせをしたり、本の紹介をしたりして、心豊かな児童の育成に努めている。

8. その他(教職員の研究歴)

教 育 研 究 員 研 究 生 そ 。〉 他

夫 清 彦(54 体育) 信 夫 清 彦(57 体育) 逸見明男(2 道徳助言研)

逸 見 明 男(3 道徳) 林 亀 三 (63. 開発委・体育)1

林 亀 三 (57 体育)

牙t 田 弘 美(6 生活)

町' !勝 政(8 算数)

渡 過 桂 子(9 理科)
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学校名 日野市立平山小学校

所 在地 日野市平山 4-8-6

電話 042-591-4123・0512 FAX 042-591一0512

順 路 京王線平山城祉公園下車徒歩 7分

児 童数 男179名女183名計362名

校長氏名畑野元 一 教頭氏名難波和子

1 .沿1，tの慨要

|リJ6. 5 

iリ117.

rYJ35. 5 

明41.

11円16. 4. 

宗印寺を仮校舎として開校 (真心学舎

とL、L、修業年限は 8ヵ年)

平山598番地に新築移転し、校名を平

山尋常小学校と改める。

校名を平山尋常高等小学校と改める。

尋常科を 6ヵ年、高等科を 2ヵ年とす

る。

国民学校令の施行により七生村立平山

国民学校と改める。

平 8. 新館一階蛍光灯増灯工事

本館、体育館雨漏り箇所修理

用務主事室ガス湯沸探及び排気筒取付

工事

本館トイレ転落防止棚設置工事

平 9. プール市水引き込み工事、フ ェソ ス取

り替え工事

電気関係絶縁取視装置設置工事

保健室改修工事(正面黒板取り外し等)

H百22. 4. 新学校教育制度の実施により七生村立

平山小学校と改める。

2 歴代校長

H自32. 2. 

H百38.11. 

Ufl42. 5. 

11円46. 3. 

1IP，53. 4. 

117{57. 8. 

1I({58. 5 

8. 

11(l59. 1. 

11. 

11(360. 3. 

8. 

1IP，61. 7 

11円62. 1. 

日野IHT、七生村合併により日野UIT立平

山小学校と改める。

市制施行により日野市立平山小学校と

改める。

平山 4-8-6に移転する。

滝合小の新設に作なう学区変更

平山台小の新設に伴なう学区変更

校舎窓、、屋上、体育館内部補修

開校110周年祝賀式典挙行

本館南側成部、特別教室北側窓取替

本館北非常m附段設置

体育館外壁改修

第二幼稚園移転校庭拡張

教室廊下側窓改修

正門改修

校庭整地、本町(北側アルミサッシに改

修工事、本館防火 シャッター及び扉改

修工事、本館外壁全面塗装工事

117363. 体育館屋根塗装工事、保健室校庭出入

口増設て事

平元. 西門改修、フ ェンスの生垣化

主IL3. 西側トイレ改修、生活科室改修

平4. 東側トイレ改修

平5. 開校120周年祝賀式典挙行

新館トイレ外装工事

家庭や|室、多11的室改修工事

平 6. 新館非常階段、体育館屋根塗装

消防設備、受水槽、Ff楽室改修て事

.¥11. 7. 音楽室フロア改修工事

本町(北fJllJ~住 |而、 HI経 lî の閥、新館南側

壁面塗装工事

ランチルーム全而改修工事

正門のイU目別設
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代

初

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

26 

27 

氏 名 年 月 ~ 年 月

梁 義 イ山 明6. 5~明 12. 1 

大 沢 教 之 助 明12. 1 ~明20. 3 

石 ヂ十 芳 主L 明20.4 ~明30. 5 

ゴ口= 氷 信 チL 明30.6 ~明35. 5 

宮 湘 一郎 明35. 6 ~明45. 3 

古 屋 l埠 司 明45. 4 ~大 2 . 5 

m惨 又 房太郎 大 2. 5~大 4 . 5 

平 蔵 大4. 6 ~大 9. 3 

上 回 @ 予ド 大 9. 4 ~大15. 3 

杉山 喜 知太郎 大15. 4 ~昭 6. 3 

石 J 11 雄 メL 昭6. 4 ~昭11. 2 

，烏 羽 JI良 司 昭11. 2 ~昭13. 3 

石 谷 倉太郎 昭13. 4 ~昭21. 3 

飯 塚 間1 一 昭21. 3 ~昭22. 3 

田宮五郎右衛門 昭22.4 ~IlB28. 3 

森久保 物，，，-、 治 昭28. 4 ~昭34. 3 

高 橋 本 義 日目34. 4 ~昭37 . 3 

加1々 美 良 火 flR37. 4 ~昭40. 3 

後 藤 正 太 昭40. 4 ~昭42 . 3 
'zづζ， 積 手IJ 治 昭42. 4 ~昭47. 3 

野P 晃 昭47. 4 ~昭5 1. 3 

深 沢 真 人 昭51. 4 ~昭55. 3 

林 フじ 美 昭55. 4 ~昭58. 3 
。干 藤 智 i;i 昭58. 4 ~昭61. 3 

蓮 池 守 flfl61. 4 ~平 2 . 3 

|村 藤 康 平 2. 4 ~平 7. 3 

対11 町' フじ 平 7. 4 ~ 



3.地域の環境

浅川と多摩丘陵に挟まれ、西は八王子に接し、平地、 田んぼ ・知|等の農地もいくらか残り、自然に恵まれた環境

である。近年は、団地・都営住宅 ・造成地住宅が建造され、学校周辺は農地の区画整理も進み、道路や橋も拡張さ

れ市街化されつつある。 他地域からの転住者も増加している。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法 ・教育基本法 ・学校教育法に基づき(特に人間尊重の精神を基調に)知 ・徳 ・体の調和のとれた人間性豊か

な児童の育成をめざして、次の教育目標を設定する。

0すすんで学び やりぬく子

-自ら学ぶ意欲を もち、社会の変化に主体的に対応できるカを育てる。

・自己の目標を もち、 失敗や障害を乗り越えて最後までがんばりぬ く力を育てる。

O思いやりをもち 助け合う子(重点)

・自他のよさを見つける目を育て、支え合い励ま し合う気持ちを育む。

・相手を尊重する態度(あいさつ ・言動など)が実践できる力を育てる。

Oからだをきたえ 元気な子

・すすんでからだを鍛え、た くましく生きる力を育てる。

・自他の健康 ・安全に気づかせ、心身ともに健全な児童を育てる。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科 ・道徳 ・特別活動

ア各教科

① 発達段階に応じた指導計画に基づき、児童一人一人の個性を重視した授業を推進し、 基礎 ・基本の徹底を図

る。

② 指導内容の精選、及び系統化と組織化を図り、児童が自ら課題を見つけ追求する喜びを味わえる学習活動を

工夫し、楽しく豊かな授業の創造に努める。

① 地域の人材や施設、枝川や平山城祉公固などの自然、環境等、地域の学習環境を効果的に活用し、体験的活動

の充実を図る。

イ道徳

① 全教育活動を通して、生命と人権を尊重するとともに、主体的によりよく 生きようとする精神を養う。

② 豊かな体験を通 して、児童の内面に根ざした道徳性の育成を図る。

① 日常生活において、基本的生活習慣や望ましい人間関係を培うとともに、道徳的実践力の育成を図る。

ウ 特別活動

① 児童の実態、学年の発達に応 じた指導を適切に行い、楽しい学校 ・学級づくりをめざす。

② 子どもまつり 、お正月 あそび、ユニセフ募金活動など、児童の主体性 ・創造性を生かした活動を通して、自

主的・ 実践的態度を育てる。

① 兄弟学級を中心としたお楽しみ交流会、なかよ し遊び等の呉年齢集団の活動を生か し、相互の触れ合いを広

げ、豊かな人間関係を深める。

(2) 特色ある教育活動

① 児童が主体的、創造的に取り組む集会活動の活性化を図り、 学校生活に変化と潤し、をもたせる。

② 充実した学級活動を基盤として、教師と児童、 児童と児童の相互の触れ合いを深め、よりよい人間関係を築

く。

① 外国籍児童の受入れ等を通して、互いに相手を理解し、尊重し合う心を育み、国際社会の一員 としての資質

を上音う。

④ 展覧会、運動会などの学校行事を通して、表現力を高めるとともに、目的に向かつてや りぬくことや協力す

ることの大切さなどに気づく児童の育成を図る

⑤ 校地内の水田を活用した稲作り 、野菜づくり 、花づくりなどの栽培活動、 小動物の飼育活動を通して、自然

に親しみ生命を大切にする心豊かな児童の育成を図る。

⑤ 「し、ろ りの部屋」や 「平山節」 を積極的に活用し、先人の努力に気づかせ、文化の継承や創造への意識の高

揚を図る。

⑦ 読書週間や、児童主体の「お話会」等を通して、読書生活を豊かにさせるとともに、 「調べ学習」等に図書

室の積極的活用を図る。

③ 協力的である地域の特性を生かし、 PTAや育成会など、保護者や地域との連携を区lり、 空き缶回収などの

奉仕活動を推進し、環境教育の充実を図る。
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(3) 生活指導 ・進路指導

ア生活指導

① 自己を確立し、社会集団の一員として、希望をもって明るく強く生きる力を身につけさせる。

② 「平山小のきまり」を児童の生活の基本に据え、児童が、地域や学校で生活のあり方を自ら考え、基本的行

動様式と社会規範を守った言動ができるようにする。

③ 保健 ・給食指導を充実させ、自己の健康 ・安全に気づかせ、体力の向上を図る。

@ 資料や情報を整備 ・活用するとともに、生活朝会や全体会を一層充実させ、全体計ー画や年間計画の具現化を

図る。

⑤ 効果的な学習活動と健康で安全な生活をめざし、遊具 ・施設 ・設備の点検、修理等に努める。

イ 進路指導

① よさを励まし、一人一人の児童の個性や能力 ・適性を見極め、伸長を図る。

② 全教育活動を通して、 一人一人が目当てをもち、生涯を通じて主体的に学習を継続する意欲と態度を育成す

る。

6.本年度の研究主題

「生 き生きと学習に取り組む児童をめざしてJ~本の楽しさに出会える子~ く図書指導をとおして〉

7. 本校の特色

(1) 本校は、開校125年の歴史と伝統を持つ学校である。児童の中には、曽祖父母 ・祖父母 ・父母と五世代にわたっ

て在校した家庭もあり 、学校に対する地域の愛着が強い。一方、学校周辺の開発が進み、新しく居住する者も増加

している。従って、地域からは多様な要望があり 、期待も大きし、。このような状況の中で、伝統として残されて来

た古き良きものを大切にし、新しいものを採り入れながらより良い校風をつくることに励んでいる。

(2) 児童は素直であるが、やや自己中心的傾向がある。そこで、今年度も昨年度に引き続き、 「思いやりをもち 助

け合う子」を教育目標の重点に定め教育をすすめている。

(3) 校内には、 130附余りの花壇、 100m'余りの田んぼ及び同程度の飼育小屋 ・広場がある。花や稲の栽培、がちょう

の飼育を初め、学校周辺の自然を活用した体験的活動を通して、児童の心と身体の育成に努めている。更に、地域

の旧家を移築した I¥'、ろりの部屋(和室)Jでは、そこに展示 してある背の政機等を積極的に活用し、体験的に学

習をすすめている。この部屋は、 P・T'Aや育成会の会合にも開放し、地減に聞かれた学校づくりを目指している。

8. その他(教職員の研究歴)

じで 1j}f 究 員 ひのっ子教育 21研究員 開発委員 会委員

l 佐!肱 ヒサ f(60. 保健) 難波手11 子 (63.家庭)

2 佐藤 典 子 (61.栄養職員)

3 大野 香 (7. 音楽)

4 仁11lIl l1J 真 (7. 算数)

5 大野 香 (10. 音楽)
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学校名 日野市立日野第八小学校

所在地 日野市三沢200

電話 042-591-2411・2412 FAX 042-591-2412 

順 路 京王線高l幡不動駅より東へ徒歩15分

児 童数 男355名女324名計679名

校長氏 名 園 谷 雅之助 教頭氏名光 地 幸子

1. 沿革の概要

昭44. 1. 2 開設が決定 工事に着手

4. 1 八小関係の教員並ひeに児童を分離し、

授業を開始

8. 16 日野第八小学校開校

9. 1 415名の児童に転入学通知が出された

が、校舎未完成のためそのまま潤徳小

で授業を行う

11. 1 開校式を挙行 開校記念 日と決定

11. 25 校舎落成祝賀式挙行

昭45. 1. 15 公募により校章決定

4. 1 14学級となり、プレハブ2教室増築

7. 15 校旗ができる

7. 16 25 m 6コースのプールが完成 し、 プー

ル聞 きを行う

9. 7 校 歌完成作詞米津千之、作曲渡

辺浦人

昭46. 4. 1 15学級 プレハブ教室増築

6. 4 社会教育のための校庭開放を実施する

9. 15 体育館工事着工

昭47. 2. 15 体育館落成式を挙行する

4. 1 プ レハブ 2教室増築

プ レハブ 5教室使用

6. 20 西武百草団地入居のため250名の児童

転入

昭48. 3. 本校舎8教室の増築完了

5. 校地前程久保川の工事完了

昭49. 3. 1 校門が完成

4. 1 学級増のため、プ レハブ5教室を使用

8. 15 プレハブ 2教室が増設され、図書室、

教材室として使用

9. 10 都水道に切替え

昭50. 1. 20 校地拡張西側整備完了

2. 20 第 3JVl増築完了 普通教室 6、教材室

2、非常階段、更衣室、自転車置場、

危険物貯蔵庫、投てき板

7. 15 プール市水切替工事完了

10. 25 体育館床塗替

12. 20 砂防(10x 8 m)完成

昭52. 4. 16 プ レハブ教室、調理室改修工事完了

昭53. 4. 15 プ レハブ 2階建工事完了 教室 8、図

書室、音楽室と して使用

昭54. 3. 31 プレハブ 2階建 2教室増築工事完了

11. 17 開校十周年記念式典

昭55. 3. 31 三沢台小学校を分離

プレハブ全教室を撤去

昭57. 9. 10 運動場全面改修完了

昭59. 8. 31 防球フェンス(5 x 90 m)完成

図書室(2教室打抜き)完成

昭60. 9. 26 花壇防球フェソス(5 x 35 m)完成

花培地設 (5x1.5m， 3ヶ所)

プール更衣室通路舗装

昭61. 3. 24 体育館屋根塗装 ・雨どい工事完了

8. 27 体育館照明設備新設

昭62. 1. 31 プール機械室改装

平元. 8. 31 西校舎屋上改修

11. 25 創立20周年記念式典

平 3. 10. 7 ラソチルーム完成 使用開始

平 4.10. 12 体育館改修工事完了使用開始

平 6.3. 7 生活科ゾーン整備工事完了

(砂場、屋外テーフソレ、ベソチ)

平 7.8. 24 北門擁壁工事完了

平 8. 12. 16 耐震補強大規模改造工事第 l期完了

平 9. 3. 18 プール給水管工事完了

8. 31 学級園(ひょうたん池)改修工事完了

12. 耐震補強大規模改造工事第 2)1:)]完了

2.歴代校長

氏 名 年 月 ~ 年 月

王八立 子 武 夫 昭44. 8 ~昭48. 3 

岡 本 省 ヨ同王 昭48. 4 ~昭53. 3 

古 谷 洋 太 昭53. 4 ~昭58. 3 

施 谷 義 昭58. 4 ~昭63. 3 

草 ヌ日 手口 d亡己と、 昭63. 4 ~平 3. 3 

石 J I [ 耀 子 平 3. 4 ~平 6. 3 

鈴 本 利 恵子 平 6. 4 ~平 9. 3 

園 谷 雅之助 平 9. 4 ~現在

3. 地域の環境

学校は、京王線高11幡不動駅と百草園駅の中間に位置

している。学区は東西に細長く 、学校まで徒歩40分位

要する児童 もいる。周辺は、開発途上にあり、田をつ

ぶして住宅 ・商屈が建設され、者11市化が著しい。通学

路の殆んどは、旧農道のため細長く 1111りくねっていて

危険な所もある。



4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法 ・教育基本法 ・学校教育法に基づき、人間尊重の精神を基調として、本校の教育を行う。社会の変化に対応

して、主体的に判断や行動ができ、個性豊かで、生涯を通 して自ら学び続けることのできる国際社会に生きる 、人

間の育成をめざし、次の教育目標を定める。

ア.健康でたくましい子ども(重点)

イ.美しくゆたかな心の子ども

ウ.深く考えやりぬく子ども

エ 力を合わせてはげみあう子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア. ['健康でたくましい子ども」を重点目標として、生'涯を通じて学び続ける心身共にたくましい児童の育成を図

る。

イ.自他の生命を尊び、互いに認め合い、支え合い、励まし合う好ましい人間関係を育み、人間尊重の精神を培う。

ウ.校内研究 ・研修を通して、指帯内容 ・方法 ・評価の改善、充実に努め、発達段階に即し、基礎的基本的な内容

の定着を図る。また、 一人一人の個性、能力を伸長し、生涯を通じて学習を継続する意欲と態度を育む。

エ.聞かれた学校を目指し、地減の自然や文化を積極的に取り入れた教育活動や体験的な学習活動を工夫する。

オ.自然、を慈しむ心や環境を大切にする態度を身につけ、環境の改善に主体的に働きかける実践的態度や技能を育

成する。

カ. E'I同の文化や伝統について型解を深め、郷土を愛する心を倍い、進んで国際社会に参加 ・協力できる能力や態

)立を育成する。

キ.心身に障害のある児lilの理解を深め、指導を充実する。

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

0個々の児童に即し、基礎的 ・基本的内容の指導を徹底する。

0多係な指導方法や形態を取り入れ、主体的 ・創造的な学習所助を主1];君、工夫し、思考))・判断力 ・表現力を育成

する。 3年算数科は、ティームティーチングを行う 。

0 地域の特色を生かした教育のイEり万を追及するとともに、体験的な学習を重視し、生きる力を育てる。

イ.道徳

0全教育活動を通して、 iltかな感性や徳性を酒長し、人間としての生き方や在り万の白1tを一層高める。

0道徳教育全体計画及び年間計同の改存を図り、 H寺問を充実させ、道徳的実践))を高める。

0家庭や地域との協)J・辿批を深め、体験を通して内聞に似ぎした道徳性をTf成する。

ウ.特別活動

0児liiの主体性、例造性を1"1ばす活動(八小祭、全校遠足)を泊して、一層白巨的、実践的な態度を高める。

0児i'i!の協力協働問車)(勤労生産的所動 ・4ま仕情動)を:iJ.Uして、助け合い、学:び合う心と態度を育み、望ましい

人間関係を培う。

(2) 特色ある教育活動

05込年齢集団活動で、吐かな心、生きる )Jとしての知，也、健やかな心と体を育む。

0 地域 ・家庭 ・関係諸機関との辿併を深め、環境の改持、若人福祉などにも主体的に働きかける態度ゃ技能を培う。

0心身に障害のある児屯の能))・適性に応じ、 l剥係諸機関との連携を常にしたり、共通JJI[解を図る。

(3) 生活指迫;・進路指導

ア.生前指導

0全教職員共通理解のもと、児!i1J1g併を通して法本的生柄拘↑1'tの定若を図る。

o ['八小の約束」をよりど ころに、集団の規範を守る態度や互いに認め合い支え合う態度を育む。

0家庭 ・地域 ・関係諸機関と緊械な連携を図り 、児li1一人一人のよさを深く理解するとともに、個々の課題に的

倣に対応する。

イ.進路指導

0 よさを認め励まし 、 一人 ・人の川市の ilr.Wt:や能)) ・ 適性を JJf~ 発、 1"1長する 。

0全教育活動を通して、 一人一人がめあてを持ち、生涯をJillじて lミ体(I(Jに学刊する態度をTfむ。

6. 本年度の研究主j出

11'1分の生命や他人の生命を大切にする「どもの育成」 一生命を時屯する心をTfてる 一



7. 本校の特色

① 「きれいな学校JI明るいあいさつJI正しいことば」が、本校の努力目標である。全教育活動を通して、学習・

生活 ・言語環境の整備に鍔めると共に、一人一人の子どもをたいせつにする教育を推進する。

② 恵ま れた地域の自然環境や文化財を活用し、 フィール ドワーク等の体験学習を日常の教育活動に取り入れ、学習

に対する興味 ・関心を高め、郷土を愛する心を育てている。

① 地域と連携のもと 、 2~6 年児童のサッカークラブ員が、放課後、練習に励んでいる 。 サッカー技術の向上、体

力づくり 、チームづくりを通して、健全育成の面で大きな成果をあげている。

8. その他(教職員の研究歴)

以て 中 央 研 研 究 員 日目 発 委 員 道徳助言研 ・その他

1 清水絢子(平 7. 国語) 海老原員知子(平 5.家庭) 光地幸子(平5.海外派遣)

2 海老原員知子(平8.道徳)
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名

地

話

路

校

在

学

所

電

順

児童数

日野市立百草台小学校

日野市百草999

042-591-0997・0998 FAX 042-591-0997 

京王線高l幡不動駅より百草団地行きパスにて

百 草 セ ン タ ー 下 車 徒 歩 5分

男114名女122名計236名

教頭氏名西森恵校長氏名木内秀雄

平 6. 8. 各教室採光ブロックフィルム貼布 図

工室流し改修工事

1. 71伶.;:の概要

IIG44. 8. 2 校舎新築起工

12. 1 日野市立潤徳小学校百草台分校として

潤徳小学校内で授業開始

lI{i45. 4. 1 日野市立百草台小学校として新校舎に

移転開校する 学級数 8、児童数118

名、教職員16名、市職員 3名

6. 1 開校式挙行、 6月 1日を開校記念日と

する

附46.3. 8 校旗、校歌発表会を聞き、3月 8円を

制定記念円とする

4. 30 校舎北側の開立工事完了

7. 31 プール工事完了、大プール、小プール、

シャワ一、更衣室、機械室竣工

H円47. 2. 12 調理室火入れ式、調理開始

6. 17 体育館完成

1I(~48 . 9. 26 校舎新築工事開始

lI(i49. 3. 31 .t廿築 7教室竣工

II(i51. 3. 20 Jfl築校舎完成、作通教室 9、図工宅 1

II(i54. 5. 31 開校10周年記念式挙行 記念誌、タイ

ムカプセル作jぷ

10. 31 校庭南側の附段上に正門務成

11円55. 4. 1 学区域変更により、悔が丘団地が本校

学区に編入さ れる

11行58. 8. 6 屋上フェ γス取借完了

9. 7 校庭改修工'11=完了
Ilr{61. 4. 3 小プール底改修工事完了

附62. 3. 19 校庭内門改修工事完了

1I({63. 2. 8 本校舎南側外壁修理及び塗装

6. 25 A V.qI.設置工事完 f
9. 10 外壁塗装工事完 r(本校舎北側)

平1. 2. 21 プール竹理事R外壁修理塗装完了

10. 3 体育館、補修、改修工事完了

(床面、外壁塗装合)

'IL 2. 3. 10 新校舎漏水配竹修理完了

7. 21 'rIJ:JIj)Jノくスケ 7 トボール設置

8. 3 給食室シ十ツター取り 付け

10. 26 プール、足洗い場設位、とびこみ台撤

去

11. 16 IJf~校20周年記念式挙行 記念誌発行

、f3. 3. 29 クーラー設世 (保健室)

8. 30 給水竹改修工事完了

平4. 3. 31 飼育舎新設

平5. 1. 21 和室新設

4. 1 つくし学級(伯紺 ・通級)開設

2. 歴代校長

氏 名 年 月 ~ 年 月

岡 本 省 ヨ区三コ 昭45.4. 1 ~昭48.3 . 31

中ナ 田 安 正 昭48.4.1 ~昭51. 3 .31 

1]] 中 春 男 Ilfi51. 4 . 1 ~昭55 . 3 . 31

竹 内 音 治 flfi55.4 . 1 ~昭58.3 ， 31

d」じ~，、 賀 頼 治 昭58.4. 1 ~昭59.9.8

中、I 松 徹 昭59.10.1 ~昭63 ， 3 .31 

I-土 メIj 喜 一 IIA63.4 . 1 ~平 3 . 3 .31 

小笠原 久 雄 平 3.4.1 ~平 8 . 3 .31 

木 1)ヨ 秀 雌 平 8.4.1 ~現在

3. 地域の環境

n !1fT'市の南東部にあ って、多摩丘陵に造成された、

行革団地と悔が丘団地とが主な学:区域である。

団地の内外ともに起伏が多く、まわりには緑豊かな、

静かで変化に白んだ高台がある。

眼下には、枝川がゆ っくりと流れ、その向うには日

野市外に続いて立川まで一望することができる。近く

には多摩動物公園や百1王国等があり 、日曜日には者IS睦

をさけたリクレーションの人々でにぎわう。

II然にいだかれたよい環鹿といえよう。



4.教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法 ・教育基本法の精神に基づき、人間尊重の精神を基調とし、児童 ・地域の実態をふまえ、健康な体と、思い

やりとたくま しさのある心を持ち、自ら判断 し主体的に行動する児童の育成を目指 し、 次のように学校教育目標を

設定する。

0元気な子ども

0働く子ども

0考える子ども(重点目標)

0助け合う子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

進んでよく考え、主体的に行動できる児童の育成を指導の重点とする。

「よく考え行動する」児童の育成と「心の教育」を強く進めることを常に教師が意識し、児童の発達段階に則し

て、目標を具体化する。指導の場面では、児童が他者との|見わりの中で、互いに考え、認め合い、思いやりを持ち、

主体的に行動できるよう創意を生かした教育活動をすすめる。

そのために、

・全教職員の共通理解のもとに、 一層組織的計画的に全教育活動を進める。

・教職員が更に、研修 ・研究を深め、児童が基礎的 ・基本的学力を身につけ、自ら学ぶ力を培うことができるよう

に、体験的学習を多く取り入れる等指導の工夫をし、授業の創造に努める。

・体育 ・道徳 ・特別活動の指導の充実を図り、児童が進んで心と体の健康づくりに取り組み、思いやりとたくまし

さを育むことができるように努める。

-児童理解を深め、児童の個性 ・特性を引き出し、児童が互いに認め合い、更によりよい仲長ができるよう励まし、

協力し合えるように指導を強める。

-児童の安全で楽しい学びの場として、美化・整備等の環境づくりに努めると共に、児童が地域や学校の自然、を大

切にし、いつくしむ心を育て、命の尊さを認識し主体的にその保全 ・改善のために行動できる実践的な意欲 ・態

度を育む。

・「聞かれた学校JI交流する学校」をめざし、家庭 ・地域 ・近隣校との連携と交流を密にすると共に、相互の役

割を明確にし、理解しあい協力して教育活動を進める。

・学校五日制の趣旨を生かし、児童が主体的 ・計画的に休円を家庭 ・地域ですごすことを尊重し、児童一人一人の

体験を通した学びを大切にする。

5.指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

児童自ら進んでよく考え、主体的、意欲的に取り組む学習をめざす。

-授業時数を確保し、指導法の改善に努める。教材 、教具の開発、視聴覚機器の活用等を基に、基礎的 ・基本的事

項を児童一人一人に身に付けさせると共に、児童の興味、関心、意欲や学習過程を大切にした授業の展開に努め

る。

-地域の教材を積極的に活用し、体験的学習を多く取り入れ、生きて働く学力の育成をめざす。

イ道徳

豊かな体験を通し、善悪の判断、自他の生命の噂さや忠L、やりの心を大切にする実践的態度や行動を、道徳の

時間の指導の他、全教育活動を通して育み、いかなる偏見や差別もなくし、人権を尊重し平和を希求することの

大切さを自覚させる。

ウ 特別活動

児童の個性 ・特性、体験、意IJ意が生かされ、児童が喜びをもって主体的に参加する望ましい集団生活を目指す。

そして、児童の活動が生かされ、認め合えるように支援してし、く 。多様な活動を通して、心身の健康や安全に自

意し、豊かな情操を育て、望ましい人間関係を持てる等、人として調和のとれた発達を図る。

(2) 特色ある教育活動

・読書指導を更に充実させ、児童に豊かな情操や思考力を育む。

・草花の栽培、ミニ動物園の飼育活動を通し、自然、をいつくしみ、愛する心を育て環境の改善に主体的に働きか

ける行動力や実践的な怠欲、能力、態度を育む0

・本校通級学級や都立七生養護学校との交流教育の発展、充実をはかり 、互いに認め合い、支え合い、励まし合

う、豊かな人間性を培う 。

• 3年生以上の児童が学校の仕事を分担し、発達段階に応じた活動を通して主体的な実践力を楕う。また、児i'ii

活動「百草タイム」では、学年を越えた遊びを通して、他学年児童との交流を図る。
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• 1学期〔水泳〕 、2学期〔鉄俸〕 、3学期〔組跳び〕と学期毎の体育の重点を設定し、児童に発達段階に応じ

た到達度カードを持たせ、意欲的に技術習得に取り組ませる。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア 生活指導

「よく考えて行動できる子」を重点目標とし、主体的に生活 していく力を培う。児童が親しみ、日常的に意識

できるように「まず考えよう。そしてやてみよう !Jを、具体目標として、児童の意識化を図る。児童一人一

人の成就感、達成感を大切にすると共に、更に、集団としての高まりを目指した指導を基に、基本的生活習慣

や集団生活におけるきまりの遵守、安全な行動等を児童が主体的に身につけるよう努める。

イ 進路指導

・生活全般の体験を通して、児童自らが自分の長所を発見し、その長所を仲張し、自己を向上発展させる意欲や

態度を育てる。

6. 本年度の研究課題

「考える力を育てる指導法の工夫」

7. 本校の特色

在学児童のおよそ85パーセントが、住宅公団百平団地から通学する児童であり、いわゆる団地学校である。そのた

め通学路は整備され、専門の遊歩道が通学路となり、安全性は極めて高L、が、学区域は狭L、。多摩丘陵のー画にあり、

自然、には忠まれている。

特色ある行事

0毎週木|臨円を児童集会とし、勤労体験的内容(草とり集会、石ひろい集会他)も加味した児童主体の活動をする。

0心身障害理解教育推進協力校として、近隣の長護学校との交流に力を入れている。

8. その他(教職員研究腔)

じで l珂 究 只 IJH 発 委 員 道 徳 ・ 助 マ口 研

1 木内秀 雄 (S54. 社会)北野義昭 (S60. 図工) 西 森 恵 子 (H 5 ) 

2 西森恵子 (H4. 家庭)

3 イ7 賀康美 (H6. 社会)
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学校名 日野市立滝合小学校

所在地 H野市西平山 2-3- 1

電話 042-583 -5172・5173

順 路 京王線平山城祉公園下車徒歩10分

児 童数 男 167名 女179名 ~-j- 346名

校長氏名西田敦子

1. 沿革の概要

昭44. 12. 26 敷地購入(仮称第11小学校)

昭46. 3. 31 南校舎 (A棟)完成。プ レハブ校舎仮

設使用

4. 1 日野市立沌合小学校開校

20学級編成、教職員27名 市i隊員6名

4. 6 第 l回入学式、始業式

4. 30 運動場体育固定施設の設置

5. 30 北校舎 (B棟)完成

6. 1 開校記念日

6. 5 掲揚塔、水飲場、足洗場完成

6. 30 給食室竣工

7. 20 プール竣工

10. 1 校庭鉄柵竣工、花埴 ・池完成

12. 1 校章、校歌制定

H百47. 1. 21 エル ・サルパドル国教育局次長視察

2. 20 体育館 ・校内通路完成

2. 25 落成式

3. 25 第 1回卒業式(卒業生78名)

11&，50. 2. 18 体力作り研究発表

4. 校庭植樹250本

1I{]51. 3. 旭が丘小分離 (児童201名)

8. 動物園完成

4. 校地内に学童保育所完成

昭53. 9. 26 校庭全面整{i1l'l完成

~I自58. 8. 中庭舗装排水工事完了

昭59.8. 30 給食室タイル ・壁修理完了

昭61. 5. 6 体育館内工事完了

昭62.1. 29 プールシー ト防水加工工事完了

2. 6 シューティングボー ド工事完了

8. 31 A棟外装工事完了

11自63. 8. 31 B棟外装工事完了、校庭南側フェソス

平元. 8. 31 

平 2. 8. 

平 3.8. 

-'1Z4. 1. 

8. 

平 5.8. 

平 6.8. 

平 7.8. 

平 9. 3. 

平10.2. 

移設工事完了

給食室ダム、ウエータ工事完了

校舎北側舗装

外部水飲場改修、A棟 1階廊下塗装

AV調整卓交換

A棟2.3階廊下塗装、A棟 3階教室内

装

A棟廊下改修、2階教室内装

体育館全面改修工事完了

B棟専科教室 ・廊下塗装

A棟 1階廊下塗装

A棟屋上フェンス取替工事完了

教頭氏名 森野 豊

2.歴代校長

氏 名 年 月 ~ 年 月

|峰 岸 敬次郎 J1B46. 4 ~ 昭50. 3 

鈴 木 英 夫 IIB50. 4 ~ 昭53. 3 

栴 田 Eえ J1B53. 4 ~ 昭56. 3 

鈴 木 f政 良E H百56. 4 ~ 昭59. 3 

野 口 日目 平 昭59.4 ~ 昭62. 3 

有 泉 徹 良rs H百62. 4 ~平 3. 3 

草 メIJ 告 平 3. 4 ~平 7. 3 

西 田 敦 子 平 7. 4 ~ 現在

3. 地域の環境

本校は、日野市の南西にあって、校庭の南側に枝川

が流れ、その向こうに緑の多摩丘陵が続く。周聞に田

知11が多く 、屋敷森等も伐る回国のclコに位置している。

小鳥のさえず りも聞かれ、冬には枝川周辺に数多くの

わたり鳥がみられる。
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しかし、学校周辺には住宅街もあるが、児童数は減

少し続けている。学区域は、中央線の南側まで広がっ

ており 、通学時間で30分ぐらいの児童もいる。

近年、学校前の道路を通過する自動車が増え交通事

故の危険は増大しつつある。



4.教育目標

(1) 学校の教育目標

人間尊重の精神を基調とし、自ら進んで調和のとれた人格の形成に努めることのできる児童の育成をめざして、

次の教育目標を設定する。

0健康でたくましい子ども(心と体の健康)

0勉強に努力する子ども(意欲とねばり強さ)

。進んで協力し、実行する子ども(心のふれあいと実践力) (@は重点目標)

O生きものをたいせつにする子ども(思いやりと生命の尊重)

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

知 ・情 ・意 ・体の調和のとれた児童の育成を目指し、自己教育力の育成、基礎・基本の重視、個性・能力を尊重

した教育を意図的、計画的に行う。

ア.教育目標を具現化するために、学年、学級の実態及び児童の発達段階に即した具体的目標を設定し、学校の

教育活動全体を通じて実践活動を進める。

イ.各教科及び各学年相互間の関連を図り、各教科の目標と各指導事項との関連を十分配慮、し、児童一人一人に

基礎的 ・基本的な内容を確実に身につけ、学ぶJ立欲を高め、児童が主体的に学ぶことができるよう授業の工

夫改善を図る。

ウ.道徳の時|品lが各教科及び特別活動における道徳教育と密接に関連を図りながら、自他の生命を尊び、たくま

しく生きる児童の育成を目指し計画的、発展的に指導する。

エ.全教育活動を通じて、生涯にわたり健康で安全な生活を営むために必要な能力や態度が身につくように指導

の充実を図る。

オ 殺が国の文化や伝統を大切にする態度を育てると同時に外国の文化に目を向けさせ、国際社会に生きる力を

育む教育を推進する。

カ.学校行事等の計画を立てる際には、各教科との関連を考慮、し、授業時数の確保に努め、児童の負担にならな

いよう配慮.する。

キ.児童がよりよい教育所動を展開するために教育環境を控える。

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア. ~キ教科

oflrtlに応じた指導を工夫し、基礎的・基本的な内容を縦突に身に付けさせる。

0体験的な学習やr:-¥j姐解決的な学習を進め、自ら考える力や学ぶ力を身につけさせる。

0多様な学習活動を通して位かなおIJ造力や表現刀を育てる。

0 地域の人材・ n然・ 文化 ・施設等を柄用し学ぶ喜びゃ学ぶ楽しさを体得させる。

0ティームティ ーチングによる桁却を工夫し、児童のもつ良さをfr!1長:し、学ぶ意欲を育てる。

イ道徳

o { I~ IUI指導計画を見出し 、 道徳の時間の充実を図り道徳的実践力を育てる 。

0体験的活動を重視し、楽し く学ぶ道徳の時間を工夫する。

0教育活動全体を泊して、教師と児童及び児茸相互の人間関係を深め、人権尊重 ・生命尊重の心を培う。

0家庭 ・地域社会と辿批し、 IIt宇の感情の育成や社会のノレール ・人としての生き方等を体得させる。

ウ.特別活動

0学校生活における集日1問即Jを)ulして調和のとれた心の発達と個性のfl↑1長を図り 、間勤を充実させるための企画

))・実践力を長う 。

0 集団活動にな欲的に参加!し、人とのふれあいを通して望ましい人間関係を育てる。

0学校生活がより良く過ごせるよう、集団の 一日としての自覚を更に高め、協力する態度を養い、自主的実践的

態度を育てる。

(2) 特色ある教育所動

0 地域の I~I 然、や人材、文化、施設等を積極的に前川し、創立ある教育活動を展開する 。

0 動植物の飼育松精ゃR化に勿める奉仕活動を重視し、生き物や自然をいつくしみ環境を大切にする心を育てる。

0 民年齢による rl主的 ・創造的問動や交流を重視し、互いに認め合い協力し合う気持ちと態度を育てる。

(3) 佐川指導 ・進路指噂

ア.~I二所指導

。 ;UJE理解に基づ き、 一人一人の児童の人絡を時重し 、 fl;~ÎitÈを生かしながら 、 社会的資質や行動力を高め、 学校

生日を有意義で充実したものにさせる。



0基本的な生活習慣 ・行動機式や規律ある生活態度を身につけるために、地域及び家庭と述携を深めながら指導

にあたる。

イ.進路指導

0生涯にわたって主体的に学ぶ学び方を身につけさせ、進級、進学についての適切な指導を行い、自己実現を図

れるように努める。

0趣味 ・特技等児童がもっている能力が発揮できる場への参加を勧め、個性や特技を伸ばし、将来に希望をもた

せる。

6. 本年度の研究主題

子どもが意欲的に学ぶ学習活動の工夫

7. 本校の特色

校地面積20，458m'という恵まれた敷地内に1周200mのトラック、バスケットコート 2面二の字形にならんだ校舎、

周辺部に飼育小屋、プール、体育館があり落ち着いた空間をつくっている。

児童は全般的に素朴 ・純情 ・素直などの美点を持ち、活発に行動する元気な子が多L、。保護者の学校教育に刈する

理解は深く、極めて協力的である。学校行事にも積極的に参加し、 大いに内容を盛り上げるくれる。通学路の点検も

協力的である。

0野菜の栽培など勤労生産学習の充実

0児童が係で活躍する運動会

0児童会主催、学区オリエンテーリング ・滝合子どもまつり

0児童の希望を生かしたクラフ.活動

8. その他 (教職員の研究歴)

研究

佐藤文敏

(3.教育課題)

EJ日

西

発委員

田敦子

(60. 家庭)
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西

の 他

田敦子

(58.海外派遣)



学校名

所 在地

電話

順路

日野市立高幡台小学校

日野市程久保550

042-591-7011・7012

呆土線高l幡不動駅より 百草団地行きパスにて 5分

高l幡台団地下車

児童数 男116名女98名計213名

校長氏名許斐文代 戊教頭氏名上保

l 沿革の慨要 I 2 歴代校長

昭46. 8. 7 校舎新築工事起工

昭47.3. 10 日野市立高l脈台小学校として開校

鉄筋 3階建校舎

普通教室 12 特別室 9 

特別教室 4 

学級数 12 

5. 27 高幡台小学校PTA設立総ム

6. 24 Ijl~校式

本日を開校記念日とする

8. 1 プール完成、プール聞き挙行

昭48. 2. 24 校旗 ・校歌制定

10. 6 体育館落成式

11自49. 4. 1 第一期増築工事完成

普通教室 9・図書室 1・職員室

改造工事

昭51. 10. 13 高幡台小学校の位置標識

標高118m 

昭53. 3. 31 第二期増築工事完成

昭54. 1. 24 防火シャ γターを全部防煙シャ ッター

へ取倭完了

昭54.3. 4 玄関脇造図工事完了

昭55.7. 5 校庭南門工事完了

昭56. 2. 7 校舎南側に学級闘完成

8. 30 給食配膳室改修工事完了

H百57. 11. 11 開校10周年記念式典

11自59. 8. 20 屋上高世水柑取替(新 ・IElfi官)

昭60. 8. 25 プール際防球ネ ット取付

昭61. 8. 1 丸木遊具製作(職員)

昭63.7. 27 校庭改修工事

7. 30 新館階段天井アスベスト改修

3. 15 休育館ノくスケッ トゴーノレ取付

平 2. 7. 23 校庭および屋上フェンス改修

平 4. 3. 5 プール改修工事完了

3. 18 和室(し、 こいの間)完成

7. 29~10. 1 外壁改修工事(第一JUD
12. 5 開校20周年記念式典

平 5.5. 11 すべり台補修

5. 拘束階段(校庭)手摺取付け工事

8. 11 放送室AV制整卓新設

9. 16 職員室クーラー取付

9. 28 屋上全面防水工事完了

10. 13 東校舎外壁改修工事第二期I完了

平 7.9. 13 体育館改修工事完了

氏 名 年 月 ~ 年 月

平 松 健太郎 昭47.4. 1 ~昭50.3.31

手 代木 平日 夫 昭50.4. 1 ~昭54.3.31

近 内 信 あ事 昭54.4. 1 ~昭58 . 3 . 31

津野田 昭 昭58.4. 1 ~昭62 . 3 . 31

泉 ~全主~ 夫 昭62.4. 1 ~平 4 .3.31 

ヨ伝 ，烏 政 邦 平 4.4.1 ~平 8 . 3 .31 

斐 文 代 平 8.4.1 ~現在

3.地域の環境

日野市の南東部の多摩丘陵に造成された高l幡台団地

が、おもな学区である。高幡台団地は、 5階か ら11階

の高層鉄筋住宅で、歩行者通路と車道が分けられてい

たり、郵便局、ショッピ γグセソターが住宅内にある

など住み良く作られている。団地のまわりには緑の森

林をめぐらし、西方には丹沢、関東山地の山々を越え

て富士が望まれ、北西方には日野市街、日野台、八王

子市街から遠く秩父の山々が連っている。学校から眺

める景観はま ことに美 しくかっ壮大である。

近くには、多摩動物公園、百草園、高幡不動があり 、

都民に親しまれている。

n
y
 



4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

個性豊かで調和のとれた人間形成をめざして次のような児童を育成する。

① たすけあうあう子ども ・・・・・・ 0・0あたたかい心で助け合う子ども

② かんがえる子ども・・0・・・・ー・・・0・・よく考えて自分から進んでやりぬく子ども

③ はたらく子ども ー・ ・ー ー・ー 働 くことのすばらしさを身につけた子ども

① たくましい子ども.......・・・ー心身ともにすこやかにたくましく生きる力をつけた子ども

(2) 学校教育目標を達成するための基本方針

① 児童相互が個性を認め合い、励まし合い、支え合う望ましい人間関係を推進し、人間尊重の態度の育成に努め、

心の教育の充実を図る。

② 児童一人一人の基礎的 ・基本的事項を確実に身につけさせるとともに、個性と創造性を伸ばし、社会の変化に

主体的に対応できる能力を育み、生涯を通じて学び続ける意欲や態度を養う。

① 全教育活動を通して道徳的心情を培い、自主的 ・自立的な態度や勤労を尊ぶ実践的な態度を養う。

@ 人間愛 ・自然愛に根ざした教育を推進し、人や環境にやさしくそして環境の保全に主体的に働きかける行動力

や実践力の育成をめざす。

⑤ 校内研究を充実させ、児童の意欲や思考力・表現力を仲ばす指導法の研究を推進する。

@ 悩む児童の心を満たす 「教育相談部」を充実させ、不登校、いじめといわれる問題に学校全体で取り組む学校

体制を作る。

⑦ 健康安全への関心を高め、健康作りと体力の向上に努めるとともに心身ともに健康で明るい児童を育成する。

③ 地域の自然や文化を教育活動に生かし、郷土を愛する心を培うとともに地域社会の一員としての自覚を高める。

③ 学校 ・家庭 ・地域社会の連携に努め、学校週 5日制の趣旨を生かし、児童が地域の中で意欲的に活動できるよ

うに支援してし、く。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア、各教科

・指導内容を精選し、基礎的基本的な学習を確実につけるとともに、総合的学習等を導入し、個性を生かす教育

活動を進める中で思考力 ・判断力・表現力の育成を図る。

-地域の自然や人材など身近な教材を活用し、休!強的な活動を通して日本の文化や伝統にふれるとともに豊かな

心情を育てる。

-教育機器の活用、学校図書館の活用を図り、情報を主体的に選択し、活用したり 表現したりする能力や態度を

育てる。

・学校評価を意図的 ・計画的に実施し、年間指導計画に則った教育活動の充実を図る。そのためには、学校週 5

日1ljlJ2回実施による授業時間の確保や授業の質の維持 ・向上に努める。

イ、道徳

・人間尊重を基盤とした教育を推進し、児童にとって「学校に来ることが楽 しく明日が待たれる学校」 作りを推

進する。

・相手の立場を認め合い、力を合わせて物事をやりぬく態度や思いやりの心を緬養する。

-人や自然を大切にする態度や公共心の育成を図り 、ものを大切にする実践的態度を身に付けるさせる 0

・集団行動の決まりや望ましい行動の習慣化を図り、公徳心の内面化を図る。

ウ、特別活動

・児童の共同 ・協力活動を通して、助け合い ・学び合い ・支え合う心を育てる。

・異年令集団や地域のボランティア活動などの具体的な体験活動を通して、自主的 ・自治的態度を育て社会性や

国際性を培う。

・望ましい集団生活を通して、高l幡台小の児童相互の連帯感ゃ好ましい人間関係 ・豊かな人間関係を育て、地域

社会でも望ましい生き方ができるようにする。

・勤労生産 ・奉仕活動を通して友達や地域社会のために役立とうとする心を育てる。

(2) 特色ある教育活動

・学年を越えた異年令集団活動(ミニ遠足 ・集団遊び ・子ども祭り等)を通して、連帯意識を高める。併せて、

学校生活における望ましい人間関係を育成する。

-保育園 ・幼稚園 ・養護学校や老人ホーム等との地域聞の交流を区|り、地域の理解を深めるとともに、思いやり

の心や協力するカを育成する。

・三中地区育成会や校外地区班等の行事に参加することにより、共にふれ合う喜びゃ創造性ある生活が送れるよ

うにする 0

・菊作 りや動物の飼育を通 して豊かな心を育むとともに、生命尊重の精神を培う。
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-手1.1室を有効に活用し、日本の文化や伝統に触れるとともに尊重する態度を養う。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア生活指導

・全教職員の共通理解のもと基本的行動様式の定着を図り 、集団の秩序と安全保持の立場から指導を徹底する 0

・全教育活動を通して、温かし、人間闘係を培い、学校が望ましい自己実現の場になるよう 、児童一人一人の個性

や能力 ・特性を相互に尊重し合う態度を育成する。

・学校週 5日制にともなう休日の過ごし方について、文化、スポーツ等に参加し、時間的にも精神的にもゆとり

を持った生活が送れるようにする。

イ 進路指導

・自己を見つめ、新しい学年へ向けての意欲と自党を高める。

-児童一人一人が、正しい勤労観 ・職業観を身につけるように努める。

・児童が自己の個性を生かし、自己実現に向かつて努力する態度を育てる。

6.本校の研究主題

ひとりひとりが自ら考えお互いに認め合う児童の育成

7.本校の特色

団地校であるから家庭の生活は平均し、児童の安n能程度も比較的高く格差が少なし、。反面閉鎖的傾向が見られ、連

骨子意識に出さがある。このような実態を考え子どもが相互の縦横のつながりを深めたり 、隣接地域の風にふれさせる

ことによりより広い視野を育てることを重点にして実践する。

8 その他(教職員の研究腔)

日f 究 生 7iJf j… し 員 {珂 究 員

許斐 文代 (63. 理 科 ) 」二候 茂 (H5 .社 会) 字問賀公夫 (H2 .図工)

品橋 相I f (63. 似-世l!) 古越 富子 (H5 .保健)

作山 秀樹 (H4 .背楽) 溝口 美 枝 (60. 給食)



学校名 日野市立日野第七小学校

所在地 日野市神明 3-2

電話 042-583 -3907・3908 FAX 042 -583 -3908 

順 路 JR中央線日野駅下車徒歩約10分

児童数 男332名女265名計597名

校長氏名品田敏男 教頭氏名清水 義路

1 .沿革の概要 2.歴代校長

昭48. 4. 開校 12学級児童348名

トラックを除く運動場全面に洋芝の植

付け

6. 校章制定

9. 校旗制定

12. 校歌制定

昭49.3. I校舎体育館落成記念式」及び「校歌

発表会」挙行

3月 1日を開校記念日に制定

第 l回卒業式卒業児童45名

4. 開校 2年め 入学児童77名

昭52. 4. 開校 5年め 入学児童79名 13学級

教室不足のため、プレハブ教室 2増設

10. 校舎の増築工事着工

昭53. 4. 学級数14

5. 増築工事竣工普通教室 6

昭54. 4. 

H百55. 4. 

H百56.4. 

H召57. 4. 

H自58. 4. 

H百62. 4. 

1lf{63. 4. 

平元. 4. 

平 2.4. 

平 3. 4. 

玉jZ4. 4. 

平 5.4. 

10. 

平 6.4. 

王F.7. 4. 

平 8.4. 

平 9. 4. 

平10.4. 

図書室 l

第 7回入学児童93名 15学級

第 8回入学児童111名 17学級

第 9回入学児童128名 転入児童第 2

学年以上82名 18学級

第10回入学児童128名 19学級

増築工事竣工、普通教室 4、教材室等

3、昇降口、便所

開校十周年記念式典

第15回入学児童103名

第16回入学児童115名

第17回入学児童120名

第18回入学児童102名

第四回入学児童96名

第20回入学児童108名

第21回入学児童73名 17学級

開校二十周年記念式典及び祝賀会

第22回入学児童 95名

第23回入学児童 111名

第24回入学児童 85名

第25回入学児童 101名

第26回入学児童 111名

氏 名 年 月 ~ 年 月

星 野 武 之 n召48.4 ~ 昭52. 3 

上 正 彦 日目52. 4 ~ 昭56. 3 

梅 ED 1又 日目56. 4 ~ 昭58. 7 

手口 |王| 国 平 昭58. 9 ~ 昭63. 3 

|幡 建 日目63. 4 ~ 平 4. 3 

林 繁 人 平 4. 4 ~平7. 3 

口口口 田 敏 男 平 7. 4 ~ 現在

3.地域の環境

本校は、中央線日野駅から西へ線路ぞいに徒歩で約

10分。日野台地に設置されている。
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校地の周囲は、住宅が増え、昔ほどの緑は少なくな っ

ているが、屋上に上ると、南には多摩丘陵、西には秩

父山地や丹沢山地を隔てて富士の秀麗が眺められる。

また、この日野台地には遺跡が発掘されている等、教

育的には環境に恵まれた場所と言え る。

この地域はここ10数年の聞に、旧甲ナ|、|街道ぞいに増

設さ れてきた新興住宅地市で、者11営住宅 ・分譲住宅が

ある。なお、本校の周囲には、大学、市庁舎、日野ふ

るさと博物館、消防署等があり 、児童が学習するに最

適の地域であると思われる。

しかし、最近、南側を東西に走る道路の交通量のピー

クが、児童の登校時間帯と合致し、しかも中央線をま

たぐ陸橋を利用する児童数が圧倒的に多いことから、

交通事故発生の心配がある。



4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

生命及び人権尊重の事I~tll l にみちた、心豊かでたくましく生きる心身共に健康な児童の育成を目指し、次の教育目

標を定める。

。自分の力で考える子(本年度の重点目標)

0思いやりのある子

0力いっぱいやりとおす子

0 じようぶな体をつくる子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア 学校の教育目標に基づき学年 ・学級の目標を定め、人間としての在り方生き方に関わる指導を重視した学年学

級経営をすすめるとともに、生涯にわたって学ぶための資質、能力を育成する。

イ 児童一人一人が自ら学ぶ意欲を持ち主体的に学習できるよう、指導計画を充実し、問題解決学習や体験的な活

動あるいは表現活動、ティ ームティーチングなど多様な学習方法の工夫及び評価方法の改善などを行い、日々の

授業を充実させる。

ウ 教育活動全体を通して、生命の尊さを伝え、互いに認め合い支え合い励まし合う思いやりの気持ちを培う中で、

人権尊重の精神を養う。

エ 児童が自らすすんで健康と安全の保持と増進及び体力の向上を目指す態度と能力を育成する。

オ 身の回りの環境の保護や改善についての関心や問題解決の能力、実践力を育てる。

カ 学校週 5日制度を児童の自己教育力育成の機会とすると共に、保護者及び地以の人々との緊密な連携のもとに、

家庭、地域への所属感を育てる。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

① 児童が自ら考え、判断し、表現することを重視し、多係な学習活動や評価を工夫する。

② 地域の自然 ・文化 ・伝統などの学習環境を効果的に生かし、児童が自ら課題を見つけ追究することの喜びを

味わえる指導を工夫する。

① 指導計画の整備と活川に努め、日々の授業の充実を過して基礎的、基本的な内容の徹底を図る。

イ.道徳

① 全教育活動を通して、 生命と人権を尊重するとともに、 主体的によりよ く生きょうとする精神を養う。

② 道徳の時間には、 一人一人のよさを認め、泣かな心↑irを育てるとともに、体験的な活動を重視し、道徳的実

践力の育成を図る。

① 資料や教具の整備と、全体計画や年間計画の市川を凶る。

ウ.特別l活動

① 充実した学級活動を通し、集団の一員としての白党を日め、協力してよりよい生活を築こうとする自主的、

実践的な態度を育てる。

① 学校行事や児童会、集会、クラブ、委員会、たてわり斑などの諸活動を通して、主体的に行動できる力を育

てる。

(2) 特色ある教育活動

ア 見学年の班活動を重視し、児童の仲間意識と高学年児玉Zの指母性を指う。

イ 環境教育副読本や老人柄干lt副読本等を活用するとともに、体験的な活動を通して、主体的な実践力を育てる。

ウ 読み聞かせや、地域の12かな n 然にふれる ことを通して、~かな心を育てる。

(3) 生前指導 ・進路指導

ア.也市指導

① ci他の生命を大切にし人権尊重の精神にたって行動できる児童を育てる。

② 多而的で共感的な児iiln~fq伴に努め 、 学校生活に主体的に取りおlむ児童を育てる 。

③ 全教職員の共通JlJJ.併のもとに、基本的生活習慣の定清を区|る。

① 生涯にわたって他府な生活を送れるように健康と'v.全への関心を高める。

① 保護者や地域の人々と述携し、児童の健全な育成を図る。

イ.進路指導

① 生涯にわたっての臼己実現を図るために、児章のil主的(1立的な態度ゃ行動を認め励まし、児童自らが目際

-123一



を決め、その達成を目指して努力する心を育てる。

② 望ましい勤労観や職業観を育成するとともに、児童の個性や特性の良いところを伸ばし、将来への希望を持

たせる。

6. 本年度の研究主題

「児童一人一人が自ら考え、自ら学ぶ学習活動の工夫」

7. 本校の特色

(1) 自然に学び、自然、に働きかける学習を通して、自分の力で考える子を育てる。そのために、①自然を取り入れた

全体学習計画の作成 ・実施。②校外 ・校庭 ・屋上等の活用により勤労生産学習意欲を高める。①池 ・学級園の整備、

動物との触れ合いを通して自然、への関心を高める。

(2) 中規模校の特性を生かした知 ・徳 ・体の調和のとれた児童の育成を進める。そのために、①異学年班活動を通し

て児童の連帯意識を育てる。②児童 ・教師の相互の交流を創意ある活動を通して深める。①個性尊重の教育を通し

て自ら学ぶ意欲を高める。

8. その他(教職員の研究歴)

いで 研 究 貝Eヨ 開 発委員会委員 そ の 他

1 品田敏男 (62. 社会) 品田敏男 (2. 社会) j、坂克信 (9. 海外派遣)

2 小坂克 信(元.社会)

3 寺樺千代子 (4. 音楽)

4 藤井 京 子 (8 .算数)

5 石見明彦 (9. 体育)
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学校名 日野市立南平小学校

所在 地 日野市南平 4-18-1 

電話 042-592 -2021・2022 FAX. 042 -592 -2022 

順 路 京王線南平駅 より徒歩15分

児童 数 男245名女215名計460名

校長氏名 畑11 石重輝 教頭氏名武内忠雄

1.沿革の概要

昭48. 12. 27 日野市教育委員会において、南平小学

校を設置決定

昭49.3. 25 仮設校舎完成

4. 1 日野市立南平小学校開校

学級数15、児童数535名、教職員221号、

市職員 4名

4. 5 仮設校舎校地整理完了

5. 4 本校舎工事着工

5. 22 南平小学校PTA設立

11. 15 本校舎完成

普通教室20、特別教室 5、保健室、

給食室、校長室、職員室、事務室、

用務日室等

11. 22 校樹を「スズカケ」とする

校歌 ・校旗 ・校ZE-開校記念日の制定。

11. 29 木校伶へ移転

11. 30 校庭般的完 f、進人路舗装、 JE門 ・フェ

ソス取付完了

12. 31 体育館完成

昭50.4. 30 大 ・小プール完成

11円53. 3. 15 校舎 3教室前築

H行54. 12. 21 体育倉庫(プレハプ)完了

11{~56. 3. 27 校舎 3教室 ・図占宅用築

9. 15 NHK全同学校背楽コンクール点点地

区優良校受賞

1li{57. 2. 4 体育科「児童が主体的に取りくむ学問

指導法の改善」全省ISiiJf究発表会

IlA58. 3. 31 学校園整備

昭59. 11. 22 10周年記念式典、祝賀会挙行

1Ii'361. 8. 25 校庭南側金網フェンス工，~完成

H円62. 11. 4 体育館照明様共設置

1li'363. 1. 23 体育館屋般塗装

3. 19 体育館鍛帳改修

3. 19 校伶北側万年べいの改修

8. 31 家庭科室机新設

12. 20 体育館北側防音壁完成

F元. 8. 30 体育館床面、家庭科室改修

陶芸釜設置完了

10. 16 ランチルーム開設

平 2. 1. 24 ラソチルーム机 ・崎下新設

ふIl.3. 2. 13 プール桝塗装、更衣室屋紋塗装

平4. 3. 17 ラγチルーム全而改修

6. 1 生活科ゾーソ完成(1口んぼ 2枚、 )1:戸

21在、水路、池等)

平4. 7. 2 校庭南東フェソス改修

平5. 6. 4 校庭西側移動式フェソス取り付け

平6.12. 3 開校20周年記念式典 ・祝賀会挙行

平7.3. 31 校庭設備改修(ジャブジャブ池、 水路、

造形砂場、南側防球フェンス、鉄俸移

動)

平8. 3. 21 開放教室内装工事完了

8. 18 体育用砂場移動

12. 5 日野市教育委員会研究奨励公開便業、

研究発表

平9. 8. 8 体育館電動バスケットゴール設置

8. 18 普通教室 (14学級)背面掲示板設世

2.歴代校長

氏 名 年 月 ~ 年 月

民 沢 保 臨 昭49.4 ~昭55. 3 

松 円 楽 敬 治 H百55.4 ~昭59. 3 

鈴 木 敏 日1) 昭59. 4 ~昭62. 3 

石 井 上 昭62.4 ~平3. 3 

有 5長 徹 白日 平 3. 4 ~平6. 3 

，馬 場 武 平 6. 4 ~平9. 3 

:1:111 石 重 師 平 9.4 ~ 現在

3. 地域の環境

本校の学区域は、日野市の南部に位置し、南側に多

賂丘陵を切り闘し、た南平台(なんぺいだし、)、みなみ

が丘、鹿島台、川崎街道を挟んだ南平中 ・下(昔から

の集務が現存する)地区と京王線と枝川に挟まれた向

r~地区、 吏に、平成 8 年 3 月に本校南側に完成した初

の大脱税マソショ γ等の入居に伴い、新たに設けられ

た南平上地区(111 南平中地区からの分離)の七地区か

ら構成されている。比般的まとまった学区域であり、

地区の把騒がし易し、。

南平rl-'・下地区を除き、何れも新興の分譲住宅地で

ある。保護者の社会的、経済的地位は安定しており、

学校教育によせる関心や期待は高く、学校にも協)J的

である。

宅地化が進んだとは言え、地域には、まだまだ雑木

林や削(野菜)、果樹尉(梨)等があり、自然条件には比

較的忠まれている。また、西方にHtr¥述邦から秀関白

仁を{fjJぎ見ることができ、学校施設、設備、校庭等の

整備と相まって、教育的環境としても忠まれている。
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4.教育目標

(1) 学校の教育目標

憲法、教育基本法の精神に基づき、児童 ・地域の実態をふま え、心身ともに健康で、知性と感性に富み、人間性

豊かな児童の育成を目ざ し、 次の教育目標を設定する。

。自ら考え学ぶ子

。 目あてを もってや りぬく子

0思いやりのある子

0健康で、たくま しい子

(2) 学校の教育 目標を達成するための基本方針

人権尊重の精神をもとに、教育目標の具現化を図るため、 全教職員の協力 ・協働体制を確立 し、 意図的 ・計画的・

組織的に教育活動を推進する。また、体験活動を重視 し、 児童の興味 ・関心 ・意欲を高め、児童一人一人の良さや

可能性を生かした個性重視の教育活動を進める。

ア人権尊重の精神を根幹に据え、自分と異な るものに対する理解を深めると共に、いじめや性による差別に対す

る意識を高め、互いに認め合い、高め合う学年 ・学級経営に努める。

イ基礎的基本的内容を身につけさせる と共に、目 当てを もってや りぬき、自ら学ぶ力を育成する。そのために、

ティーム ・ティーチング等を通して、児童一人一人の適性に応じて個性を生かす授業の構築を図る。

ウ健康安全の保持増進、体力の向上を図 る能力 ・態度と思いやり 、たくま しさを持った心を育むため、体育 ・道

徳 ・特別活動 ・生活指導の充実を図る。

エ教育活動全体をとおして、地域や我が国及び諸外国の文化 ・伝統を理解 し、尊重する態度を育くみ、国際社会

に参加、協力できる態度や能力を培う 。

オ地域の環境に関心を持たせ、環境を大切にする心と環境保全を図る態度 ・能力を育て、環境教育の充実を図る。

カ家庭 ・地域 ・関係諸機関との連携を密にし、地域の自然、 ・文化 ・人材の活用を図ると共に、学校教育 ・施設の

開放を進め、地域と共に歩む教育の推進を図る。

5 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア 各教科

・問題解決学習等を重視し、基礎的基本的内容の定着を図ると共に、直接体験活動を取り 入れ、児童自らが学ぶ

力を培う 。

・児童の主観を大切にすると共に、一人一人のよさや可能性を生かし、目当てを持って粘り強 く、課題を追求 し

ようとする態度を育てる。

・心身の健やかな成長を図るため、水泳 ・縄跳び ・持久走等の活動をとおして、生涯にわたって、健康な生活を

営むための素地を養 う。

・地域の自然、文化、人材を活用 した教育活動の推進をとお して、 郷土愛を深めるとともに環境への理解と保全

に努める態度 ・能力を育てる。

イ道徳

-人権尊重 ・生命尊重の精神を基調とする道徳的実践力を学校教育全体の中で育成する。特に、いじめ等につい

ての指導の徹底を図る。

・道徳、の時聞は、 多様な指導資料を活用すると共に、指導方法を工夫 し、 児童の道徳的心情を豊かにし、道徳的

判断力や実践力を養う。

ウ 特別活動

・望ましい集団活動をとおして、自己実現を図らせると共に、協力してより 良い学校生活を築こうとする自主的・

実践的態度を育てる。

・学校行事等への主体的な関わりを とおして、集団への連帯感 ・所属感を育てる。

(2) 特色ある教育活動

・ティーム・ティ ーチソグに対する教師の一層の理解を深め、個性を生かした教育をより効果的に進める。

・男女の性の違いを理解させると共に、本質的に、男女は平等であるという意識を育てる。

. Iなかよし広場」での米作り、野菜 ・草花作り ・ワラ細工、生活科等の体験活動をとおして、自然の恵みや勤

労の尊さ 、地域の文化 ・伝統等を理解し、 尊重する態度を育てる。

-草取り 、石拾い等の日常活動をとおして、環境美化や奉仕活動への意識を育てる。
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(3) 生活指導 ・進路指導

ア生活指導

・児童一人一人の成長への意欲や願L、を的確に把握し、 一人一人の児童の自己確立に向けて適切な支援をする 0

・月目標の活用をとおして、進んで生活を改善していこうとする意欲を持たせる。

・家庭、地域と連携し、望ましい基本的生活習慣や社会規範意識を育てる。

イ 進路指導

・児童一人一人の実態を的確に把揮し、長所を認め、励まし、生涯にわたって学び続けることの楽しさに気づか

せる。

-自己の特性、長所に気づかせ、自噂感情を育てると共に、意欲的に自己実現を図ろうとする態度を育てる。

6. 本年度の研究主題

「おたがいの考えを深め合う学習活動の研究」

7. 木校の特色

・児童は比較的素直で、礼儀正しし、。知的好奇心も強く 、与えられた課題に対しては、熱心に取りくみ、理解力もあ

る。反面、指示待ち的傾向も見られる。

・米作り、野菜 ・草花作りを中心にした勤労 ・生産的体験学習を重視し、地域の教育力も積極的に取り入れている 0

• 1 • 2年の生活科、 4・5年の算数科の授業を通して、望ましいT・T指導の在り万を研究している。

8. その他(教職員の研究歴)

ヤマ 研 究 貝 現代化委員 ・開発委員 海 外 派 遺

1 畑石 車業11(59 理科) 武内忠雄 (59 体育)

2 武内 忠雄 (52 体育) 田村 操 (61 国語)

3 佐藤実千子 (52 家庭) 山111 栄子(6 .特別活動)

4 佐藤実千子(6 家庭)

5 稲葉重樹(8 音楽)
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校長氏名小山田

1 沿革の概要

学校名

所在地

電話

11田路

児童数

穣

本校は、潤徳小学校の規模の拡大化の解消及び高l幡

台小学校の学区の変更に伴い、程久保地区に新設され

た学校で、ある。

昭52. 2. 1 程久保小学校開校 潤徳小学校に開設

準備室を設置

初代渋谷義一校長就任

4. 1 日野市立程久保小学校開校

学級数18 児童数652 教員数26 市

職員 8

7. 15 体育館竣工

10. 20 落成式挙行 この日を開校記念日とす

る。校歌 ・校章発表会を行う。

昭53. 4. 4 学級増によるプ レハブ教室設置(1教

H百55. 1. 18 

11. 11 

H百56. 12. 17 

H百58. 6. 15 

12. 20 

/lP.59. 2. 29 

8. 14 

H百60. 8. 29 

H百62. 10. 4 

11. 6 

11. 14 

昭63. 8 

平 1. 6. 30 

8. 1 

11. 7 

室)19学級

体育倉庫竣工

飼育舎竣工

受水槽竣工

校庭砂場竣工

球技場(テニスコート)竣工

プール改修工事完了

体育館ステージ照明設備工事

校庭整地完了

開校卜周年記念運動会

開校十周年記念式典挙行

開校卜周年記念展覧会

普通教室黒板改修

事務室エアコン設置

放送室AV卓取り替え

日野市研究奨励校として 「豊かな心を

育てる体験学習」の主題のもとに研究

発表会を開催

校長室エアコン設置

フ。ール側フェンス完成

平 2. 6 

10 

平 3. 1. 

8. 

8 ランチルーム用テーブル椅子購入

9 保健室エアコソ設置

平4. 10. 

平 5. 3. 

8 

平 6.2 

2 ランチルーム完成

26 飼育舎完成

保健室流 し全面改修

7 日野市研究奨励校として 「子どもの意

8. 9 

平 7.9. 9 

11. 24 

欲が生きる学習指導」の主題のもとに

研究発表会を開催

放送室改修工事完了

正門取り替え工事完了

生活科室水道設備設置工事完了

日野市立程久保小学校

日野市程久保 1-14-2 

042-592-5014・5015 FAX 042-592-5015 

京王線高幡不動駅より 百草団地行 きパス
高l幡台団地下車徒歩 5分

男155名女113名計268名

教頭氏名田中 /1青美

平 8.4. 10 生ゴミ処理機設置工事完了

8. 21 プールフェンス忍び返し取り付け工事

完了

平 9. 3. 15 職員玄関横壁改修工事完了

3. 31 洋式トイレ室改修工事完了

6. 21 開校二十周年記念 「子ども祭り」開催

7. 2 音楽室雨漏り防止工事完了

10. 5 開校二十周年記念運動会

11. 1 開校二十周年記念式典挙行

11. 28 開校二十周年記念学芸会

12. 6 特別教室ベラソ ダ手摺り塗装工事完了

2 歴代校長

氏 名 年 月 ~ 年 月

拡を 谷 義 昭52.2.1 ~昭58.3.31

大 島 11百 子 昭58.4. 1 ~昭62.3.31

浦 日来 也 昭62.4.1 ~平 2 . 3 .31 

倉 重 手リ d首bfr、 平 2.4.1 ~平 7 . 3 .31 

林 繁 人 平 7.4.1 ~平 9.3.31

小山 田 穣 平 9.4.1 ~現在

3 地域の環境

日野市の南東部にあって明星 ・三井電建 ・下程久保

の住宅地が主な学区域である。住宅は多摩動物公園の

両側の起伏に富んだ傾斜地に立てられている。

緑が多く自然環境には恵まれた地域である。 しかし

その一方で通学路やその近辺の道路では、人通りの極

めて少ないところもある。

また、住宅地内を通過する車やモノレール工事に伴

う大型車輔の増加も著しい地域もあり、そのため、交

通安全指導、不審者対策等、多方面にわたる児童の安

全対策が重要課題となっている。

4 教育目標

本校の教育目標は、教育基本法及び学校教育法に基

づき、生命と人権の尊重を基調とし、個性豊かで主体

的に学び国際性を身につけた児童の育成を期して、次

のように教育目標を定める。
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元気 0健康で生き生きした子ども

一 本気 O自ら考え進んで行動する子ども

(重点目標)@心豊かで思いやりのある子ども

一 板気 0目標に向かつて努力する子ども

5 本年度の指導の重点

(1) 各教科

① 体験的な活動や問題解決的な学習を重視し、基礎 ・基本の確実な定着を図るとともに主体的な学びの態度の育

成を支援する。

② 地域の学習材や人材を活用など地域 ・関係諸機関との積極的な連携を図り、協力的な指導を行う。

① 児童の自己学習ブJの仲長のために、指導計画 ・指導内容 ・指導方法を工夫するとと もに、 学習環境の点検と整

備を計画的に行う。

(2) 道徳

① 児童相互や児童と教師の相互理解と温かい人間関係を築くとともに、社会の一員と しての自覚を高め、基本的

行動様式の定着を図る指導の充実と支援に努める。

② 自他の生命を尊重し、自立を育み、自らの責任を果たし、人I'iiJとしてより良く生きてし、く態度の育成を図るた

めに実践的活動や体験的な活動を重視する。

③ 道徳教育の全体計画のもとに、全教育活動を通して、保護者や地域との連携を基盤におき、児童の道徳的実践

力を高める。

(3) 特別活動

① 山主の自主的、協力的な集団活動の充実を区lり、楽しく 、張り合いのある学校生活の実現に向けて指導の充実

と支暖に努める。

② 児童の興味や|刻心、本校の特色を生かし、体験的な活動を重視しながら児童自らの存在感や所属感の体得に向

け立図的計画的な支援を行なう。

① '7':組問動年間指導計画を基に 、 学校全体の共通J1~解を図り ながら、児童の基本的な生活習慣や健康で安全な生
r~態度の育成 ・ 好ましい人間関係の酸成に努める 。

@ 本校の伝統を継承するとともに児童の学校生活に変化を与え、自主的に参加できるような学校行事を工夫して

行う。

(4) 特色ある活動

① ヴ:年の枠を外した呉年齢集団(r縦割り班J)間勤により、児童の相互理解と好ましい人間関係を深め、健全

な社会性を育てる。

② 11常的な体育問動を計画的に行う。

③ 11三間計凶の中に 「やまゆりのl時11f]jを設け、個別指導や体験的な活動などを行うことにより 、児童の個性ゃ:f:IJ

造性、 主体性や社会性などを幅広く 1守てる。

@ 外問符児童や帰同児童の体験や地以の人材・関係諸機関を積極的に活用し、児童の同際性の育成を図る。

⑤ 他校や地減との交流を深めたり 、学校や地域の環境を愛護したりする柄動を進める。

(5) 生前指導 ・進路指導

ア 生活指導

① 受容的な態度で児童に接するとともに、児童相互の認め合い助け合いを深め、偏比や差別などのない明るく

業しい学校生活のう~現に向けて指i1+の充実と支援に努める。

② 発達段階に民IJした法本的なノ|三間習↑:nのTfJぶやいじめのない生活の実現をめざし、校|λl体制の確立とともに、

学校の指導方針をlリj維に伝えるなど、家庭や地域との前極的な辿携を図る。

① 校内外の安全の確保や災11時の対策を比直すとともに、安全指導を徹底する。

@ 健康の自己竹理能力の向上をめざし、計画的に保健教育を行うとともに、救急処置及びその後の経過観察や

生活 |二の配慮等を適切に行う。

⑤ 配慮を要する児主の理解や桁専を関係諸機|則と辿批を図りながら、協力的・組織的に行う。

イ 進路指導

① 児屯のf向性を大切にし、児j'[が白己のよさや特性に気付き、将来にわたって自己実現を凶ろうとする態度を

育てる。

② 性にかかわるJ行部をふくめ、児童に自己の生き万に|湖心をもたせる指羽を進める。

6. 本年度の研究主題

|表呪」 一 比つけよう J'i分伝えよう 1I分一
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7. 木校の特色

全教育活動を通して、自らを学ぶ意欲と主体的に学ぶ力、自ら律しつつ、他人と協調し、他人を思いやる心情や実

践力、また、その基礎となる豊かな人間性とたくましく生きるための健康や体力の育成を図り、児童一人一人にとっ

て存在感と自己実現の喜びを味わ うことができるように努める。

そのため、学校は進んで家庭や地域に聞き、交流する中で研修 ・研究の充実を図り、教師の指導力を高め、f:iljJ:j~工

夫ある指導の実現に努める。

① 児童一人一人の個性や創造性 ・主体性を育てるとともに、集団の志気や質を向上させるために、学校の教育目

標に基づき、児童の実態に即した学年 ・学級の目襟を定め、学年学級経営の充実を図る。

② 人の気持ちゃ立場を考えて共に行動できる心情や実践力をも った心豊かな児童の育成をめざし、教師 ・児童の

人権意識を高め、差別や偏見のない教育観 ・体罰否定の指導観をもって、人権尊重の教育の日常的な実践を推進

する。

③ 児童が自己発部できる意欲的で主体的な学習の実現をめざした校内研究 ・研修を充実し、教師自 らが研銅に努

める とともに学習指導の質的な改善と充実に努める。

① 体験的な活動を通 して、児童の自主的な集団活動を支援 し、協調性や社会性 ・国際性を伸長するとともに他と

ともに活動する楽しさや自己の存在感や所属感の体得、及びその基礎となる健康や体力作りのために特別活動や

特色ある活動を充実する。

① 本校及び地域の自然や文化 ・伝統に関心をもっとともに、基本的な生活習慣や行動様式を身につけ、健全で主

体的な生活ができ自己実現が図れる児童を育てるために、全校の協働体制のもと地域・保護者・関係諸機関等と

の積極的な連携を図り 、生涯学習の基礎を培う。

⑤ 児童の教育に携わる学校の教職員としての自覚の基に、自己の個性や創意を生かし、貞務を果たす努力をする

とともに、児童のよりよい変容に向けての協働体制を確立する。

⑦ 児童が落ち着いた学習や安全な生活を意欲的にできるようにするために、 学校環境の点検と改善を進める。

8. その他(教職員の研究歴)

ヤで 東京都教育 研 究 員 そ の 他

l 小山田 穣(昭58.社会) 小山田 穣(昭和55.56兵庫教育大大学院研修派遣)

2 丸山まり子(昭57.給食) 三木 滋(平 9. 多摩地区教育推進委員)

3 木附隆 三 (昭63.社会) 木附隆三 (平 9. 道徳助言研)

4 三 木 滋(平 7. 教育課題) 後藤欣子(平10.ひのっこ教育21研究員)

5 小 樽智幸(平8.教育課題)
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名

地

話

路

校

在

学

所

電

順

児 童数

日野市立旭が丘小学校

日野市旭が丘 5-21- 1 

042 -583 -3733・3748

中央線世田駅北口下車徒歩25分
京王 ・西東京パス(石川入口)下車徒歩10分

男358名女353名計711名

校長氏名熊野時巳 教頭氏名 八 木文 夫

8. 1 校庭改修工事開始

8. 31 給食室床工事完了

11. 10 子供議会出席

平 6. 7. 11 外壁工事

平 7. 6 雑木林土留め、フ ェγス工事

平 8.8 雑木林土留め、フ ェンス工事

平 9. 8 家庭科室 ・理科室 換気扇工事

11. 29 周年記念式典挙行記念誌発行

1.沿革の概要

111'151. 8. 18 起工式

市議会は、日野市立旭が丘小学校の設

置を決定

11円52. 2. 1 初代校長 小野寺東雄発令

3. 31 教頭、教諭等25名、市職員 8名

計33名発令

4. 6 第 1回入学式149名 4学級

全校18学級 707名

5. 20 校舎完成

6. 30 プール完成

7. 20 校章制定

8. 15 体育館完成

11. 21 校歌制定 IJH校式典

IIFl53. 3. 25 第 l回卒業式110名

II{l55. 10. 13 体育館ボーダーラ イト

附57. 2. 27 r雑木林の小道」 完成式

H円58. 2. 7 音楽室廊下防音ドアー完成

8. 11 給食室排水工事完成

n1'159. 12. 10 堆肥小屋と プール塗装工事開始

11白60. 1. 20 プールフェンス工事開始

IIfj61. 1. 13 プール排水工事 ・シューテイグボード

工事

6. 4 理科室天井工'j1:

8. 31 A V調整卓が人る

理科室 ・図書室の|倍幕取替え

nTi62. 1. 7 プールの平板工事

11. 22 I:m校10周年記念式典

H円63.1. 7 体育館屋根塗装

10周年記念日日時計工事

1. 30 故大熊校長献花式

8. 25 放送室 ・図書室工事 ・洗浄機取りつけ

完了

12. 23 故大熊校長遺稿集発行

、IZ克. 5. 26 給食室クーラー設置

、IZ2. 6. 25 校長室エアコソ設位

7. 28 体育館ノくスケ ットゴール取付

平 3. 1. 16 学区変更説明会

8. 7 体育館床張り替え工事

、F4. 2. 29 )也小15年を諮る会

9. 12 vlil替倉!日1設位

'IL 5. 2. 15 生活科刑刷t事

5. 30 第17回運動会

6. 5 プールタオルがけ工事

6. 10 プールフェンス強り替え

2. 歴代校長

氏 名 年 月 ~ 年 月

小野寺 東 封t 昭52.2 ~ 昭58.3

大 Û~ 最ー nB58.4 ~ 昭62.12

飯 沼 宏 H百63.1 ~ 平 4.3

信 夫 清 彦 平 4.4 ~平8.3

Î!~ 町' l時 巳 平 8.4 ~ 現在

3 地峡の環境

本校は、日野市西南部八王子市との境に位置してい

る。学区は、枝川の第一河岸段丘と第二段丘の二段に

またがっている。東西 2km南北1.5kmと広く、学校が

西に偏在しているため、通学時間が30分以上かかる児

童もし、る。

学区の中心部は、~ミ芝や帝人などの大工場が占め、

その周辺に個人住宅や集合住宅が混在する。主要道路

には歩道があるが、通学路の交通安全施設は整備中で

ある。また、工場が多く事公害が多くなってきた。学

校の周辺には、知lや雑木林が多く、公園もあり、自然

に恵まれている。父母は会社員が多く 、学校教育への

関心は深L、。集合住宅が増加中である。

4.教育目標

(1) 学校の教育目標

人間尊重の精神を基調とし、心身ともに健康で、

知性と感性に官み、人間性泣かな児童の育成を目指

し、次の教育目標を設定する。
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-よく考える子ども

Oなかよくする子ど も

.がんばりぬく 子ど も

.からだをきたえ る子ども

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 児童の実態把握に努め共感的児童理解をも とに、人間尊重の精神を培い、豊かな感性と人間性を育て、いじめ

のない楽しい学校を作るために心の教育を推進する。

② 「よ ・な ・が・か」を地域ぐるみの合言葉とし、旭が丘小21年の成果をふまえ 「生きる力Jを育む視点から教

育活動を見直 し、教育同標の達成を円指す。

① 学校教育目標の 「なかよ くする子ども」を重点目標とし、全教育活動を通してその目標の達成を目指す。

そのために、

・常に人権尊重を基底とし、心と体の学習の推進を図り、自他の生命を尊び、相互に協力する態度や思いやりの

心を持つ児童の育成に努める。

・多面的な児童理解に努め一人一人の児童の個性を生かし創造性を伸ばす教育を推進する 0

・児童相互、児童と教職員が触れ合う時間を設定し、相互理解を深め信頼関係を高める。

@ 体験的な学習 ・問題解決的な学習を重視し、生涯学習の基盤である“自ら学ぶ力"を身につけさせる。

① 豊かな学校環境を活用し、自然をいつくしみ、自然と共に生きる心と態度を育てる。

⑥ 運動の楽しさを味わわせることを通して、進んで自らの健康増進 ・体力向上に取り組む児童の育成に努める。

⑦ 保護者 ・地域から信頼される学校を目指し、教職員の研究 ・研修活動を充実 し、指母力を高める。

③ 保護者 ・地域社会とのより良い連携の在り方を模索 し、協力体制を築くことにより聞かれた学校っくりを目指

す。

⑤学校週五日制への移行に伴い、保護者や地域との連t}¥jをもとに、児童の学習 ・生活環境の充実を図るとともに、

児童が自ら考え、判断 し、行動する態度を育てる。

5.指導の重点

(1) 各教科 、道徳、特別活動

ア.各教科

・基礎的 ・基本的な学習内容を確実に身につけさせ、個性を生かす教育活動を進める中で学ぶ意欲を高め学習の

仕方を習得させ、思考力 ・判断力 ・表現力の育成を凶る。足解の不十分な児童の個別指導をきめ組|かく行う 0

・児童の主体的な学習活動を促すため、課題追求 ・課題解決的な学習を取り入れ、学習活動の多様化を図る。ま

た、 地域を生かした教育所動を大切にし、社会人前f町lを招いたり地域の環境を生かした教育活動を実践する。

イ.道徳

・児童の実態に即してねらいを重点化し、教育活動全体を通 して自ら考え、正 しく判断し、行動する、内面に恨

ざした道徳的実践力の向上に努める。

・指導計画に基づき多様な指導資料を活用するとともに、指導方法の工夫 ・改善を図り児童に深く自己を見つめ

させるようにする。

ウ.特別活動

・集団活動に積極的に参加し、望ましい人間関係を築き、自ら考え、共に協力する児童の育成に努める 0

・学校行事では個を生かす活動を重視し、日常の学習の総合的な発展の場とする。

・日常生活への適応指導、健康・ 安全指導では教師がな図的・計画的に指導 し目的意識を高めるように工夫する 0

. 1"全校活動」の時間を通して、 奥年齢集団の中で児童相互の心の触れ合いを密にし思いやり 、協力等の実践的

態度を育てる。

(2) 特色ある教育活動

・栽培活動、飼育活動、雑木林の活用、資源の節約など環境教育を全校で取り組み、自然愛護、物を大事にする心、

勤労意欲等を高める。

・ボラソティア活動を重視し、豊かな人間性や人間同士の連携の精神を養う教育活動を推進してし、く 。

・水曜日の午後触れ合いタイムを設定したり、遊ぶ時間を増やす等して学年学級の集団指導体制の確立を図り、児

童と教師、児童と児童相互の心の交流を図り 、いじめのない楽しい学校生活を送れるようにする。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

・基本的な生活習慣を身につけ、自立心 ・自律心を高める力を育てる。

-教育相談の機能を高め、いじめや問題をもっ児童への組織的な対応を進める。

イ.進路指導

・体験的な活動を通して、成就感 ・達成感を味わわせ、自 ら考え、判断し、決定する能力を育成する。
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-各種の催し物 ・競民会への参加を働きかけ個性や能力を引き出し伸ばす援助を行う。

6. 本年度の研究課題

0お互いの良さを認め合い、自らの良さや可能性を伸ばす児童の育成

7. 本校の特色

(l} rなかよ くする子ど も」の育成を重点目標に設定。

(2) 授業の活性化をめざす校内研究体制づく り。

(3) 雑木林を宝として、その保存と活用への指向。 雑木林の付加価値を高める思考。

(4) 体験的学習の場の充実を目指して。一人一鉢の菊づくり、椎茸栽培 ・茶摘み用苗木の育成、 小動物との交流の場

づくり等への指向。

(5) 地域教育力との大いなる連携。スポーツ保険を軸として学校と地域が一体化し、 元旦マラソ γ ・サマージャソボ

リーなど学校創立以来の組織的な健全育成への着実な展開。

8. その他 (教職員の研究歴)

トで 研 究 員 B目 発 委 員 事f 究 生

l 熊野 時巳(3 .体 育)

2 八 木 文夫 (59. 体 育)

3 桑 原 雅道(2 .国語)
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学校名

所在 地

~巴P 話

)1原 路

児 童 数

校 長 氏 名 増 賀 従男

1. 沿革の概要

昭53. 1. 7 現在地に建設着工

4. 1 日野市立平山台小学校と して開校、平

山小学校の学区から新たに平山 1，2， 

3， 6丁目を平山台小学校の学区域と

定める。 児童数男286名、女282名計

550名 17学級(心障 2学級含)の規

模で開校する。

10. 24 校舎落成式校章発表

11. 22 開校記念展覧会 開校記念日

H自54.3. 9 開校記念校歌発表会

11. 10 心陣学級作業学習コーナー設置

昭55. 3. 20 校舎増築 8教室完成

8. 15 中庭排水綿、飼育舎完成、遊戯室床張

替え、ガス配管一期完成

10. 20 野焼きの授業展開、テレビ放映

昭56. 3. 13 屋上フェンス(音楽室上)完成

4. 1 男385 女367 計752名

22学 級(心障 3含む)

1I~57. 4. 1 男356 女348 計724

21学級(心陣 2含む)

8. 30 図書館改装 ガス配管工事完了

昭58. 4. 1 男335 女337 計672

20学級 (心陣 2含む)

10. 30 屋外バスケッ トボール施設完了

昭59.4. 1 男290 女312 計602

16学級(心障 l含む)

3. 屋上フェンス完成 ・校舎増築完成

昭60. 4. 1 男276 女273 ~十549

17学級(心障 2含む)

12. 9 プール全面塗装

昭61. 4. 1 男236 女245 計-481名

15学級(心障 l含む)

12. 8 研究公開 (体育を中心とする)

昭62. 3. 30 体育館どん張取替

4. 1 男215 女208 計423名

14学 級(心障 l含む)

昭63. 2. 5 研究発表公開 (心障)

4. 1 男191 女175 計366名

13学級(心障 l含む)

8. 体育館照明装置取付け

11. 19 開校10周年記念式典挙行

平元. 3. 体育館バスケッ トゴール取付け

4. 1 男167 女171 計338名

14学級(心障 2含む)

日野市立平山台小学校

日野市平山 2- 1 - 1 

042-592-6381・6382

京王線平山城祉公園下車 徒歩15分

男98名女88名計186名

(内わかくさ学級14名)

教頭氏名 雨 宮 充

4. 日野市研究奨励校

5. 2 文部省心身障害児理解推進校指定

8. 30 多目 的教育工事完成

王子 2. 4. 1 男151 女146 計297名

13学級(心障 2含む)

10. 26 文部省心身障害児理解推進校研究発表

10. 30 ふれ合い広場完成

平 3. 4. 1 男135 女138 計283名

12学級(心障2含む)

10. 30 屋上防水工事

平 4. 4. 1 男131 女121 計252名

12学級(心障 2含む)

平 5. 4. 1 男115 女122 計237名

10学級(心陣 l含む)

7. 3 堀之内 3号トンネル全校生見学

平 6. 4. 1 男115 女113 計228名

10学級(心障 2含む)

平 7.4. 1 男110 女107 計217名

10学級(心障 2含む)

平 8. 3. 18 校長室 ・事務室の移設完了

4. 1 男105 女103 計208名

10学級(心|路 2含む)

平 9. 4. 1 男98 女91 計189名

9学級(心障 2含む)

平10. 4. 1 男98 女88 計186名

8学級(心障 2含む)

2. 歴代校長

氏 名 年 月 ~ 年 月

) I1 格 昭53.2 ~ 昭57.3

蓮 池 守 昭57.4 ~ 昭61.3 

野 キサ 竹 良R H百61.4 ~ 昭63.9

，馬 淵 金 男 昭63.10 ~平 3.3

波 多 野 i~1 平 3.4 ~ 平 6.3

増 賀 従 男 平 6.4 ~ 現在
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3.地域の環境

本校は日野市の南端、多摩丘陵の頂きに開発して建設。 北側は、日野市はもちろん八王子、立川も一望でき、巨大

島|撒図を眺め るようである。また、南側は、多摩テックから平山城祉公園に連な る雑木林が四季折々の風物を語る。

この ような、景観だけでなく、体験学習をする上での生きた教材を得た学校である。学区は京王電鉄が造成、分譲

した平1111，2， 3丁目に加えて、平山6丁目を含んだ、まとま りのある地域である。ま た、この地に住む人々は相

互に環境の美化、浄化に努めてい るため、静かで・落ちつきのある雰囲気が維持されている。

4. 教育目襟

憲法 ・教育基本法 ・学校教育法が示す国民の育成に努める ため本校の教育 目標を定める。

本校の教育は、生命の尊重を基底とし、自 ら考え、正しく判断し、実践できる児童の育成を目指す。

・よく考え 工夫する子

・力を合わせて やりぬく子

0・心盟かな やさしい子

・明る く たくましい子 (0は重点目標)

<日際達成のための基本方針>

① 「心型かな やさしい子」を重点に燭げ、全教育活動を通じて生命を尊び人権尊重の態度を身につけた児童を

育成する。

② 児主自らが学ぶ授業の創造を心がけ、社会の変化に主体的に対応できる児童を育成する。

③ 教師と児童、児童相互の心の交流を深め、思いやりをもち協調性のある児童を育成する。

@ 一人一人の児賞理解に努め、全教職員の連携によって、心身ともに健康な児童を育成する。

⑤ 行事の精選や迎時程の工夫によって、授業11寺数の確保に努める。また、行事が教科の休験学習の場となるよう

に計画的な指導を行う。

⑤ 家庭 ・地域との連倒を密にし、家庭 ・地域の教育力の柄汀!を図るとともに、家庭 ・地域からの情報収集に鍔め

る。

5. 指導の重点

(1) 科教科、道徳、特別活動

ア.科教科

① 生命の素n7i"らしさかけがえのなさを学び取らせる。そのため、生命の学習につながる各教科及び各領以を|渇

係付けた指導を行う 。

② 人権意識を身につけた児ZEを育成する。そのため、指導計画を確立し、年間を見通した指導を行う。

③ 基礎基本の定若を図るとともに、主体的に学ぶ態度を身につけた児童を育成する。そのため、個に応じた指

務を心がけ、課題解決的学習、体験学習、他学年との合同学稗 ・小集団学習等を工夫する。

@ 榔上や諸外l同についての認識を深めるとともに、地域社会と交流することや、地球環境保全に対する関心を

高める。

イ.道徳、

① 児7E一人一人に向己を見つめさせる道徳のH寺問を通して、心立かでより j込く生きょうとする児童を育成する。

② 生命尊重の精神をもとに、全教育活動を通じて自他を大切にする態度を指う。

ウ.特別問動

① 児童一人一人の個性と創立を生かした学級活動を心がけ、集団に寄与する態度を育てる。

② 児童が、学校生活に関する諸問題を自発的 ・ I~I 治的に解決する力を高めるとともに、帰属意識を高める。

① 小規模校としての特色を生かした;a学年集団による活動を市発にし、全校児童の心の結び付-きを深める。

@ 口学年の情動の場を設定し、リーダーとしての責任感を育てる。

(2) 特色ある教育研動

① 学校生活tこれI ~ 、ゃ充実感を与える活動を計阿する 。 (平山台フェスティパノレ 、 オ リ エ γ テー リ ング、 たてわり

tl付品、 たてわり班遊び)

② わかくさ学級との交流を通して、障宵児 .Ilt~?:;; :?'iーへの理解を深め 、 ともに生きょうとする態度を培う。(給食
H、?の交流、朝会時 ・集会時の交流、!日H:&交流)

① 地域の教育ブJを活川 し、学刊をー府深め広げるとともに、社会の一員としての自覚を高める。 (ほほえみ給食、

お話会)

(3) 生前折将 ・進路術専

ア.生術指導;

① 児711一人一人の例性の把出に努め、より i込く frpばしていく指導を工夫する。
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② 児童が相互に生命や人権を尊重する態度を身につけさせる。

① 集団生活に必要な基本的態度や健康 ・安全を心がける態度を身につけさせる。

④ 家庭 ・地域社会及び関連諸機関との連携を密にし、児童の健全育成に努める。

イ.進路指導

① 児童の発達に即した自己理解を援助する。

② 望ま しい勤労観 ・職業観を育て、自己の進路に対する自主的な判断ができるようにする。

6 本年度の研究主題

「児童の人権意識を育てる指導法の工夫」

7. 本校の特色

。開校21年目。市内全域がほぼ見渡せる。恵まれた自然環境の教材化を図っている。

0小規模校の特徴を生かし、和やかな雰凶気と 、全校たてわり活動によ る協働、共学を図っている。

0心陣児と健常児との交流をすすめたり、地域の老人クラブとふれ合う体験を通して 「心豊かな心やさしい子の育成

を目指す」心の教育を推進している。

0地域の要請に応える教育力の提供について、青少年育成会等と協力 したり、地域行事への参加をしたりしてその具

休化を図っている。

8. その他(教職員の研究歴)

討を ftJf 究 員 B目 発 委 員

1 増 賀 従 男 (56. 国 ヨlt11Lノ1 中 村 康成

東京の教育21開発委員(少子化部会)

2 ヰ1 村 8ft 成 (55.体、 61.道 ) ( 9. 開発)

3 雨 '肯g' 充 (60. 道 徳)

4 τと 尾 真 理子(8 . 社 会)仁1

5 宇留賀 真理 子 (10. 国 語 )
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学校名 目野市立東光寺小学校

所在地 日野市新IIIJ3 -24- 1 

電話 042-584-6200・6201 FAX042-584-6201 

順 路 中央線日野駅下車徒歩10分

児 童数 男159名女125名計284名

校長氏名 小 杉博司

1. 沿革の概要

H召52. 9. 30 学校川地買収予算市議会議決

昭53.3. 30 学校建設校舎予算市議会議決

6. 2 学校開設準備委員会開催

8. 21 校舎挫設工事着工~54.5.31

11F{54. 2. 1 日野市立東光寺小学校として開設。

4. 1 日野市立東光寺小学校として開設。n
野市立第三小学校の学校区から、新11I[

3 T FI と栄H汀 1~5 丁目を学区域と定

める。

4. 6 始業式。入学式。新 1年児童数102名

全校児主数545名。15学級の規模で発

足。

6. 20 体育航行出完成。正門、 フェンス取り

付け完 f
6. 21 桜、隊、つつじ(合計2330本)随樹完

了

7. 18 校闘を「さくら」と決定

10. 31 体育航及びプール完成。

11. 17 点光寺小学校PTA創立総会

11. 20 日野市立東光寺小学校「校舎及び体台.

館、 プール落成記念式J I校章、校腕

披凶J 1-校歌発表」を行う。

11. 22 第ー|川凶校記念n
11({55. 3. 25 卸 ー|百|不作業証3授与式。卒業生88:?'，。

8. 31 ぷ飲み場、足洗い場が校庭に新設

10. 30 学級問、 うさぎ小屋、遊共を職員作業

により設世する。

II(j57. 3. 31 小鳥舎Jfr設、校庭の緑化

11. 25 校庭緑化の実胞、樹木500本他える。

、Ii.)L;. 11. 18 n野市立点光年小学校IJfJ校卜周年記念

式典を挙行。

ヤ2目 8. 22 体育加に1'1動ノくスケ ットゴーノレが車fi;没

される。

10. 24 校低防球ネ γ トがWI設される。

、|λ4. 3. 20 飼育-;1j:(ログハウス風)新設。

ヂ5. 8. 31 ラソチルームが~r設。

8. 31 同 1 : に|り~~1!!~線ほ外子)"j が新設。

9. 14 校庇にIt;'水JVjが新設。

ヂ6. 1. 18 校低liJi.E:RネットがJ竹設される。

11. 18 体行利)11・住所利川 ・111i鉄体川砂場が

新設される。

平 7. 8. 11 校!必木製遊JLが新設される。

、Ji'8. 9. 6 ラン チルームが改修される。

、|λ10.3. 10 観察池が'1'低に新t没される。

教頭氏名矢野 優

3. 25 第四回卒業証書授与式。開校以来の卒

業生1，433名となる。

2.歴代校長

氏 名 年 j守 ~ 年 月

TlM甘J 回 智l 昭54.2 ~ 昭58. 3 

近 内 信 間1 昭58.4 ~昭60. 3 

τIlヒこの 村 桂 次 昭60.4 ~平4. 3 

卸j III 良 子 平4.4 ~平10. 3 

博 司 平10. 4 ~ 現在
L ー

3. 地域の環境
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本校は、日野市北西部にあって、学区域の一部は多

摩川と八王子市に接してし、る。学区域は新町 3丁目、

栄U1n，2，3，4 ，5丁目で、東西1.8km、南北0.8kmと東西

に長く 、学校は学区域の中央南側に位置している。通

学時IHlは、遠い児童で15分である。

学区には、大正16年、僧永海が旧東光寺のあと地に

91てた万松山成就院がある。また、多摩川と日野用水

にはさまれた低地に良家が点在していたが、都市化に

ともなって兼業出家がJ~I え 、 まわりには宅地造成が進

み、個人住宅や集団住宅が混在している。

学校の衷側には、向然林、正門近くには田知lや果樹

陸I~があり、自然条件に恵まれている 。

また、施設設{iili、校庭ーが完官iijされ、教育的環境は優

れている。

父母の学校に将せる関心も l匂L、。

4. 教育 11楳

(1) 学校の教育 H牒

本校の教育は、部法及び数千f基木法の~Íネ'1 1 ~こ l，~っ・

き、 11'1他を時il}:しながら、心身ともにたくましく、

巨体的 ・創造的に生きる児竜の育成」を円指し、次

のように教育 11慨を設定する。

01りlるい子ども(本年度重点11傑)

o)j"える fども

o ')!n~、子ども



(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 全教育活動を通して、 生命尊重 ・人権尊重の意識高揚に努める。

② 主体的に学ぶ意欲の高揚を図り、自ら考え、正しく判断し、 行動できる児童の育成に努める。

① 人間として必要とされる基礎的・ 基本的な内容を確実に身に付けさせ、児童一人一人の個性を生かした教育の

推進に努める。

④ 児童が、自ら進んで健康の増進や体力の向上を図ることができるように、健康・ 安全教育を計画的・組織的に

推進する。

⑤ 学級経営の充実を図り、教師と児童、児童相互の望ましい人間関係を築き、豊かな体験活動や触れ合い活動を

通して、互いに認め合い、学び合い、 他を思いやる心と実践力を育てる。

⑤ 家庭 ・地域との連携を深め、より聞かれた学校を目指すとともに、地域の文化や伝統及ひ守環境問題への理解を

深め、国際社会に生きる日本人としての自覚と責任を養う。

⑦ 教師一人一人が研修に努め、より緊衝な協働体制を確立する。

③ 児童がより主体的に自己の生活時聞を見直す一方、人や自然との体験的関わりを深め、より豊かな感性と高い

自立性を培うことができるよう支援する。

5. 本年度の指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

0地域素材の教材化・活用等を行い、児童一人一人の学習への興味 ・関心を高め、自ら進んで学習に取り組むこ

とができるよう 、自主的な学習態度を育てる。

0一人一人の個性や能力に応じた学習の指導法を工夫 し、各教科の基礎的・基本的な内容を身に付けさせるとと

もに、感動体験を大切にした学習指導を進める。

0地域や学校の特性を生か し、 生活科をはじめ、各教科を通して豊かな体験的学習 ・問題解決的学習を系統的に

行い、学ぶことの楽しさや成就感を体得ーさせる。

イ.道徳

0思l¥，、やりの心を持ち、相手の立場に立って考え、行動で-きるなど道徳的実践力を全教育活動を通して育てる。

0各教科，の指導や生産体験学習、生き物との触れ合い等を通して、自他の生命や人格を尊重し、自然を愛し、 美

しいものに感動する豊かな心を育成する。

0勤労の尊さを理解させ、学校や地域への奉仕の気持ちを深め、進んで働く態度を育成する。

ウ.特別活動

0児童の発想や創意を生かし、自ら進んで活動し、集団の一員としての自覚を持ち学校生活を充実 ・向上させて

いこうとする態度を育てる。

0児童の生活を見つめ、進んで考え、自ら責任を果たそうとする態度を育てる。

0地域社会や自然と関わり、触れ合える活動を多く経験させ、進んで学校や地域に奉仕する態度を育成する。

0自分の特性を知り 、学校生活で進んでそれを生かし、更に伸ばそうとする積極的な態度を育てる。

(2) 特色ある教育活動

0地域の豊かな自然や広い校地を活用し、児童の創意を生かした異学年活動を行い、地域の人々や児童相互の好

ましい人間関係を育み、児童が自ら進んで考え行動し、人や自然との関わりを深める教育活動を推進する。

uPTAや地域の人々との協力のもと、学年国 ・花壇等を活用した生産体験活動や奉仕活動に進んで取り組ませ、

生き物を育てる楽しさ、大切さを知らせ、勤労意欲や豊かな心を育成する活動を積極的に進める。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

0全教育活動を通して、進んで学校生活の決まりを守り 、話を聞く態度を育てるとともに、児童が安全で明るく

健康な活力ある学校生活を送ることができるように努める。

0組織的な指導体制を確立し、 一人一人の児童の生活上の問題点を把握し、きめ細かい指導を行うとともに、他

の教育機関との連携・協力を推進する。

o児童各自に生活時間を見直させ、より計画的で有効な時間の使い方を指導する。

イ.進路指導

0児童一人一人が自分の個性を自覚し、進んでそれを生かし、将来への高い目標を持って学校生活が送れるよう

努力する。

6.本年度の研究主題

「一人ひとりが生き生きと課題に取り組む指導法の研究」
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7. 本校の特色

(1) 地戚の学校としての立場を強く自覚し、その期待にいっそう応え得る学校の創造を 目指す。

(2) 本年度の重点目標である「明るい子ども」の育成を目指し、教職員はもちろん、家庭との相互理解による連携を

強め、 PTA・地域と の協力などを官官にして教育を推進する。

(3) 児童一人ひとりが個性を発縦し、生き生きと積極的に活動する活力に満ちた教育が行われるよ うに充実 した校内

研究を推進する。

8 その他 (教職員の研究歴)

沢町 研 究 員 日自 発 委 員 そ の 他

1 小杉 博司(昭57・社会) 小杉 博司(昭61・社会) 小杉 博司(昭63・教材開発社会)

2 石岡 房子(昭63・国語) 矢野 擾(平7・道徳助言研)

3 高木 'Ji，(昭63・特市)

4 川井田平n+(平 2・道徳)

5 川崎 勿If (平 5・学校保健)

-139-



学校名 日野市立三沢台小学校

所在地 日野市百草896- 1 

電話 042-592-2351・2352

順 路 京王線百草園駅下車徒歩15分

児 童 数 男130名女134名計264名

校長氏名飯田園 代

1.沿革の概要

昭55. 4. 1 開校 日野第八小より分離児童数

666名(男319名女347::g，)、

教職員34名で発足

4. 7 第 l回入学式111名入学

6. 10 プール完成

8. 4 体育館完成

9. 1 校庭使用開始

(芝生、アン ツーカーの運動場)

9. 10 市主催によ る落成式

JI?i56. 2. 10 校歌 ・校章発表会 開校記念日とする

3. 25 第 1回卒業式 126名卒業

4. 6 第 2回入学式 114名入学

学級数18

9. 22 校庭改修工事完了(ダスト舗装に)

H白57. 3. 25 UJ; 2回卒業式 125名卒業

4. 6 第 3巨l入学式 90名入学

学級数17

1l7i58. 3. 25 m 3回卒業式 110名卒業

4. 6 第4巨l入学式 66名入学

学級数16

n(j59. 3. 24 第4回卒業式 110名卒業

4. 6 第 5回入学式 82名入学

学級数16

11(160. 3. 25 第 5巨|卒業式 117名卒業

4. 6 第6回入学式 82名入学

学級数15

6. 28 音楽室冷房設備工事完了

Urj61. 3. 25 第 6回卒業式 131名卒業

4. 7 第 7回入学式 79名入学

学級数14

IlJQ62. 3. 25 第 7回卒業式 119名卒業

4. 6 第 8回入学式 60名入学

学級数13

8. 31 三沢台小学童 クラブ開設

11百63.3. 25 第 8回卒業式 104名卒業

4. 6 第 9回入学式 55名入学

学級数13

9. 1 体育館舞台照明設備工事完了

平元. 3. 25 第 9巨i卒業式 79名卒業

4. 6 Uno回入学式 67名入学

学級数12

平 2. 3. 24 第10回卒業式 89名卒業

4. 6 第11回入学式 52名入学

学級数12
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教頭氏名 ) 11 原 保 T22 

8. 24 体育館床張替え工事完了

AV放送器機設置

平 3. 2. 1 ランチルーム設備充実

2. 9 創立10周年記念式典

父母の会より記念品贈呈 (遊具)

3. 25 第11回卒業式 79名卒業

4. 6 第12回入学式 50名入学

学級数12

平 4.3. 25 第12回卒業式 77名卒業

3. 31 鳥小屋 ・砂場 ・畑新設

4. 6 第13回入学式 41名入学

学級数12

8. 31 ランチルーム改修工事完了

8. 31 音楽室防音工事完了

9. 3 生ごみ分解消滅機使用|淵始

平 5.3. 20 桜、仰の苗木を植樹

3. 25 ~13回卒業式 56名卒業

4. 6 第14回入学式 47名入学

学級数12

9. 30 暖房機工事完了

12. 24 雨水利用設備工事完了

平 6.3. 25 第14回卒業式 61名卒業

4. 6 第15回入学式 48名入学

学級数12

平 7.2. 4 開校15周年記念 コンサー 卜

3. 25 ~15回卒業式 69名卒業

4. 6 第16回入学式 37::g，入学

学級数11

平 8.3. 23 屋上一部雨漏り防止工事完了

3. 25 第16回卒業式 50名卒業

4. 6 第17回入学式 29名入学

学級数10

平 9. 3. 23 屋上雨漏り防止工事ー完了

3. 25 第17回卒業式 56名半業

4. 7 第四回入学式 34名入学

学級数 9

平10. 3. 25 第四回卒業式 48名卒業

4. 6 第四回入学式 32名入学

学級数 9

2.歴代校長

氏 名 年月 ~ 年月
初代 深 )~ 員 昭55.2 ~ n百59.3

一代 松日楽敬 昭59.4 ~ I沼62.3

ニ代 福 地 保 昭62.4 ~平 2 . 3 

四 代 西 EEI 敦 子 平 2.4 ~平 7 . 3

五代 飯 回 堕| 代 平 7.4 ~とg~在



3. 地域の環境

本校は日野市東南端に位置し、多摩丘陵の頂きを開発した住宅街(西武 ・日本信販)の中心にあり、北は日野市、

立川市方面、南は八王子市、多摩市及ひ'多摩ニュータウンが一望できる。東は百草園の雑木林に固まれ、自然に恵ま

れているうえ、 1!ゆかな住宅環境で落ち着いている。

4.教育目標

(1) 学校の教育目標

人間尊重の精神を基制に、国際社会において心豊かにたくましく生きる人間の育成を目指し、次の教育目標を設

定する。

0 すすんで学ぶ子

0 明るく思いやりのある子(重点目襟)

O よく考え行動する子。からだをきたえる子

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

ア 白ら学ぶ意欲を高め、柔軟な思考力 ・泣かな右IJ造力 ・表現力を育てるとともに学ぶ楽しさや喜びを体得させる。

イ.自尊と敬愛の心を育て、 l明るい希望をもち、心豊かに生活できるような指導 ・援助をする。

ウ.EIら考え正しく 判断し、行動できるような主体性と実践する力を育てる。

エ.生命を尊重し、自ら進んで健康のよ首進と体力の向上を目指すとともに、運動に親しむ態度や能力を育てる。

オ.家庭や地域とい っそうの連携を図り、協力して教育効果を上げるとともに、より良い教育環境の整備に努める。

カ.月 2回の学校週 5日制の実施にあたり、子どもの学習負担が増大したり 、教育水準が低下しないよう指導計画

及び指導方法を工夫改善する。

キ.生活体験、自然体験等の機会をふやし、特色ある教育活動を推進する。

5. 本年度の指導の重点

(1) 科教科、道徳、特別JfrTj l!UJ 

ア各教科

児11iが自らJfえ、記長題に向かつて主体的に取り組めるよう指導法の開発に努め、生涯にわた って学ぶ力の基礎

を府う。

0児童の学宵への立欲ゃ関心を高めるために、ねらいを明確にした体験的な活動を重視した指導方法の工夫改善

に努める。

0 学習のねらいと評価の観点をはっきりさせ、計画的な学習をすることにより児童の基礎学力の定着を図り 、}~，

)]. )J・判断力 ・表現力 ・情報所用能力などの能力を育てる。

0教材、教具の効果的な活mを図り、学習効果の向上に努める。また、地域の素材を教材化し学習の中に生かす。

イ.道徳

教育所副j全体を通して道徳的心情を11tかにして実践力を育てる。そのために、各教科 ・特別活動とのつながりを

深めた指専の展開に努める。

0生命の尊重を基調にIYJるく 思いやりの心をもちたくま しく 生きる子を育てる。

o 望ましい行動棟式を身に千lけさせ、節度と協調性のある子を育てる。

ウ.特別活動

0児童の主体的な活動を重んじ、個性や能力の発見と育成に努める。

oJ'Hol紛組織などをfrTj川して児童相互の交流を深め、協力して落ち着いた所力のある良い校風づくりに励む態度

と':U1力を育成する。

(2) 特色ある教育活動

0ふれあい教育を行い人!日，ltm解を深め、 広く 12かな実践力を育てる。

0校|人j・校外での本イ1市動を行い勤労の十a干ひeと大切さの理解を深め、あわせて学校と地域社会の述携を深める。

0動植物を育てる教育所動を行い、生き物やn然を怒しむ心と環境の改7'平に働きかける実践))を育てる。

011本の文化や伝統を即解し親しむとともに、他|同の文化に|刻心と.arrp伴を深める教育活動を行う 。

o 1i):)J tn 3上lWllllの 3・4校H、?に総合間動の11年II¥Jを設定する。 地域とふれ合う活動や、体験的活動を展開するこ

とによ り主体性、日IJjsVI:をI背い、生きる))の育成を凶る。

(3) 'Ij目指導 ・進路J作品
ア. '1二日J行辺;

o ~ しいヴ:校ノ七日が送れるように、全教TIf1ï!llJJ を通じて 、 人 U\ J として制不1 1 のとれた 12かな心を育てる。

o 'ft 1.J-1 としての創作を即併させ、 )I~ ノドfド) ~I=_ f?it"'l↑1') の徹氏を凶る 。

o 9t.'. ;'j'l'のl泣かな人U¥Htを前うために IEしく 、美しく 、ilutかし、77柴で話すことができるようにする。

0家出 ・地域とのA併を深め、安全指謀、健全育成の万全をlUIす。



イ.進路指導

0児童一人一人の特性を生かし、個別指導を一層徹底し、生涯学習を指向する基礎づくりを目指す。

0各教科 ・道徳 ・特別活動との関連を密にして、職業や勤労に対する正 しい理解と判断刀を育て、労働や奉仕す

ることの大切さを体得させる。

0海外から帰国した児童については、学校生活への適応を図るとと もに、外国における経験を生かすなど適切な

指導に努める。

6. 本年度の研究主題

「体験学習を通して、自分で課題を発見し追求する子の育成」 教科生活科 ・理科

7 本校の特色

子どもたちの「心のふる さと」となる地域と一体化した学校づくりを目指す。このため全教職員の創意を生かし、

子どもと共に遊び、働き、学ぶ教職員の日 々の姿から教育実践の効果を高めてし、く 。

8.その他(教職員の研究歴)

沢町 都 . 文部省委員 日f 究 員

1 飯 田 園代(61.都研 究奨励費) 飯田 園代 (60. !f~f 活)

2 川原 保彦(H 6 . 中央研修 ) 川 原 保彦 (61. 体育)

3 茂木 敏光(H 6 . 教育課題)
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学 校名 日野市立仲田小学校

所在地 日野市日野本町 6-1 -74 

電 話 042-581-8511 FAX 8512 

)1慎 路 中央線日野駅下車徒歩12分

児 童数 男115名女135名 計250名

校長氏名河野和 教頭氏名古宮キヨ子

1. 沿革の概要

本校は、日野第一小学校及び日野第四小学校の教室

不足の解消、危険な道路を横断しない安全通学と 、当

地域の将来の発展を見越して、日野第一中学北側の固

有地「日野第一桑園」跡地と一部買収民有地に新設さ

れた学校である。

昭58. 3. 30 仲間小学校新設のための市条例一部改
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正を市議会が可決

現在地に建設着工

初代校長 山口武彦就任

開校

第 1回入学式

校庭 ・プール竣工

体育館竣工

市主催落成式挙行

校歌 ・校i;1披鼠式挙行

第 1回卒業証3授与式

第 2回卒業証占授与式

第 3 回卒業~ïE -;!J授与式

2代校長岩下和夫就任

第4回卒業証書授与式

開校 5周年記念式典

第5回卒業証.!J授与式

第6回卒業証占侵与式

第7回卒業証3授与式

第8回卒業証書授与式

3代校長 中村孝一就任

第 9回入学式

第9回卒業証書授与式

第10回入学式

第10回卒業証暫段与式

第11回入学式

第11回卒業証l!J使与式

第12回入学式

第12回卒業証』授与式

4代校長河野手11品就任

第13回入学式

第13回卒業証3授与式

第14@入学式

第14回卒業証3ll授与式

第15回入学式

2. 歴代校長

氏 名 年月~年月

llJ 口 武 彦 H召59. 2 ~ 昭62. 3 

石ιι4 下 和 夫 昭62. 4 ~平4. 3 

中 キサ 孝 平4. 4 ~平 8. 3 

河 野P 平日 巨Eヨヨ 平 8. 4 ~ 現在

3.地戚の環境

本校の学区域は、日野市の北部に位置 し、 東と南に

中川、|街道(国道20号線)、西に]R中央線、北に多摩

川にかこまれた、ほぼ長方形に近い地域である。

この地域は、 江戸時代以来甲州街道日野宿として栄

えてきた。近年、多摩川沿いの水田を埋めたてて宅地

化が進行している。 したがって、古くから居住してい

る人々 、比較的新しく移住してきた人々とが混在して

いる。

本校は、この地域の中央部北寄りの旧農林省蚕糸試

験場(日野第一桑園)跡地にたてられ、周囲は、仲田

緑地や多勝川という自然の美しい環境が残されてL、る。

仲間は、この付近の古い字名で、本校名もこれによっ

たものである。

4. 教育目標

生涯学習社会を迎え、個性尊重の精神を基調として、

心身ともに健康で知性と感性に官み、人間性豊かな児

童の育成を目指し、次の教育目標を設定する。

。すすんで学ぶ子

自ら学ぶ意欲をもち、社会の変化に対応できる

力を育てる。

0からだをきたえる子

自ら進んで、健康の保持 ・地進及び体力の向上

を図る能力と態度を育てる。

0思いやりのある子

生命尊重を基盤とし、人間性を尊重し、豊かな

心を育てる。

0最後までやりぬく子

困難ゃ陣容を乗り越えて自己実現を目指す、た

くましく生きる力を育てる。



5. 本年度の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

o r進んで学ぶ子」の育成を目指すと共に、基礎 ・基本的事項の定着を区lり、体験的な活動を重視し、知識と生

活の結びつく知の総合化を目指す。

OTT教師や地域の方々等、人材の積極的活用を進めるなど、指導内容 ・方法 ・体制を工夫することにより 、一

人一人を生かす授業を展開し、思考力 ・判断力 ・表現力の育成を図る。

イ.道徳

0社会の一員と しての自覚を高め、基本的生活習慣を身に付けさせるとともに、自他を尊重する心情及び態度を

育てる。

0豊かな人間性を育み、よりよく生きようとする心の教育の充実を 目指す。

0道徳の目標や内容が日常に生かされるよう、児童の実態に応じた指導計画を作成し道徳的実践力の育成を図る。

ウ.特別活動

0学級会 ・児童会 ・クラブ等諸活動及び学校行事を通し、仲l王l小の一員としての自覚を促し、企画 ・運営 ・実行

する自治能力を高めるとともに、自主的 ・実践的・協力的な態度を育てる。

(2) 特色ある教育活動

0一人一人が人間と地球の関係を考え、環境に対して責任ある行動をとるようにする視点から教育活動を、体験

的な学習を中心にして進める。

0教科学習、特別活動等において、地域の史跡、門然等特色ある地域環境や人材を活用し、地域との連携の上に

立った教育活動を推進する。

0学校、裁量の時聞を教育課程に位置づけると共に、特別活動 (学校活動、鬼童会活動)と関連を図りながら、児

童が主体となった全校の活動や保護者 ・地域の人々と共にした体験的な活動を進める。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

0一人一人の子どもが人間として尊重され、集団の一員として自ら考え人間らしい生き方ができるよう援助、指

導し、豊かな人間関係を育てる。

0学級での指導を中心とする中で、教育相談、生活指導職員会議 ・朝会等を通し児童理解と校内体制の舵立に努

め、問題点の早期発見 ・早期1対応に心掛ける。

0学校のきまり 、生活時程の改善を図り 、児童の主体的な学校生活を支援する。

イ.進路指導

0自分のよさに気づかせると共に、将来にわたって、日分のよR:たすべき責任について考えさせ、自己実現を目指

す意欲的な態度を育てる。

0 一人一人の児童の個性や特性の把握に努め、保護者との辿ü~を深めながらその伸長を凶る 。

6. 本年度の研究

(1) 研究主題

「お互いに認め合い高め合いながら進んで学ぶチの育成」

(2) 研究教科

rn数科」

(3) 研究目標

仲田小学校の児童一人一人が生き生きと進んで学び、i'Iら学ブJが向上したことを実感できる研究を目指す。

(~ ) 日際達成のための方針

{rl'旧小学校の教師の誰もが授業に対しての理論・技術をli'J上させ、日常的に|楽しい授業Jrわかる授業Jr学
力がつく授業」を目指し、 『仲田小学校の学習システム ・学習スタイル』を創造する。

(5) 研究の進め方

0研究をより活性化し、深めるために低 ・高学年 2つの分利会を設ける。

0系統的な研究をすすめるため、情報交換 ・研究の位置づけ等、研究推進部が中心となり進める。

7. 本校の特色

本校は、|調校15年目を迎えた教職員の意欲と児童の活力にあふれる学校である。

(1) 忠まれた自然環境

木TI1の北東部に位位する学区域は、緑豊かなイ'1'111緑地や、流れもj合き多摩川など、美しい自然に閉|まれている。

また学校の前には、樹Ilffì100年に達する大ケヤキやイチョウがそびえ 、 I~I$おりおりのjR飢が子供たちの心をは ぐ

くんでく れる。
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(2) あいさつが上手な明るい子

本校の子供たちは、すこぶる 明るく 、素直である。来客者は口をそろえて、 「この学校の子供たちはあいさつが

上手ですね」とほめてくれる。

あいさつは、心と心を結ぶ最高の手段であり 、好ましい人間関係の形成に役立つ。豊かで明るい学校生活を過ご

すために、あいさつは不可欠なものであり、全校で取り組んでいる。

(3) 研究熱心な教職員

本校では、 「お互いを認め合い高め合いながら進んで学ぶ子の育成」をテーマに、昨年度までの研究の成果を土

台とし、算数科を通しーj習の飛躍 ・深化に努めている。

また用務員は、庭木の現定の時期を研究したり、事務職は廉価で品質のよい物品購入に心がけ、調理員は、子ど

もの側に立った味付けなどを絶えず研究している。

(4) 協力的な地域の方々

本校を取り巻く地域は、 「日野宿」跡地に象徴されるように、大変歴史の古い所である。それだけに貴重な遺産

や資料がたくさんある。以前、開校五周年記念の資料集を作成するため、地域の方々に資料提供を要請したところ、

驚くほど多くの資料や古文書を寄せてくれ、また古老から、昔の話を十分聞かせていただいた。さらに、十周年記

念行事を地域の協力のもと実施し連携を深めてきている。

8 その他(教職員の研究歴)

UZT 中央研修 研 nノヤU 生 海 外 派 遣 研 ヲE 員 そ の 他

1 
古宮 キヨ子 古宮 キヨ子 古宮 キヨ子 岩崎英夫 雨宮宣夫

( 5 ) ( 3 .教育相談) (2.ヨーロ γパ) (元.体育) ( 7 .道徳助言)

2 
植松久美子 斉藤弥生

( 2 . 国語) (8.専修講座)

3 
雨宮宣夫 古宮 キヨ子 l

( 6 .教育課題) (8.専修講座)

4 
佐藤民男 鈴木裕子

( 9 .社 会) (10.ひのっ子教育)

5 
西 弘美

(10. 理科)



学校名 日野市立日野第一中学校

所在地 日野市日野本町 7-7-7

電話 042-581-0009・0261 FAX581-0023 

順 路 ]R日野駅下車徒歩10分

生徒数 男307名 277名計584名

校長氏名 松 津茂 久 教頭氏名嘉陽義明

1.沿革の概要 3. 地域の環境

昭22. 4. 30 公立中学校として設置認可、日野中学

校と称する。

H百24.4. 1 校歌制定

ilB29. 4. 1 校名を日野第一中学校と改称

昭37. 9. 17 新校舎(鉄筋防音)落成

H百38.9. 9 プール滋成

ne39. 5. 1 特別教室落成

111'141. 7. 1 体育館7ir成式

H百42. 11. 4 創立20周年記念式典挙行

昭48. 3. 10 校舎増築(普 2、特別 2) 

H目52. 11. 4 30周年記念、校歌刻字の記念碑

H百55. 4. 1 大坂上中新設に伴い学区縮小

IIB59. 3. 31 給食棟士曽築(食堂 1、特別 2) 

H召59.6. 4 学校給食開始

H白62. 11. 7 創立40周年記念式挙行

平 2. 9. 3 校庭整備工事完了

平3.10. 25 柔道室改築

平4. 2. 24 コンピュータ室完成

平 6. 8. 31 教育相談室完成

平 7. 8. 31 給食室空調施設完成

平 9. 2. 26 校舎棟・給食棟防水工事完了

平 9.7. 26 職員室空調施設完成

王子 9. 11. 15 50周年記念式挙行

2. L佳代校長

氏 名 年 月 ~年 月

|町 田 勘 之 助 昭22.4 ~ 昭25 . 9

飯 塚 節 昭25.10~ 昭37.3

大 沢 tーz多Jモ〆 昭37.4 ~ 昭40.3

大 沢 主J3主主4 作 昭40.4 ~ 昭45.3

安 達 良日 昭45.4 ~ 昭49.3

東 者長 朝 昭49.4 ~ 昭53.3

松 延 相ト 作 昭53.4 ~ 昭57 . 3

林 節5 夫 昭57.4 ~ 昭59.3

奥 村 節1 生 昭59.4 ~ 昭63 . 3

高 橋 豊 彦 昭63.4 ~ 平元. 1 

宮 本 裕 子 平元.2 ~ 平 6 .3

松 津 [l(; 久 平 6.4 ~ 現在

日野市の東部、 多摩川と浅川の合流する第四紀沖積

層の低地に当り 、水の便よく水田が発達し、甲州街道

ぞいの宿場町として栄えてきた。

近年、郊外の住宅、アパート、工場、特に中小企業、

家内工業、商業が多く 、近郊民業も 見られる。

4.教育目標

(1) 一人ー人を尊重し、心旦~と平和を求める社会の形

成者として、世界に聞かれた人間の育成を目指し、

次の円標を定める。
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一、自 ら考え、学びつづける人

一、協力し、全体につくす人

一、心;泣かで、!よい、やりのある人

一、進んで、心身をきたえる人

(2) 教育日傑を達成するための基木方針

(主体性)

(連情性)

(人間性)

(健康)

①生徒が白己実現に向けて主体的な生き方を実践で

きるよう、生徒一人一人が基礎 ・基本を身につけ、

意欲的に取り組める授業の実践と指導の工夫をし、

自ら考え学び続け、円分を適切に表現できる力を

育成する。

① 生徒が社会生活に適応し、遣しく生き抜くこと

ができるように、学級 ・学年 ・学校 ・地域社会の

ー員としての自覚を促し、よりよいと|三活を築こう

とする自主・自律的態度、地域から学ぼうとする

心情や人々との連?11;感、郷土愛を情う 。また、校

内や地域の美化活動・ 奉仕活動か ら環境改善への

意欲を育む。

① 人間性豊かに生きられるように、道徳教育の充

実に努め、人権尊重の精神を培い、国際理解教育

を推進する。

④ 思いやる豊かな心と健康な体を育て るために生

徒理解を深め、教育相談体制を充実させ、体育や

体育的行事、部活動の充実を図り 、進んで心身を

鍛える人間の育成に努める。また、性に関する理

解を深めるための指導を充実する。

⑤ 学校 5日制の主旨を踏まえ、授業時数の確保に

努めると共に、教材の精選、指導内容の重点化を

行う。また、社会の変化に対応するため、家庭や

地域社会、関係機関との連携を一層深め、地域社

会の一員と して所属感を持たせ、地域への帰属意

識を培い、聞かれた学校作りを推進する。



5.指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

・授業ルールを明確にした上で、基礎基本を重視したわかりやすい授業、そして生徒の理解を助ける授業の実践

により、基礎学力の充実を図り 、生徒自ら学ぶ意欲を培う。また、校内研修活動の充実化を図仏教師自らの

指導力の一段の向上に努める。

・学校 5日制をふまえ、授業時数の確保と教材の精選及び指導内容の重点化に努める。

-理科 ・保健体育科における。ティ ームティーチングによる指導の工夫や選択教科の拡大に向け、個に応じた指

導法の工夫に努める。

・体験的学習、問題解決的学習、地域素材を生かした学習や学校図書館、視聴覚教材、教育機器を活用した学習

を充実し、生徒の興味 ・関心 ・意欲を伸長させるとともに、情報を選択し活用する能力を高める。

イ.道徳

・道徳の時数確保とともに 3年間を見通した道徳、の年間指導計画に沿って組織的 ・計画的 ・継続的な指導に努め

る。

・教育活動全体を通して、表現力の向上に努めることにより、望ましい人間関係の土台を築き、いじめや暴力 ・

差別 ・偏見を排除し、人権尊重精神に基づき、思いやり、認め合い、支え合う心と態度を育てる。

• 1也減や社会の一員として、社会規範を身に付け、自主的判断のもとに責任ある行動が取れる道徳的実践意欲と

態度を培う 。

-他領域、特に進路指導との関連を図りなが ら、各学年の発達段階に応じて、生き方 ・在り方などの指導を充実

し、豊かな心を育てる。

ウ.特別l活動

-教師と生徒、生徒相互の心の触れ合いを深め、信頼関係を確立する。そのために、学級活動の計画的実践及び

短学活の継続性を図る。

・小集団を基礎に、個人の自発性や個性及び責任感を啓発し、学級集団の質を高める。

・生徒会活動や部活動を充実させ、生徒の自主的活動力と一人一人の個性 ・能力の伸長を図る。

・学校行事を通して体験的な所副jを促進し、成就感が意欲につながる指導に努め、あわせて集団への所属感を深

めさせる。

(2) その他の活動

サンフラワ一一中(学習 ・心身 ・連帯 ・環境)を合い言葉に、落ち着きと潤いのある学校生活を築くため、次の環

境教育や社会性をffむ教育、並びにポラソティア協力校としての活動を推進する。

-消姉 ・美化情動の徹底を図り、心豊かな教育環境の醜成する。

・クリーソフェスティパル、イEと緑のある学校づくり 、古切手 ・テレフォンカード集め、ユニセフ募金等の体験

的 ・勤労的 ・奉仕的な荊動を通して、心豊かな社会性を育む。

・学校の活動が見えるよう 、家庭、地域と連携し、理解とA感を得てい くよう鍔める。

(3) 生前指導 ・進路指滋

ア.生活指導

・ 生徒の規律ある充~たした学校生活の確立と基本的な生活習慣の徹底を図り、社会の一員としての自覚を高め、

社会規範を守るf樹立をffてる。

-生徒指導の共通理解 ・共通実践に努め、職員が一枚岩となって取り組む生徒指導態勢を確立する 0

・あいさつや朝会等の集会指導の充実により 、集団行動の質的向上を図る。

・教育相談室を柄用し、カウ ソセリングを重視して生徒理解を深めるとともに、生徒一人ひとりの内面に迫る個

別指導の徹底を図る。

・保護者、地域、小学校、関係機関等と緊密な連携を図り、生徒の健全な育成に努める 0

・n常の諸活動をjffiして、表現)):を日め、人間関係を築く基盤を広げる。

イ.進路指導

・一人一人の生徒がIlG理解を深め、将来にわたる生き万を考え、主体的に進路を選択する能力と態度を育てる。

也徒進路の選択に当たっては、生徒の能力 ・適性 ・希望等に基づいて適切に助言 ・援助を行う。

• 3 "1三n¥Jを凡通した全体育Ii刈にM;づき、組織的 ・計画的 ・継続的な指導を行う。

・学級活動における進路指導のH、?川を確保し、充実に勿める。

-職場訪問 ・職業制べ ・留学生の話を聞く会 ・上級学校調べ ・卒業生の話を聞く会 ・高校の先生の話を|対lく会等

体験的な学視を通して、生きた進路情報を習得させ、適切な進路選択能力を育てる。



6. 本年度の研究主題

活力のある学校を目指して 一主体的に活動し、表現する生徒の育成

生徒の活動場面を増やし、活気のある授業を実践するための指導法の工夫。

指導内容の精選と教科の連携。

生徒活動の活性化の充実化。

7. 本校の特色

学校の教育目標を具現化するため、サソフ ラワ一一中を合い言葉に、落ち着きと澗L、のある学校づくりに全教職員

で取り組む。

・学ぶ喜びを体得させ、考える力を育てる(サ γフラワ一学習)

・生徒に達 しく生きる力を育てる(サソフ ラワ一連帯)

・豊かな心と健康な身体を育てる(サソフラワ一心と体)

・美 しく落ち着いた学習環境をつくる(サンフラワ一環境)

8 その他 (教職員の研究歴)

なぞき 研 究 員

1 松樺 茂久(59. 特別活動)

2 嘉陽 義 明 ( 59 . 保体)

3 迫丸 英 明 (60. 数学)

4 芹ふよJ |佳男 ( 63 . 国語)

5 横溝 雅之(2 保体)

6 沢田 陽子(5 英語)

7 菅野 武(5 保体)

8 瀬 沼 徹(5 社 会)

9 馬場 誠(7 特 別 活 動 )

-148-

~.~ 発 委 員

嘉陽 義明 (62. 保体)

鵜 )11 節子(4 . 家庭)

迫丸 英 明 (6 . 教育問題)

チ|二原千恵子(9 . 東京の教育)



名

地

話

校

在

学

所

定

順路

生徒数

日野市立日野第二中学校

日野市多摩平4-5-2

042 -581 -0056・0262

中央線豊田駅下車 北へ徒歩10分

男245名9:'220名計465名

校長氏名口食和雄 教頭氏名阿部秀敏

1 .沿革の慨要

111329年度 設立認可、開校式、入学式(生徒202名)

第二期工事八教室増築落成

第三期工事竣工落成

第 l回卒業式(卒業生204名)

校旗 ・校歌制定

産業教育研究校に指定される

特別教室 (工作、調理、 理科)竣工落成

H自36年度 第二期特別教室竣工

産業教育研究発表会、修学旅行 研究発

昭30年度

1I({31年度

IIR32年度

H召34年度

昭35年度

表会

H日37年度 プール竣工落成

昭38年度 保健体育研究発表会

昭39年度 普通教室 3教室竣工、創立10周年記念式

典挙行

11円40年度 体育館竣工

11白41年度 |坊音校舎第一期工事完成(6教室)

111342年度 防音校舎第二期工事完成 (18教室)、

プールm更衣室工事完成

1I({43年度 南校舎前、境裁花壇完成

体育f:'J車と校庭用便所完成

11({48年度 創立20周年記念式典挙行

1I({49年度 南校合 3附塗装。妓1M科教宅」え同準備室

改造整備。rll庭 ・他鐙u1il

111'150年度 市校fI干6教室用設、南校舎 2附塗装

n({51年J_([ 思f'l宅、家庭利調理室、机、l友終的

117'152年度 体育館照明工事、 H音幕完成

校14干IE気配線整ulli

11('155iドJ1t 第二伎術室の新設

11行56年度 北校件|λj部塗装工事、校長宅 ・事務室の

床暖符え工 'J~

11行57{1ミ)立 I背校合窓、枠改修工省。プールサイド改修

仁事。 体育町UAミ塗装工 ' J ~

11{{59i下l立 創立30周年記念式典挙行

11行611下l主 給食棟挫設仁事完成

11行62年度 給食始まる

市校舎内部塗装仁'JT
11({63{1三!立 |十J校介内部塗装て事

体育館jZg1JllJ舗装工事

健全育成相談室設Ii'1
、|λjじ11三度 l将校7今一附l廊下改修塗装

17仲l祭(文化 の部) rli民会館て、挙行

'1/.2年!主: 体育館改修

被JJbf宅、.fm科室のl友改修

、11.311三位 コンピコーター宅新設

平4年度 南校舎一階廊下天井改修

北校舎階段張替え工事

北校舎二階トイレ改修

平 5年度 南校舎二階教室天井改修

l有校舎昇降口1，2階戸改修

北校舎廊下手すり新設(第二音楽室)

平 6年度 創立40周年記念式典挙行

南校舎一階教室天井改修

金工室前廊下天井改修

南校舎二階トイレ改修

平 7年度 南校舎三階教室天井改修

平 8年度 北校舎三階廊下手す り新設

校庭南側防球フェソス設置

平 9年度 南校舎教室ドア改修工事

2. 歴代校長

氏 名 年月~年 月

橋 本 貨 昭29. 3 ~ 昭30. 9 

刷 LLJ 恒 昭30. 10 ~ 昭41. 3 

飯 ITI 栄 IIB41. 4 ~ 昭46. 3 

れ4 H 俊 一 郎 11日46. 4 ~ 昭48. 3 

飯 l日 :!Jp ゴ1_コ1 1I({48. 4 ~ 昭51. 3 

林 政之助 IIfl51. 4 ~ 昭55. 3 

渡 辺 iヒt 彦 11百55. 4 ~ 昭59. 3 

ff 自} jミ 117159. 4 ~ 昭63. 3 

大 !ll} |径 久 1I({63. 4 ~ 平 6. 3 

11 食 不11 Mt -'IL 6. 4 ~ 現在
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3. 地域の環境

学区は3，000世帯を収容する多摩平公団住宅を中心に、日野五社を中心としたサラリーマソの住宅地として発展し

たベッドタウンの中央に位置している。

4.教育目標

人間尊重の精神を基本とし、民主的な社会の形成者として、た くま しく 実践力のある人聞をめざし、

(1) 健康なからだと自主的精神を養う。 I自ら学習に励む人になろう

(2) お互いに尊敬し合い、奉仕の態度を育てる。 I思いやりの心で他に尽す人になろう

(3) 高い知性と豊かな情操を養う。 I進んで心身を鍛える人になろう

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア各教科

年間指導計画を基に、指導内容の充実 ・精選及び、指導方法の工夫改善につとめ、基礎基本の充実を図り 、ゆ

とりある学習を通して自主学習を促進し内発的意欲、主体的学習態度の育成を図る。

また、指導方法の改善のひとつとして、理科においてティームティーチング、 音楽において複数学級の合同授

業を実施 し、授業の効果を高める。

イ道徳

日常の教育活動全体を通して、組織的・計画的に内容の重点化を図り、 学校生活全般において自主的判断のも

と、責任ある行動がとれる豊かな道徳性の育成に努める。

また、人権尊重教育の立場から学校の教育活動全体を通して、

① 互いに認め合い、励まし合う態度を育む。

② 『人の命の尊さ』を学ばせる場面や道徳的立場から「自分の生き方」について考えさせる場面を設定する。

① 偏見や差別の根絶に努める。

効果を高める指導法として学年合同の授業を設定する。

ウ 特別活動

学年 ・学級の諸活動を基盤に、生徒会活動など集団活動を通して、白主性 ・協調性 ・奉仕性等を養う。

特に、生徒会活動においては環境教育の一環として、リサイクル運動を発展させ、よりよい環境の創造活動に

主体的に参加させる。

行事ゃ諸活動を充実させ、活発な活動を促進することによって生徒自身の参加の意欲を高め、他との関わりに

ついて学ぶ場を設定し、主体性・協調性・創造性の件l展を図る。

小集団を基に学級・学年・生徒会の活動の中で、個々の自発性を促し、生徒集団の質を高める。

(2) その他の活動

部活動の内容の充実を図ることによって、生徒の活動意欲を促進し、豊かな人間関係を作り 、学校生活の活性

化を図る。

地域に根ざした学校教育を推進し、地域活動に参加させ、生徒が地域の自然や文化を愛し、地域から学ぼうと

する心情を育む。

(3) 生活指導 ・進路指導

ア生活指導

教師と生徒、生徒相互の人間関係を深めることによ って、基本的生活習慣を身につけさせ、自ら正しく 判断 し、

実践していく能力を養う 。

問題行動の指導は、共通理解に基づき一致した指導を継続・徹底するとともに、ゆとりを持 って自己教育力、

自ら正すカの育成を図る。

上記の目的を達成させる手段として、教育相談を進め、生徒一人一人を理解することによ って、指導 ・助言を

行う。

イ 進路指導

教師 ・生徒 ・保護者の交流を促進し、発達段階に応じた指導をすすめ、自己の個性や適性の伸長を図り 、正し

い職業観を育成し自らの進路を選択できる能力を高める。

進路学習として次のことを学級活動時に行う。

第 1 学年 ー ・ ・『自 己を知る~ ~職業調べと生き方』

第 2学年.....~職業を考える~ ~学ぶための制度と機会を知る』

第 3学年 .....~将来の生き方~ ~進路選択・決定』
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6. 本年度の研究主題

生徒指導「生活指導(生徒理解を深める)J

7. 本校の特色

日野市最大の多摩平第 l公園に接 し多摩平団地のほぼ中央に位置し、けやき、白か し、くぬぎ、こなら、赤松、ゆ

りの木等々の木々に閉まれ、自然環境は良好である。広い校庭は桜に固まれ、体育系のクラブ活動は活発で優秀な成

績を上げている。都の愛鳥モテ.ル校にも指定されており、情操面の高揚も見られる。青桐祭(体育祭 ・文化祭)も16

年目を迎え定着してきた。年 2回実施される生徒会主催の球技大会、合唱祭は、学級のまとまりを強めるとともに、

生徒の自主性を育てている。特に青桐祭を通して生徒の誇りとニ中の特性の育成に努める。

8. その他 (教職員の研究歴)

じで 研 究 員 自司 発 委 員

l 日 食 和 雄 (55. 保健体育) 日 食 平日 雄 (58.保健体育)

2 岡 音11 秀 倣 (5
2
8 へき地)
2. 数学

fj( 庭 英 子(7 . 家 庭 )
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名

地

話

路

校

在
学

所

電

順

生徒数

日野市立七生中学校

FI野市南平 6-7-1

042-591-0174・0175 FAX042-591-0178 

南平駅(京王線) -F車徒歩 8分
盟国!択(JR) 下車徒歩18分

男195(3) 女197(1) 計392(4)
( )内は心障 ・相談学級の生徒数

校長氏名 司ι4吉J 浪 真

1 .沿革の概要

H召22. 4. 1 学制改革により七生村立中学校を役場

庁舎内に設置

5. 15 七生村役場を仮校舎として開校式挙行

2部授業で発足

昭23. 2. 15 七生村南平1994番地に七生中学校敷地

決定、地鎮祭を挙行

9. 4 新校舎完成、当日より授業開始

H百32. 12. PTA結成第 l回総会を挙行

創立10周年の記念式典及び校歌制定の

発表を挙行

昭33.2. 日野町立七生中学校と校名変更

11百37. 7. 31 プール聞きを挙行

昭37. ~39. 鉄筋 3階 3教室 ・6教室完成

Ilfl41. 7. 1 体育館落成

11召42. 11. 3 創立20周年記念式典挙行

IIfl45. 3. 31 鉄筋防音校舎 9教室完成

4 ~ 9 七生中学校に三中分校設置

11{:j46. 3. 31 第二期防音鉄筋校舎完成

8. 24 プール浄化装置 ・更衣室完成

1IP，47. 3. 20 観察用水槽完成

5. 22 訪問学級開級式

11(~5 0. 5. 22 南校舎西側 (4階)増築工事完成訪

間学級教室完成

7. 1 地番変更日野市南平 6-7-1

1lP，52. 11. 3 創立30周年を祝う 会挙行

H白54. 9. 30 校庭、運動場改修工事完了

明57. 3. 31 社教による夜間照明工事完了

H日58. 4. 1 心陣学級開設(2教室改造)

5. 心障特別教室完成

11白59.5. 校庭南フ ェソス改修(歩道完成)

8. 全教室窓枠アルミサッシに交換 ・外装

吹付け工事実施

11(:160. 3. 廊下塗装工事実施

5. 給食棟(厨房 ・食堂)完成

H百61. 3. 校庭南フェンス(高)延長

11討62. 9. 12 創立40周年記念式典 ・祝賀会を挙行

平 2. 3. 訪問学級を閉鎖

4. 相談(情陣)学級を開級

王子3. 10. 体育館を改修

平4. 3. コンピュータールーム工事完了

司z9. 11. 8 創立50周年記念式典祝賀会を挙行

教頭氏名正留久

2.歴代校長

氏 名 年月~年月

飯 塚 節 昭22.4 ~ 昭25 .9

増 山 ↑亘 昭25.10~ 昭30 .10

飯 島 r.コと 昭30.10~ 昭37.3

木 キヰ 巧 昭37.4 ~昭40.3

芳 西 幸 H百40.4 ~ 昭44.3

羽 崎 男 117344. 4 ~ 昭47.3

信1 橋 太 昭47.4 ~ 昭51. 3 

ゴ口= 岡 孝 二 郎 昭51.4 ~ 昭55 . 3

111 本 保 昭55.4 ~ 昭61. 3 

J 11 111奇 il73 昭61.4 ~ 平冗 .3

キ，t 匠l ゴパJゴ与、 信 平フじ.4 ~ 平 4 .3 

名 塚 P4~ 平 4.4 ~ 平 8 .3
ぞB」」a[ 浪 真 平 8.4 ~ 現在

3 地域の環境

学校は京王線より徒歩 8分、中央線:畳間駅より南へ

18分、浅川に沿う 的かな位置にある。学区域は京王線

に沿って東西に長く 、平坦部と多摩丘陵からなり 、自

然環境に恵まれている。

学区近くには、高l幡不動、また多摩動物公困、平山

城租1:等の文化施設がある。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

本校、は法令に定められた教育の目 的 ・目標の達成を

めざし、又、生徒 ・学校及び地域の実態に即して次の

とおり教育 目標を定める。

自主 ・敬愛 ・勤勉 ・責任 ・健康

・自ら学び、考え、行動しよう 0

.責任と思いやりの心を持とう 0

.健全な心と身休を作ろう。

(2) 学校の教育目楳を達成するための基本方針

-教育活動全てにわたり人権尊重の精神を培い、

生徒の個性を{rll長し、心11i;かでたくましく生き

る生徒を育てる。

-基礎的 ・基本的な内容を身に付けるために各教

科および学年間の連慌を密にして、組織的 ・計

画的な研究を 日常的に進める。
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-心身障害学級との積極的な交流を図ることを通して、障害児に対する理解を深め、互いに認め合い、支え合い、

励まし合う態度を育てる。

・学区小学校、諸機関との連慌をi深め、生徒の健全育成に勤めるとともに、学校 5日制に伴い、地域の人々や文

化と触れ合う機会を通して、地減との連帯感、地域への帰属意識を培い、地域に聞かれた学校教育を進める 0

・生命を尊び、健康で191るく活力のある学校生活を送ることをめざして、自 ら進んで健康の保持 ・増進や体力の

向上を図る能力と態度を育てる。

・白主性と創造性に15む集団の育成を目指して、生徒会活動や学級での話合い活動を積極的に推進する。

・教f;;1・学級での指導を通して、自国の文化や伝統に対する理解を深め、国際的な視野にたって行動できる生徒

を育てる。

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教科

-指導内容 ・方法 ・評価の改善を通して、基礎的 ・基本的事項の指導を徹底し、 生徒一人一人の個性の伸長を図

るとともに、主体的に学ぶ君、欲の向上を図る。

・4上会・・・自ら学ぶ能力の育成を区lり、国際社会の形成者として基礎を養う作業的学習を重視するため、 3年生を

週 3n寺!日!とする。

. J!_Q存1...ティーム・ティ ーチング授業を導入し、主体的に学習する態度を身につけ創造性を培う。 また、実験・

観察をより多く取り入れるため 3年生を週 411初日!とする。

・背楽ー特に鍛'11分野での視聴覚教材の前川などにより指導を徹底させ、iltかな情操を育てるため、2年生を週

21時間とする。

-美術 作業的学宵の充実、視聴覚教材を市川による鑑11・能力の向上を図り 、より豊かな情操を高めるため、2

年生を迎 211与r:"Jとする。

・技術 ・家庭 ー情報基礎をより深く学習させ、1Ji1礎的な知識の習得と 、進んで創意工夫する態度を育てる ため、

3年生を週 3時間とする。

-外1]<1詰 (来語) ••• 1. 2年生については、法礎学習の充実と外国事情についての理解を深めるため、週4時間

とする 、3年生については、さらにコ ミュニケーション能力を高め るため、週4時間とする。また、 AETを

導入し、ティ ームティ ーチングにより 個に応じた指導の充実を図る。

イ.道徳

・全教育所近}Jを泊して、道徳的心情:を泣かにし IIしょをたえず向上させるような生き方を学ばせる 0

・教C¥IIIと生徒の人絡的交流を深めながら、道徳的判断)):を桔い、道徳的実践j):を高める。

ウ.特別問動

• 41ましい集団所副jができる場を充実させ、1"1己を生かし、能力が先抑できるよう街導に勿める。

・生徒のn先的な柄。Jを助長し、n1:的 '~~.li的な態度を育成する 。

-生徒が t休(1'-)に取り剰lむ体験的な行事を行う ことを通して、達成感 ・成就感を味わえるよう指導に努める。

(2) その他の百~ill)J

• ' 1二 徒.fl l~~仰を深めるための教育相談を充実し 、 生徒一人一人の内聞を提えることを泊して、生活立欲の向上に努め

る0

・体力の向ヒおよび雌肢の保持刑進の指噂を充実し、生涯体育の基礎作りを推進する 0

・小学校、育成会との辿脱を辿して、地以に聞かれた学校教育を推進する。

(3) 'Li丹桁導 ・進路指滋

ア.'I:i目指導

. ，yj: (:IIIと生徒の心の触れ合いを指導のlJ;，-s:に品liえ、生徒理解を深め信頼|見係を依立する0
・人1:¥J.e?:屯を11えifllJ，におき、いじめ、暴力等のない 「安心して学べる学校」をつくる。

・学校週 511制を市川して'学校外生活の充実をI.l<Iり、あわせて社会規範を守る態度が育つよう指導に努める。

イ.進路J行滑;

'1:徒が将ぅKにわたる生き万をJfえ、 1:1己実現を図る能力と態度を身につけられるよう全校的な指導体制の充実

を凶る。

・ 1"I 'r縦収~ミーやその日川および見学等の体験的な学刊を泊して、 生徒が主体的に進路を選択する能力と望ましい勤

労制、職業観を身に付けることができるよう指導の充'だに努める。

6. イげ1ミ!立の研究 U凶

Iノヒきノ1:.きした学校 ・学糾づくり」
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7. 本校の特色

0生徒は明るく素直であり、父母も教育熱心である。PTA活動も伝統と新しさをうまく調和して意欲的に活動して

いる。親父会の活動も活発である。

0研修会や授業研究等を通して、基礎学力の定着、授業の充実を図っている。

0生徒会活動が盛んで、新入生を迎える会、三年生を送る会等の行事が、活発に行われている。

0地区育成会や小学校とも連携 して、開かれた学校づくりに努めている。

8. その他 (教職員の研究歴)

討を 研 究 員 開発委員 ・東京の教育21 7C の 他

l 岩浪 真 (51. 美術) 岩浪 真 (54. 美術) 菊地雅彦 (4.研究生相談)

2 正留 久巳(6 .教課) 正留 久巳 (62.美術)

3 三 島 雅 裕(8 .美術)
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学校名

所 在 地

電話

順路

生 徒数

校長氏名福島良 樹

1. 沿革の概要

IlB45. 4. 1 日野市立七生中学校日野第三中分校と

して、七生中学校内で授業開始 生徒

数26名、教職員数12名

10. 1 日野市立日野第三中学校開校、七生中

学校内で授業生徒数44名、教職員数

14名、百革、高l幡の両団地を学区域に

する

H召46.3. 27 校舎新築工事竣工

4. 1 学区域変更、程久保地域の全部 三沢

地区上、巾を加える

7. 1 学区域変更、西部百草団地を加える

10. 2 開校式を挙行 10月 2日を開校記念日

とする 校章 ・校歌を発表

明48. 1. 31 体育館工事竣工

昭50.4. 1 第二期校舎増築竣

昭54. 4. 2 第三j閉校舎増築竣工

昭55.10. 5 1')IJ立10周年記念式典

昭59. 4. 1 学区域変更、西部百草園住宅および日

本信販西部百草園住宅地域を除外、三

沢中学校区に移す

9. 1 第四期特別教室地築竣工 プール管理

棟竣工

117162. 3. 31 プール改修工事竣工

平元. 8. 31 集中コントロールガス暖房工事竣

平 2. 6. 22 クラブハウス竣

6. 26 校庭夜間照明施設竣工

8. 13 給食棟竣工

9. 28 給食開始

11. 17 創立20周年記念式典

平 4.5. 20 校庭改修工事着工

7. 27 体育館改修工事着

10. 3 校庭改修工事完

10. 20 体育館改修工事完

平 5. 4. 26 パソコン教室工事完了

平 8. 3. 18 教育相談室工事完 f

日野市立日野第三中学校

日野市程久保650

042-591-2228・2229 FAX042-591-2221 

京王線高|幡不動駅下車 百草団地行パスで

高|幡台団地下車徒歩7分

男249名女270名計519名

教頭氏名片倉俊秀

2.歴代校長

氏 名 年月~年月

橋 本 敏 一 昭45.9 ~ 昭48.3

松 延 弱ト 作 昭48.4 ~昭53. 3

田 中 弘 明 昭53.4 ~昭56 .3

長 岡 '刀=-言 次 昭56.4 ~昭59. 3

千 葉 康 =，tt L、 昭59.4 ~ 昭63.3

清 7]( 春 海 昭63.4 ~平 3 . 3

高 木 宏 文 平 3.4 ~平 6 .3

干高 島 良 樹 平 6.4 ~現在

3.地域の環境

本校は日野市南部の多摩丘陵地帯にある。学区械は

住宅公団の高幡 ・百草の両団地、民間分譲の三井、電

建の諸国地及び在来の程久保、三沢の両地区を含んだ

地域である。

屋上からは眼下に浅川が流れ、その北に起伏に富み

緑豊かな武蔵野台地を一望することができ、西方遥か

富士の秀峰も眺められる。学区内には都立多摩動物公

園、 Iりl星大学があり、付近には百草園、東電学園、帝

京大学、中央大学などがあって文教地区を形成してい

る。

4.教育同様

(1) 学校の教育目標

・人権尊重の精神を基調に、国際社会に活躍できる

心身共に健やかな人間を育成するため、次の目標

を定める。

『自ら正しく判断し、責任を持って実行する人と

なる』

0自ら学び、考え工夫する人

0自然や人々を大切にする人

0自ら心身を鍛えやりぬく人

(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

① 人権尊重の精神に基づいた教育活動を推進する。

知徳体の調和のとれた人間性豊かな生徒の育成の

ため、教育 1::1傑を具現化 した学年 ・学級の目標を

設定し、具現に向け、学年 ・学級の経営の充実を

図り推進する。

② 基礎 ・基本を習得させ、生徒の個を捉え、自己

教育力を伸長させる。生徒理解に綴ざした指導を
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基本に教育活動を推進し、立欲的な生徒の活動を展開させる。また学校五日制に対応し、指等法の工夫改善を進

める。

① 生徒と教師の信頼関係に立った教育活動を推進する。一人一人の生徒のもつ良さに注目し、それを培L、1111ばす。

自らの意見を持ち、考え実行することのできる生徒を育成する。

④ 健康、安全教育を推進し、自己の健康と体力の向上に鍔める資質を養い、自他共に尊重し、慈しむ心を育てる。

⑤ 保護者、地域に信頼され期待される学校づくりのために、聞かれた学校を推進する。保護者、地域と一体とな

り生徒の健全育成をすすめ、 地域社会の一員としての意識を高める。

5.指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

『生徒一人一人を大切にした指導を基とし、主体的な活動を展開できる生徒の育成を図る。』

ア.各教科

① 基礎 ・基本を重視し、わかる授業を展開し、生徒自ら学ぶ意欲を培い、自主的な学習態度を身につけさせる。

生徒理解に基づいた指導の充実を図り、生徒一人一人の個性を捉え、個に応じた指導を推進する。

② 生徒に、よりわかりやすし、授業を展開するために、 T・TやAETの指導の工夫と改善を進め、また視聴覚

機器などを活用することにより一層の充実を図る。

① 生徒が意欲的に学習に取り組めるように、指導と評価のあり方を工夫 ・改善する。

イ.道徳

① 他領域との関連を図りながら豊かな心を育てる。教育活動全体を通して思いやりと協調性を養い、 道徳的実

践力を高め、祖かし、人間関係を育む。

② 生命を尊び、自他の人権を尊重し集団の一員と しての自覚を高める。

ウ.特別活動

① 生徒の自主的活動、体験的活動を重視し、生徒会活動の充実を図る。

② 学校行事においては、その目的を理解ーさせ一人一人が自主的に責任をもった行動をとり、連併感に富んだ人

間関係の確立を 目指す。

① 地域の中での交流を通して、理解教育を推進し、障害のある人への理解を深め、共に生きる心を培う。

(2) その他の活動

① 活動全体を通し、積極的に生徒との交流を心がけ、教師と生徒及び生徒相互の間の望ましい人間関係を作る。

② 地域の小学校 ・養護学校との交流を図り、相互理解を深めるため、新入生をま、j象にオリエンテーションを実

施する。また、養護学校等との交流では、合11品祭への招待、夏祭りへの参加を積極的に行う。

①務ち着きと潤L、のある学校生活を送らせるために、情帰美化指導の徹底を図る。あわせて、地域環境美化につ

とめ、リサイクルボックスの利用 ・空き缶の回収などを行う。

(羽 生活指導 ・進路指導

ア.生活指導

① (1ら正しく判断することを基本に、自主的に行動できる生徒の育成を図る。具体的には、

1. r時間のけじめをつけさせる』

2. W身の回りの持ち物を考えさせる』

3. rリーダーの育成を図る』

の3つを重点と して指導する。

② 教育相談を充実させ、 生徒理解を深め、生徒一人一人の内面をとらえた指導をする。

① 生徒個々に対する指導は、生徒指導部 ・各学年などを通して全教職員の共通理解をはかり 、一致した指導の

徹底を行う 。

④ 家庭との連絡を密にし、指導の充実をはかる。

イ 進路指導

① 3年聞にわたった系統的な進路指導計画を立て、社会に一員と しての自覚を養う。

② 白己理解を深め、自らの進路を切り聞き、生きる力を培う。

① 教自lfiと生徒、保護者とのl踊談を実施する などの緊衝な交流を図り、進路情報を布効に活用し、適切な進路選

択ができるようにする。

6. 本年度の研究課題

ア.主題「生徒理解を深めるための工夫J (3年目)

イ.研究内容

① 生徒一人一人が生き生きとできる学級活動の工夫

② 教育相談(カウソセリ ソグ)の手法を学ぶ

① 教育相談の手法を生かした面談のあり方と実際
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7. 木校の特色

0本校は多摩丘陵の高台に位置し、南には雑木林が接し、四季おり おりの樹木、小鳥のさえずり を楽 しむ ことがで き、

自然環境に恵ま れている。

oFJ日校28年目で、学級数は14、学区域の小学校は、潤徳小、 百草台小、 高liJm台小、 程久保小の 4校がある。

o I~日校以来、 「自ら判断 し、責任を持って実行する人となる」の教育目標の具現化をめざし、全教育活動を通 じて、

生徒の自主性の育成に努めている。

0気持ちよく学習できる環境を整えるため、教室美化、 掲示指導に力を注いでいる。 月一回、 美化デーを設定し、清

掃活動の徹底に努めている。

0学校、地域環境美化と省資源 ・省エネルギーのためリサイクルボックス利用、 空き缶回収などの活動を生徒会を中

心に取り組んでいる。

8. その他 (教職員の研究歴)

除ぐT Wf 究 員 開 発 委 員 そ の 他

1 f百 島 良 樹 (52.理) 福島良 樹 (57. 教課) 福島 良 樹 (61研究生、理科)

2 片 倉 {変 秀 (62.道) 磯部博子(6 .国語) 永井 義治(元.杉並憤美研理)

3 吉田 俊明(元.教課) 吉 田 俊 明 (9.ボランティア)

4 jド 上 義 孝 (5. 技術)

5 岩崎弘晃 (9. 社会)

6 御 木聖子 (9. 英語)
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学校名 日野市立日野第四中学校

所在地 日野市旭が丘 2-42 

電話 042-583 -3905・3906 FAX 042-583-3915 

順 路 中央線豊田駅下車徒歩17分

パス(平山工業団地循環旭が丘中央公園下車 5分)

生徒数 男309名女283名計592名 16学級

校長氏名松原 勇 教頭氏名阿部信一郎

1.沿革の概要

昭47. 5. 10 市教委に四中設立委員会設置

8. 21 校舎起工式(工事費19億円施工

急建設)

12. 7 学区決定

昭48. 1. 18 屋内体育館着工

3. 26 都教委 ・第四中学校設立を認可

4. 1 初代校長 河村俊一郎

以下教員24名発令 ・開校

7. 2 屋内体育館完成 使用開始

(工費約4，600万円施工小田急建

設)

本校シンボル「泰山木」決定

プール完成(工費2，700万円)

校歌作詞完成

校章決定、教育目標設定

校歌作曲完成(寺原伸夫氏)

校旗完成

落成式挙行

第一回開校記念目

標準服制定

保健室冷房装置取り付け

増築工事開始

保健室空気清浄装置取り付け

駐車場舗装(体育館西側)

体育倉庫、砂場完成

増築部完成校舎3スパン

機械室 (工費約 l億6千万円

施工 小田急建設)

テニスコート完成

校庭の校舎側にU字溝設置

図書館開館

二代校長 山口幸雄 着任

第三期工事開始(工費9，500万円 施

工 小田急建設、年度末完成)

校庭に防球フェンス設置

校庭東側に防球フェンス設置

校庭南側に防球フェンス設置

三代校長花牟礼哲着任

学校警備、機械化となる

創立10周年記念式典挙行

校歌碑建立 ・除幕

四代校長立川泰司 着任

給食棟建設工事着工

7. 18 

8. 7 

10. 13 

10. 16 

11. 10 

11. 16 

11. 17 

11. 22 

111149. 2. 2 

5. 30 

7. l 

7. 3 

9. 6 

昭50. 1. 8 

3. 8 

4. 26 

111151. 1. 16 

n1152. 4. 1 

9. 13 

H百53. 3. 28 

H百54. 5. 15 

6. 26 

昭56. 4. 1 

H百58. 4. 10 

11. 21 

日目60. 4. 1 

111162. 1. 17 

9. 30 給食棟及びテニスコ ー ト(全天候型に)

改修

五代校長 桑原和正 着任

給食開始

西側校舎外壁塗装

東側校舎外壁塗装

六代校長 高橋和子着任

体育館改修工事終了

11. 5 開校20周年記念式典挙行

平6. 9. 10 相談室完成

平 7. 2. 7 健全育成研究発表会

4. 1 七代校長松原 勇着任

小田 H百63. 4. 1 

5. 16 

平2. 8. 18 

平3. 7. 21 

平4. 4. 1 

平 5.10. 30 

2.歴代校長

氏 名 年 月 ~年 月

1可 キサ 俊 一 郎 日目48.4 ~ 昭52.3

山 口 幸 雄 昭52.4 ~ 昭56.3

花 牟 礼 哲 昭56.4 ~ 昭60.3

立 ) 11 泰 司 昭60.4 ~ 昭63.3

桑 原 来日 正 11召63.4 ~平 3.3

同口 橋 和 子 平 4.4 ~平 7.3

松 原 勇 平 7.4 ~ 現在

3. 地域の環境

本校の学区は、 地形的・地質的に北半分は洪積台地

(1:1野台)、南半分は枝川ぞいの沖積低地に 2分され

ている 。 台地部は 2 ~3 段の段丘状になっており 、 そ

の境界は高低差1O~20 m の急崖にな っ ている。

戦後にここに も都市化の波が押し寄せ、昭和33年多

摩平団地入居をきっかけに、人口は急増しはじめた。

平山工業団地・ ]R豊田電車区、多数の住宅、アパー

トなど、知lや雑木林が宅地化され、学区内の様相はい

ちじるしく変化 しした。

4. 教育目標

(1) 学校の教育目標

平和で民主的な国家社会の形成者として 世界にひ

らかれた個性豊かな生徒の育成をめざし、つぎの目

標をさだめます。

一、よ く考え、自 ら学ぶ人

一、心身を鍛え、やりぬく人

一、他を思し、やり 、責任ある行動をとる人
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(2) 学校の教育目標を達成するための基本方針

人権尊重の精神のもとに、一人一人の生徒を大切にする教育を推進する。

そのため、授業をはじめあらゆる場で生徒理解と生徒を認め、励ます指導に努める。さらに、望ましい人間関係

を育てる基継である学級経営の充実、心豊かな生徒を育てるための道徳教育の充実、個を生かす教育の充実、基礎・

基本の徹底と意欲を高めるための指導法の改善に努める。

1. 各教科 ・領域及び学年の指導目標を学校教育目標との関連において明確にし、全教職員の共通理解のもとに指

導にあたる。

2.生徒の自主的活動を重視した行事、および学年 ・学級経営の充実をめざし、研修 ・実戦に努める。

3. 基礎的 ・基本的な内容を重視し、個に応じた指導に努めるため、上限下限の時数を示された教科については、

3年保健体育を除き上限の時数とする。

4.生徒理解を深めるため、学校裁量の時間を計画的に運用し日常的な教育相談活動の充実を図る。

5. 学ぶにふさわしい教育環境の整備、 美化に努め、あわせて地域の自然や文化を大切にする態度を育成する。

6. 地以 ・家庭との連携を密にし、PTAの理解と協力を得て、教育目標の達成を図る。

7.教師としてのブ'J:i立を高めるため、研修の充実 ・指導資料の収集 ・活用を図る。

5. 指導の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア.各教存|

1. 生徒一人一人を生かす指導につとめ、臼ら進んで学びとる学習態度を育成する。

2. 教材等の粘4 選につとめ、基礎的 ・基本的な内容の指導を徹底し、生徒一人一人の能力の付l長に努める。

3. 音楽科の指導をティームティーチングにより充実させ、学校全体の情操教育の向上に役立てる。

イ.道徳

1. お互いの人権を尊重し、思いやりの心を長う。

2 白然、や文化、ものを大切にする心を養う。

3. よく考えて行動し、責任を持って着実にやりぬく強い意，lEを長う。

4. 各学年の発達段階に応じて、生き万在り万などの指導を充実し、よりよい生き方を考えさせる。

ウ.特別活動

1.学級経営の充実を 11指し、教師と生徒、生徒の相互の心のふれ合いを深める。

2. 生徒自身が11己の役割や責任のILI党を深め、集団の一員としてよりよい集団生活を送れるよう社会性を育む。

3. 諸活動を通して、生徒の能))や個性を的俄にとらえ、個を生かす場の設定と仲長に努める。

4. 学級活動と生徒会活動との関連を深めて、生徒の主体的な前車Jを充実する。

5. 生徒会活動や学級活動の充実を図り 、生徒一人一人が満足感 ・充実感を得られる行事にするように努める。

6. クラブ活動は、部活動によ って代倖し、年間の計画のもとに実施する。

(2) その他の活動

充実した小学校生活を送らせるために

1. 学校行事への取り組みを通して、 (1主的体験的活動を重視する。

2. 生徒一人一人の学習や生前の悩みを解決するため、学校裁吐時間に四「ドタイムを各刀ごとに設定するなどし

て、教育相談活動を充実し、生徒理Ff(oを深める。

3. 八王子東養護学校をはじめ近隣の福祉施設との交流を進め、生徒の体験を重視して、共に生きる態度を長う。

4. 東京都、ボランティア活動協力校の指定を受け実践する。

(3) 生前指謀、進跡指羽

ア.ノ住所指導

1. 授業をはじめ、あらゆる場l而に努める。

2. ー人一人の生徒理解を土台として、個性を認め、励ます指導を基本とする。

3. )，~ノド的な生活判官tを身につけさせるとともに、家庭 ・ 地以との連携を械にし 、 生徒の健全育成に努める 。

4. 身近な環境のNTf~\前四Jや強制IJ に努めさせ、ものや自然、を大切にする心と勤労立欲を向上させる 。

3. 心身の健康安全に対する指喝の充実を図り 、事tfx防止に努めさせる。

4 学級活動や学校行事などを過して、集団生前のrl'での例の役世IJを理解させ、主体的に責任を果たす態度を護

う。

5. 一人一人の生徒の迎解を深めるため、教育相談所動を充実する。

6. 生徒による全校集会 ・学年集会などの企阿迎'討を過して、集団としての賢官を向上させる。

イ.進路桁導

1. 3年間の系統的な指噂で白己思?f(Oを図り、生徒一人一人が将来の進路を主体的に選択する能力と態度を育成

する。

2.各数手;1の学判所illlJを通して人I:JJの生き )i在り万に触れる指導の工夫をする。
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3 図占資料等の情報を有効に市川し、主体的に進路を選択する能力の育成を図る。

6. 木年度の研究主題

「12かな人間形成を目指した指導のあり方」

7. 本校の特色

(1) 教ff活動ー・・・・各領域の調和を保ちながら、明るく活力ある校jiTI¥を育てる。

(2) 健全育成の推進・・・・・・東京都健全育成推進校として健全育成の推進に努めた。

(3) 父母との連携ー・・・ー・学級 ・学年父母会 ・地域懇談会などにより 、共通理解をふかめ連携を図る。

(4) 美化 ・緑化の推進 ー・清掃のゆきとどいた校舎内外の環境美化に努める。

(5) 体験学習の推進 ーー

・八王子東養護学校や光の家との触合いマラソン等の交流を通して、共に生きる豊かな心を育てる。

8. その他(教職員の研修歴)

uzh 研 究 .w. 日目 発 委 員 研 究 さ七 τ《矢一1"一

l 松原 勇 (37 保健体育) 市)11 尚春 (6. 中央研修)

2 阿部信一郎 ( 8 学校給食) 石川 晴一 (9 .海外派泣)

3 斉藤 道 特別活動)

4 石川 11青ー ( 7 道 徳)

5 朝島美恵子 技術家庭)
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学 校名

所在 地

電 話

J[頃 路

生徒数

校長氏名 自民 沢 直 孝

1. 沿21Eの概要

1I{{51. 9. 18 仮称五中学校校舎起工式

ni'-152. 2. 1 初代校長 古川 豊発令

4. 1 日野市立三沢中学校開校 教頭以下教

職員22名発令

4. 6 始業式 C2年156名、3年147名)

4. 7 第 1回入学式(1年188名、全校生徒

491名)

9. 16 第 1回開校記念日

[1?~53. 3. 22 第 1回卒業式(男80名 女66名)

4. 7 第2巨l入学式(男109名 女85名)

IIA54. 3. 19 第2回卒業式(男75名 9:88名)

4. 7 第3回入学式(男111i'i 女91名)

II{!，55. 3. 18 第 3回卒業式(男93名 女91名)

4. 8 m41"[入学式(男107名 9:105名)

[1t"{56. 3. 20 第4回卒業式(男105名 女86名)

4. 6 部 51百|入学式(到131名 女94名)

II{i57. 3. 19 第5回卒業式(男108:f，!l:95il， ) 
4. 1 二代校長 降旗経雄発令

4. 7 第 61互|入学式(男137iS 9:108名)

11&.58. 3. 19 第 61.!l1卒業式(男110名 9:108名)

4. 7 第 71百|入学式(男107名 女122名)

18学級 教職員35名

11{{59. 3. 19 部 71n[卒業式(男1301う !l:951-'，) 
4. 1 校舎J.tl築、給食室完成

4. 7 第 81"[入学式(男174:f， !l:161f，) 
II{{60. 3. 19 m 8 1旦l卒業式(男1361-'， f，(102iS ) 

3. 31 内側節二 グラソド完成

4. 8 節 91旦|入学式(男171il，女153名)

1I{{61. 3. 20 m 9阿卒業式 OJ1101-'， !l:119f， ) 
3. 31 n~庇、 ' 1 '1定緑化完成

4. 8 部101口|入学式(児169:f， f，(170名)

24学級 教職員55名

II{i62. 3. 20 W101日|乍業式(男174il，!l:169名)

4. 1 三代校長綿引 IEL'.発令

4. 7 ~rn1 l nl入学式 C;!)l73 f， Y.142i'，) 
23'学級 教職員55:f，

11. 7 創立10)，'~年記念式典

H行63. 3. 18 W11同卒業式 C:9)175i"，!l:1641-'， ) 
4. 7 W121"[入学式 (児1421-'， !l:129:f， ) 

23"{:級 教l隙只56:f，
、!λj己.3. 20 W121"[卒業式(児1701-'，f，(168i"， ) 

4. 7 節目11l[入学式(到132f， 9:97iS ) 
21学級 教職日50::Y，

‘IL 2. 3. 20 W131"[ 1':業式(リ)1731-'， !l:1421う)

日野市立三沢中学校

日野市三沢 1-17-4 

042-592-5017・5018

京王線百草園駅よ り西へ徒歩10分
高l幡不動駅より東へ徒歩12分

男296名女264名計560名

教頭氏名 191 山 治

4. 1 四代校長 阿部忠志発令

4. 7 第14回入学式(男129名女111名)

18学級教職員44名

平 3.3. 20 第14回卒業式(男142名女123名)

4. 8 第15回入学式(男96名女103名)

17学級教職員42名

平4. 3. 19 第15回卒業式(男133名女99名)

4. 7 第16回入学式(男108名女86名)

18学級教職員 42名

平 5.3. 19 第16回卒業式(男136名 女111名)

4. 1 五代校長 山崎 妙子発令

4. 7 第17回入学式(男86名女101名)

15学級教職員 40名

平 6. 3. 19 第17回卒業式(男97名女106名)

4. 7 第四回入学式(男80名女78名)

14学級教職員38名

平 7.3. 20 第18回卒業式(男107名女87名)

4. 7 節目回入学式(男100名 女98名)

14学級教職員38名

11. 8 文部省生徒指導総合推進校研究発表会

平8.3. 21 第四回卒業式(男88名女103名)

4. 8 第20回入学式(男84名女82名)

16学級教職員40名

9. 1 食堂空調設備完

平 9.3. 4 日野市団体研究奨励 「学校における教

育相談のシステム擁立」研究発表会

3. 19 第20回卒業式(男78名女84名)

4. 8 第21回入学式(男93名 女81名)

16学級教職員39名

10. 25 f:IJ立20周年記念式典

平10. 3. 19 m21同卒業式(男107名女99名)

3. 25 1 • 2階身障トイレ設置のための改修

工事修了

4. 1 六代校長熊沢直孝発令

4. 7 釘~22 1百l入学式 C !J)1041-'， 女91名)

15学級教職員38名

2. 歴代校長

氏 1-'， 年刀~年月

占 ) 11 豊 [1日52. 2 ~ n百57. 3 

降 旗 経 雌 [1{i57. 4 ~ 昭62. 3 

*，'Il 51 正 己 [1自62. 4 ~平2. 3 

阿 剖l ，よL 志 エF-2. 4 ~平 5. 3 

ILi l時 妙 子 平 5.4 ~平10. 3 

fi~ 沢 直 王手 主nO. 4 ~ 現在
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3.地域の環境

本校は京王線の高l幡不動駅と百草園駅のほぼ中間の北側にある。学区域は京王線に沿って北は枝川までの平坦部、

南は多摩丘陵からなり、環境に恵まれ、高l幡不動尊、百草固などの名勝がある。

4. 教育目標

憲法と教育基本法にのっと り、広い視野に立って平和で民主的な人聞に育成することを目指して、次の目標を定め

る。

① みずから学び、真の学力を身につける人聞に育てる。

② 心豊かで、みんなと協力できる人聞に育てる。

① からだをきたえ、健全な心身をもっ人聞に育てる。

。教育目標を達成するための基本方針

(1) 各教科、各領域の調和とそれぞれの充実により 、学習の基礎的 ・基本的内容の定着を図る。

(2) 教育相談室の一層の活用を図り生徒と教師、生徒相互の理解を深め、 一人一人を生かす指導を充実する。

(3) 学校週五日制の拡大に伴い、指導内容の精選、 指導方法の工夫に努め、現行の教育水準を維持する。

(4) 健康 ・安全の指導を充実、体位、体力の向上に努めるとともに、集団の一員としての自覚ある態度を育てる。

(5) 教育環境を整えるとともに、生徒の自主的・自治的能力の育成に努め、明るく生き生きした校風を確立する。

(6) 保護者、地域と連携し、その役割を明確にし、 一体感のある指導態勢を高め、社会の信頼に応える。

.指導の重点

(1) 各教科

自ら学ぶ意欲を高める指導を推進する。そのために

ア.各教科、特に選択教科の指導内容の充実を図り、個性を重視した教育を推進する。

イ.ティームティーチング、体験的な学習、地域の教材を生かした教育活動等を重視し、基礎基本の徹底に努め

る。

ウ.授業研究、授業公聞を年間計画に具体的に位置づけ、教職員の研究意欲の高揚と、指導技術の向上、共有化

を図る。

(2) 道徳

ア.人権尊重の精神を基本に据え、自他を尊重し、認め合い、支え合い、励ましあう態度の育成に努める。

イ. 自然、をいつくしむ心を育て、心の豊かさを培うとともに、環境改善に主体的に働きかける実践力を育てる。

ウ.郷土を愛する心、地域社会の一員としての自覚を育む指導に努める。

(3) 特別活動

ア.望ましい集団活動を育成し、自己実現をはかる能力の向上に努める。特に、生徒会活動、学級活動の活発化

とともに、学年、学級単位の活動の創意工夫に鍔める。

イ.自主性、自律性の向上を目指す指導の推進に努める。そのために自己理解の深化、集団の一員としての自覚

の高揚、進んで生活課題の解決に取り組む態度の育成に努める。

ウ.学校行事を体験的な学習の機会として生かし、個性、創造性の伸長に努める。

(4) その他の活動

ア.校舎外の美化活動を通して、連帯感や奉仕の心を育てる。

イ.生徒理解を一層深め、一人一人の心の居場所となる学級づく りを白指す。

ウ.社会人講師の活用を積極的に推進し、社会性や広い視野に立った国際感覚を養う。

(5) 生活指導

評価の基準 ・方法を明確にし、 主に次の事項を焦点化 し、徹底する。

ア.教育相談の手法を取り入れ、教師と生徒との心の触れ合いを深め、全教職員のまとまりのある指導を徹底す

る。

イ.健康・安全についての理解を徹底し、規則正しい態度を身につけさせる。

ウ.進んで協力し、責任を果たす態度を育てる。

エ.集団生活のきま りを守り 、明るい学校生活を送らせる。

オ 余暇を有効に利用できるようにするため、地域との連携を一層深め主体的に行動できる態度を育てる。
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(6) 進路指導

進路資料集「明日 への展望」の活用を図り つつ、評価の基準方法を明確にし、主に次の事項の指導を徹底する。

ア. 3年聞を見通した進路指専を整備し、適時、適切な指滋を工夫する。

イ.将来の希望や期待をもたせ、目標達成への意欲を高める。

ウ.個性、能力の理解を深め、進路選択を適切に援助する。

5. 本年度の研究主題

平成6、7年度 文部省「生徒指導総合推進校」 としての研究の継続、定着を図るべく 、主題を「生徒理解の方法

と実践」とし、評価の基準 ・方法を明確にしつつ、生徒理解の研究を深める。

6. 本校の特色

学校長の学校経営方針(安全、安心、安定)に基づき、全教職員の協力のもと、 「見える学校、聞こえる学校、聞

かれた学校」を目指す。文部省の研究により 、教職員の教育相談能力が高まり 、生徒理解に立った指導が行きとどい

ている。 地域との連携も深まり 、極めて良好な協力関係ができている。

教職員は常に和の精神を堅持して、当面する多くの問題を解決し、教育内容の充実を図ってきた。特に、生徒一人

ー人の個性を伸ばし、能力を開発するために、厳しい中にも明るく 、のびやかな雰囲気を大切にしている。その中で

1::1ら考えさせ、自主的な行動のとれる生徒の育成を目指している。

7. その他(教職員の研究歴)

日自 発 委 民 研 究 員 lj)f 究 生

航時 照夫(平成10社会科) 熊沢 直孝 (11百58. 保健体育) 石田 匡志(平 6)中央研修

津田 昌善(平 6. 社会) 石田 匡志(平 8)海外派遣

沖山 治(平 7. 教育課題) ;)1二旧 久雄(平 8)海外派遣

横溝照夫(平 8. 教育課題) 石田 匡志(平10)長期研修生

中川| 尚美(平 8.1羽詰苫写)

石田 匡志(平 9. 教育課題)
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名

地

話

路

数

校

在

徒

学

所

電

順

生

日野市立大坂上中学校

日野市大坂上4-17-1 

042-583-9755・9756・9696 FAX 042-583-9696 

中央線日野駅下車徒歩12分

男336(4)名女284(3)名計620(7)名

( )内 心陣学級生徒数

校長氏名谷合 明 雄 教頭氏名鈴木直 也

1. 沿革の概要

昭55. 2. 1 初代長谷川辰美校長着任

4. 1 日!町'市立大坂上中学校開校 教頭以下

教峨員37名発令

4. 8 第 l回入学式 272 (2)名

5. 15 校舎 ・校庭工事完成

6. 6 体育加工事完成

6. 28 プール工事完成

7. 12 子会成式挙行

8. 11 生徒牒準服、校主主・校腕制定

11. 1 体育館椴帳、 11古幕工事完成

11. 8 校歌制定 校卒、校旗、校歌発表会挙

行

11百56. 3. 9 第一回卒業式挙行 (244~う)

ns56. 5. 9 第一回PTA総会開催

1I{157. 8. 27 日illJIli姉妹都市、米同レ ッド ・ランド

市長本校を訪問

附58. 3. 31 理科室、食堂、図占室、美術室、1写通

教室 4完成

5. 18 学校給食開始

117161. 12. 4 タイ凶営テレビ本校取材

11(!.63. 2. 6 I二l本テレビ本校取材

4. 1 ~打 2 代名塚三雄校長着任

平元. 8. 25 体育館改装工事完了

平 2.11. 10 倒立10間年記念式典

平3. 9. 30 米II~ コロラド州York. ]r. HighschooJ. 

]ohn. Dewey. ]r. HighschooJ.の2

校と ~dí妹校提携判交換

平 4. 2. 17 Il野市教育委員会研究奨励校として

「国際理解教育」学校 ・授業公開

4. 1 第 3代伴野博夫校長着任

7. 1 コンビータ一室完成

11. 21 大坂上中地区育成会第 1回総会

11. 28 校JlIJ改正|臨時生徒総会開催

平 7. 4. 1 第4代 谷合明雌校長背任

平 8. 3. 18 数行相談室完成

'F9. 4. 1 I二|野市研究奨励校

研究主題

「生き生きとした魅力ある学校を n指

して」

平10. 2. 27 同研究発表会

学校 ・ 援業公DI~

講師大安女子大学金~ Iニ肇教J受

平10. 4. 1 束点部教育委員会指定

スクールカウンセラ ー配置校

2.歴代校長

氏 名 年月~年月

長谷 川 辰 美 昭55. 2 ~ 昭63. 3 

名 塚 Mt f1B63. 4 ~平4. 3 

Fド 野 博 夫 平 4. 4 ~平7. 3 

谷 メ口>. !現 ff4t 平 7. 4 ~ 現在

3.地域の環境

現在地は日野の発祥の地として知られている。また、

|掲束ロ ーム居の日野台地にあり、 118手1111年日野工場地

帯の I.I~ に設立された神鋼電機(株)のあと地に新設さ

れた中学校である。

学区内に日野自動車(株)をはじめ中小工場も多く、

また実践女子大学、円野台高校と隣接しており、教育

環境は良好である。

4. 教育目標

広い視野に立って、進んで自己を開拓し、向上しつ

づける人になろう。

① よく考え、進んで学ぼう 。 (知性)

② 思いやりの心をもち、他につくそう(敬愛)

① 心身を鍛え、全力でやりぬこう(健全)

* 木年度は、③を重点目標とする。

特殊学級の教育 ~I 標

① 自分で考え、判断し、自主的に行動する生徒を育

成する。

② 生徒が楽しく、意欲的に授業に参加lできるよう指

母;内容 ・指導法の工夫 ・改善に努める。特に、{聞に

応じた指導を徹底する。

① 生活に密着した教材を提供することにより実践的

な学力が身に付くよう、教材研究に努めるとともに、

教室や活動場所の環境設定をて夫する。

@ 生徒が通常の学級の活動に新極的に参加し、多く

の友達が作れるよう交流の機会と場を工夫する。

① 生徒が自分自身をしっかりみつめ、自己の良さを

や11長できるよう援助助言に努める。特に、表現力や

感性を磨くための行事ゃ活動の工夫 ・改善に努める。
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2 指導の重点

(1) 各教科、近徳、特別前田J

ア各教科

① 授業規律の佐立を図るとともに、具体物の制作や操作を主体とした学習活動、小集団による創造的、協力的

活動を準備 し、生徒の興味、|剥心、;志、欲を引き出す授業を展開する。その際、地域の自然や文化、歴史的事象

の教材化にも配慮す るようにする。

② 外国語科 (英語)及び数学科でティームティーチソグを採り入れ、生徒一人一人の個性や能力に応じたきめ

制かな指導を推進し、基礎学力の定着を図る。

① 学刊に遅れがちな生徒への指導、個に対応した選択教科の内容 ・方法の検討など、生徒一人一人の実態に即

した指導内容 ・指導方法の工夫 ・改善に努める。

@ 芸術教科においては、生徒のおIJ造的な活動を重視し、豊かな心と感性をJf:fう。

① コンビュータ設備や学校図書館の効果的な活動を図るなどして情報教育を充実し、生徒の選択能力を伸長す

るとともに、さまざまな情報を主体的に選択 ・処埋 ・活用していく能力の育成を図る。

イ道徳

① 人権尊重の精神を徹底し、互いを認め合い、 !;!.l¥'、やる態度の育成を図る。

② 生徒の精神的な自立を援助し、事の善悪を正しく判断できる能力及び態度の育成を図る。

① 社会の一員としての本仕と感謝の心を培う 。

④ ~1Æのよりよく生きたいとの |剥心に応え 、 学校の全教育活動をとおして生き万教育を充実させる。

⑤ 道徳のJR滋計 ~Iji を整備するとともに、道徳のH寺|日] の確保に努める。

ウ 特別活動

① 主体的な実践活動を充実し、生徒の自主性や協調性を育て、泣かて官IJ造的な学校生活を柿築する。

② 体験的な学校行'Jrをとおして社会性を培い、世かな感動や充実感を感得させる。

① 秋l討のfffく学校づくりをとおして、豊かな心と瑞々しい感性を養う 。

@ 部活動(クラブ活動)の活性化や地域スポーツとの積極的な関連を図りながら、生涯体育の基礎づくりを推

進する。

⑤ 心身障:1子学級との交流所!日jをとおして、心陣見解教育を推進する。

(2) その他の活動

ア 教師と生徒、生徒村17[の人rl¥JI均係を深め、受容的な雰間気づくりを進めるとともに、学校生活に変化と潤いを

与えるものとして、学年 ・学級の諮問動の充実を区lる。

イ f奈ち汗きと ~ '~I\' 、のある教育関境の~g~のため、 t，'f姉・ 美化指導を徹底させる。

ウ 委員会や学級の係市!IliJを組織的 ・計阿的に行うとともに、リサイクル運動を強力に展開し、環境に配慮した望

ましい行動のとれる生徒の育成を闘る。

エ 名手E委日会等の市!IliJを活性化し、 ー人一人をノ1"-かす教育の充実を図る。

オ 外|同人Jill師を的119)しての交流前ili!Jをとおして、 I同際盟解教行の惟進を区lる。

カ 地域の社会人講師を抑制しその1=_き)Hこ学ぶ会を設定することにより、生徒の視町'を広げ、生前感覚を深め、

もって進路m;与の一助とする。

キ 地15(育成会や (l治会とのAj}¥;のもとに、施設 ・設備や地域の人材の荊mを図り 、地岐に聞かれた教育経常を!員

IJHする。

(3) 午前指呼 ・進路指導

ア 生日J行専
① ノI:.tt ー人ー人の 1'1時!世間を尚め、 nらの也市は 1'1ら作することの出来る態度と能力の育成を陛|る。

② 脱îltある学校午前の実現のため、約米や鋭川を守る態度と)，~本的な生活門的の育成に努める。

① ，fdliに対する，む識や|刻心をl:百め、 l時と場に応じた適切な 言動ができるようにする。

o 'l二位-人 a人との文、J ，;;tiを屯悦し 、 ~I:徒が納f!}.する指導に勿める。

① 教ff心JI~.や プ]ウソセリングの校訟の研修を進め、学校教背中f l談についてのjl lI仰を深めるとともに 、 教育相談

不を市川し生徒-人 -人の不安や悩みの解消に勿める。

@ i行i吟すべき |付作と)j拡ーについてl隊員11¥1で卜分に共通l!JIpy(oーを深め、学年ゃγ:糾の枠を超えて一目した折専がで

きるような桁J母体制の終vlli・プじ':tを凶る。

⑦ イ不，~子

たJ折行j峠伴を!展艮副IJ川)H川Hし、 11:]組の解消に努める。

イ jJt時折Jは

① ノトー佐が1'1L...!.JlJ!}y('ーを深め、 n己の能)Jと適1tl:をやl'長し、jぶい悦野と確かな 11的立識をもって将米の進路を選択

できるようきめの制かい暖助 ・日VJ，~ì に勿める 。
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② 生涯に渡ってたくましく、意欲的に生き抜く力を育てるために、小学校の指導の延長のもとに 3年間を見通

した系統的、発展的な指導を展開する。

① 外国人留学生や社会人講師との啓発的交流活動をとおして、自己の在り方 ・生き方に対する認識を深めさせ

るようにする。

④ 生徒の能力や適性、進路希望等に基づいて適切な進路選択ができるよう、進路指導計画の整備を図るととも

に、指導内容 ・指導方法の工夫 ・改善に努める。

6. 本年度の研究主題

生き生きと魅力ある学校をめざして一一一 一人一人の生徒に目を向けた指導一一一一

7. 本校の特色

本校は一中と二中を母校とし、各方面の理解と協力により作られた近代的な設備の整った開校18年目の学校である。

校舎内は非常に明るく 、校庭には樹齢30年を超える桜、ヒ マラヤスギが生え、校門には樹齢100年ともいわれる棒が

そびえ、教育環境は非常に良L、。日野台高校と隣接し、生徒は高校生活を窓ごしに見て生活している。

開校以来、地域社会 ・家庭と協力して子どもの長所を生かし、本校の基礎固めに全校職員が力を結集して努力して

きた。教職員の新しい校風をつくる意欲や父母の学校への期待 ・協力により、おちついた雰囲気のある学校となり、

生徒が意欲的に活動する学校となった。 58年度より学校給食が始まり 396~，入る食堂が完備し、各地よりの参観者が

ある。

また本校は心身障害学級設置校であり、交流学習等教育内容の充実に努めている。幸いにして在学する生徒の一人

一人が明るく生き生きとした姿で‘学んでいる。

平成十年度は、①研修会や授業研究を通じて指導技術を高め、授業の充実をはかり、②生徒会活動を重視し、計画

的な指導により生徒の自浄能力と意識をさらに高め、①生活環境を全校あげて整備するとともに、家庭 ・地域との一

層の連携を推進してい く方針である。

以上のことを通じて教育目標に示された思いやりの心をもち、他につくす心情を大切にする生徒の育成を図ってい

る。

8. その他(教職員の研究歴)

研 究 員 自司 発 委 員 中 央 研 修 海 外 派 遣 等

1 谷合 明雄 (50. 道徳) 佐藤 至正 (60.技術) 佐藤 至正 (59.進路)

2 大房 裕司(2 .道徳) 成瀬 誠 (60. 特話) 谷合 !則雄 (61. 9~ 道徳指導要領改訂)

3 宇田 川 修(4 . 心障 ) 山 田よ し子 (1 .音楽) 谷合 明雄 (4. ~6. 道徳資料作成)

4 鈴木 直 也 (5 . 保体 ) 鈴木 康弘(1 .数学) 谷合 明 雄 (5 .中央研修)

5 森田 英之 (7. 教育課題) 高橋 陽子(4 . 美 術) 谷合 明雄(5 .文部省海外派遣)

6 新名美恵子 (8.学校保健) 大房 裕司(6 .道徳) 鈴木直也 (5. 中央研修)

7 安里喜世子(8 .心障) 大房 裕司(10.東京の教育21) 大房 裕司(5.若手教員海外派遣)

8 池田 誠 喜(8 .保体) 鈴木 直也(7 .都海外派遣)

9 高野 和美 (9. 学校給食) 池田 誠喜(9 .上越教育大派遣)

10 中原 明寿(9 .外国語)

11 万禰 孝司 (10. 音楽)

12 堀田 智暁 (10.学校給食)
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名

地

話

路

校

在

学

所

電

順

日野市立平山中学校

日野市平山4丁 目21番地の 3

042-593-3015 

JR中央線豊田駅下車 徒歩18分

京王線 南平駅下車 徒歩10分

男177名女167名計344名生徒 数

校長氏名辻野良子 教頭氏名中野秀 樹

1 .沿革の概要

11(l55. 6. 14 

11(156. 2. 1 

3. 26 

4. 1 

4. 7 

5. 6 

5. 27 

8. 21 

12. 25 

1IP，57. 1. 7 

2. 6 

11(~58. 1. 24 

4. 1 

11(161. 4. 1 

、ド元 8. 31 

、IL3. 4. 1 

11. 9 

'F 4. 4. 13 

'F 5. 4. 26 

平6. 4. 1 

9. 1 

平8. 8. 31 

平10.4. 1 

2. 服代校長

校舎建設工事着工

初代校長河野寿忠清任

校舎使用開始

開校乙戸教頭以下教諭29名 主査 l

名市職員11名新任

第一回入学式挙行(男子137名 女子

140名計277名 7学級)

市内中学校最初の完全給食開始

フ。ール完成

体育館完成

校旗完成

校歌完成

校歌、校章発友会

平山中PTA規約成立

第二代校長 川崎昭三者任

第三代 校 長 高 木 宏 文 着 任

図占室(四附)の改修完了

第四代校長北原 1*11(1清任

10周年記念式典

食堂挫設工事完 f

パソコソ室工事完了

第五代校長 '1-'級勉着任

下水道工事完 f
外壁補修工事完了

教育相談室設置工事完了

m六代校長辻野良子着任

氏 i"， 年 n~年 刀

M 型f メ7 J忠 117156. 2 ~ 11百58. 3 

) 11 l崎 II{{ 11白58. 4 ~ nP，61. 3 

'-IIJ イミ i広 文 117161. 4 ~平 3. 3 

」ヒ 原 景 np， 平 3. 4 ~平6. 3 

恨 勉 平 6. 4 ~平10. 3 

辻 町' j込 子 平10. 4 ~ 現在

3.地域の環境

多摩丘陵北部に聞けた低地に学校がある。校舎南側

にある校庭の目先を京王線が走り 、校舎北側は、堤防

道路を隔てて浅川の河川敷につながっている。緑豊か

で自然環境に恵まれている。

学区域は、東西の最長部分が約2.3km、南北が約

1.5kmにわたり、学校は学区域の最も北東部に寄った

位置にある。

近年、都市化の進行に伴い、ベッドタウンのたたず

まいを濃くし、人口の急増がみられたが生徒数は昭和

62年度を峠に漸減に向かっている。

保護おの教育への関心は極めて高い。

4. 教育n標

本校は、憲法 ・教育基本法の示すところに従い、学

力 ・体力の基礎とゆたかな情操を身につけることを教

育の恭本とし、生涯を通じて学び続ける人聞を育てる

ことを "標とする。

、考え、工夫する人

、協刀し、進んで働く人

一、i"I然ゃ人々を、大切にする人

一、心身を鍛え、やりぬく人

5. 桁滋の重点

(1) 各教科、道徳、特別活動

ア. f干教科

・教育内容を精選し、わかりやすく 、楽しい学習

を展開し、個性を伸ばす指導法や教材に工夫を

こらす。

・教育機器や学校図書館の活用を通し、生徒が積

極的に主体的に情報を選択するカを養うととも

に、機部操作の基本を学ぶ機会を通し、情報社

会への適応能力を高める。

-地域の自然、、文化を教材や教育活動に取り入れ

る0

・基礎学力の充実を図り 、日常の学校や家庭生活

の中で、生徒が自主的に学習を進めることがで

きるように、意欲を育てる習慣を身につけさせ

る。

・体験学習を通し情操教育を充実させ豊かな感性

を長う 0

・地域の教育へのWl待にこたえ、かつ基礎 ・基

の充実を図る観点から、第2学年の音楽、美術、

部3学年の社会、理科、技術 ・家庭は上限のl時

数で実施する。また、外国語(英語)は、 l年、
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2年、 3年とも 1時間を学校選択として履修する。

イ.道館、

・1晶かし、人間愛を基礎とした望ましい人間関係をつくるよう、すべての人を尊重し、理解する心↑!?の育成を図る0

.も のごとの善悪を正しく 判断し、正しい事は勇気をもって実践する態度を長う。

-全教育活動を通して、人間としての生き方についての自覚を深め道徳的実践ブJを育成する。

ウ.特別活動

・生徒会 ・クラブ ・部活動・ 学年 ・学級の諸活動への積極的な参加を通して、所属;芭識を高めると共に連帯感の

精神を養い、 責任感と実行力を身につけさせる。

• 1年野外活動 ・2年スキー教室 ・3年修学旅行などを実施し、各学年の発達段階に応じた協力 ・思いやり ・責

任感等の心を育てるとともに、物事を計画的 ・組織的に進める能力や態度を養う。又今年度は、 1年生にスキー

移動教室を移行するため1. 2学年同時にスキー移動教室を実施する。

(2) その他の活動

・一人一人の能力や個性を生かす教育相談 ・個人「面談 ・進路相談の実施をおしすすめる。

・基礎的な学力を身につけるための自主活動、布11充学習、質問教室など計画的にすすめる。

・生徒会活動を通じて、浅川の清掃活動やリサイクル活動などボランティア活動を積極的にすすめる。また、 地

域の福祉施設との交流を深める。

(3) 生活指導、進路指導

ア.生活指導

・生徒が主体的に運営する集会活動などを計画的に実践し、望ましい生活集団や態度を育て、集団の質を高める

指導を行う。

・個人面談、教育相談などを通して、生徒理解を深め、教師と生徒、生徒相互の信頼関係を確立し、豊かな人間

関係を育てる。

-全教職員が一致 して指導する体制をつくって、問題傾向には早期に対応策を怖 じ、家庭やl矧係諸機関との連携

を密にして、全生徒の健全育成に努める。

イ.進路指導

・自己の特性を知って、その仲長に努め、適切な進路を選択できる能力を育てる。

・個々 の生徒や各学年の発達段階、特性等を考慮して、3年間を見通した計画的、系、統的な指導を実施する。

6. 本年度の研究主題

「生徒理解を深めるための指導法の工夫」

7.木校の特色

生徒一人一人の個性を尊重 し、 生徒一人一人を大切にする教育を基本と している。

0生徒が自信と誇 りを持って生き生きと学んでいる学校

0生徒のために力一杯やろうとする教師のいる学校

0生徒を取り巻く教育環境のよい、活気に満ちた学校

8. その他 (教職員の研究歴)

山里 研 究 員 開発委 員

1 
辻 野 良 子 司二1 1[1鳥 建 一 郎

( 4 .道徳) ( 8 .特別l活 動 )

2 
野' 秀 樹

( 6 1 . 社会)

3 
J 11 井 信 義

( 10 . 社会)

-168-

研 究 生

坂 ヂド '~~ 子

(元 理科)

仁ド 町F 秀 桧I
( 3 社 会 )

.7c の 他
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